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			この異世界でも、ヤンデレに死ぬほど愛される②

			著者／緋色の雨

			イラスト／つかこ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・青木武（AO DESIGN）

		

	
		
			ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ

			エピソード　１－１　クローズド・サークル

			エピソード　１－２　自業自得の四面楚歌

			エピソード　１－３　真の敵は……

			エピソード　１－４　勝利のための尊い犠牲

			エピソード　１－５　この異世界でも、ヤンデレに死ぬほど愛される

			エピソード　１－６　忍び寄るヤンデレ

			エピソード　２－１　ヤンデレ達の平常運転

			エピソード　２－２　攫われご主人様と、ボクっ子幼女

			エピソード　２－３　スローライフへの第一歩

			エピソード　３－１　丸くなったウェルズさん

			エピソード　３－２　生地の代償

			エピソード　３－３　ローズの採寸

			エピソード　３－４　クラウディアの覚悟

			エピソード　３－５　情報漏洩

			エピソード　４－１　純潔の糸

			エピソード　４－２　スキルを習得しよう

			エピソード　４－３　ダンジョンで秘密の特訓

			エピソード　４－４　ギルドのヤンデレな受付嬢

			エピソード　４－５　ヤンデレだから

			エピソード　４－６　ヤンデレ対決

			エピソード　４－７　ヤンデレによる予定調和

			エピローグ

			書き下ろし番外編　リスティスの○○なお姉ちゃん

		

	
		
			プロローグ

			　

			　クラウディアを生き返らせた翌日の早朝。

			　俺とクラウディアは、ローズに見つからないようにギルドを訪ね、受付へと顔を出した。そこで、青い髪のお姉さんに手招きをされる。

			　専属受付嬢を名乗るシルフィーさんである。

			「おはようございます、シルフィーさん。査定は終わってますか？」

			「ええ。お待たせ。これが貴方の取り分よ」

			「ありがとうございます」

			　シルフィーさんが渡してくれたのは、銀貨七枚。ダンジョンで得たドロップ品を、夜のうちに査定してもらっていたのだ。

			「それと、冒険者のプレートを貸して」

			「……えっと？」

			「言ったでしょ、魔石の量に応じてランクを上げるって。今回は五層のボスの魔石もあるから、かなりポイントが加算されるはずよ」

			「あぁ……そういえば、そんなことを言ってましたね」

			　冒険者のプレートを差し出す。それを受け取ったシルフィーさんは、魔導具らしき物にプレートを差し込んで操作を始めた。

			「おめでとう。２ランクアップで、ランクＤになったわ」

			「おぉ……」

			　まさかの２ランクアップ。どうやってローズから逃げようかと思ったけど、これで船に乗ってよその領地へ逃げることが出来る。

			「二日でＤランクだなんて凄いわね。それに……」

			　シルフィーさんは、クラウディアに視線を向ける。昨日、グレイを引き渡すときにある程度の事情を話したので、俺がリザレクションで生き返らせたことを知っているのだ。

			「さすが、私が見込んだユズキくんね」

			「……ありがとうございます」

			「そんな貴方に、お姉さんからお願いがあるんだけど」

			「……お願い、ですか？」

			「そんなに警戒しなくても大丈夫よ。お願いと言っても、Ｄランク以上の冒険者全員にお願いしている内容だから」

			「ふむ。どんなお願いなんですか？」

			　冒険者に対するお願いなら、変な内容ではないだろうと続きを促(うなが)す。

			「実はここ数年、街道で馬車が襲われたり、女子供が攫(さら)われるなどの事件が多発しているの」

			「それは……物騒ですね」

			　思い出したのは、ローズを襲撃していた連中。

			　あれもそうだったんじゃないだろうかと、詳細を伏せて聞いてみた。

			「そうね、無関係じゃないと思うわ。ただ、末端の組織はいくつか潰しているんだけど、黒幕の尻尾(しつぽ)がいまだにつかめないのよ」

			「黒幕ですか……」

			　そういえば、ローズの護衛も、襲撃者はただの盗賊じゃないとか言ってたな。

			「かといって、全ての馬車に護衛を付けるようなことも出来ないし……これはゆゆしき事態よ。だから、Ｄランク以上の人には情報収集をお願いしているのよ」

			「分かりました。なにか情報があったら連絡しますね。ただ俺は港町に行くつもりなので、情報を集められないかもしれませんが」

			　答えた瞬間、ピシッという音が聞こえ、シルフィーさんの瞳から光が失われた。

			「……ユズキくんは、この島から出ていく、つもり……なの？」

			「え、いえ、そ、それは……」

			「それは……？」

			「そ、そんな訳ないじゃないですか。ただ、ちょっと海を見てみようと思っただけですよ！」

			「……本当？」

			　嘘です、実はそのまま逃げるつもりです。なんて言ったら、即座に監禁されそうな雰囲気だったので、俺は「もちろんです、あはははははっ」と必死に笑って誤魔化した。

			　そんな頑張りが功を奏したのか、シルフィーさんの瞳に光が戻る。

			「そうよね。海を見るだけよね」

			「ええ、もちろんですよ」

			　嘘をつくことには罪悪感があるんだけど……事実を言ったらシルフィーさんの犯罪行為を誘発しそうだからやむをえない。

			　だから仕方ない――なんて、甘いことを考えていたから、俺は違和感に気付かなかった。

		

	
		
			１－１　クローズド・サークル

			　

			　俺達はすぐさま乗合馬車に乗り、港のある隣町へと移動。今日の昼過ぎに出発するという帆船の前にやって来た。

			「……よし、ローズの姿はないな」

			　周囲の安全を確認し、俺とクラウディアは乗船手続きをしている列へと並ぶ。

			　乗船してしまえば、そのまま他領へと逃げることが出来る。目的地までは丸一日ほどかかると言うことだけど、さすがのローズも船の上までは追って来られないはずだ。

			「……ご主人様、本当に良いんですか？」

			「良いって……なにがだ？」

			「ローズ様のことですよ。ローズ様のお慈悲がなければ、あたしは復活できなかったんですよね？　あたしが死ぬ直前も、色々と手を尽くしてくださったみたいですし」

			「……分かってる。俺だって、出来れば恩返しをしたいって思ってる」

			　ローズが嫌な女の子でなければ、悪人でもないことは分かっている。

			　そして……他のヤンデレとは違うことも。

			　だけど、今のローズが比較的安全だと言っても、将来もそうだとは限らない。ヤンデレのランクが上がって……という可能性も十分にある。

			　それに、こう、なんと言うか……追いかけられると逃げたくなると言うか、ヤンデレに追われていると考えると、本能的に全力で逃げないといけないような気がするのだ。

			　ローズならどうせ、逃げても追いかけて来てくれそうな気がするし。

			「にーちゃん、乗船するのなら許可書か、ギルドのプレートを見せてくれ」

			　いつの間にか、列の最前線までやって来ていた。

			　係のおっちゃんに、慌ててギルドのプレートを提示する。

			「……ミナセ、か。ランクも問題ないな。運賃は一人銀貨五枚だ。それで、そっちの扇情的な格好をした嬢ちゃんは？」

			　……扇情的な格好。たしかに服は昨日のまま。オフショルダーのトップスだけども……クラウディアは指摘されて恥ずかしかったのだろう。俺の背中に隠れてしまった。

			「えっと……彼女は俺の奴(ど)隷(れい)だ」

			「なるほど、奴(ど)隷(れい)か。それじゃその服は……ふっ、ご主人様の趣味って訳だな。なかなか良い趣味をしてるじゃねぇか」

			　おっちゃんがニヤニヤと俺を見る。

			　違う、俺の趣味じゃなくて、メディアねぇのチョイスだ――って言いたいところだけど、メディアねぇの選んだ服は、完璧に俺の趣味に合致しているので反論の余地はない。

			　無言で肩をすくめて誤魔化すことにした。

			「まぁ、奴(ど)隷(れい)を連れて行くのは問題ない。念のために確認するから、水晶に触ってくれ」

			　おっちゃんは、俺の背後に隠れているクラウディアに視線を向けて鼻の下を伸ばした。

			　なんか……あれだな。純情な見た目の女の子が、大胆な服を着て恥ずかしそうにしてるのは思いっきり俺のストライクなんだけど……それを他の男に見られるのは面白くないな。

			　島を出たら、普通の服や上に羽織るものを買おう――と、そんな風に決意するけど、この場ではどうしようもない。水晶を触るように促(うなが)した。

			「えっと……こうですか？」

			　クラウディアは俺の背後から手を伸ばし、水晶に右手を乗せた。

			　それを見たおっちゃんがおや？　といった表情をする。

			「奴(ど)隷(れい)の契約は結んでいないのか？」

			「え？　あぁ……実は訳ありで、今は契約をしてないんです」

			「なるほど……それは困ったな」

			「困った、ですか？」

			「ああ。悪いが、奴(ど)隷(れい)の契約を結んでいなければ、嬢ちゃんの乗船は認められん」

			「え、許可書がなくても、俺の奴(ど)隷(れい)には変わりないんですよ？」

			「犯罪者から金をもらい、同じような名目で領外へ逃がす冒険者がたまにいてな。にーちゃんがそうとは言わんが……これも規則なんでな」

			「そう、ですか……」

			　これは困ったぞ。確実なのは、クラウディアを買った奴(ど)隷(れい)商のお店に行って、再契約をしてもらうことだけど……

			「おや、貴方は」

			　不意に声を掛けられる。見れば、おっちゃんの後ろから、紳士的な出で立ちの男がこちらを見ていた。はて……どこかで見たような気がするけど。

			「これはこれは、ラング様。どうかなさったのですか？」

			　おっちゃんが丁寧に答える。ラングという名前を聞いて思い出した。クラウディアを売ってくれた奴(ど)隷(れい)商のオーナーである。

			「ラングさん、先日はお世話になりました」

			「いえいえ、こちらこそ。先日奴(ど)隷(れい)をお買い上げくださった……ユズキさんでしたかな。なにやらお困りのようですが、どういたしました？」

			「実は……奴(ど)隷(れい)の証明がなければ、彼女を乗船させられないということで困っていたんです」

			　俺は視線でクラウディアを示しながらそういった。

			「ほう。その美しい少女が奴(ど)隷(れい)――まさかっ、クラウディアですか!?」

			「ええ。色々あって呪いは解けたんですが、奴(ど)隷(れい)契約まで解けてしまって……」

			「……ま、まさかあの呪いが解けるとは」

			　ラングさんは信じられないとばかりに目を見開いている。

			　俺はラングさんが驚きから立ち直るのを待って、「なので、奴(ど)隷(れい)の再契約をして貰いに行こうかと思っていたところです」と続けた。

			「……ふむ。それはちょうど良かった」

			「良かった、ですか？」

			「ええ。少しお待ちください。――彼らに乗船許可を出してあげなさい」

			　後半は、乗船の手続きをしているおっちゃんに向かって言い放つ。

			「はっ、いや、しかし……彼女は」

			「心配ない。彼女が奴(ど)隷(れい)であることは私が保証しよう。それに、船に乗ったら、私が奴(ど)隷(れい)の再契約をおこなう。だから、問題はなかろう」

			「そういうことでしたら、かしこまりました」

			　――という訳で、乗船手続きを終えた俺達は、ラングさんと一緒に乗船した。

			「ラングさん、良かったんですか？」

			「ええ、この船は私が雇っているので、ご心配には及びません」

			「それは凄い偶然ですね。助かりました、ありがとうございます」

			「いやいや、アフターケアも大切な仕事ですからな。それで、色々とうかがいたいこともあります。よろしければ後で夕食など、ご一緒にいかがですか？」

			「それは……」

			　思わず返答に詰まる。死亡してリザレクションで生き返らせたとか、軽々しく話せることじゃないと警戒したんだけど……

			「あぁ、ご心配なく。後学のために、色々とお話を聞きたいだけで他意はありません。それに無理にとは申しませんのでご安心ください」

			「そういうことであれば喜んで」

			　乗船の許可をもらうのに、あとで奴(ど)隷(れい)契約をするという約束だった。どのみちラングさんに頼む必要があるので、快く受けることにした。

			　そうして「また後ほど」と船内へと立ち去っていくラングさんを見送る。

			　

			　

			　ラングさんが立ち去った後、ほどなくして船は帆を張って出発した。つまりは、グラン島との繋がりが絶たれ――外から誰も来ない、クローズド・サークルになったということ。

			　ようやく安(あん)堵(ど)した俺は、クラウディアと並んで船縁にある転落防止の柵に身をあずけ、遠ざかっていく陸をぼんやりと眺める。

			「……色々あったけど、この島ともお別れだな」

			　ローズとの別れは少しだけ、本当に少しだけ寂しいけれど、彼女がヤンデレで、俺にフェミニストというスキルがある以上は仕方がない。

			　いつか、フェミニストのスキルをなんとか出来たら、お礼くらいはしに戻ってこよう。

			「……ねぇ、ご主人様。これからどうするおつもりですか？」

			「昨日言った通りだ。状況が落ち着いたら、服飾の仕事をしようと思ってる」

			「なら……あたしにも手伝わせてくれますか？」

			　青みがかった銀髪を風に揺らし、可愛らしい笑顔を向けてくる。そんなクラウディアと一緒にいたいと、俺は心から思う。

			「もちろん、一緒に服飾の仕事をしよう。これからは、ずっと一緒だ」

			　クラウディアは実家が洋服店で、低ランクながらも裁縫のスキルをもっている。

			　ただの針子ではなく、パタンナーとしての技術を教え込んで、俺のデザインを型紙に起こす、専属のパタンナーになってもらおう。

			「えへへ、約束ですよ。港に着いたら、さっそく店を開きましょうね」

			「おいおい。それはいくらなんでも先走りすぎだ。まずは店を開く資金集めをしないと」

			「それなら、私が出資者になってあげようか？」

			「それはありがたいけど……」

			　家は没落して、本人は奴(ど)隷(れい)。お金なんて持ってないだろ――と、視線を向けると、なぜかクラウディアは、俺を見て目を見開いていた。

			　……いや、違う。クラウディアが見ているのは……俺の後方？　まさかと思って振り向くと、ゴシックドレスに身を包んだローズがたたずんでいた。

			「ロ、ロロッローズ!?」

			「そうだよぉ、ユズキお兄さん」

			　ローズが無邪気な無邪気な微笑みを浮かべ――いや、彼女は凶悪なヤンデレだ。無邪気だとしても無害ではない。俺は顔が引きつるのを自覚した。

			「……ローズがどうしてここに？」

			「もちろん、ユズキお兄さんを迎えに来たんだよ～？」

			「そうじゃなくて。俺がこの船に乗るって、なんで分かったんだ!?」

			「なぁんだ、そんなこと。ユズキお兄さんのことならなんだってお見通し……って、言いたいところだけどね。もちろん、ちゃんと理由があるよ」

			　ローズはそう言いながら、なぜかクラウディアに視線を向けた。

			「――凄いね。冒険者になったばっかりのユズキお兄さんが、クラウディアさんを生き返らせると同時に、冒険者ランクまで上げて、船で逃げ出すっていうのは予想外だったよ」

			「それは……偶然だけどな」

			　二十四時間以内にクラウディアを生き返らせなきゃいけない。その状況下で他のことを考えている余裕なんてなかった。

			「でも、それならなおさら、どうして俺がこの船に乗ってるって分かったんだよ？」

			「ふふっ、ここまで言っても分からない？　私がどうして、ユズキお兄さんが冒険者に登録したばっかりなことや、ランクが上がったことを知ってると思うの？」

			「え、それって……まさか!?」

			「うん。ユズキお兄さんは、この島に流れ着いたって言ってたでしょ？　だから、島から出るのなら、近くの街で冒険者になるんじゃないかなって予測してたんだよ」

			「それじゃ……あの街にいたのは？」

			「うん、調べに来てたの。名前が違ってたから最初は分からなかったけど、ヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳを持ってる人がいるって聞いて、すぐにお兄さんのことだって分かったよ」

			「……あ」

			　唐突に理解した。俺はギルドにミナセという名前で登録をしていた。にもかかわらず、シルフィーさんがいつの間にか、俺のことをユズキくんと呼んでいた。

			　それはつまり、俺の名前がバレるようななにかがあったということ。

			「シルフィーさんか……」

			「そうそう。そのお姉さんから伝言だよ。『ユズキくんはギルドにとって必要な人材だから、島から出て行かれたら困るわ』だってさ」

			「むぅ……」

			　権力云々以前に、利害が一致していたか。といっても、ローズが俺を監禁するつもりであろうことを知ってるかは不明だけど……

			「そんな訳だから、大人しく私とグラン島に戻ってくれるかな？」

			　無邪気に微笑むゴスロリ少女。見た目は可愛いんだけど……その外見に騙(だま)されると、一生部屋に監禁される生活になりかねない。

			　――という訳で、最終兵器を発動！

			「クラウディア、出番だ！」

			　俺はクラウディアの背中に隠れた。

			　ローズが沈黙し、クラウディアもまた同じように沈黙する。

			「……ユズキお兄さん、それはいくらなんでも……どうかと思うよ？」

			「そうですよ、ご主人様。どう考えても、あたしには無理です」

			　なんか、二人揃って俺に非難の眼差しを向けてくる。タイプの違う美少女二人に蔑(さげす)んだ目で見られ、ちょっとへこみそうだ。

			　だけど、ここで負ける訳にはいかない！　少しでも可能性がある限り、俺はこの場を切り抜けることを諦(あきら)めない――と、クラウディアを応援する。

			「大丈夫だ、クラウディア。クラウディアは衰弱の呪いから解放されて、全てのスキルランクが元に戻っている。だから、今のクラウディアならきっといける！」

			「無理ですってば。はっきり覚えてないですけど、ローズ様って、ご主人様を襲った連中を血祭りに上げてましたよね？」

			「諦(あきら)めちゃダメだ！　いけるいける！　頑張ればきっといける！」

			「いえ、その……スキルランクが戻っても、あたしに戦闘スキルとかないんですよ？　それに、ローズ様は恩人でもありますし」

			「……どうしても無理か？」

			「無理ですよ」

			「無理かぁ……」

			　万策尽きた。

		

	
		
			１－２　自業自得の四面楚歌

			　

			　大陸へと向かう船の中にローズが乗船していた時点で、俺の命運は決まった。このまま、ブラッド家のお屋敷にお持ち帰りされるのだろう。

			　……いや、諦(あきら)めずに逃げてみるか？

			　クローズドサークルである船の上。目的地に到着するまでに捕まったら人生即終了のオワタ式鬼ごっこ。どう考えてもクリアできる難易度じゃないけど。

			　でも……ここで諦(あきら)めても、結果は同じだ。どうせなら、あがけるだけあがいてみよう――ということで、俺はローズをまっすぐに見つめる。

			「ローズ」

			「うん？　急に真剣な表情をして、どうかしたの？」

			「ステータスウィンドウを見せてくれ」

			「……え？　ステータスウィンドウ？　それくらい別にかまわないけど……」

			　前にも似たようなことがあったからだろう。ローズは特に警戒もせず、俺にも見えるようにステータスウィンドウを開いてくれた。

			　ローズとステータスウィンドウのあいだに身体を割り込ませ、ウィンドをツツツと撫でた。その瞬間、ローズが「ひゃうんっ!?」と身体を跳ねさせる。

			「ユ、ユズキお兄さん、い、今、私になにをしたの!?」

			「別に、なにもしてないぞ？」

			「嘘っ、だって、なんだか、身体がゾクゾクってして、えっと……」

			　その言葉がだんだん小さくなっていく。実際、俺は背を向けているので、ローズの身体にイタズラするなんて不可能だからな。

			　……まあ、ステータスウィンドウを弄(もてあそ)ぶことは可能なんだけどな。ローズはまだそのことを知らないから今のうち――ってな訳で、俺は再びステータスウィンドウに触れる。

			　今度はローズを驚かさないようにゆっくりと触れ……そして、徐々にステータスウィンドウ全体を撫で回すように手を動かす。

			「ひぅ……ぁん。うく……っ。……はぁっ。くぅ……んぁっ」

			　背後で甘い声がこぼれる。

			　だから、俺は片手でステータスウィンドウを撫でつつ、何食わぬ顔で振り返った。

			「……ローズ、なんだか顔が赤いけど……どうかしたのか？」

			「ふぇっ!?　そ、それは――ぁん、な、なんでも、んくっ、ない、よっ？　ひゃ……ぅあ。はぁん。ふぅ……くっ。～～～っ」

			　今のローズは、自分の身体をいじり回されているような感覚に襲われている。

			　でも、ステータスウィンドウを操作されているのが原因だと知らないローズは、そんな状態にあることを、俺に知られるのが恥ずかしいと思っているのだろう。

			　甘い吐息を隠そうと唇を噛み、身体をピクピクと震わせている。
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			「ひゃ――んくっ、どう、して……はぁっ。こんな、この感覚っ。ユズキお兄さんに撫で回されてるときと、感覚が一緒……ひゃんっ」

			　……鋭いな。

			　けど、そうかもとは思っても、確信に至るほどの余裕はないだろう。というか、そんな余裕は与えないと、後ろ手でウィンドウを弄(いじ)る速さを上げていく。

			「ひゃ――っ。ふぅ、ふぅ。あんっ。はぁ……っ。と、とにかく、ユズキお兄さんは、もう。にげ、逃げられないから、ね……っ？」

			「……ふむ。ローズは、いかないのか？」

			「ふぇっ!?　い、いいいくって、な、なんのこと!?」

			「いや、船で島の外には行かないのかなって」

			「あ、あぁ。船ね。私は伯爵令嬢だかっ、ら、そう簡単に、いったりは、はぁ。しない、よ」

			　かなり追い詰められているのだろう。ローズは膝を震わせ、しきりにフトモモを擦りあわせている。すごくエッチで、スカートの奥から湿った音が聞こえてきそうなほど。

			　ぽたり――と、床にしずくが落ちた。

			「ふむふむ。簡単にはいかないのか。でも、俺がいこうって言ったら、いったりする？」

			「それは、ユズキお兄さんのお誘いなら……ぁん、――って、あんっ。や、やっぱり、お兄さんがなにかしてるよね!?　もしかして、ひゃん。そのステータス、うく。ウィンドウが――」

			　よくこの状況で、ウィンドウが原因だと気付く余裕があったな。

			　なんて感心しているあいだに、ローズがウィンドウを閉じようとするけど……遅い。俺は一気にウィンドウをスクロールさせた。

			「な、なにっ、ひゃう、そ、それ、ダ、ダメ。あっ、あ、あっ、あぁん。こっ、こんな、お外、なのに――っ。あ……んんんっ！」

			　ローズがくぐもった悲鳴を上げ――へなへなと崩れ落ちた。恐らくは腰が抜けてしまったのだろう。それを横目に、無言でクラウディアの手を取った。

			「……え？」

			　戸惑うクラウディアが口を開きかけるが、俺はそれを遮り、手を引いて走り出した。

			「ちょ、ちょっと、ご主人様！　ローズ様をあのまま置いていくんですか？　いくらなんでも酷すぎですよ!?」

			「自覚はあるが、他に方法はない！」

			　走りながら振り返れば、へたり込んだローズのもとに赤毛の女性剣士――たしかリリアとかいった女性が駆け寄っている。

			　なので、ローズは大丈夫。大丈夫じゃないのは俺達の方――ということで、徐々に速度を上げて、船内へと逃げ込んだ。

			「どこか隠れる場所を探すぞ！」

			　廊下を進み、曲がり角へ。そこには下へ降りる階段と、客室が並ぶ廊下があった。

			　まずは……船室に。いや、一般客が立ち入れる部屋じゃ、しらみつぶしにされて終わる。

			　だとすれば、逃げ込むのは……貨物室か？　もしくはラングさんを見つけ出して、事情を話して匿ってもらうか。

			　なんて考えていると、角の向こう、入り口の方から、扉がバーンと開く音が響いてきた。

			「もうっ、ユズキお兄さんのばかばかっ！　すっごく恥ずかしかったんだからね!?」

			　なんか廊下の向こうからローズのぷんすかと怒った声が響く。怒り方が可愛いけど、捕まったらバッドエンド確定なので逃げることだけを考える。

			　少し考えた俺は、持っていたタオルを客室が並ぶ廊下の奥へと投げ捨て、クラウディアと一緒に階段の踊り場へと身を隠した。

			　これで、俺が客室に隠れたと誤解して、ローズがどこかの部屋に入った隙に、こっそり階段を上がって、甲板へと逃げ戻る作戦である。

			　息を潜めていると、コツコツとローズの足音が少しずつ近づいてくる。

			「あれ、このタオルは……すんすん、ユズキお兄さんのタオルだね」

			　なんで匂いで分かるんですかね!?

			　いや、落ち着け。ローズが俺のタオルと気付かずに、階段の方へ来る可能性もあったんだ。タオルが俺のだと気付いてくれたら、間違いなく客室に行ってくれるだろう。

			「……ん～でも、ユズキお兄さんの新鮮な匂いは、階段の方から匂ってくるね。ということは、ユズキお兄さんは階段の方――いたっ！」

			　思わず身を震わせた。階段の上から顔を覗かせたローズと目が合ったからだ。

			「なんで分かるんだよ！」

			「ふふっ、自分の匂いが染みこんだタオルで、匂いの痕跡を誤魔化そうとしたみたいだけど無駄だよ。私にはお兄さんの匂いの鮮度だって嗅ぎ分けられるんだからね？」

			「そんな斜め上のフェイントは考えてねぇよ！」

			　単純に、廊下の奥へ行く途中で落としたと思わせたかっただけである。というか、匂いの鮮度ってなんだよ。時間が経ったら発酵したりするのか？　なんか嫌だなっ。

			　それはともかく――と階段を降り、廊下の奥へと身を隠す。そんな俺達の背後から「リリア達は入り口を封鎖。外に逃がさないようにしなさい！」とローズの声。

			　あぁぁ……ただでさえ狭いクローズド・サークルが更に狭くなった。

			　くわえて――

			「ふふっ、今度はこっちからお兄さんの匂いがするよ？」

			「だーかーらー、なんで俺の匂いが分かるんだよ!?」

			　闇雲に走って逃げても、こっちの体力が先に尽きる。そう思ったので、なんとか隙を作れないかと、足を止めてローズに話しかけたのだけど……

			「なんで……って、私がユズキお兄さんの匂いを忘れると思うの？　あんなにベッドで一緒に汗を掻いた仲なのに？」

			「――ぶっ」

			　思わず吹いた。そしてそれと同時――

			「ご主人様、今のって……どういう意味、ですか？」

			　直ぐ隣から言いようのないプレッシャーが飛んでくる。

			　俺は思わず沈黙し、だらだらと冷や汗を流した。

			　俺が無言を貫いていると、クラウディアはローズへと視線を向けてしまう。

			「ローズ様、さっきのはどういう意味なんですか？」

			「あら、貴方にも想像がついているでしょう？　私とユズキお兄さんは、何度も何度も、愛を確かめ合った仲なのよ？」

			「……そうなんですか、ご主人様？」

			　うぐぐ。クラウディアのジト目が凄く痛い。いつの間にか、ローズだけじゃなくて、クラウディアまで敵に回ってるような状況に。

			　大丈夫だよな？　クラウディアはヤンデレ化したりしないよな？　いきなり、ご主人様の浮気者――ぐさっ！　とか、ないよな？

			「……ご主人様？」

			「いや、その、えっと……ご、誤解だ。たしかに、いたしたのは事実だけど」

			「……事実、なんですね？」

			「いい、いやその、一回だけだぞ!?」

			「……一回したのは、事実なんですよね？　あたしよりさきに！」

			「ちちちっ違うんだって！　言っただろ、部屋に監禁されてたって！　しかも、俺は手足を拘束されてて動けなくて、一方的に陵(りよう)辱(じよく)されたんだって！」

			　だから、俺は悪くない。一方的な被害者なんです！　と、クラウディアに慈悲を請う。

			「――でも、ユズキお兄さん。自分が動けないから、私にもっと動いて欲しいって、何度も何度も、私に求めてくれたよね？」

			　絶妙なタイミング。ローズが艶っぽい表情で言い放った。

			　あの日のことを思い出しているのだろう。ちょっと口を半開きにして、開いた手のひらを頬に押し当て、ちょっと歪んだ微笑みを浮かべる。

			　ヤンデレを極めた女の子の笑顔である。

			　そして――

			「へぇ……そぅなんです、かぁ～」

			　俺の隣には、表面上は笑顔の、だけどどう見ても怒り狂っている女の子。

			　……これは、ヤバイ。本気でヤバイ。完全に、言い訳のしようもなくヤバイ。というか事実なので、言い訳のしようがない。

			「いや、その、な？　俺の話を聞いてくれないか？」

			「大丈夫ですよ、あたしはご主人様のこと、理解してますから」

			「ほ、本当か？」

			「ええ。動けない状態で、女の子に一方的に陵(りよう)辱(じよく)されるのが好きなんですよね？」

			「違うからな!?」

			「隠さなくても大丈夫ですよ。あたしが、その願いを叶えてあげます」

			「だから違うって！　……って、叶える？」

			「ええ。手足を拘束して、動けなくなったご主人様のこと、たくさん。たぁくさん、可愛がって、あげます、よ？」

			「いや、だから……その……ええっと、えっと……」

			　――俺は逃げ出した。

		

	
		
			１－３　真の敵は……

			　

			　ヤンデレローズと、暴走クラウディアの前から逃亡。

			　その後は必死だった。

			　とにかく、逃げるしかない――と、ただひたすらに走り続ける。

			　だけど、しょせんは中世のヨーロッパに魔法を加えたレベルの世界。帆船のサイズがそんなに大きいはずもなく……直ぐに一番奥とおぼしき貨物室へと突き当たってしまった。

			「ど、どこかに隠れる場所は!?」

			　俺は必死に隠れられそうな貨物がないか探す。

			「――ん～っ、ん――っ！」

			　不意に、複数のうめき声が聞こえた。なにごとかと周囲を見回すと、布がかけられている荷物の一つから声が聞こえてくる。

			「……誰か、いるのか？」

			　恐る恐る布を捲(めく)って中を見る。そこには檻の形をした大きな箱。そして中には――あられもない格好で、猿ぐつわをされて拘束された少女が五人ほど放り込まれていた。

			「えっと……あ、なんだ、奴(ど)隷(れい)か」

			　ラングさんは奴(ど)隷(れい)商だし、島の外に売る奴(ど)隷(れい)を連れているのだろう。そう思って、布を戻そうとしたのだけど――

			「んっんっ！　んんんっ！」

			　女の子達が一斉に騒ぎ始める。

			「……ええっと、なにか言いたいことがあるのか？」

			　なんとなくそう尋ねると、みんな物凄い勢いで首を縦に振った。

			　どうやらなにか言いたいことがあるみたいだけど……はてさて、どうしたものか。彼女達がラングさんの商品であるのなら、勝手に猿ぐつわを外すのも憚られるし……

			　――って、待てよ。

			「なぁ、あんた達は奴(ど)隷(れい)、だよな？」

			「んんんんんっ！」

			　一斉に首を横に振る。だとしたら――と思い出したのは、シルフィーさんに頼まれていた一件。最近、人が攫われているという話。

			「もしかして、拉致された……のか？」

			　全員の答えは――首肯だった。俺は格子の隙間から手を差し入れ、一番手前にいた、イヌミミのある女の子の猿ぐつわを外す。

			「助けてっ、人さらいに攫われたの！」

			「それは……もちろん事実なら助けるけど、なにか証拠はあるのか？」

			「……えっと、ボクはラナ。Ｄランクの冒険者だよ。プレートは取られちゃったけど……最近多発してる誘拐事件を調べてたの」

			「ふむ……」

			　誘拐云々の話を知っているからギルドメンバーとは限らないけど……嘘をついてるようにも見えないな。

			「……ユズキお兄さん、もう逃げないの？」

			「……ご主人様、ようやく追い詰めましたよ？」

			　背後から、ローズとクラウディアの声。俺はちょうど良かったと振り返る。

			「二人とも、一時休戦だ。ここに誘拐された女の子達が――」

			「ユズキお兄さん、もうその手は通じないよ？」

			「そうですよ、ご主人様。乙女心を弄(もてあそ)ぶ悪いご主人様にはお仕置きですよ？」

			「いいいいやっ！　真面目な話だから！」

			「――なんの騒ぎですかな？」

			　ローズ達の背後から、別の足音が複数近づいてくる。部屋の入り口にいるローズ達の直ぐ後ろに現れたのは、ラングさんを始めとした複数の男達だった。

			「みなさん、ここは関係者以外立ち入り禁止ですよ」

			「あら、申し訳ございません。ユズキお兄さんを捕まえたら、直ぐに出て行きますわ」

			　ローズが伯爵令嬢らしく、凜(りん)とした仕草で応じる。

			「――二人とも、そいつらから離れろ！」

			　ラングさん――いや、ラングの船で、この場所に入れるのが関係者だけ。彼女達が本当に誘拐されたのなら、ラングが無関係なはずはない。

			　とっさに叫んだ瞬間、屈強そうな男が襲いかかってくる。それを見た俺はアイテムボックスから長剣を引き抜き、剣の腹で男を叩き伏せた。

			　だけど――

			「動かないで頂きましょう！」

			　ラングが叫ぶ。慌てて視線を向ければ、クラウディアとローズがそれぞれ、ラングに付き従っていた男によって羽交い締めにされていた。

			「なにをするのですか！」

			「え、え、なんですか!?」

			　ローズが怒りの声を上げ、クラウディアは戸惑いの声を上げる。だけど、二人は首筋に短剣を突きつけられ、強制的に黙らされてしまった。

			「ユズキさん、動かないでくださいね」

			　ラングが俺を見て下卑た笑みを浮かべた。

			「……ここにいる女の子達を攫った犯人は、本当にあんたなのか？」

			「彼女達を攫ったのは事実です。なにしろ、私は奴(ど)隷(れい)商、ですから」

			　ラングが淡々と告げる。

			「人を攫った、ですって!?　奴(ど)隷(れい)商が扱って良いのは、お金で身請けした者か、犯罪を犯した者だけ。誘拐した者を商品として扱うなんて許されませんわ！」

			「……おや？　貴方は、どこかで」

			「私はローズ・ブラッド。この島を治めるブラッド家の娘よ！　分かったら、今すぐ私達を解放しなさい！　じゃないと、取り返しのつかないことになりますわよ!?」

			　凛とした声で言い放つ。その姿には、上に立つ物の風格すら漂っているけれど――ラングは笑い声を上げた。

			「なにがおかしいのよ!?」

			「いやいや、これは僥倖だと思いましてね。まさか一度は諦(あきら)めた獲物が、二人も同時に手に入るとは……完全に予想外でしたよ」

			「一度は諦(あきら)めたって……まさか！」

			　ローズは目を見開いた。

			「気付きましたか？　貴方の馬車を襲ったのは、私の子飼いですよ。もっとも、私に繋がる証拠は出てこなかったでしょうがね」

			「……そう。貴方がブラッド家の領地で好き勝手やってる集団の黒幕ということね。ブラッド家の名誉にかけて、貴方は絶対に許しません！」

			「ふふっ、許さなければどうするというのですか？」

			「この船には、私の騎士が乗っています。逃げられるとは思わないことです！」

			「おやおや、わざわざ教えてくれるとはありがたい。では貴方を人質に、そいつらも全員捕らえるとしましょう」

			「くっ、このっ！　放しなさい！」

			　ローズは暴れるけど、屈強な男に羽交い締めにされては抵抗できないようだ。そんなローズを横目に、俺はラングに視線を向ける。

			「一つ聞きたいんだけど……」

			「なんでしょう？」

			「さっき、一度は諦(あきら)めた獲物が二人って言ったよな？　でも、クラウディアはあんたの奴(ど)隷(れい)になっていた。もしかして……」

			「おや、良く気付きましたね。ええ、クラウディアが最初にいた奴(ど)隷(れい)商の店に火をかけたのは私ですよ。そのどさくさで奪う予定だったんですが……色々と計算違いでした」

			　クラウディアを連れ出せなかったこと。そしてクラウディアが呪い持ちで、火傷(やけど)の痕を消せなかったことが計算外だったということだろう。

			「でも、どうしてクラウディアを狙ったんだ？」

			「それは……いくら貴方達が捕まる運命でも、そこまで教える義理はありませんね」

			「そうか……」

			　悪役らしく、べらべらと白状してくれれば良いものを。

			　……仕方ない。

			　二人が人質の状況では尋問も出来ないし、詳しい話を聞くのは全てが終わってからにしよう。

			「このっ、よくもブラッド家の領地でそのようなマネを。絶対に許しませんわよ！」

			　ローズが魔法を使おうと魔法陣を展開する――が、

			「――させると思ってるのか！」

			「あぐっ」

			　腕をひねり上げられ、展開中の魔法陣が喪失した。そうして苦しむローズを見て、羽交い締めにしている男が下卑た笑いを浮かべる。

			「くくっ、しかしこの金髪の嬢ちゃんは上玉だな。すっげぇ良い匂いがしやがる」

			「こっちの嬢ちゃんも、すっげぇ上玉だぜ。しかも、なんだこの大胆な服はよぉ？」

			　ローズを羽交い締めにしている男がクンクンと鼻を鳴らし、クラウディアを羽交い締めにしている男は、背後から大胆に開いた胸元を覗き込むような仕草を見せた。

			「止めろ！　二人に変なことをしたらぶち殺す！」

			　カッとなった俺は声を荒げた――のだが、

			「そうです。私にえっちぃことをして良いのは、ユズキお兄さんだけですわ！」

			「そうです。あたしにえっちぃことをして良いのは、ご主人様だけなんです！」

			　二人に追従されて反応に困った。

			「ええっと……今はそういうことを言ってるわけじゃなくてだな？　ええっと……と、とにかく、二人に手を出したら許さん！」

			　反応に困った俺は、ごり押しで言い放った。俺達のやりとりにぽかんとしていた男達は、けれど徐々に怒りをあらわにしていく。

			「こ、このガキ！　大人しそうな顔して、こんな美少女二人に手を出してやがるのか！」

			「いやまて、誤解だ！　どっちかっていうと俺が手を出されてる方だから！」

			「自慢かこんちくしょう！　てめぇみたいなやつがいるから、俺達にいつまで経っても彼女が出来ねぇんだ！　今すぐぶち殺してやる！　抵抗したら、この女達を殺すからな！」

			　キレられてしまった。

			　両手足を拘束された状態で陵(りよう)辱(じよく)されるとか、自慢にはならないと思うんだけどな……いや、代われと言われても代わらないけど。

			　取りあえず、これ以上怒らせるのは控えよう。

			　いくらリザレクションがあるとはいえ苦しませたくないし、二人同時に殺されたら対応できなくなる。ここはなだめすかせて、落ち着いて対処する必要がある。

			「ユズキお兄さんっ、こんなモテない男に屈することなんてないよ！　私のことは気にしなくて良いから、今すぐボコボコにしちゃって！」

			「そうです、ご主人様！　あたしも、ご主人様以外に触られてるの嫌です！　あたしもろともでかまいませんから、こいつらを吹き飛ばしちゃってください！」

			　……二人とも過激である。そのあまりの剣幕に当てられたのか、怒り狂っていた男達が警戒するように口を閉ざした。

			「二人とも落ち着きなさい。そんな風に自分の命を軽々しく扱って。彼が悲しみますよ？　そうですよね、ユズキくん？」

			　ラングが試すような口調で俺を見る。

			　ここで頷くのは、二人が人質として有効だと認めるようなものだけど……それが分かっていても、首を横に振るなんて出来るはずもなく、渋々と頷いた。

			「そういうことだから、お前達も少し落ち着きなさい。これからも彼女は出来ないでしょうが、うちでしっかり働いていたら奴(ど)隷(れい)の一人くらいは買えるようになるはずですよ」

			　……それは、慰めてるのか？　なんかトドメ刺してるような気がしないでもないんだけど。

			「奴(ど)隷(れい)を購入……好き放題、ゴクリ」

			　あ、それで良いんだ。

			「さて、ユズキくんには投降して頂きましょうか」

			「……断ると言ったら？」

			「彼女達も含めて、命の保証は出来ませんな」

			「……まあそうだよな」

			　非合法の奴(ど)隷(れい)売買をしていると知った俺達を逃がすことは、彼らの身を滅ぼすことになる。なにがなんでも、俺達の口を封じようとするだろう。

			　だけど、俺がローズに手も足も出ないのはフェミニストの影響があるから。ラングを始めとした敵は男なので障害にならない。

			　選択さえ誤らなければ、この状況をひっくり返すことは難しくないはずだ。

			　……そうだな。サンダーバーストで、全員無力化するのが良いかな？　敵対してる敵にしか当たらないはずだし……いや、羽交い締めにされてたら影響を受けるか？

			　電気ショックだと考えれば、羽交い締めにされている二人に影響が出ないとは思えない。だけど、サンダーバーストは魔法で、中心にいる俺は被害を受けない。

			　大丈夫なはずだけど……念のためにとスキル詳細を確認すると、『範囲内にいる、敵対関係にある対象だけにダメージを与える』と表示される。

			　――そして、柚希くんが味方だと思っている相手には絶対に当たりませんわ。とログウィンドウに書き加えられた。

			　メディアねぇ……あいかわらず見てるんだな。

			　ともあれ、これなら心配ない。全員纏(まと)めて吹き飛ばそう。

			「取りあえず、投降して頂けませんかね？　そうすれば、命の保証はもちろん、出来るだけ売り飛ばす先も優遇するとお約束いたしますよ？」

			「……奴(ど)隷(れい)にする以外でなんとかして欲しいんだけど」

			　ラングの投降勧告を適当に受け答えをしながら作戦を煮詰めていく。

			　女神メディアの祝福付きサンダーバーストなら、全員を一撃で無力化することも不可能じゃないはずだけど……と、魔法を使ったときの光景を思い出す。

			　魔法陣の展開におよそ十秒で、派手な魔法陣が使用者中心に描かれていく。俺が魔法を使おうとしたら、相手に丸わかりになってしまう。

			　なんとか誤魔化す方法があれば良いんだけど……と、思い出したのは無詠唱。

			　無詠唱は声が必要なくなるだけで、魔法陣の展開時間は逆に長くなる。しかも魔法陣は丸見えと、声が出せない状況でしか役に立たない仕様だった。

			　だけど――今までの法則でいうと、スキルはどれもＥランクで初めて、実用に耐えうる内容に変化する。その法則から考えると、もしかしたら……と無詠唱の詳細を表示する。

			　Ｅランクの項目に、日中なら見えないくらい、魔法陣の光が暗くなると書かれていた。

			　どうやらアタリだったらしい。

			　ここは船の底だけど、魔石を使った明かりに照らされている。なので、魔法陣が完全に見えなくなるレベルではないかもしれないけど、気を逸らせばごまかしは利くだろう。

			　そしてＳＰも――ある。五層のボスを倒したときに得たＳＰを使っていないので、６０８残ってる。なので、俺は即座に４００ＳＰ使って、無詠唱をＦからＥにランクアップした。

			　これで準備は整った。無駄な殺生をするつもりはないけど、手加減をして二人を危険にさらすつもりはないと、女神メディアの祝福をアクティブにする。

			　そして、ラングとの会話を続けながら、無詠唱でサンダーバーストを展開――

			　

			　システムメッセージ：フェミニストの効果により魔法を使用できません。

			　

			　……[image: gaiji_e.png]？

		

	
		
			１－４　勝利のための尊い犠牲

			　

			　クラウディアとローズが人質に取られた状況。

			　敵対している者だけにダメージを与える魔法――サンダーバーストで敵だけを倒そうと思ったら、フェミニストの効果によって魔法が使えないと言われた。

			　ええっと……どういうことだ？

			　ラングか部下の誰かが、実は女とか……いや、どう見ても男だな。他に考えられるのは……後ろにある檻の中にいる女の子の誰かが実はラングの手先、とか？

			　……いや、その可能性は低いし、そもそもサンダーバーストは敵対関係にある対象にしか効果がない。だとすれば、将来的に敵対する可能性のある人間は対象外のはず。

			　俺が認識していない――将来的に敵になる人間が対象になったら、それはもはや未来予知だ。

			　そんな便利な能力である可能性は低い。

			　つまり考えられるのは、サンダーバーストの範囲内に、俺と今現在、敵対関係にある女の子がいるということ。

			　そんな風に考え――俺は羽交い締めにされているローズを見た。

			　色々あって憎からずは思っている。だけど、それでも、今現在はローズから逃亡している最中。つまり……敵対関係にあると言える。

			　もちろん、ラング達と比べると、天と地の差くらい隔たりのある敵対関係だ。システムもそれくらい区別してくれても良いと思うんだけどな。

			　どうせ見てるんだろメディアねぇ！　みたいな感じで訴えるけど反応がない。

			「……急に黙り込んで、よからぬことを考えていたりはしないでしょうな？」

			「よからぬことなんて考えてないさ。ただ、二人の安全を保障して欲しいと思ってるだけだ」

			　いぶかしむラングに対してすっとぼける。が、そろそろ時間稼ぎは難しくなってきた。

			　正直、この機会を逃す訳にはいかない。

			　ローズやクラウディアの女性としての尊厳が、奴(ど)隷(れい)として売られるまで守られる保証もないし、奴(ど)隷(れい)契約を結ばされては抵抗も出来なくなる。

			　だから、ここで決着を付けたいのに……サンダーバーストが起動できないなんて予想外だ。

			　……うぅん。俺が敵と認識してるのが原因だとしたら、ローズは味方だと思い込めば使用できるようになるか？

			　ローズは味方、ローズは可愛い、ローズは味方、ローズはえっちぃ……サンダーバースト。

			　

			　システムメッセージ：フェミニストの効果により魔法を使用できません。

			　

			　……ダメか。ローズと敵対したいと思ってるわけじゃないんだけどな。思い込みが足りないのか、もしくは思い込みではダメなのか。

			　どっちかというと……後者なんだろうなぁ。

			　客観的――つまりはシステムの立ち位置からみて、敵対関係にあるかどうか。あくまで予想だけど、判断基準はそこにあるんだろう。

			　もしそうだとすれば、対処方法はある。

			　でもなぁ……その代償はあまりにも大きすぎるんだよな。出来れば選びたくない手段なんだけど、他に二人を救う方法は……ないよなぁ。

			　……仕方がない。ローズには借りもあるし、覚悟を決めよう。

			「いつまで黙っているつもりですか。武器を捨てて投降しなさい。従わないのであれば、二人の待遇も考えざるを得ませんよ？　それでもいいのですか！」

			　焦れたラングが声を荒げる。

			「悪いな。ちょっと覚悟を決めてたところだ」

			「覚悟？　……二人がどうなっても良いと言うのですか？　――彼が妙な動きを見せたら、その二人を殺しなさい」

			　ラングが部下の二人に命じる。

			「落ち着けって。覚悟といっても、そんな物騒なものじゃない。ある意味では、それよりもずっと大変なことだけどな」

			「……さっきからなにを言っているんですか？　緊迫した状況で、気でも狂いましたか？」

			「だから、違うって。俺の覚悟は……ローズ！」

			　ローズをまっすぐに見る。

			「ローズは俺のことが好きなんだよな？」

			「え？　それは、うん。もちろんだけど……？」

			　急にどうしたの？　みたいな顔で見られるけどかまわずに続ける。

			「だったら、俺のためならどんなことでも出来るよな？」

			「……うん、覚悟なら出来てるよ。ユズキお兄さんが救えるのは、どちらか一人だけ。だったら、私は選ばれないと思うから」

			　……リザレクションのことか。二人同時に殺されたら、自分が見捨てられるとローズは思ってるんだな。でも……それは誤解だ。

			　俺はヤンデレが嫌いだ。ヤンデレ少女はみんな、俺の意思を無視して、自分の思い通りにしようとする。それが嫌いなのだ。

			　でも……ローズは少しだけ違った。俺を振り向かせるための手段を選ばないけど、だからこそ、俺の意思を尊重してくれている。

			　ローズが他のヤンデレと同じなら、俺はクラウディアを救うことが出来なかった。それに、そうじゃなくても、俺の初めての相手、だしな。ここで見捨てるなんて出来ない。

			　だから――

			「心配するな。そんな物騒な話じゃないって」

			「……そう、なの？　だったら、なに？」

			　訳が分からないと混乱する。そんなローズに向かって、俺は高らかに言い放つ。

			「――ローズ、俺の性奴(ど)隷(れい)になれ！」

			　俺が叫んだ瞬間、ラング達が、クラウディアが、そしてローズが、こいつは突然なにを言い出すんだ？　という顔をする。

			　いや、気持ちは分かるよ。

			　俺だって、みんなの立場なら同じ反応をすると思う。

			　だけど、だけど――だ。

			　ローズとクラウディアを救うには、サンダーバーストで敵を纏(まと)めて倒すくらいしか方法がなくて、そのためには、ローズとの敵対関係を今すぐに解消するしかない。

			　普通なら、友達になろうと言えば済む話だ。

			　でも、ローズはヤンデレ全開で俺を愛している。そんなローズに友情がどうのと言っても、今すぐに説得できる訳がない。

			　出来るとすれば、ローズの望む形に持って行く方法だけ……なんだけど、もし俺の恋人になれ！　なんて言った日には……結果は想像するまでもない。

			　だから、ローズに主導権を与える訳にはいかない。主導権は俺が握り、ローズの行動を制限するしかないのだ。

			　そして、その結果が……俺の性奴(ど)隷(れい)になれというセリフ。

			　本音を言うと、相手の意思を尊重しないのは望むところじゃないんだけど……でも、しょうがないだろ？　女の子に一生管理される生活か、女の子を自分の言いなりにする生活を選べって言われたら……誰だって後者を選ぶと思うのだ。

			「という訳で、俺のエッチな奴(ど)隷(れい)になれ」

			　我ながらとんでもないことを言ってるよな。なんて思いつつ迫ると、羽交い締めにされているローズは、首だけを器用に傾げて見せた。

			「ええっと……なにが、という訳なのか分からないけど、ユズキお兄さんの性奴(ど)隷(れい)になったら、たくさん、たぁくさん、私を抱いてくれるってことだよね？」

			「え？」

			「あの日よりもたぁくさん、私のこと、求めて、くれるんだよね？」

			「……え？」

			　なんか、とんでもないことを確認されてしまった。

			「こ、こんな時になにを言ってるんだ？」

			「こんな時に、そんなことを言い出したのはユズキお兄さんだよ？」

			　……はい、そうでした。

			　これ、絶対にイエスと答えちゃいけないやつなんだけど……と、無詠唱でサンダーバーストを起動しようとするが、やっぱりフェミニストの効果で無理だと言われてしまった。

			　……どうする？　いや、どうするもなにも、ここまで来て後には引けないんだけど。というか、俺が打ち倒した男も起き上がりそうな雰囲気。これ以上は時間をかけられない。

			　あああああ、もう、分かったよ、分かりました！

			　言えば良いんだろ、言えば！

			「約束する！　俺の性奴(ど)隷(れい)になるなら、たくさん、たぁくさん、抱いてやる。あの夜よりも激しく求めてやる。だから、俺のエッチな奴(ど)隷(れい)になれ！」

			「ユズキお兄さんがその気になったら、ちゃんと私を求めるって約束してくれる？」

			「ああ、約束する！」

			「分かった、じゃあ私はユズキお兄さんの性奴(ど)隷(れい)になる！」

			　ローズが宣言した瞬間、敵対関係が解除されたことをたしかに感じ取った。これで、今度こそ、サンダーバーストが使える。

			　誤解を解くのは、全部終わってからだ。

			「まったく。黙って聞いていれば、これはなんの茶番ですかな？」

			　ラングはとんでもなく不愉快そうだ。

			　まぁ……気持ちは分かるよ。自分の犯罪を暴かれて、その相手を始末しようとしていたら、いきなり訳の分からない告白が始まったんだからな。

			　だけど――

			「茶番なんかじゃないぞ。これは……必要なことだったんだ」

			　大きい犠牲を支払ったけど、ローズとの敵対関係が解消された。これで、今度こそ、ラング達を倒して、二人を助けることが出来る。

			　俺はにやりと笑みを浮かべ、無詠唱でサンダーバーストを――

			　

			　システムメッセージ：フェミニストの効果により魔法を使用できません。

			　

			　なんでだよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?

			　いやいや、おかしいだろ！　さっき確実に、ローズとの敵対関係が解消されただろ？　え、俺の思い込み？　いやいや、絶対、そんな感覚があったって！

			　

			　ちょっと、メディアねぇ！　このシステムバグってる！

			　

			　心の中で悪態をつきまくる。そのとき、俺が急に黙ったことで微妙な空気になったその場に、冷たい――氷のように冷たい声が響いた。

			「……ご主人様、どういうこと、なんですか？」――と。

			　鋭い刃のような声を聞いた瞬間、俺はぞわりと背筋が寒くなった。

			「ク、クラウディア？」

			「ローズ様と濃厚な夜を過ごしたんですよね？」

			「うぐ。いや、だから、それは、不可抗力なんだって」

			「……そうですか、不可抗力ですか」

			「あ、ああ。そうなんだ」

			「分かりました、信じます」

			　クラウディアが怒りを収めたので、俺はホッと息を吐いた。

			「だけど――さっきのはなんですか？」

			「さっきのは……いや、それはその、やむにやまれぬ理由がだな」

			「……ご主人様、言いましたよね？　あたしとずっと一緒にいてくれるって」

			「それは……言ったけど？」

			「なら、ローズ様を性奴(ど)隷(れい)にするってどういうことですか！　あたしのこと、飽きちゃったんですか？　泣いて許しを請うあたしを、気絶するまで責め立てたくせに！」

			「ぶっ!?　ク、クラウディア!?」

			　こんな場所でなんてことを言うんですかね!?　ローズは目が三角だし、男達からは言いようのない黒いオーラが立ち上ってるんですけど!?

			「ばかばかっ！　ご主人様の裏切り者！　鬼(き)畜(ちく)っ、死んじゃえっ！」

			「ちょ、落ち着け！　っていうかさっきから言動が不穏すぎるだろ!?　……まさかっ、ヤンデレ化したのか!?」

			「してませんよっ！　これは乙女として正当な抗議です！」

			「……なるほど」

			　自分の行動を思い返し……思わず納得してしまった。相手がヤンデレじゃなくても、刺されても文句を言えないくらい色々してたな。

			　いや、それでも、ちょっと興奮しすぎではないだろうか？

			　……興奮？　そういえばさっき、女神メディアの祝福をアクティブにしたな。まさか、精神が高揚してるのが原因……？

			　……い、いやいや、あれは味方だけ。もしクラウディアが敵対関係にあるのなら、今は精神高揚の効果は発動していないはず……と、スキル詳細を再確認する。

			『使用者が仲間だと思っている者の精神が高揚』

			　ああああああっ、サンダーバーストと判定方法が微妙に違う！　これだと、客観的に見て敵対関係にあっても、俺が仲間だと思ってるクラウディアは思いっきり対象内だ！

			「ご主人様、聞いているんですか!?」

			「――ひゃいっ!?」

			「だったら、あたしをあらためて性奴(ど)隷(れい)にして、エッチなことをするって約束してください！」

			「なぜそうなる!?」

			「ご主人様は放って置いたら、どんどん浮気しそうだからです！　ご主人様の性欲は、あたしが、か、かか、管理しますっ！」

			「ぶはっ。おまっ、なにを言い出すんだ!?　というか、少し落ち着け。クラウディアがそんなことをする必要はどこにも……」

			「……ご しゅ じ ん さ ま？」

			　恐い、むちゃくちゃ恐い。ヤンデレ発症してないっていうけど、そこらのヤンデレよりよっぽど恐い。これは、抵抗できない。

			「ああああああああっ、もうっ！　分かったよ、分かりました！　約束します！」

			「本当ですか？　ローズ様にしたのと同じこと、あたしにもたくさんしてくれますか？」

			「しますよ、します。たくさんでも一晩中でもします！」

			「えへ、じゃあ、ローズ様とのことだけは許してあげます」

			　――刹(せつ)那(な)、クラウディアとの敵対関係が解除されたことを感じ取った。間違いない。今度こそ、今度こそサンダーバーストが撃てる。

			「まったく、本当に度し難い。我々を舐めているのですか？」

			　ラングが、もはや何度目かも分からないため息をつく。だけど、そのセリフに対して、俺はいいようのない怒りを抱いた。

			「さっきから聞いていれば、茶番茶番と勝手なこと言うな！　俺がどれだけの、どれだけの犠牲を払ったか、お前には分かるのかよ!?」

			「は？　いや、それは、分かりませんが……？」

			「なら好き勝手に言ってんじゃねぇ！　俺は平穏を望んでるんだ！　平和なスローライフを望んでるんだよ！　それなのに、二人の女の子を自分の性奴(ど)隷(れい)にするってなんだよ!?」

			「ええええぇぇ、それは貴方が自分から言い出したことですよね!?」

			「うるさいうるさい、うるさーいっ！　とにかくお前が悪い！　お前のせいで俺のスローライフは台無しだ！」

			　完全に八つ当たりである。

			　ともあれ、俺の剣幕にラング達は驚いている。つまりは隙だらけ。だからその隙に、俺は今度こそ、サンダーバーストを無詠唱で起動し――魔法陣を展開。

			「俺の怒りを、くらいやがれええええええええええええええっ！」

			　たまりにたまった鬱憤を解き放ち、ラング達を全員纏(まと)めてぶちのめした。

		

	
		
			１－５　この異世界でも、ヤンデレに死ぬほど愛される

			　

			　――八つ当たりサンダーバーストをぶっ放し、非合法の奴(ど)隷(れい)商人とその部下を一網打尽にして拘束。ローズが甲板に待機させていた騎士達と合流して船をあっという間に制圧した。

			　俺達は図らずも、女子供を誘拐して奴(ど)隷(れい)として売り飛ばしていた組織を壊滅させたのだ。

			　だが……その代償はあまりにも大きい。

			　青みがかった銀髪に、吸い込まれそうなエメラルドグリーンの瞳を持つ清楚系美少女。それに、サイドツインの金髪に、金と蒼い瞳のオッドアイを持つ妹系美少女。クラウディアとローズによって客室に連れ込まれ、手足を縛られた上でベッドに転がされていた。

			「……一応聞くけど、二人して俺をこんな風にして、どうするつもりなんだ？」

			「あはっ。そんなの決まってるよぉ。ユズキお兄さんの性奴(ど)隷(れい)になったから、さっそく愛してもらうんだよ？　甲板でなにかされたときから、ずっと我慢してたんだから」

			「誰がいつ性奴(ど)隷(れい)にした!?」

			「え？　ユズキお兄さんが言ったんだよ？　俺の性奴(ど)隷(れい)になって、エッチな命令に従えって」

			「………………そうだったな」

			　なんでそんなことを言っちゃったんだろうなぁ。

			　いや、他に選択肢はなかったんだけども。

			「と、いう、ことで……」

			　ローズはドレスのスカートを広げて、俺の上に馬乗りになった。腰の高さまでスカートを上げたことで、本来は隠されているべき部分が部屋の明かりに照らし出される。

			　ほんの少し開いた割れ目からは大量の蜜があふれ、太ももを伝っていた。

			「っていうか、なんで穿いてないんですかね!?」

			「え？　ユズキお兄さんが言ったんだよ？　愛らしい容姿で、実は穿いてない方が良いって」

			「おぉう……」

			　屋敷から逃げようとした……あのときか。っていうか、それはつまり……今までずっと穿いてなかったってこと？　……そういえば甲板でも蜜が伝い落ちてたな。

			　……ゴクリ。

			　いや、ゴクリじゃなくて。

			「落ち着け！　そもそも、ローズは俺の性奴(ど)隷(れい)になったのであって、俺がローズの性奴(ど)隷(れい)になったわけじゃないんだぞ？」

			「そうだけど……それが？」

			「いや、それが？　じゃなくて、俺が求めてないのに、俺を求めるのとか反則だろ？」

			「どうして？　私はユズキお兄さんの性奴(ど)隷(れい)だから、求められたらいつでも応えるけど、私がユズキお兄さんを求めないとは言ってないよ？」

			「………………」

			　俺は思わず天を仰いだ。ローズが理不尽なヤンデレであることを思い出したから――ではなく、その通りだなぁと納得してしまったからだ。

			　……って、いやいやいや、納得してどうする。

			「とにかく、俺の意思を無視してこういうことするの禁止！」

			「分かってるよぉ。私はユズキお兄さんのエッチな奴(ど)隷(れい)だから、ユズキお兄さんが求めてないのに無理矢理はしたりしないよ」

			「そ、そうか。それなら良いんだけど……」

			　いや、良いのか？　なんか、俺の性奴(ど)隷(れい)というポジションが確立しつつあるんだけど。

			　……いや、考えちゃ負けだ。というか、今更、あれはあの場をしのぐための口からでまかせだったんだとかいう方がヤバイ気がする。

			「でも……ね？　私のおまんこ、ユズキお兄さんが欲しくてこんなになってるんだよ？　濡れ濡れでキツキツのここに、ユズキお兄さんの……入れたくない？」

			「それ、は……」

			　ゴクリと生(なま)唾(つば)を飲み込んだ。

			　ただでさえキツくて、吸い付いてくるエッチなおまんこ。

			　蜜があふれるほどに欲情したローズのそこに息子を入れれば、信じられないような快感が得られるのは分かりきっている。

			「ねぇ、ユズキお兄さぁん。私のおまんこ、ユズキお兄さんのたくましいので、ぐちゅぐちゅって、して欲しいの。ユズキお兄さんは……私のここ、めちゃくちゃにしたく、ない？」

			　ローズは少しだけ腰をグラインドさせ、俺のことを見下ろした。性的なことを想像させる体勢から、あの夜のことを思い出して、俺はゴクリと生(なま)唾(つば)を飲み込む。

			　だけど、ローズはヤンデレ。ここはきっぱり拒絶しなければ大変なことになる。

			「そんなの、ローズの中に入れたいに決まってるだろ！　おまんこをめちゃくちゃにかき回して、子宮まで突き上げたいに決まってるだろ！　あのときは手足がなくて動けなくて、すっごいもどかしかったんだ。あの日より激しくむさぼりたいに決まってる！」

			　――って、俺はなにを言っちゃってるんですかあああああ!?

			　慌てて口を閉じるけど後の祭り。俺に馬乗りになっているローズはふふっと微笑んだ。

		

	
		
			[image: p_54.jpg]
		

	
		
			「……やっぱり。表面上は否定してても、心の底では私の身体を求めてくれてるんだね」

			「なにを、言って……って、まさか！」

			　俺は慌ててステータスウィンドウを開く。そこには……

			　

			　ローズとの契約。

			　その気になったら、ローズを求める――とか書かれていた。

			　

			　あぁ、またやらかした……っていうか、『その気になったら、ローズを求める』って、俺もその気になってるってこと？

			　いや、たしかに、あの日のことは快楽耐性のスキルが一気に２ランク上がるほどに強烈だったし、忘れたくても忘れられない体験で、馬乗りになられて思い出しちゃったけども！

			　いくらなんでも、この状況で求めるとか自殺行為だろ!?

			　……って、まさか、あれか？　本来なら様々なしがらみという名の理性で拒絶するところを、魔眼の契約で本能が優先されてるってこと？

			　あ、ありそうな気がする。

			　そうじゃなきゃ、いくらなんでもクラウディアも見てるのに……って、そうだ！　すぐ側にクラウディアがいるじゃないか！

			「クラウディア、助けてくれ！」

			「え、嫌ですけど」

			「即答!?　っていうか、なんで!?　浮気はダメって言ってたじゃないか！」

			「ローズ様のことだけは許すって言ったじゃないですか。それに……ローズ様にするのと同じこと、あたしにもしてくれるって言いましたよね？」

			「え、いや、それは言ったけど……いや、だからってこれは、色々おかしいよな？」

			　あまりにもおかしすぎて、どこから突っ込めば良いのか分からない。

			　いや、分からないというのは、ツッコミ的な意味で性的な意味では――というか、ローズさん、なんで俺を脱がそうとしてるんですかね！

			　それはまずいと藻(も)掻(が)くけれど、手足を拘束されている俺は抵抗できない。いや、たとえ拘束されていなかったとしても、フェミニストの効果があるから抵抗できないんだけど！

			　

			　誰か、たーすーけーてーっ！

			　

			「ふふふっ、これからローズ様と楽しむんですね。それを、後であたしにしてくれると思うと、すっごく……はぁん、あたしも濡れてきちゃいました」

			「いや、濡れてきたじゃなくて！」

			「はぁはぁ。ユズキお兄さんの匂い。たまらないよぉ。もう、我慢できない。ユズキお兄さん、もう、良いよね？」

			「良くない！　っていうか、マジで落ち着け！　二人とも興奮しすぎ――」

			　そこまで口にしたところで気付いてしまった。

			　ラング達をぶちのめして、船内を制圧。それはあっという間におこなわれたので、まだそれほど時間は経っていない。つまり……と、ステータスウィンドウを確認すると……

			　

			　女神メディアの祝福：残り７分。

			　精神高揚＋57％

			　

			　あぁぁぁ……女神メディアの祝福の効果が――精神高揚の効果が思いっきり残ってる！

			「二人ともステータスウィンドウを確認しろ！　精神高揚ってのがあるだろ。二人が興奮してるのは、それが原因だ。あと七分で効果が切れるから、それまで――」

			「それまでに、後に引けないところまでいけば良いんだね！　大丈夫、私に任せて」

			「あたしも、及ばずながら協力します！」

			「――うわあああああ、逆効果だったああああああっ!?」

			　……どうして、どうしてこんなことになってしまったんだろう？　俺はただ、ヤンデレじゃない女の子とのスローライフを望んだだけなのに。

			　こんなのは俺が望んだスローライフじゃない。ただの、ただのエローライフだよ！

			　ぐぬぬ、こうなったら仕方ない。ローズとの契約破棄をかねて、精神高揚のバフが消えるまで、死亡して逃げ切ろう――と、ファイア・ボルトの対象を自分の首に設定。

			「ファイア・ボルト」

			　魔法陣の展開を開始するが――

			「させません」

			「ば――っ、なにやってるんだ!?」

			　手を拘束していたクラウディアが、俺と首を重ねるように覆い被さってきた。このままじゃクラウディアの首まで吹き飛びかねないと、慌てて魔法をキャンセルする。

			「それは、あたしのセリフです、ご主人様。街でご主人様が自分の首を吹き飛ばしたとき、あたし、泣きそうになったんですからね？」

			「むぐっ。それは、悪かったと思うけど……」

			　逃げるにはこれしかないんだと話すわけにもいかずに口ごもる。

			「言っておきますけど、死んで逃げようなんて思わないでくださいね？　ご主人様が死んだら、ローズ様と一緒に遺体を陵(りよう)辱(じよく)しますからね？」

			「ちょ、それはアウト、完全にアウトだから！」

			「だったら、軽々しく死のうとしないでください！」

			「……はい」

			　必要に駆られたとはいえ、死を軽く扱っているのは事実なのでぐうの音も出ない。そうして言葉を失った俺に対し、クラウディアはどこか不安げな表情を浮かべた。

			「……ご主人様は、あたし達のことが嫌いなんですか？」

			「いや、それは……そうは言わないけど……」

			　クラウディアはもちろん、ヤンデレのローズだって可愛い。もちろん、ヤンデレ的な部分は好きじゃないけど……それを差し引いても、魅力的な女の子だ。

			　そんな二人に言い寄られて、嬉しくないと言えば嘘になる。けど、この状況はいくらなんでもあんまりだと思うのだ。

			「ご主人様。約束……してくれましたよね？」

			「それはしたけど、もう少し待って欲しいというか、この状況はあれというか……」

			　そう呟くと、クラウディアとローズを顔を見合わせた。そして、なにやら視線で語り合ったあと、二人はゆっくりと俺に視線を戻した。

			「まったく。エッチなくせに、どうしてこういうときに躊躇するんですか」

			　クラウディアがため息をつく。

			「……いや、さすがにそこまで上級者じゃないんですが」

			　処女を頂いた美少女二人との二回目が３Ｐなんて……のは、ちょっとアリだとは思うけど。その結果、一生管理されそうな未来が見えるのは……躊躇(とまど)うには十分だと思う。

			「分かりました。ご主人様に選ばせてあげます」

			「……選ばせる？」

			「ええ。ご主人様が約束どおり、あたし達を求めてくださるのなら、こんな風に強引に迫ったりする必要はないんです」

			「ま、まぁ、それはそうなんだけど……」

			　だから、もう少し待って欲しい。具体的には一年ぐらい――なんて俺が言おうとするのを遮り、クラウディアとローズが続けざまに口を開く。

			「なので、ご主人様が、あたしとローズ様を死ぬほど愛すか」

			「それとも、ユズキお兄さんが、私とクラウディアさんに死ぬほど愛されるか」

			　

			「「――好きな方を選ばせてあげます（あげるよ）」」

			　

			　俺にのしかかっている二人の愛が重い。

			　……あぁ、俺の願いは普通の女の子とのスローライフだったのになぁ。なんでこんなことになってしまったんだろうか？

			　……正直、考えても分からない。

			　分からないんだけど……クラウディアに手を押さえつけられ、ローズには馬乗りになられている。フェミニストの効果が発動している俺に抵抗する手段はない。

			　そんな状況でローズが俺のズボンを脱がせ始めた。

			「ふふっ、また引っかかってる。ユズキお兄さんも期待してるんだね」

			「き、期待なんてしてないしっ！」

			「そんなこと言ってぇ……下半身はすっごく素直だよ？」

			「くっ、殺せっ！」

			　恥ずかしさに耐えかねて、思わずそんなセリフを言ってみる。だが、ローズがそんな言葉を聞いてくれるはずもなく、ズボンに続いて下着も脱がされてしまった。

			「ふわぁ……お兄さんの、エッチな匂いがするよぅ」

			「うわぁ……これが、ご主人様の……すごくえっちぃです」

			　ローズが鼻を近づけて欲情した表情を見せる。そして俺の頭の上にいるクラウディアは、恥ずかしそうに顔を赤らめていた。

			「ユズキお兄さん、見られて興奮してるでしょ？」

			「なっ、そんなはず――」

			「さっきより大きくなってるよ？」

			「ぐぬぬ……」

			　ちくしょう、俺の息子は節操なしか！

			　ちょっと、可憐なクラウディアが、俺の息子を見て恥ずかしがってるからって、それを見て興奮するとか――いやまぁ……興奮するけどさ。

			　だって、なんか恥ずかしそうにしながらも目を離さない。そんな純情で、だけどエッチなクラウディアが可愛くて仕方がない。

			「あむっ」

			「～～～っ!?」

			　クラウディアに気を取られていた瞬間、息子が生暖かい感覚に包まれて、うめき声を上げそうになった。見れば、ローズが俺の息子を思いっきり頬張っている。

			「ロ、ローズ？」

			「いまふぁ、レロ……ん。くちゅ。わたひのふぁん、なんだよ？　ぐちゅ、れろぉ。……ん。くらうでひぁ、ふぁん、ぐぷっ。じゅる。ばっかり見て、らめ、らよぉ」

			「くっ。しゃべりながらはっ、くっ」

			　馬車での移動から船に乗り、ローズのステータスウィンドウを弄(いじ)って悶々としていた。更には二人に襲われている状況。いきなり濃厚なフェラが始まって、俺は一気に余裕がなくなる。

			　しかも――

			「うわぁ……ご主人様の大きな……のが、ローズ様の小さなお口に……それも、ぐちゅぐちゅって……すっごくイヤらしい音……エッチだよぅ」

			　恥ずかしがってはいても、興味は津々なのだろう。俺のすぐ頭の上。クラウディアは赤らめた顔で解説を始める。

			　その、クラウディア自身が欲情している声に、俺は否応もなく興奮した。

			「あん、おくひのなかれぇ、くちゅ、また、おっきく……じゅぷ」

			　息子をずるると吸い上げるように奥まで飲み込み、そのままの状態でゆっくり引き抜いていく。ローズのお口の中が真空になり、唇が俺の息子を扱き上げていく。

			　まるで、早く精を吐いてと言わんばかりのその動きに、俺の腰が跳ね上がった。

			「んぐぅ……っ。……ふふ、気持ちよかったんだね」

			　息子を吐き出したローズが、上目遣いを向けてくる。

			「い、いや、その……」

			「誤魔化す必要はないよ。もっと、もぉーっと、気持ちよく、シテ、あげる。……クラウディアさん、こっちにおいで」

			「……え、でも」

			「大丈夫、ユズキお兄さんは期待してて逃げないから」

			「そ、そんなことないし」

			　とは言ったものの、ローズがなにを考えているのか想像すると、手の拘束を解かれても逃げようとする気は起きなかった。……いや、違う。足を押さえられているから逃げられないだけだ。

			　なんて葛(かつ)藤(とう)しているあいだに、クラウディアがローズの隣に並んだ。そうして、俺の期待にいきり立ったペニスを真っ赤な顔で見つめる。

			「ふわぁ……これが、あたしの中に……はぁ、えっちぃよぅ」

			　えっちぃのは、おちんちんを見てうっとりしているクラウディアである。

			「さぁ、クラウディアさん」

			　ローズがなにか耳打ちをする。

			「ふえぇ、そ、そんなことを言うんですか？」

			「うん、絶対、喜んでくれるよ？」

			「うぅ……わ、分かりました」

			　なにを吹き込まれたのか、クラウディアの頬が真っ赤に染まっている。そんな恥ずかしそうな顔をしながらも、上目遣いで俺を見る。

			「ご、ご主人様ぁ。あたしの処女を奪ったたくましいおちんちん、が、がんばっておしゃぶりするので、た、たんのうして、ください……ね。うぅ……恥ずかしいよぅ」

			　真っ赤になるクラウディアがエロすぎる。

			「クラウディア、そろそろ……」

			「は、はい……それじゃ、ご、ご奉仕、します」

			　ちろっ――と、舌先が、ペニスをほんの少しだけ舐めた。わずかな、本当にわずかな刺激。それがクラウディアの初めてのフェラ。そう考えると、もっと舐めて欲しくなる。

			　俺のペニスが、無意識にピクンと跳ねた。

			「はう……ご主人様……その、気持ちいい、ですか？」

			「ああ、だから、もっと舐めてくれ」

			「は、はい」

			　ちろ、ちろっ、と、舌先がペニスを少しずつ舐めていく。恥ずかしがりながらも、熱心にペロペロする様子はエッチだけど……凄く不慣れな感じがする。それはそれで初々しくて良いんだけど、もう少し刺激が――なんて思っていたら、ペニスにぞわりと快感が駆け抜けた。

			　なにがと思って視線を向けると、鈴口をチロチロと舐めるクラウディアの下で、ローズがサオの部分を舐め上げていた。

			「そんなっ、二人同時だなんて……っ」

			「ふふっ、そんなこと言って、期待してたんでしょ？」

			「そんなことは――」

			　ないとは言えない。実際に思っていたし、なにより、二人の舌が俺の肉棒を這い回る。その快感に飲まれそうになる。

			「クラウディアさん、そのまま口の中に含んで舌で、先っちょをなめ回して上げて」

			「こう、でひゅか？」

			「うん、そうそう。それで、そのままサオの部分に舌を這わして……じゅる」

			　鈴口をしゃぶっていたクラウディアがハーモニカを吹くように、サオの部分を舐めていく。それに入れ替わるように、ローズが鈴口を口に含んだ。

			　そして再びクラウディアへ――と、二人は交互に俺の肉棒にご奉仕を続ける。ついこの前まで処女だった美少女二人が、仲良く俺のおちんちんを舐めしゃぶっている。

			　刺激が単純に二倍になったというだけじゃない、まるで夢のような光景。しかも、二人の異なる舌使いが、息子に様々な快感を与えてくれる。俺は一気に上り詰めていった。

			「ふふっ、ユズキお兄さん、もうイきそうなの？　じゅる、じゅるる……れろぉ……」

			「ちろ……じゅぷっ、じゅぷぷ……ホントですね、ご主人様のピクピクしてます」

			　少しでもこの状況を味わいたくて、歯を食いしばって耐える。だけど、二人は息を合わせて激しく舐め始めると、更には手まで使い始めた。

			「ユズキお兄さん、おっきいよぅ。れろぉ……んぐっ。んっ。じゅぶ、じゅる……んぅ」

			「ちろろっ。じゅぷっ、じゅぷる。んっ、また、硬くなって……ご主人様ぁ」

			「は、激しすぎだっ！」

			　俺がうめくと、二人は出してくれとばかりにその動きを早める。そんな二人の攻めに耐えられるはずもなく、二人の顔に思いっきりぶちまけた。

			　甲板での一件からくすぶっていたからだろう。精巣にたまりにたまっていた精液が、ペニスを跳ねさせながら飛び出していく。

			　その瞬間、ローズが口を開けて俺のペニスを咥え込んだ。優しくペニスを手で扱き上げ、仕上げとばかりにじゅるるるっと尿道口を吸い上げる。

			「……んっ、ちゅる。ふわぁ……あ、む。すっごい、すっごく濃くて……ぷるぷるしてる」

			　名残惜しげにペニスを口から引き抜きにいたローズは、口をもごもごとさせる。

			　まだ幼い容姿のローズが、うっとりとした顔で精液を味わっている。少し熱に浮かされたような表情は、とてつもなくエロかった。

			　けれど、そんなローズの表情が、おもちゃを見つけたいたずらっ子のようになる。

			「クラウディアさん、そんな物欲しそうな顔をしてどうかしたの？」

			「え？　い、いえ、その……なんでもありません、よ？」

			「嘘ばっかり。顔に掛けられただけじゃ満足できなかったんでしょ？」

			「べ、別にそういう訳じゃ――って、え、ちょっと、ローズ様？　――んんっ!?」

			　ローズがクラウディアの顔を両手で固定して――その唇を奪った。

		

	
		
			[image: p_68.jpg]
		

	
		
			「ひうっ!?　んちゅ……んっ、はぅ……」

			「ふふっ、ユズキお兄さんの、こっいぃ～精液、お裾分け、だよ？」

			「はぅ……これが、ご主人様の、せ、せぃえき……すっごい、ぷるぷるしてて……はぁん、オスの匂いですぅ」

			　ローズは精液を味わうように咀嚼。クラウディアもまた、うっとりした顔で飲み下した。その光景が凄くエロい。

			　だけど、そのエロい光景はそれで終わりではなかった。自分の口の中にあった精液を飲み干したローズが、クラウディアの顔を舐め始めたからだ。

			「ひゃう……ロ、ローズ様!?」

			「ふふっ、クラウディアさんの顔についている精液をもらうね。その代わり、私の顔についている精液は、クラウディアさんにあげるから」

			「え、そ、それは、えっと……はぃ」

			　クラウディアは恥ずかしそうにしながらも、ローズの顔についている精液を舐め取り始めた。美少女二人が、互いの顔についている精液を仲良く交換している。その光景を目の当たりにして、我慢できるはずもなく、俺が野獣になろうとした瞬間――扉がノックされた。

		

	
		
			１－６　忍び寄るヤンデレ

			　

			　ローズとクラウディアにダブルフェラをしてもらっていたら、船室の扉がノックされた。

			　どうしようと慌てふためく俺とクラウディアの横で、ローズが精液とクラウディアの唾液にまみれた顔を指で拭いながら「どなた？」と返事をした。

			　――って、なんで返事しちゃってるんですか――っと、俺は慌ててズボンを引き上げた。

			「リリアです、入ってもよろしいでしょうか？」

			「良いわ、入りなさい」

			　良くないですよね!?　なんて思っても、どうしようもない。俺に出来るのはせいぜい、服装を整えてベッドサイドに座ることくらいだった。

			　そして、リリアが部屋に入ってくる。

			「お嬢様達に報告が……と、この匂いは？　というかクラウディアさん、なんだか顔がヌルヌルしていますよ？」

			「かっ、顔を洗ってきます――っ」

			　真っ赤になったクラウディアが全力で逃げていった。出来れば俺も逃げたいと腰を浮かせたら、ローズに服の端を掴まれてしまった。

			「……それで、話というのはなにかしら？」

			　ベッドサイドに俺と並んで座っているローズが尋ねる。

			　さっきまでは、俺の息子を舐めしゃぶっていたなんて素振りは一切見せない。伯爵令嬢としてふさわしいたたずまいをしている。

			　まぁそれはともかく――と、俺はローズとリリアさんの話に耳をかたむける。

			「ラングを尋問した結果、様々なことが分かったのですが……その中に、お嬢様や、クラウディアさんに関係するお話がありましたので、先にご報告しておこうと思いまして」

			「私や、クラウディアさんに関係のあるお話？　詳しく話しなさい」

			「実は……奴(ど)隷(れい)商のラングは、ケイオス伯爵と繋がっているようです。どうやらケイオス伯爵は、ブラッド伯爵家の弱体化を狙っているようですね」

			「うちの弱体化？　それは……グラン島の実権を握ろうということかしら？　たしかにうちの領地は、他の伯爵家と比べて大きいけど……」

			　憶測を口にする。そんなローズに対して、リリアはそうではないようですと否定した。

			「目的はどうやら……お嬢様のようです」

			「……私？　あぁ……もしかして」

			「ええ。アレス様のわがままかと」

			　話がよく分からない。

			　込み入った話で、俺とは直接関係ないのなら黙って聞いていようと思っていたのだけど……狙いがローズと聞いて、俺にも説明してくれないかと口を出した。

			「あーっと、ごめんね、ユズキお兄さん。どこから説明したら良い？」

			「えっと……それじゃ、ケイオス伯爵っていうのは？」

			「ケイオス伯爵は、この船が向かってる先にある領地を治める貴族だね」

			「ふむふむ」

			「そのケイオス家の長男がアレスって言うんだけど……私の婚約者なんだよね」

			「――えっ？」

			　驚いて、まじまじとローズの顔を見る。

			　そんな俺の視線を受けたローズは……クスクスと笑っていた。

			「ごめん、嘘だよ。そういう話があっただけで、断ったから」

			　どうやらからかわれたらしい。それを理解してホッとため息をつく。

			「……趣味が悪いぞ？」

			「えへへ、ごめんね。……心配してくれた？」

			「……色々な意味で、な」

			　婚約者のいる貴族の娘の身体を何度も何度もむさぼって、自分好みの反応をするエッチな女の子に育て上げた――なんてことが発覚したら、相手の男に八つ裂きにされても文句は言えない。

			　……その場合、ほとぼりが冷めてから生き返って逃げるけど。

			「ちなみに、政略結婚って一般的だよな？　相手になにか問題があったから断ったのか？」

			「そもそも、私は受けるつもりはなかったんだけど、アレスは重度のヤンデレだからね」

			「……やっぱり、貴族社会でもヤンデレは忌避されるんだ？」

			　政略結婚といえば、互いの家にとって利益があるかどうかが重要で、当人達の相性なんて考慮されないと思っていたので、少しだけ意外だった。

			　なんて思ったんだけど、ローズがその疑問に答えてくれた。

			「スキルは遺伝しやすいから、ヤンデレ同士の婚姻は避けるのが普通なんだよね」

			「……遺伝するんだ？」

			　それはつまり、俺とローズのあいだに子供が生まれた場合、重度のヤンデレで、ヤンデレに死ぬほど愛される体質である可能性が高いということ。

			　男の子でも女の子でも、波瀾万丈な人生になりそうな気がする。

			「……あれ？　でもさ。ローズがヤンデレスキルを発現させたのって、俺と出会ったときだって言ってたよな？　当時は、相手だけがヤンデレだったんじゃないのか？」

			「そうなんだけど、私のお母さんがヤンデレなんだよね。で、私も発現はしてなかったけど、潜在的にヤンデレな可能性は高いって言われたから」

			「なるほど……」

			　マジでヤンデレが社会問題になってるんだな。

			「まあ、良いや。ローズとそのアレスってやつが婚約する可能性があったっていうのは分かった。けど、ラングってローズを誘拐しようとしてたよな？」

			　ローズと出会う切っ掛けとなった襲撃。あれは、ケイオス伯爵の手下が、ローズを誘拐しようとしていたということになる。

			「どうやら、お嬢様を奴(ど)隷(れい)として、アレス様に献上する予定だったそうです」

			　ローズの代わりにリリアさんが答える。

			「んな、無茶な……」

			「お嬢様をエッチな奴(ど)隷(れい)になさった人に言われても説得力はないと思うのですが……」

			「な、なんでそれをっ!?」

			「お嬢様が言っていましたし、いまもこの匂い……」

			　あぁぁぁぁ、バレてるううううううっ。そうですよね、匂いでバレバレですよね！　なんて思いながらも、俺は素知らぬ顔を貫いた。

			「…………ま、まあ、世の中にはそういうこともあるかもしれないけど、誘拐して、内密にと言うのは難しいんじゃないか？」

			　貴族の娘を誘拐して、自分の奴(ど)隷(れい)にする。

			　そんな無謀なことが出来るはずないと思ったんだけど……リリアさん曰く、奴(ど)隷(れい)契約で素性を明かせないようにしてしまえば、なんとでもなるとのこと。

			　考えてみれば、写真とかがない世界だしな。社交界の場に出さずに、屋敷に閉じ込めておけば、誰に咎(とが)められることもない、か。

			　……俺も、うっかり監禁されないように気をつけよう。

			「ところでリリア。私が狙われているというのは分かりましたけど、クラウディアさんに関係があるというのはどういうことかしら？」

			「はい。そのことなんですが……」

			　リリアさんは、扉の方へと視線を向けた。顔を洗いに行ったクラウディアがいつごろ戻ってくるのかといったことを考えているのだろう。

			「必要なら、後で私が伝えます。だから、まずは私に報告なさい」

			「かしこまりました。これもラングを尋問して聞き出したことなのですが……」

			　リリアから聞かされたのは驚きの事実だった。

			　ケイオス伯爵は、ブラッド家を弱体化させる目的で、グラン島に活動拠点を置く商人達を取り込もうとしているそうだ。

			　そして、従わなかった者には嫌がらせをしたりして、潰そうとしている。そんな対象の一つが、クラウディアの実家、ウェルズ洋服店。

			　ケイオス伯爵は、クラウディアとその父に衰弱の呪いをかけた。更には、ケイオス領に展開しているレニス洋服店に過剰な支援をおこない、グラン島に展開させているそうだ。

			　つまり、クラウディアの実家が借金を負ったのは、ケイオス伯爵によって仕組まれたこと。

			「クラウディアが奴(ど)隷(れい)に売られたのは、ケイオス伯爵のせい、なんだな？」

			「告発できるような証拠はありませんが、事実でしょう。そればかりではなく、クラウディアさんが火傷(やけど)を負ったのも、どうやら関係しているようです」

			「あぁ……たしか、ラングが火をつけたとか言ってたな」

			　俺の中で、もしかしてという仮説が浮かび上がる。そして、リリアから聞かされた話はおおむね俺の予想どおりだった。

			　レニス洋服店の企みは、ウェルズ洋服店に借金を負わせ、その肩代わりの条件として、自分の息子とクラウディアを結婚させて、ウェルズ洋服店を乗っ取るつもりだったらしい。

			　だけど、クラウディアは器量よしで、まれに見るヤンデレ化耐性の持ち主。奴(ど)隷(れい)商に身請けしたことで予定が狂った。

			　しかも、クラウディアが売られる予定だったのは、最高級の娼館。将来的に、クラウディアがお金持ちの愛人となって、家を支援するなんて展開までありえる。

			　その可能性を潰すために、クラウディアを奴(ど)隷(れい)商から奪おうとした過程で、クラウディアが火傷(やけど)を負ってしまったらしい。

			　そこまで話を聞き終え、俺は拳をぎゅっと握りしめた。

			「ローズは、ケイオス家に対抗するつもりなんだよな？」

			「それはもちろん。ブラッド家の領地で好き放題された借りは返すよ」

			「なら、俺にも手伝わせてくれ」

			　クラウディアに降りかかった不幸全部が、ケイオス伯爵が発端。それを知って、黙っているなんて出来ない。

			　だって俺は、クラウディアのご主人様、だからな。

		

	
		
			２－１　ヤンデレ達の平常運転

			　

			　ケイオス領へ向かっていた船は、ラングを捕まえた時点でローズが徴収していたようで、ケイオス領に向かうことなく引き返し、グラン島へと舞い戻ってきた。

			　……さようなら、俺のスローライフ。

			　なんて、今更だ。

			　気持ちを切り換えて、クラウディアとローズの問題に取り組もう。

			「まずは……どうするかな？」

			「そうだねぇ……ラング達をギルドに護送、かな」

			　俺が独りごちると、ローズがそんな風に答えた。それを聞いた俺は、無言で回れ右して逃げよう――としたところで、クラウディアに服の袖を掴まれてしまった。

			「クラウディア、お願いだから放してくれ」

			　シルフィーさんには海を見に行くだけだと嘘をついた。そんな俺が、島を騒がせていた犯罪集団を、他領へと向かう船の上で捕まえた。

			　ギルドに顔を出したら、俺が嘘をついて島の外へ逃げようとしていたのがバレてしまう。もしそんなことになったら――あぁっ、ダルマで監禁だけは止めてっ！

			「もぅ、ダメですよ、ご主人様。シルフィーさんにちゃんと謝らないと」

			「いや、しかしだな。シルフィーさんはヤンデレなんだぞ？」

			「ヤンデレだから、謝らなくて良いなんて理由にはなりませんよ？」

			「それは、まぁ……そうだけど」

			　謝りたい気持ちはあるけど……下手をしたら、そのまま監禁まである。

			　ローズと出会って、ヤンデレだという理由だけで避けることはなくなったけど……そんなローズだって、ときどき俺を動けなくして陵(りよう)辱(じよく)してくる。

			　今の状況でシルフィーさんと会うのは無謀だと思うのだ。

			「それに、あたしの実家を救ってくれるって言いましたよね？」

			「それは言ったよ。その言葉に嘘はないけど……」

			　クラウディアには、ラングから聞いた話を余さず伝えてある。そして、恐らくは今も、クラウディアの実家が狙われているだろうとも伝えた。

			　その上で、クラウディアの実家を助けに行くと約束したのだ。だけど――というか、だからこそ、というか。シルフィーさんに監禁されるのだけは勘弁してもらいたい。

			「ユズキお兄さん。そんなに恐いなら、ユズキお兄さんは逃げようとしてなかったって、口裏を合わせてあげようか？」

			　俺が困ってるのを見て、ローズが助け船を出してくれる。けど、俺はそれに対して、やんわりと首を横に振った。

			「ありがとう。でもちゃんと謝るよ。正直、監禁されるのが恐かったんだけど……いつまでも後ろめたい気持ちでいるのは嫌だからな」

			「なんだ、そんな心配をしてたんだ？　それなら大丈夫だよ？」

			「……え？　大丈夫って、なんで？」

			「ユズキお兄さんが私達以外に監禁されたら、私達が取り返しに行くから」

			「……なるほど」

			　頼もしい……けど、なんかもう、二人が俺の所有物なのか、俺が二人の所有物なのかわかんないなぁ。なんて、本来は所有物扱いすること自体がおかしいんだけどな。

			　なんにしても、自分で蒔いた種だ。シルフィーさんにはちゃんと謝ろう。

			　

			　

			　その後、俺達は馬車を手配。

			　ローズの護衛を引き連れて、ラング達をギルドへと護送した。

			「――ユズキ、良くやってくれた！　これでグラン島を長年悩ましていた人さらい集団を壊滅することが出来る！　みんな、今日は祭りだ！」

			　グレイブさんが宣言し、言葉どおりギルドの中はお祭り騒ぎになったのだけど――

			「――ユズキくん、お話があるの」

			　シルフィーさんの一言で、ギルドはシィンと静まりかえった。

			「シ、シルフィー？　今日はめでたい日だから、話ならまた今度でも良いんじゃないか？」

			　グレイブさんが、声をうわずらせながらも、俺に助け船を出してくれる。

			　さすがギルドのマスター、かっこいい！　頑張れマスターっ！

			「……マスター、私の邪魔、するんですか？」

			「い、いや、それは、その……」

			「マスター？」

			「…………奥のＶＩＰルームを使うと良い」

			　マスターの意気地なし！　がっかりだよ！

			「さぁ、ユズキくん。奥の部屋でお話ししましょうね？」

			「にゃああああ……」

			　抵抗――はフェミニストの効果ですることが出来ず、クラウディアやローズ、それにギルドにいた人々に見守られる中、俺はＶＩＰルームへと連行されてしまった。

			　

			　連れてこられたＶＩＰルーム。

			　ソファに座らされ、シルフィーさんがそんな俺に、膝立ちで跨(また)がっている。

			　なんというか……俺のすぐ目の前に、シルフィーの胸の谷間があって目のやり場に困る。

			「さて、それじゃあ……言い訳を聞かせてくれる？」

			「……はい」

			　事情を説明する前に、言い訳だと断じられてしまった。これは、俺がどんな事情を説明しても許さないという宣言なんだろうか？

			　うぅ……仕方がない。

			　不老不死の復活はいつでも使える状態だし、一度くらいは殺される覚悟をしよう。

			「……俺はローズから逃げていたんです。だから、シルフィーさんには申し訳ないと思ったんですけど……島から逃げようとしました。約束を破ってすみません」

			　それ以上の言い訳はせず、少しだけ頭を下げた。

			　ちなみに、深く頭を下げなかったのは、目の前にシルフィーさんの胸があるからだ。これ以上頭を下げると、胸の谷間に突っ込んでしまう。

			「……頭を上げて？」

			　言われて顔を上げ、そのままシルフィーさんの顔を見上げる。澄んだ蒼い瞳が、俺のことをジーッと見下ろしていた。

			「ユズキくんは、ローズ様から逃げようとしてたの？」

			「そうです。冒険者になったのも、ランクを上げて、ローズの支配するこの島から逃げるのが目的でした。だから……最初から、シルフィーさんに嘘をついていたんです」

			　初めてシルフィーさんに会ったあの日、今後も顔を出してくれるかと聞かれて頷いた。だけど……あのときから、その約束が守れなくなると俺は知っていたのだ。

			　それを申し訳なく思っていた俺は、ごめんなさいともう一度頭を下げた。

			　というか、シルフィーさんはヤンデレだし、ギルドマスターであるグレイブさんをも圧倒する迫力がある。シルフィーさんのお仕置きはヤバイものだろうと覚悟した。

			　だけど――

			「……ユズキくんが帰ってきてくれて良かった」

			　シルフィーさんの胸に抱きしめられた……って、え？

			「シ、シルフィーさん？」

			「……なぁに、ユズキくん」

			「いや、その……怒ってたんじゃないんですか？」

			「違うわ。心配してたのよ」

			「心配、ですか？」

			「そうよ。海の向こうでユズキくんになにかあったらどうしようとか、ユズキくんに嫌われたのかなとか、私が専属じゃ嫌だったのかなって。そんな心配をしてたの」

			　思い出したのは、初めて会ったときに手を握られたこと。シルフィーさんはあのとき、俺の手が綺麗だから冒険者になるのはもったいないとか、そんなことを言っていた。

			「もしかして、シルフィーさんって……過保護？」

			「違うわ。ただ、心配なだけよ」

			　人はそれを過保護と言う。なんて思ったけど、野暮な気がしたので口にしないでおいた。

			　というか……ヤンデレだから刺されたりするものだと思ってたんだけど、ひたすらに過保護なら安心――いや、油断は出来ないけれど。

			「えっと……その、心配かけてすみません」

			「うぅん、良いのよ。でも、もし次に島を出ることがあったら、ちゃんと私に教えてね？」

			「それは、かまいませんけど……どうするつもりですか？」

			「もちろん、私もついていくのよ？　私はユズキくんの専属だからね。たとえ、地の果てまででもついていくわよ」

			「……ええっと。そうですか」

			　旅をする相手についていく受付嬢とか聞いたことがない。それじゃまるで、受付嬢ではなくストーカー……なんて、恐ろしくて口に出来ない。

			「だから、絶対教えてね？　教えてくれなかったら……」

			　シルフィーさんが、少しだけ身体を離して――俺の瞳を覗き込んでくる。その瞳から、完全にハイライトが消えているのを見て息を呑んだ。

			　だけど、シルフィーさんが恐かったのは一瞬。すぐにふわりと微笑みを浮かべた。

			「ふふっ、なんでもないわ。そんなことを言わなくても、ユズキくんはちゃ～んと、島を出る前に教えてくれるものね？」

			「そ、それはもちろん。絶対教えます。今度こそ約束します」

			　これ、絶対に逆らったらダメなやつだ。扱いさえ間違えなければ大丈夫かもしれないけど、間違ったが最後、バッドエンドルートに入って急展開するやつだ。

			　ローズやクラウディアのように、うっかり暴走させないように気をつけよう。

			　

			　

			　その後、シルフィーさんに許された俺は、ギルドのホールへと戻ってきた。どうやら、既に宴会が始まっているようだ。

			「おぉ、ユズキ。無事だったか！」

			　俺を見つけたグレイブさんが駆け寄ってきた。

			「えぇ、まぁ……許してもらえました。……次はなさそうな感じでしたか」

			「そ、そうか。まぁ……その、なんだ。無事で良かったな。……ほんと、良く無事だったな」

			　なにかを思い出しているのか、グレイブさんは遠い目をする。

			「……そんなにヤバイ感じだったんですか？」

			「ああ。お前が旅立った後、ユズキくんに嘘をつかれた、ユズキくんに嘘をつかれた……って、壊れたように繰り返していてな。その後、追いかけるために休暇が欲しいとか言い出して……正直、どうにもならん状態だったんだ」

			「ひぃ……」

			　そ、そんなヤバいことになってたとは。良く許されたな、俺。

			「それはともかく、グラン島を騒がしていた連中の黒幕を、よくぞ捕まえてくれた！」

			「あぁ……いえ、それはたまたまなんですが」

			「たまたまでもなんでも、二年くらい悩まされていた問題だからな。理由がなんであれ、黒幕を捕まえてくれたこと、ギルドを代表して感謝する」

			　グレイブさんがありがとうと右手を差し出してきたので、俺はそれに応える。

			「でも、二年も尻尾(しつぽ)を出さなかったって、凄いですね」

			「表向きは善良な奴(ど)隷(れい)商として振る舞っていたからな」

			「あぁ、木を隠すなら森の中、みたいな感じですか」

			　もちろん、逆に疑われるということもあったはずだけど……それだけ隠し方が巧妙だったんだろう。グレイブさんが、オススメの奴(ど)隷(れい)商だと言ってたくらいだしな。

			「末端の襲撃犯はなんども捕まえていたんだが、どうしても黒幕にたどり着けなくてな。もっとも、バックについている者の名前を聞いて納得したが」

			「あぁ……ケイオス伯爵がバックにいるらしいですね」

			　俺がそう口にすると、グレイブさんは「しっ」と、声を抑えるようなジェスチャーをした。

			「そっちはラングの証言だけで、証拠がないからな。貴族相手には下手なことも言えん。しばらくは内密にしておいてくれ」

			「……分かりました」

			　ラングの証言があれば――なんて、少し考えてたんだけど、やっぱり無理か。時代背景を考えたら、貴族の権力とか強そうだしなぁ。

			　平民が口を揃えて黒だと訴えても、貴族が白だと言えば白になりそうな気がする。

			「あぁそうだ。これを忘れないうちに渡しておく」

			　おもむろに布の巾着袋を手渡される。中身を見ると、金貨が十枚ほど入っていた。

			「なんですか、このお金は」

			「ラングを捕らえたことに対する報酬だ。ローズ様にどうするか聞いたら、全額ユズキに渡して欲しいと頼まれてな」

			「ローズが？」

			「ああ。なんか、お前がご主人様だからとか言ってたが」

			「――ぶっ」

			「一体どういうことなんだ？」

			「いや、それは……その、色々ありまして」

			　大雑把すぎる説明――だけど、俺がヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳの持ち主であることを思い出したのだろう。グレイブさんは「色々と苦労しているんだな……」と呟いた。

			　というかローズのやつ。貴族の娘が、平民の奴(ど)隷(れい)だなんて噂になったら困るだろうに。

			　………………困るよな？　まさか、喜んで広めるつもりじゃないよな？　ありそうな気がする。今のうちに釘を刺しておこう。

			　ということで、グレイブさんに報酬のお礼を言って、ローズを探すことにした。

			　

			　

			　ローズローズ……っと、ゴシック調のドレスを着てるのなんてローズだけだから、目立つはずだけど……と、いた。冒険者の男達に囲まれているな。

			　なんか話してるみたいだけど、一体なにを話してるんだ？

			「ローズちゃん、凄く可愛い服を着てるけど、どこかのお嬢様なのか？」

			「ふふっ、ご想像にお任せいたしますわ」

			　……おぉう。なんか凄くお嬢様オーラを放っている。俺に対して、お兄さんと慕ってくるときとはまた違ったイメージの可愛さがあるな。

			　なんて眺めているうちに、ローズと男達との会話は進んでいく。

			「それじゃ、ローズちゃんは彼氏とかいるのか？」

			「彼氏は残念ながらいませんわ」

			　ローズが答えた瞬間、男達から歓声が上がるが――

			「ですが、ご主人様ならおりますわ」

			　続けられた言葉に、男達は驚きの表情を浮かべた。

			「……ご主人様って、ローズちゃんは奴(ど)隷(れい)なのか？」

			「はい。奴(ど)隷(れい)も奴(ど)隷(れい)。ご主人様のエッチな要望にお応えする性奴(ど)隷(れい)――」

			「ちょおおおおおおおおおおおおおっ！」

			　ローズの背後から飛び掛かって羽交い締めに、その口を塞いだ。

			「おーまーえーはーっ、一体なにを言ってるんだ!?」

			　一時間くらい問い詰めたいけど、今はそれどころじゃない。

			　ローズに言い寄っていた男達の前で、性奴(ど)隷(れい)だなんて告白されてしまった。嫉妬の炎で焼かれても仕方はないと、俺は恐る恐る男達を見る。

			　だけど――

			「おい、ユズキだぞ」

			「ユズキだな」

			「ユズキだ」

			「「「ということは……ヤンデレか」」」

			　彼らはローズを一瞥、そそくさと退散してしまった。

			　助かった……といって良いのだろうか？　なんか、非常に釈然としない。ローズはヤンデレだけど、そこらのヤンデレと違って思いやりもあるし、可愛いんだぞ？

			　……って、なんでフォローしようと考えてるんだ、俺は。

			　ま、まあいいや。

			「ローズ、俺の奴(ど)隷(れい)を名乗るのは禁止だ」

			「えぇ？　でも、俺のモノになれって言ったよね？」

			「言ったけど、外聞が悪いとローズだって困るだろ？」

			「私は別に困らないよ？」

			「そこは困ろうよ……」

			　仮にも、この島を支配する伯爵家の長女だぞ。平民の性奴(ど)隷(れい)を名乗るとか、大問題だろ。

			　……いや、貴族の娘でなくても大問題な気がするけど。

			「取りあえず、奴(ど)隷(れい)を名乗るのは禁止だ」

			「むぅ……」

			　口を尖らせて拗(す)ねるローズは可愛いけど……

			「なにがそんなに不満なんだ？」

			「だって、言い寄られたりしたときに、相手がいるって言えないと不便なんだよ？」

			「なるほど」

			　……いや、納得して良いのか？　言い寄られたときに困るというのは分かるけど、ご主人様に仕える性奴(ど)隷(れい)だと名乗るのはどうなんだろうか……？

			　いや、どうもなにも、どう考えても良くはない。

			「分かったよ。さっきみたいに聞かれたら、俺と付き合ってるって言っても良い」

			「……良いの？」

			　ローズは意外そうに俺を見上げた。

			「男よけに必要なときだけだからな？　ホントに付き合うって意味じゃないぞ？　それと、クラウディアにも同じことを言うからな？」

			「うん、ありがとう。ユズキお兄さん！」

			　なし崩しとはいえ、なんども身体を重ねてこの言い草は酷いと思うんだけど……ローズには喜ばれてしまった。それでいいのかと突っ込みたい。

			　というか、なし崩しとはいえ身体を重ねたのはクラウディアも同じなんだよな。

			　どちらか一人なら、俺も男らしく責任を取って――というところなんだけどな。この場合の男らしい行動って……どうするべきなんだろうなぁ。

			　……なんか、二人は俺を共有しようとしてるみたいだけど、二人纏(まと)めて責任を取ると言うのが男らしいかというと……ちょっと疑問だ。

			　いや、ここは異世界なんだし、もとの世界の倫理にこだわる必要はないと思うけど。なんとなく、ここで流されたら、なし崩しの雪だるま式に増えていきそうで恐い。

			　俺の望みはあくまで、スローライフを送ることなのだ。可愛くてエッチな女の子がその生活にいるのは嬉しいけれど、それがたくさんとなると話は変わってくる。

			「ところでユズキお兄さん、なんか私を探してるみたいだったけど？」

			「ん？　あぁ、そうだった。ラングを捕まえた報酬を受け取ったから、分けようと思って」

			「なんだ、それなら必要ないよ」

			「でも……」

			「この島を騒がしている人さらい集団の退治は、ブラッド家が出した依頼。つまり、その報酬の大半は、ブラッド家が出したものなの。だから、私が受け取るわけにはいかない。クラウディアさんと分けると良いと思うよ？」

			「……ローズ」

			　クラウディアの実家は、ケイオス伯爵家の嫌がらせを受けて資金難に陥っている。報酬の分け前として、クラウディアを通して援助してやれということだろう。

			「そういうことなら、ありがたく受け取るよ」

			　お礼を言うと、ローズは嬉しそうに微笑んだ。

			「それで、ユズキお兄さんはこれから、クラウディアさんの実家にいくの？」

			「そのつもりだけど……ローズもついてくるだろ？」

			　俺を追いかけて来たくらいだし、当然そのつもりだろうと思ったんだけど、ローズはうぅんと、可愛らしく首を横に振った。

			「私も出来ればそうしたいんだけどね。ケイオス伯爵が介入しているのなら、慎重に対策を練らないといけないから。色々とお母さんに相談しようと思って」

			「あぁ……そうだよな」

			　フットワークやらなにやらが軽すぎて忘れそうになるけど、ローズは伯爵家のご令嬢。考えるまでもなく、ずっと旅をするなんて出来るはずがない。

			「なら、俺が逃げないように契約しておくか？」

			　ヤンデレは不安がらせるのが一番ヤバイと、シルフィーさんで学んだ俺はそんな風に提案する。だけど、ローズはふるふると首を横に振った。

			「必要ないよ。それに、ユズキお兄さんがその気になったら、契約を解除できるじゃない」

			「まぁ……そうだけどさ。俺が逃げるとか不安に思わないのか？」

			「そんなの、思うわけないよ」

			「……どうして？」

			「それは、だって……」

			　ローズは一度言葉を切ると、俺の耳元で唇を寄せた。

			「……ユズキお兄さん、私とするの、好き……でしょ？」

			　耳元で囁かれてゾクゾクする。

			　でも、素直に認めるのはなんか負けた気がするんだよな。

			「そうだなぁ……否定はしないけど、俺はクラウディアと一緒だって忘れてないか？」

			「むぅ～。それは、私のこと、忘れちゃうってこと？」

			「ああ。忘れる。あんまり長く戻ってこなかったらな」

			「……え？　それって……」

			「俺が忘れる前に、戻ってこいってことだ」

			　ローズは目を見開き――次の瞬間、幸せそうに表情をとろけさせた。

			「うんっ。すぐにユズキお兄さんのところに戻ってくるね！」

			　そんなこんなで、ケイオス伯爵のちょっかいに対抗するべく別行動。

			　俺はクラウディアと一緒に、クラウディアの実家へ。ローズはブラッド家へ一時的に帰ることとなったのだけど――

			「……そういや、お母さんと相談って、ローズのお父さんは？　というか、ブラッド家の当主って、ローズのお父さん、なんだよな？」

			「うぅん。ブラッド家の当主はお母さんだよ。お父さんは……その、部屋にずっといて、お母さんにお世話してもらってるから」

			　……あ、察し。

		

	
		
			２－２　攫われご主人様と、ボクっ子幼女

			　

			　ローズと別れた俺達は、クラウディアの実家がある街へと向かった。

			　さすがに石畳が敷かれているのは大きな街だけのようで、街道は砂利道や踏み固められた道が続いている。そんな街道を馬車で揺られること数日。

			　昼下がりにたどり着いたのは、バンドールに負けず劣らず賑やかな街だった。

			「ご主人様っ、ご主人様、見てください！　あたしはこの街で生まれ育ったんですよ！」

			　乗合馬車から降りると、クラウディアが両手を広げてはしゃぎ始めた。

			　アシンメトリーのミニスカート姿でくるくる回るクラウディアを眺める。なんか……今にも見えそうで……見えない。

			　だけど、俺は知っている。

			　この世界の下着は、俺が元いた世界ほど優れたものじゃない。なので、胸元が大きく開いた肩だしブラウスの下に着用できるようなブラは存在していない。

			　跳ねたり跳ねたりするたびに揺れる、今にもこぼれ落ちそうな胸は――ノーブラだ。

			　うぅむ。なかなかに良い眺めだ。なんてことを思っていると柄の悪そうな男が、クラウディアの前に立ち塞がった。

			「嬢ちゃん、エロい格好をしてるじゃねぇか、誘ってるのか？」

			「ええ、誘ってますよ。跳んだり跳ねたりして、ご主人様のエッチな視線を釘付けですっ」

			　あああぁぁあぁぁっ、見てたのバレてるうううううっ!?

			　それどころか、見るように仕向けられていたらしい。無防備なクラウディアを見てにやついてたつもりが、まさか手のひらの上だったなんて……ほろり。

			「なにを言ってるかよく分からねぇが……要するに俺達を誘ってるってことで良いんだな？」

			「違いますぅ。あたしが誘ってるのは、エッチなご主人様だけですよーだ」

			「あぁん？　もったいぶってるんじゃねぇよ。いくらかって聞いてるんだ」

			　……どうやら、商売女と間違えられているらしい。

			　日本じゃ、ちょっと大人びたお姉さんが着るくらいの服なんだけど……この世界の平民の服って、野暮ったいのばっかりだもんな。

			　火傷(やけど)の跡が消えたクラウディアはすっごい美少女だし、言い寄られても仕方がない――と思っていると、そのクラウディアがこちらに逃げてきた。

			「ご主人様、ご主人様っ、ご主人様のエッチで可愛い奴(ど)隷(れい)が寝取られの危機ですよ！」

			「なんか……楽しそうだな」

			　いくらなんでもテンション高すぎだと思うんだけど……女神メディアの祝福は使ってなかったよな？　……うん、使ってないな。

			　なんでこんなにテンションが高いんだろうか？

			「おい、聞いてるのか？　おいこらっ！」

			　男が声を荒げる。どうやら、俺に向かってなにか言っていたらしい。

			「すみません、なんですか？」

			「だーかーらーっ、この嬢ちゃんを俺達に一晩貸してくれってお願いしてるんだよ」

			「……お願い、ですか？」

			　なんか、どう見ても恫喝されてるようにしか見えないんだけど。

			「ああ、お願いだ。俺とお前の仲だろ。……なぁ？」

			　なんか腕を掴まれて、ぎりぎりと握りしめられた――ので、俺も腕を掴んで握り返す。

			　なお、俺の元々の握力が50ちょっと。補正ランクがＤの＋10％に、称号効果が＋27％なので、握力は70くらいあるのだ。

			「……い、痛てっ、痛てぇって！」

			　男がジタバタと藻(も)掻(が)き始めたので、ぱっとその手を離す。

			「すみません。でも、クラウディアは……えっと、俺の彼女なので、貸すことは出来ません」

			「彼女だぁ？　さっき、ご主人様とか言ってただろうが」

			「それはそういうプレイなんですよ。ということで、お引き取りください」

			　正直、それで納得してくれたとは思えないんだけど……俺の握力から不気味ななにかを感じ取ったんだろう。舌打ちしつつも立ち去っていった。

			「助けてくれてありがとうございます、ご主人様。おっぱい揉みます？」

			「いや、今は揉まないけど……なんでそんなにテンション高いんだ？」

			「それはそうですよ！　もう、この街には二度と帰って来られないと思ってましたから！」

			「あぁ……そっか、そうだよな」

			　クラウディアは実家を助けるために、奴(ど)隷(れい)としてその身を捧げた。こんな事態にでもならなければ、二度と帰ることは叶わなかった。

			　少なくとも、クラウディアはそれくらいの覚悟をもって奴(ど)隷(れい)になったのだろう。

			　そう考えれば、クラウディアのはしゃぎようは無理もない。……いや、それにしてもはしゃぎすぎな気がするんだけど……と首を傾げる。

			　なお、クラウディアが「ご主人様を両親に紹介して、そのまま結婚の約束までしちゃったりして。きゃーっ」とか、考えているなんて夢にも思わなかった。

			　

			　

			　――ほどなく、俺達は商業通りにあるお店の前へとやって来た。

			「ここが私の実家、ウェルズ洋服店です！」

			「へぇ～、ここがクラウディアの実家かぁ」

			　治安の関係だろう。日本のお店のように、入り口に服が飾ってあるなんてことはない。けど、他の店よりも清掃が行き届いていて、店先まで綺麗にしてある。

			　暖かみのあるお店だ。

			「それじゃ、ご主人様。お父さんやお母さんに根回し……じゃなかった、先に事情を説明してくるので、ここでちょっとだけ待ってて頂けますか？」

			「……ん？　あぁ、積もる話もあるだろうし、ゆっくりでも良いよ」

			「いえ、すぐ戻ってきます。じゃないと、ご主人様はヤンデレに誘拐とかされそうですから」

			「どんだけ信用ないんだよ。店の前で待ってるだけで誘拐されるはずないだろ」

			　たしかに俺はヤンデレ――というか、女の子に掴まれたら、フェミニストのスキルのせいで抵抗できないけど、声を上げて助けるくらいは可能なのだ。

			　……って、女の子に襲われて、声を上げることしか出来ないって、凄く情けないな。

			　ま、まあいいや。

			「とにかく、大丈夫だから」

			「むぅ～分かりました。すぐ戻ってくるから、誘拐とかされないでくださいね？」

			「はいはい、分かりましたよ」

			　微笑ましいなぁなんて思いつつ、クラウディアが店に入っていくのを見送る。

			「さて、それじゃあ、クラウディアに怒られないように、おとなしく――っと」

			　隅っこに寄ろうとしたところで、横を駆け抜けようとした人にぶつかってしまった。

			　慌てて視線を向けると、足下で青い髪の女の子が尻餅をついていた。見た目はかなり幼い、活発そうな女の子だ。

			「ごめん、大丈夫？」

			　手を差し出すと、女の子は俺の手を掴んで立ち上がった。

			「ありがとう、お兄ちゃんっ」

			「うぅん。怪我がなかったら良いんだけど……」

			「大丈夫だよっ、心配してくれてありがとう。――っと、それじゃ、ボクはいくね！」

			　ボクっ子だった。そしてボクっ子は、手をぶんぶんと振りながら立ち去っていった。

			　なかなかに元気な子供だったな……って、あれ？　足下に巾着袋が落ちてるぞ。もしかしなくても……お財布だな。さっきの子は――いた。まだ、視界に映っている。

			　俺は財布を拾い上げ、女の子の後を追った。

			　

			「待って、そこの女の子っ」

			　しばらく走って後を追い、俺は女の子に声をかけた。

			「さっきのお兄ちゃん？　えっと……ボクになにかご用？」

			　少し警戒するようなそぶり。重心が後ろに逃げようとしている。

			「待った待った。このお財布、キミのだろ？」

			「え？　あ……本当だ。お兄ちゃんが拾ってくれたの？」

			「うん。さっきぶつかったときに落としたみたいだな」

			「そっか……えっと、ありがとう、お兄ちゃん」

			　ぺこりと頭を下げる姿が愛らしい。活発な女の子だって思ったけど、なかなかどうしてお行儀が良いな。もしかして、どこかのお嬢様だったりするのだろうか？

			「お兄ちゃん、お兄ちゃんっ」

			　女の子が、俺の前でぴょんぴょんと跳ねている。残念ながら、クラウディアのように揺れるだけの胸はないようだけど、一体なにをやっているのだろうか？

			「そんなにぴょんぴょん跳ねてどうかしたのか？」

			「お兄ちゃんって、この街の人じゃないでしょ？」

			「そうだけど……よく分かるな？」

			「えへへ、お兄ちゃんの履いてる靴が、見たことのないデザインだったから。他の街から来たのかなぁって」

			「なるほど」

			　オシャレは足下から――なんて言葉があるけど、この幼女、服じゃなくて靴を見るとは、なかなかにやり手である。……いや、言ってみたかっただけだけど。

			「と い う 訳で」

			「……へ？」

			　気がつけば、俺はボクっ子幼女に腕を掴まれていた。

			「ボクのお財布を拾ってくれたお礼に、この街の名所を案内してあげる」

			「え、え。……え？」

			　腕を引かれる俺は、フェミニストの効果で腕を振り払うことが出来なくて――そのまま、幼女にどこかへ連れて行かれてしまった。

			　

			　一体どこへ連れて行かれるのか、そもそもこの幼女はヤンデレなのだろうか？

			　それだったら周囲に助けを求めないといけないんだけど……なんて警戒しながら手を引かれて歩くこと十分くらい。連れてこられたのは、街の外れにある丘の上だった。

			　標高は二十メートルといったところだと思うけど、建物が軒並み一階建てだからだろう。街の全貌を見渡すことが出来て、とても見晴らしが良い。

			「どうかな？　すっごく綺麗な景色でしょ！」

			　落下防止の柵に駆け寄り、ボクっ子が誇らしげに言い放った。

			「たしかに見晴らしは良いけど……どうして俺をここに連れてきたんだ？」

			「言ったでしょ、ボクのお財布を拾ってくれたお礼だって」

			「……ホントにそれだけか？」

			　かなり幼い見た目の女の子が、財布を拾ってくれたお礼に年上の男を高台に誘うなんて、普通に考えてありえない。

			　異世界だから、絶対にないとは言えないけど……女の子がヤンデレで、ヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳの影響を受けている可能性が高い気がする。

			「ん～、ホントいうと、他にも理由はある、かな」

			　やっぱり――と、俺はいつでも逃げられるように、重心を後ろにずらした。

			「この景色をいつもお姉ちゃんと一緒に見てたの」

			「……ん？」

			　予想していたのとまるで違う言葉に首を傾げる。

			「でも、そのお姉ちゃんは遠いところに行っちゃって……だから、いつかお姉ちゃんが帰ってきたときに、この街は変わらないねって、そう言ってもらいたくて」

			「ふむ……」

			　大切な人の帰る場所を護りたい。その気持ちは分かる。分かるのだけど……その想いは、俺をここに案内した理由になっていない。

			　そんな風に考えていると、ボクっ子は落下防止の柵に寄りかかり、昼過ぎの日差しを浴びて、まぶしそうに街並みを眺める。

			　その表情は、幼い少女とは思えないほどに愁いを帯びていた。
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			「もうすぐ、結婚させられるんだ」

			「結婚……？」

			　見た目は未成年なんだけど……実は俺と同い年くらいなのか？　……そういえば、ローズのお母さんもやたらと若かったな。

			　現代の日本と違って、結婚の適齢期が早いのかもしれない。

			　……なんて、それを考慮したとしても、少し早すぎると思う。というか、結婚させられるということは、望まぬ結婚ということなんだろう。

			　ボクっ子の脈絡のないように思えた言葉に込められた想いを、なんとなく理解した。

			　本当は、お姉ちゃんに帰ってきて欲しい。でも、それは叶わないから、せめてお姉ちゃんとの思い出の景色だけでも護りたい。

			　なのに、そんな儚い願いすら叶えられない。

			　だから、せめてもの願いを、誰かに引き継いで欲しい――と、本気で思っている訳じゃないだろう。でも、心の中にある想いが、さっきの言葉に表れた。

			「俺が、この景色を護ってやるよ」

			「……お兄ちゃん？」

			　突然なにを言い出すのとでも言いたげな顔。そんなボクっ子幼女の頭を優しく撫でつけた。

			「俺はちょっとした事情で、この街に通うことになりそうなんだ。だから、そのついでに、この景色も護ってやる」

			　この街の領主と知り合いだから――なんて、そういう話はしない。だから、事情を知らないボクっ子幼女にとっては、気休めにしかならないだろう。

			　それでも――

			「……ありがとう、お兄ちゃん」

			　憂い顔は晴れなかったけど、ボクっ子幼女は少しだけ微笑んだ。

			　

			　その後はとくに会話を交わすことなく、二人で街の景色を眺めた。

			　そしてほどなく、ボクっ子があっと声を上げる。

			「そういえば、お使いの途中だったんだ。ボク、もうそろそろ行くね！」

			「ん？　そっか。それじゃ――またな」

			「うん、またどこかで。――バイバイ、お兄ちゃん！」

			　ぶんぶんと手を振って走り去っていく。

			　それが俺と、名前も知らないボクっ子幼女との出会いだった。

			　――しかし、なにか忘れてるような？

			「ご しゅ じ ん さ ま？」

			　背後から響いたのは、透明感のある美しい――それでいてブリザードのような声。俺は一メートルくらい飛び上がった。

			「うわ、ご主人様、すっごく飛びましたね」

			「お、おぉ、そうだろ？　称号やらなんやらで約三割増しだからな」

			　とっさに話を合わせて、恐怖から逃げようとするが――

			「で、店の前で待ってるだけで……なんでしたっけ？」

			「うぐぅ……」

			　あっさりと話を戻されてしまって、逃げ道を塞がれてしまった。

			「なんなんですか？　家の前で待つだけで、ヤンデレに連れ去られたりしないって言いましたよね？　数分ほど目を離すだけで攫われるとか、拉致られるのが趣味なんですか？」

			「ち、違うんだ。拉致されたわけじゃなくて、お財布を落とした女の子がいたから」

			「――届けてあげて、ナンパしたんですね？」

			「違いますよ!?」

			　そもそも、俺がヤンデレをナンパだなんて……と、そこまで考えたところではたと気付く。

			　さっきの女の子、もしかしてヤンデレじゃない、普通の女の子だったんじゃないか？　うん、会話を思い返しても、ごくごく普通の女の子だった気がする。

			　もちろん、実はヤンデレだけど、俺じゃない誰かに好意を抱いているから、俺に対しては普通に接しているという可能性もある。

			　でも、スキルの性質的に考えても、もとの世界の常識的に考えても、無(む)垢(く)な子供ほど精神はまっすぐだと考えられる。

			　つまり、子供をまっすぐに育てれば、ヤンデレじゃない女の子に育つかもしれない。

			　……ふむ。

			「幼女……ありだな」

			「……ご主人様」

			　クラウディアの瞳が、なぜか三角形になってしまった。

			「なんだよ？　孤児院かなにかを作って小さな女の子を集めれば、幸せなスローライフを送る夢が近づきそうだなって思っただけだぞ？」

			「ご主人様を殺してあたしも死にます」

			「なんでっ!?」

			　なにを想像したのか知らないけど、その発想は恐すぎである。

			「ご主人様、あたしも後を追ってあげますから、罪を犯してしまう前に死にましょ？」

			「嫌だし、罪を犯す気はないし。というか、俺は死んでも生き返るからな？」

			「……そうでした」

			「うん。だから、落ち着こうな？」

			「ええ。落ち着きました。ご主人様を殺して、生き返るたびに殺し続けることにします」

			「こえぇよ……」

			　最近のクラウディアは、ヤンデレよりもヤンデレしてる気がする。凄くする。ちゃんと、ステータスにヤンデレがないことは確認してるんだけどなぁ。

			　もっとも、メディアねぇは、隠しステータスがどうのと言ってた。やっぱり、スキルだけで性格が決まる訳じゃないってことなんだろうなぁ。

			「取りあえず、露店で串焼きでも買ってやるから機嫌を直せ」

			「もぅ、そんな食べ物で釣られたりしませんよ？　それに、あたしは機嫌が悪いわけじゃなくて、ご主人様が性犯罪を起こさないか心配してるだけです」

			「……なぜに性犯罪。なんでそんな心配をするに至ったか知らないけど、フェミニストのスキル持ちな俺が、女の子に対してそんな犯罪を犯すわけがないだろう」

			　それともまさか、俺が少年相手に性犯罪を犯すと思われてるのか？

			　なんて、わりと本気で心配してしまったんだけど、クラウディアはたんにフェミニストの存在を忘れていただけだったようで「そういえば、そうでした」と納得顔になった。

			「分かりました、ご主人様を信じます」

			「……それ、信じたのはスキルの効果で、俺は信じられてない気がするんだけど」

			「ステータスを含めてご主人様、ですよね？」

			「まぁ……良いけどな」

			　釈然としない気持ちを抱きつつ、俺はクラウディアの実家へと向かうことにした。

		

	
		
			２－３　スローライフへの第一歩

			　

			　ウェルズ洋服店に戻ってくると、店番っぽい女の子が出迎えた。

			「いらっしゃいませ――お、お嬢様！」

			「久しぶりね、サーシャ」

			「お嬢様、お嬢様！　さっき、旦那様から、お嬢様が帰ってきたって聞いて、半信半疑だったんですが、お嬢様、本当にお嬢様なんですねっ！」

			　サーシャと呼ばれた店番っぽい女の子は、クラウディアに抱きついた。そのままどさくさとばかりに胸を鷲づかみにする。

			「サ、サーシャ!?」

			「ふああああっ、お嬢様お嬢様お嬢様！　本当にお嬢様です！」

			「ちょっ、離れて！　ひゃん、どこを触って――あぁもう、離れなさい！　サーシャ！」

			「――も、申し訳ありません、お嬢様！」

			　我に返ったのだろうか？　サーシャさんは、クラウディアからバッと離れて頭を下げた。そんなサーシャさんを目の当たりに、クラウディアは深々とため息をつく。

			「ただいま、サーシャ。心配してくれるのは嬉しいけど、あたしはもうお嬢様じゃないわよ」

			「いいえ。私にとってお嬢様は、いつまでも愛すべきお嬢様です。はぁ……素敵ですぅ」

			　この、人の話を聞かずに、自分の愛情を垂れ流してる感じ……ヤンデレだな。というか最近、ヤンデレを見るくらいじゃ動揺しなくなってきたな。

			「……あの、お嬢様。そちらの殿方は？」

			「紹介がまだだったわね。あたしのご主人様よ」

			「……………………そうですか」

			　うわぁ。物凄く分かりやすい感じで「死ねば良いのに」と言いたげな目で見られた。

			　でも気にしない。サーシャさんが見た目通りにヤンデレなら、間違いなく俺のヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳの効果でヤンデレ度が上がっている。

			　というか、ヤンデレに死ぬほど愛されるの効果で、ヤンデレに嫌われるとか。いやまぁ、好かれて追い回されるよりはマシだけど。

			「サーシャ、お母さんとお父さんは？」

			「リビングで待っていると言ってましたよ」

			「ん、ありがとう」

			　俺だったら、ヤンデレに好かれることで腰が引けたりするんだけど……クラウディアはまるで気にした風もなく、無邪気に微笑んだ。

			「それじゃ、リビングへ……ご主人様？　どうかしましたか？」

			「あぁ、いや。クラウディアが年相応の表情だったから、ちょっと新鮮で」

			「懐かしいのは事実ですけどね。今はこっちが本当のあたしですよ？」

			「……奴(ど)隷(れい)であることが、か？」

			「ご主人様のエッチな奴(ど)隷(れい)であることが、です」

			　俺に仕えることを誇りに思ってくれてるなら悪い気はしないけど……どうなんだろう？

			　……ともかく、クラウディアの両親に会うか。

			　

			　

			　――案内されたのはリビング。

			　品の良い木製のテーブルを挟んで、クラウディアの両親と向き合っていた。

			　俺とクラウディアが隣同士。そして俺の向かいがクラウディアの父親で、斜め向かいがクラウディアの母親という位置関係。

			「本日はよくお越しくださいました。私はクラウディアの父親で、ウェルズ洋服店三代目のウェルズです。そして――」

			「私がクラウディアの母親のアーシアと申します」

			「ご丁寧にありがとうございます。俺はユズキと申します」

			　挨拶を返しつつ、なんだか娘をもらいに来た彼氏みたいな状況だなぁなんて考える。けど、クラウディアが事前に説明をしてくれているから、誤解をされることはないだろう。

			　でも、借金のかたに奴(ど)隷(れい)として売り飛ばした娘を、購入して連れてきた俺は……どういう風に見られているんだろうな。

			　娘と再会させてくれた恩人？　それとも……娘を奴(ど)隷(れい)として弄(もてあそ)ぶ敵？

			　しまったなぁ……ここに来る前に、クラウディアの両親が俺に対してどんな印象を抱いているか、前もって聞いておくべきだった。

			　と、取りあえず、出されたお茶を飲んで、気持ちを落ち着けよう。

			　あぁいや、でも、お茶って勧められるまで飲んじゃダメなんだっけ？　いや、それは日本での礼儀作法だ。ここでも同じとは限らないな。

			「ユズキくんには感謝の言葉もない。本当にありがとう」

			　俺がテンパっていると、クラウディアの父親――ウェルズさんが頭を下げた。

			　これは……あれか。クラウディアが上手く説明してくれた感じか？　罵倒されたときの対応まで考えてたけど、杞(き)憂(ゆう)だったみたいだな。

			「頭を上げてください。ただの偶然ですから、感謝されるようなことじゃありません」

			　少し安心した俺は、ホッと一息ついてお茶に口を付ける。

			「いえ、娘から聞きました。不幸な人生をたどるはずだった娘を買い取って、性奴(ど)隷(れい)として毎晩愛してくださっていると」

			「――ぶほっ!?　ごほっ、げほっ」

			　思わずお茶を吹きそうになって咳き込んだ。

			「な、なななっ、な!?」

			　クラウディアに、なにを言ってるんだこのアホっ！　と、視線を向ける。するとアイコンタクトで「事実ですよね？」と返してきた。

			　いや、たしかに船での一件以来、なんだかんだと毎晩……いや、そういう問題じゃない。

			　問題じゃないと思う――が、ここで口にするわけにもいかず、ぐぬぬと、クラウディアの両親から見えないところで拳を握りしめて震えた。

			「誤解なさらないでくださいね、ユズキさん」

			　なにやら穏やかな顔で、クラウディアの母親――アーシアさんが口を開いた。

			「ふがいない私達のせいで、クラウディアは娼婦としての一生を送る予定でした。それが、ユズキさんのおかげで救われた。だから、感謝しているんです」

			「そ、そうですか……」

			　不幸な運命を定められていた娘が、その運命から逃れることができた。それを感謝するというのは分かるんだけど……性奴(ど)隷(れい)で良いのか？

			　正直、どこから突っ込めば良いのか分からない。おかしいのは俺か、それともこの二人か、はたまた……この世界そのものなのか。

			　メディアねぇの作った世界だからなぁ……

			　

			　――あら、わたくしはわりと常識的な女神ですわよ？

			　

			　……常識的な女神様は、一人の人間をずっと観察したりしないと思う。というか、ナチュラルにメッセージログに書き込んでくるなぁ。

			　なんて考えていると、アーシアさんに話しかけられた。

			「これからも娘を、クラウディアを性奴(ど)隷(れい)として、一生、可愛がってあげてくださいね」

			「え？　それは……ええっと。……はい」

			　ここで断ったら、性奴(ど)隷(れい)として弄(もてあそ)んだだけとか言われるかも、とか。一生性奴(ど)隷(れい)としてってどういうことなのさ、とか。

			　なにやら色々考えた結果、訳が分からなくなって思わず頷いた。

			　クラウディアがなんか、既成事実ゲットだよ。とか呟いてるけど……それで良いのか？

			「そんなことよりもユズキくん、少し聞きたいことがあるのですが！」

			　クラウディアの父がテーブルに手をついて立ち上がり、俺にぐぐぐと迫ってきた。

			　この人、自分の娘が性奴(ど)隷(れい)云々の話を、そんなことよりもで流したぞ。大丈夫なのか？　なんて思っていると、アーシアさんが「貴方……？」と少し咎(とが)めるような視線を夫に向けた。

			「恩人にものを尋ねるのに、そんな偉そうな態度で失礼でしょ？」

			　……え、そっち？

			「あぁ、すまない。たしかに妻の言うとおりだ。許してください、ユズキくん」

			「いえ、別にかまいませんが……聞きたいことというのは？」

			「うん。それは他でもありません。娘の着ている服のことです」

			「あ、あぁ……この服ですか」

			　メディアねぇからもらった、肩だしのブラウスに、俺が改造してアシンメトリーにしたミニスカートのセット。要するに……さっき商売女に間違えられた服装である。

			「すみません、着替えを買う余裕がなかったので、後で何着か買わせて頂きます」

			「いや、そうではなくて。娘の着ている服は、ユズキくんが作ったのでしょうか？」

			「え？　あぁ……スカートは俺が手を加えましたけど、ブラウスはなにもしていませんよ」

			「……そう、なんですか？」

			　クラウディアの両親は揃って、がっかりといった面持ちで項垂れた。

			「えっと……あの服がどうかしましたか？」

			「いえ、画期的で素晴らしいデザインだと思いまして。分解して型紙を作らせて欲しいと娘に土下座したら、ご主人様から頂いたものだからダメだと言われてしまいまして」

			「あぁ……なるほど」

			　……って、今、土下座したって言わなかったか？　もしかして……あれか。いわゆる、服飾のことしか考えてない人種なのかな。

			「わざわざ分解しなくても、これくらいの型紙なら、たぶん引けると思うので……後で作りましょうか？」

			「「「――本当ですか!?」」」

			　なんかハモった。

			　……っていうか、なんでクラウディアまで。

			「本当ですか？　本当の本当に、この神のごとき服の型紙を引けると!?」

			「はい……っていうか、神のごときって、ちょっと露出過多らしいんですが」

			「たしかに、娘が着ているデザインそのままではエロすぎですが、立体的で斬新なデザイン。露出を抑えれば、素晴らしいデザインになること間違いなしです！」

			　なるほどと思ったけど……実の父にエロすぎと評価された服を着てるクラウディアが真っ赤になってるけど、放っておいて良いのだろうか？

			　ま、まあ、俺から言うのもやぶ蛇になりそうだし、今は型紙の話を優先しよう。

			「つまり、大衆受けするようなデザインに改造するということですね」

			「ええ、ダメでしょうか？」

			「いえ、かまいませんよ」

			「ではお願いします！　今はまだ、たいしたお礼は出来ませんが、店を立て直した暁には全力で恩に報いると誓います。だから、お願いします。その型紙を譲ってください！」

			　机の上に手をついて身を乗り出していたウェルズさんは、今はテーブルの上に乗っかるほどの勢いで俺に迫ってくる。

			　というか、顔が近い。

			　美少女ならともかく、おじさんにそんなに迫られても嬉しくないから止めて欲しい。

			「と、取りあえず、離れてください。型紙くらいなら協力します。だから、先に俺の話を聞いてもらえませんか？　たぶん、貴方が型紙を欲しがっている理由とも無関係じゃないので」

			「……それは、どういうことでしょう？」

			「レニス洋服店をご存じですか？」

			　俺がその名を口にした瞬間、夫婦揃って苦虫をかみつぶしたような表情を浮かべた。

			「よく知っています。最近この島で急速に勢力を伸ばしている洋服店ですね」

			「品質のわりに、安い値段で提供しているのでは？」

			「その通りです。普通に考えたら元を取れるはずがないのですが……なにかご存じなので？」

			　俺は「実は――」と切り出し、他領の人間がグラン島の経済を掌握しようとしていること。その過程で、この島の商人を買収したり、邪魔な店を潰そうとしていることを伝えた。

			「つまり、レニス洋服店はうちを潰すために、採算度外視で商売をしていると？」

			「ええ。恐らくは他領の支援を受けて、原価割れの価格で売ってるんでしょうね」

			「……そういうこと、ですか」

			　思い当たることがあったのだろう。ウェルズさんは拳を握りしめ、わなわなと震え始めた。

			　いつから妨害が始まっていたのかは分からないけど……愛娘を奴(ど)隷(れい)として売らなくてはいけないほど、煮え湯を飲まされてきたんだ。

			　技術で負けたのではなく、陰謀に巻き込まれただけだと知ったショックは大きいだろう。

			「それと……ウェルズさんとクラウディアが受けた、衰弱の呪いですが……」

			「――まさかっ、あの呪いも関係しているというのですか!?」

			「証拠はありませんが、恐らくは」

			「なんてことだ……っ」

			　ウェルズさんが下を向き、アーシアさんが「貴方……」と、その手を握った。

			　クラウディアも衰弱の呪いを受けていたあいだは、ずいぶんと非力だった。といっても、その時点では元の能力を知らなかったから、ピンとこなかったんだけどな。

			　衰弱の呪いが消えたクラウディアは、動きが見違えた。ウェルズさんの服飾関係の能力が同じくらい低下しているとすれば、苦戦は免れないだろう。

			「話を戻しますね。俺がクラウディアを連れてここに来たのは、そんな現状を知って手助けをしたいと思ったからです」

			「手助け……ですか？」

			「ええ。さっきも言いましたが、俺はクラウディアが着ているような服の型紙を引くことが出来ますし、そのほかの知識もそれなりにあります。お役に立てると思うんです」

			　服飾の知識自体は申し分がないと自信を持って言える。これは俺が凄いというわけではなく、元いた世界とこの世界では、服飾の技術が違いすぎるせいだ。

			　そして、それはデザインに関しても同じことが言える。既に出尽くしたと言われるほど、地球には様々なデザインが存在している。

			　本来であれば、そこからオリジナリティのある服を生み出さなくてはいけないんだけど……この世界には、そういったデザインの服がそもそも存在していない。

			　この世界の嗜好に合わせて、軽くアレンジを加えれば、十分に通用するだろう。

			「申し出はありがたいのですが……」

			「俺ではお役に立てませんか？」

			「いえ、そんなことは。ただ、うちは多額の借金を抱えていまして。さきほどは型紙を売って欲しいと言いましたが、実際には明日にも店をたたまなくてはいけないような状況なんです」

			「借金、ですか。失礼ですが……どれくらいでしょう？」

			　俺の問いかけに、答えて良いものかと、ウェルズ夫妻が顔を見合わせ、最終的にクラウディアが促(うなが)すことで、金額を教えてくれた。それによる借金は……全部で金貨百枚。

			　高価な奴(ど)隷(れい)が金貨十枚からなことを考えると、相当な金額だ。

			「もし金貨十五枚ほどあれば、再起を図ることが出来ますか？」

			「十五枚、ですか？　それだけあれば、はい。もちろん当分はなんとかなると思いますが？」

			「だったら……」

			　俺はそう言って、クラウディアに視線で確認を取る。金貨十五枚のうち、十枚はラングを捕らえた報酬で、そういった収入はクラウディアと折半するという約束だったからだ。

			　ただ、クラウディアは迷うことなく頷いた。自分を売った両親を恨んで……なんてことは全くないみたいなので、俺はテーブルの上に金貨を十五枚並べた。

			　

			「このお金を使ってください。そして、一緒にウェルズ洋服店を立て直しましょう」

			「そ、それは……願ってもないことですが、よろしいのですか？」

			　あまりにも話がうますぎて、なにか裏があるのではと疑っているのだろう。その表情は真剣で――少しだけ警戒の色が見える。

			「実は俺、将来は服飾の仕事をしたいと思っていまして」

			「はい？」

			「ですから、ウェルズ洋服店の経営を立て直した暁には、俺を雇ってください」

			「えっと……それは、こちらからお願いしたいほどですが……それだけ、ですか？」

			「ええ、他にはなにもありません。俺の望みは、穏やかなスローライフを送ることですから」

		

	
		
			３－１　丸くなったウェルズさん

			　

			　クラウディアの実家にあるリビング。

			　資金を援助するので、洋服店の立て直しに協力させて欲しいという俺の申し出に、ウェルズさんはたっぷり数分ほど考え、やがて深々と頭を下げた。

			「……ユズキくん、ぜひ協力をお願いします」

			「信じてくださってありがとうございます。さっそく、今後の方針について話し合いたいと思うのですが……かまいませんか？」

			　資金を出したとは言え、俺はいきなり現れた一般人。仕事の方針に口を出すのは嫌がられるかなと思ったんだけど、ウェルズさんは快く了承してくれた。

			「ではお言葉に甘えて。先ほど、クラウディアの着ている服の型紙が欲しいと言っていましたが、型紙があれば経営を立て直せるとお考えですか？」

			「そのつもりでしたが……ダメでしょうか？」

			「そう、ですね……残念ながら、その考えだと無理だと思います」

			　エロすぎる云々は、少し露出を抑えれば済む話ではある。

			　けど……この世界に特許なんてあるとは思えない。なので、完成した服をばらして型紙をコピーされ、採算度外視で同じデザインの服を安く売られてお終いだ。

			「では、ユズキくんはどうすれば良いとお考えですか？」

			「富裕層向けの服を作るべきだと思います」

			　富裕層――特に貴族が相手であれば、値段を無視して品質を優先することが出来る。

			　それはつまり、相手の資金にものをいわせた、採算度外視の価格で勝負するという土俵に立つ必要がないということだ。

			　それに特定の人間にしか服を売らなければ、服をバラして型紙を作られる対策にもなるし、貴族相手にワンオフで売れば、コピーを作る抑止力にもなってくれるはずだ。

			「そのアイディアは素晴らしいと思いますが……問題が二つあります」

			　俺の説明を聞いたウェルズさんはそんな風に切り出した。

			「まず、富裕層向けに商売をするには、デザインが一種類では話になりません」

			「その点は心配しなくて大丈夫です。俺はそれなりの数のデザインが頭に入っていますから」

			「――なんと、それは事実なのですか!?」

			　ウェルズさんは目を丸くした。

			「ええ。まあ……俺が思いついたわけではないですが、ここで生産して売る分には問題ありません。様々な服やドレスを作れると思ってください」

			「そう、ですか。それは素晴らしいと思います……が、二つ目の問題です。富裕層相手に商売をするとしても、コネがなければ販売が難しいと思います」

			「それも……実は心当たりがあります」

			「心当たり、ですか？」

			　ローズと俺の関係を知らないウェルズさんが首を傾げた。

			「実は、この島を支配するブラッド家の長女、ローズは俺の――」

			「――ご主人様の性奴(ど)隷(れい)なんです」

			「……いや、だからな？」

			　頼むから変なことを言わないでくれと目線で訴えかけるが、クラウディアは「事実ですよね？」と追い打ちを掛けてきた。

			　ローズが自称してるから強くは否定しないけど……どっちかというと、俺がローズの性奴(ど)隷(れい)にされている気がしないでもないんだけどな。

			　……どっちも似たようなものか。

			　なんてやりとりをしていても、ウェルズさんやアーシアさんの反応がない。どうしたのかと思ってみると、二人して固まっていた。

			「……どうしました？」

			「いえ、その……ユズキくん――いえ、ユズキ様は王族かなにかでございますか？」

			「いや、その……ヤンデレに死ぬほど愛される体質なだけの平民です」

			　はい？　という顔をされたので、事情を説明したら笑われた。

			「なるほど、そういう事情でしたか。なかなかに苦労なさっているんですね」

			「いえ、まぁ……はい」

			　そういえば……好意的な相手という意味では、ウェルズさんやアーシアさんにも、スキルの影響があるはずなんだけど……今のところ大丈夫そうだな。

			　クラウディアの両親だから耐性があるのか、はたまた他の理由か。気になるけど、夜までにはだいぶ時間があるし、そっちは後回しでいいか。

			「話を戻しますが、ローズが好みそうなデザインで服を作れば、彼女はたぶん買ってくれると思います。そうすれば、貴族御用達を名乗ることも出来ますから」

			　ローズがごひいきにしているお店との触れ込みで知名度を上げれば、富裕層に売るのは難しくない。それどころか、新しい服を他の貴族に売ることだって不可能じゃないだろう。

			　そうなれば、服のデザインだけではなく、お店の名前が価値を持つ。

			　いわゆる、ブランド化である。

			　服のデザインだけでなく、ウェルズ洋服店で売られている服に価値がつけば、コピー品に対するなによりの対策になり得る。

			「とはいえ、ローズも気に入ったデザインでなければ、ひいきはしてくれないと思います」

			　俺が頼めば曲げてくれるとは思うけど、それじゃ意味がない。

			「なので、まずはデザインを書こうと思うのですが、〝紙〟と〝鉛筆〟はありますか？」

			　ありますかと聞いた瞬間、ないことを理解した。無意識に紙と鉛筆という言葉を、日本語で口にしてしまったからだ。

			　どうやら、この世界には存在しない物なので、単語が出てこなかったようだ。なので、羊皮紙と、万年筆はありますかと聞き直した。

			「分かりました。すぐに持ってこさせます」

			　ウェルズさんが目配せをすると、アーシアさんがお店の方へと走っていった。そしてその後を、「あたしも手伝うよ」とクラウディアが追いかけていく。

			　しかし……羊皮紙と万年筆か。

			　書き直すときは……表面を削るんだっけ？　何度もは出来そうにないな。まずは地面にでも書いておおよその形を決めて、そこから羊皮紙に書くようにしないと、だな。

			　……非常にめんどくさい。

			　今はしょうがないけど、紙は作れないか、あとでローズに相談してみよう。

			「他になにか用意するものはありますか？」

			「そうですね……。立体裁断をするつもりなので、安い布きれと……ボディは、ローズに頼んで採寸してからですが、どこかで作れますかね？」

			「立体の裁断に……ボディですか？」

			　ウェルズさんが首をひねった。それらの言葉自体は存在しても、正しく伝わってないみたいだ。これらも、この世界には存在していないということだな。

			「えっと、立体裁断っていうのは、ドレーピングとも言います。型紙を直接引くのではなくて、モデルそっくりのボディに布を当てて作っていき、その布を使って型紙を引くんです」

			「それは……なにやら複雑そうですが、なにか意味があるんですか？」

			「三次元的なシルエットを表現しやすいと言われてますね。特に、女性の丸みを帯びた身体に合わせた服を作るのに向いています」

			　もちろん、平面裁断でも三次元的なデザインを作れないことはない。だけど一般的には、立体裁断の方が表現をしやすいと言われている。

			　あとは……立体裁断を知っている人であれば、平面裁断でも作りやすくなる、らしい。その辺はプロの領域なので、夢半ばで諦(あきら)めた俺にはよく分からない世界だ。

			　ちなみに、平面は計算で、立体はセンスが重要だと聞いたことがある。

			　俺にセンスがあるかは分からないけど……この世界はメジャーなんかの精度もいまいちだし、立体裁断の方がやりやすいとは思っている。

			「そんな訳で、ローズそっくりの胴体の模型を作ってもらいたいんですが」

			「それは……寸法が分かれば、作ってくれる人はいると思いますが、寸法をどうやって手に入れるか……は、聞くまでもなさそうですね」

			　なに、その、なにかを悟ったような表情は。いや、たしかに、ローズの採寸くらいなんの問題もないと思ってるけどさ。

			「なにはともあれ、採寸はこちらでおこないますので、ウェルズさんは制作してくれる人の手配をお願いします」

			「分かりました。材質は……」

			「マチ針を刺せるようにしてもらえればなんでもかまいません」

			「分かりました。手配しておきます」

			　よし。これでデザインから立体裁断までの準備は揃った。

			　後は……

			「そういえば、生地や糸はどんな種類がありますか？」

			「それが……」

			　とたん、ウェルズさんの顔が曇った。

			「なにか問題があるんですか？」

			「実は……嫌がらせの一環、なのでしょうね。最近は、生地などが高騰しているばかりか、品質の良い生地があまり手に入らないんです」

			「むむ……それは困りましたね」

			　生地かぁ……服を作るのと引き換えに、ローズにお願いしたら譲ってもらえるかな？　色々な種類を見たいし、立体裁断に使う安物の生地とかも欲しいんだけど……

			「――生地なら、カリンの家で売ってもらえば良いんじゃないの？」

			　部屋に戻ってきたクラウディアが言った。

			「はい、ご主人様。羊皮紙と万年筆です」

			「ありがとう、これでデザインを書けるよ」

			　羊皮紙。初めて見たけど、なんと言うか……俺の知ってる紙じゃないなぁ。高そうだし、書き潰しは出来そうにない。書くのは清書の時だけにしよう。

			　なんて思いながら、その羊皮紙を受け取る。

			「それで、カリンっていうのは？」

			「あたしの幼馴染みで、実家が生地屋さんなんです」

			「幼馴染み……ヤンデレ？」

			「ヤンデレではないですから安心してください。そして実家が生地屋さんという方に注目してください。……気持ちは分かりますが」

			　分かってくれてなによりである。

			　そして、そこまで分かってくれるのなら、現時点でヤンデレじゃないからって、安易には安心できないという、俺の内心も理解して欲しいところである。

			　……今は生地の話を先にするか。

			「その生地屋さん。幼馴染みってことは、この街にあるんだよな。……クラウディアはそこで買えば良いって言ってますが、どうなんですか、ウェルズさん」

			「それが……最近、代替わりしてカリンが店を仕切るようになりまして。そのカリンに、うちには生地を売らないと言われてしまったんです」

			　それを聞いた俺は、そっちの店にも嫌がらせが及んでいるのかなと思ったんだけど……

			「カリンがそんなことを言ったの!?」

			　クラウディアはなにやらお冠だ。

			「いや、その……お前を奴(ど)隷(れい)として売ったことが許せなかったようでな」

			「あぁ……そういう理由なんだ。分かった、後であたしがお店に行ってみるよ。という訳で、ご主人様、後で一緒に行きましょうね」

			　話がまとまったようでなにより――だけど、出来ればヤンデレになるかもしれない女の子がいるところに、俺を連れて行こうとしないで欲しい。……え？　カリンを説得するのに必要だからついてきて欲しい？　そういう事情なら仕方ないか……はあ。

			　

			　不安事項を後回しにするのは好きじゃないので、先に行こうかと思ったんだけど――クラウディアと一緒に席を外していたアーシアさんがトレイにお茶を乗せて戻ってきた。

			　という訳で、ひとまずはお茶をしてから行くことになったのだけど――

			「ところで、お父さん。あたし、ご主人様に買われる前に酷い火傷(やけど)を負ったんだよ」

			　クラウディアが唐突にそんな告白を始める。

			「なっ!?　それは……可哀想に。辛かっただろう。ぱっと見では分からないようだが……目立たないところだったのか？」

			「うぅん、顔から胸にかけて、酷い火傷(やけど)の痕があったの」

			「……なにを言っている？　お前は俺と同じで、衰弱の呪いを受けているだろう？」

			「受けていたね。でも、ご主人様のおかげで呪いから解放されたんだよ。……って言っても、信じられないだろうし、見てもらった方が良いよね。ステータスオープン」
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			【特殊スキル】

			　予測：Ｃ　　　高速詠唱：Ｆ

			【レアスキル】なし

			【バッドステータス】

			　押しに弱い：Ｃ

			　快楽に弱い（ピュア）：Ｅ　New

			【称号】

			　落ちぶれたお嬢様

			　ユズキの性奴(ど)隷(れい)　New

			【ＳＰ】残り１２４ＳＰ

			　

			　この場にいる全員に見えるようにしたのだろう。クラウディアの両親と俺がウィンドを覗き込み……うなり声を上げた。

			　

			「「「性技がＣにランクアップで、押しに弱いがＣ。更には快楽に弱いがＥ……」」」

			　

			「どどどっどこを見てるの――っ!?」

			「……クラウディア。まだまだ子供だと思っていたけど、いつの間にかすっかり女になって」

			「ちょっと、お母さん!?　その歓心の仕方はおかしいから！」

			　真っ赤になるクラウディアが可愛い。というか、性技のランクがいつの間にか上がってるんだな。クラウディアは頑張り屋さんだ。

			　そして……快楽に弱い（ピュア）というのは、対象が好きな人限定のスキルらしい。でもって、奴(ど)隷(れい)の再契約をしていないのに、なぜかユズキの性奴(ど)隷(れい)という称号がついている。

			　これは……クラウディアが本心で望んだ結果……ということ、なんだろうか？

			　さすがクラウディア。清純派、エッチなヒロインである。

			「ご主人様もにやつかないでください！　もうもうっ、ご主人様のエッチ！」

			「そうは言っても、これは見ちゃうだろ……」

			　とか言っていたら、バッドステータスの最後に、恥ずかしがり屋：Ｆというスキルが増えた。

			　恥ずかしがり屋――辱められることに対して耐性が低くなる。また、時に恥ずかしいこと自体に快感を覚えてしまうことも……か、なるほど。

			「……クラウディア？」

			「あううぅぅ……」

			　真っ赤になって俯いてしまった。さっそく恥ずかしがっているようだけど……実は快楽を覚えているんだろうか？　……これは、えっちぃな。

		

	
		
			[image: p_132.jpg]
		

	
		
			　……って、いやいや。今はクラウディアのご両親の前だぞ。さすがに自重しよう。後でいくらでもそういう時間はあるはずだし。

			　そして、ウェルズさんがなぜか大人しい……と、顔を向けると、なぜかウトウトしていた。

			「ウェルズさん？　お疲れですか？」

			「いや、そうではないのだが……なぜか急に睡魔が……っ」

			　ウェルズさんはバタンとテーブルの上に倒れ込み、そのまま眠り込んでしまった。

			　……な、なにごと？

			「うん。さすがローズ様がくださった睡眠薬。物凄い効き目ですね」

			　クラウディアがこともなげに――問題発言をした。

			「……ク、クラウディアさん？」

			「なぜ、急にさん付けなんですか、ご主人様」

			「いや、だって……睡眠薬って？」

			「ご主人様の寝込みを襲うのに使えるともらったものです」

			「へぇ…………」

			　俺、もう絶対、クラウディアの出すお茶とか飲まない。

			「って、それをなぜウェルズさんのお茶に？　まさか、俺のお茶と間違ったのか？」

			「いえ、お父さんのお茶に入れるように、お母さんにお願いしたんです」

			「……どういうこと？」

			　なんか、まったく話は見えてこない。話は見えてこないけど……ろくでもない結末だけは見えてきている気がする。

			「ご主人様、リザレクションは問題なく使えますか？」

			「え、うん。ここ数日は使ってないから、なんの問題もなく使えるけど？」

			「間違いありませんか？」

			「うん、間違いないよ」

			「そうですか。――だって、お母さん」

			　クラウディアの言葉を聞いて、俺はアーシアさんに視線を向けて――顔を引きつらせた。彼女はなにやら恍(こう)惚(こつ)とした表情を浮かべていて、振り上げた手には――剣。

			　どこからそんな剣を――って、ちょっと待て！

			　なぜ剣を振り上げて――うぎゃああああああっ!?　振り下ろした！　テーブルの上で眠るウェルズさんめがけて振り下ろして、ザンッっていったあああ!?

			　丸くなって、テーブルの上をコロコロと転がるウェルズさん――を、アーシアさんは愛おしそうに抱き上げて、自分の胸に押しつけるように抱きしめた。

			「な、ななななっ、なにをして？」

			「私は……ずっと苦しかったんです」

			「く、苦しかった？　えっと……その、家庭内暴力とか、そういう……？」

			　もしそうなら、復讐も分からなくはないような気がしないでもないけど！　いや、やっぱりこの状況でそれは意味が分からないよ!?

			「私は夫が服飾に打ち込む姿を愛しています。ですが、呪いを受けてからのここ数年は、いつも苦しそうで……それが見ていられなかったんです」

			「そ、そう、なんですか？」

			「ええ。ですから、ユズキさんが呪いを消せると聞いて歓喜いたしました。という訳で、よろしくお願いいたします」

			「へ？　えっと……その？」

			　混乱から立ち直れない。

			　そんな俺に向かって、クラウディアがリザレクションをお願いしますと言った。

			「えっと……あっ！　もしかして、呪いを消すために、一度殺して生き返らせるという話!?」

			「……他になにがあるんですか？」

			「いや、それは……ないかもしれないけど。いや、せめてウェルズさんに説明しようよ」

			　そして、出来れば俺にも説明して欲しかったと心の底から思う。

			「ダメですよ。そんなことしたら、恐怖を感じちゃうじゃないですか。ねぇ、お母さん？」

			「――ええ、そうね。愛する夫には、不必要な恐怖を感じさせたくありませんから」

			「そ、そぅですかぁ……」

			　言ってることは間違ってない。間違ってないけど……色々間違ってるとしか思えない。

			　……でも、深くは突っ込まないでおこう。

			　でも、一つだけ分かったことがある。

			　アーシアさん、絶対ヤンデレだ。それも、ウェルズさんに対するヤンデレ。

			　俺はぷるぷると震えながら、リザレクションをウェルズさんに使った。

			　程なく、胴体からお別れしていた頭は光の粒子となって消滅。テーブルに突っ伏していた胴体を中心に身体は完全に再生。

			　ウェルズさんは復活し――衰弱の呪いは解除された。

		

	
		
			３－２　生地の代償

			　

			　復活したばかりのウェルズさんを、アーシアさんが愛おしそうに抱きしめている。

			　リザレクションを使用した時点で、周囲に飛び散っていた血は消えているので、アーシアさんの様子はいたって普通。剣で切断して返り血を浴びたりしてた人にはとても思えない。

			　……思えないんだけど、ヤンデレ恐い。ヤンデレ恐い。ヤンデレ恐い。ヤンデレ恐い。ヤンデレ恐い。ヤンデレ恐い。ヤンデレ恐い。ヤンデレ恐い。ヤンデレ恐い。ヤンデレ恐い。

			「もぅ、ご主人様？　いつまで怯えてるんですか？」

			「いや、普通に一生トラウマになるような体験だからな？」

			　恐怖耐性があったから、この程度で済んでいるけど……あの光景を目の当たりにしたら、普通は心を病むと思う。

			「もう、心配しすぎですって。そもそも、ご主人様は不老不死じゃないですか。なにを恐がる必要があるって言うんですか？」

			「いやでも、信じていた伴侶に睡眠薬で眠らされて、一刀のもとに斬り伏せられるとか、人間不信になると思うんだけど……」

			「大丈夫ですよ。ご主人様はあたしが守ってあげますから」

			「……そうだな」

			　そのクラウディアが最近は信用ならない――とか言うと、それこそヤンデレに覚(かく)醒(せい)しそうな気がしたので、俺はこくりと首肯した。

			　いや、もちろんクラウディアのことは信頼してる。

			　クラウディアが俺に敵対するなんて想像できないし、外敵からは本当に守ろうとしてくれるだろう。それは、文字通り命と引き換えに俺を救ってくれたことからも分かる。

			　だけど、だけど――だ。

			　こう、なんと言うか……信頼は出来ても信用は出来ないというか、うっかり怒らせるとなにをされるか分からないというか……

			「ご主人様、早く行きましょうよ」

			「……ええっと、なんだっけ？」

			「カリンのところです。洋服の生地を売ってもらうって言ったじゃないですか」

			「……おぉ。そうだったな」

			　一度は諦(あきら)めた、服飾の道を目指すという夢の第一歩。首と胴体がお別れする光景を見たくらいで動揺してる場合じゃなかったな。

			「よし、それじゃ行こうか！」

			「……ご主人様って、なんだかんだいって切り換え早いですよね」

			　服飾の方が重要なだけである。

			　

			　

			　――という訳で、街を二人で歩くことしばし。クラウディアの幼馴染みの実家が経営しているという、生地屋さんにやって来た。

			「すみませ～ん、生地を売って欲しいんですけど」

			　ウェルズさんが色々としがらみがあるようなことを言ってたけど、クラウディアはまるで気にした風もなく、店の中へと入っていった。

			「うちは卸業で、個人への販売はやってないんよ……ってクラウディア!?」

			　店の奥で作業をしていた黒髪の少女が、クラウディアを見て目を見開いた。そして、物凄い勢いでクラウディアの元へと駆け寄ってくる。

			「うわ、ほんとにクラウディアや！　どういうことなん!?　奴(ど)隷(れい)として売られたって聞いてたけど、嘘やったん!?」

			「ちょ、カリン、せ、説明、するから！　ゆ、揺すらないで～っ」

			　ガクガクと揺すられて、胸を揺らすクラウディアが悲鳴を上げている。かなり困ってるみたいだけど、眼福――こほん。敵意は感じないから見守る。

			　たゆんたゆんなクラウディアを堪能していると、カリンが不意にこっちに視線を向けた。

			「にーさん、なんのようか分からんけど、ごめんな。今日はもう店じまいや。うちはこれから、愛するこの子と初夜を迎えるから、出て行ってくれへん？」

			　もうやだ、この世界。まともな人間が俺しかいない！

			　……いやでも、これはあれかな？　カリンはクラウディアに好意を抱いていて、でもそのクラウディアが居なくなって病んでいたところに、クラウディアが登場。

			　しかも、俺のスキルで、そのヤンデレ属性をまして暴走……というコンボなんだろうか？

			「ちょっとカリン、ご主人様に変なこと言わないで！　ご主人様、違いますからね！　ご主人様が浮気をしても、あたしは浮気なんてしませんからね!?」

			　……なんか、微妙にトゲがあるのは気のせい、なんだろうか？

			「……ご主人様、やって？」

			　あぁ……もっとでっかいトゲがこっちに。身の危険を感じた俺は「店じまいじゃ仕方ない。今日は帰るよ」と回れ右をした。

			「ちょいと待ちぃや、にーさん」

			　あぁぁぁぁ、腕を掴まれてしまった。

			「……な、なにか用か？」

			「にーさん、クラウディアと一緒に店に入ってきたよね。一体どういう関係なん？」

			「俺は、えっと……」

			「ご主人様は、あたしのとってもエッチなご主人様です」

			　クラウディアさん。それは、わざとなんですかね？　さっさと逃げようとした俺に対するささやかな復讐とかなんですかね？

			　……顔を盗み見たら、あっかんべーをされてしまった。

			「にーさん、聞いてるんか？」

			「え、いや……なに？」

			「だ か ら、ご主人様っちゅうのはどういう了見なんやって聞いてるんや！　しかも、その、え、エッチなって！」

			「……ええっと。色々とあって、クラウディアは俺が奴(ど)隷(れい)として買ったんだけど」

			「くっ！　やっぱりそういうことなんか！」

			　カリンはなにやら怒りに震えている。怒りの対象が、クラウディアを売り飛ばした両親に向けられていたら良いなぁ……

			「つ、つまり、エッチなご主人様っちゅうのは、ク、クラウディアに……ゆ、許さへん！　絶対に許さへんよ！　クラウディアはうちがもらうんや！」

			　淡い期待も儚く散って、俺はぶんぶんと揺すられる。だけど、俺が弱音を吐く前に、カリンの腕をクラウディアが掴んだ。

			「カリン、あたしを心配してくれるのは嬉しいけど、ご主人様を傷つけるのは許さないわよ」

			「ク、クラウディア。……もしかして、奴(ど)隷(れい)の契約でそう言わされてるんか？」

			「え？　うぅん、あたしは別に……」

			「心配する必要はあらへんよ！　今すぐ、この男を物理で説得して、クラウディアを救ってみせるからね。ちょっとだけ我慢やよ！」

			　この子も、人の話を聞かないタイプだ。

			「カリン、話を聞いて。あたしはなにも我慢なんてしてないから」

			「皆まで言う必要はないよ。すぐにこの変態から取り返して、うちがクラウディアの純潔をもらってあげるからな！」

			「あ、それは無理だよ？　あたしの純潔は、もうご主人様に捧げた後だから」

			　空気が凍り付いた。

			「……じょ、じょうだん、やんね？」

			　カリンの視線を受けたクラウディアはにっこり。それに絶望したカリンが、最後の希望とばかりに、俺へと視線を向ける。

			　それに対して俺は……無言で視線を逸らした。

			「……ほ、ほんまなん？」

			　今度はクラウディアに視線を向ける。

			「嘘じゃないわ。毎日ご主人様に可愛がってもらってるの。あたし、とっても幸せよ？」

			「ま、毎日……そんな、うちが、うちがもらうはずの純潔が。クラウディアが、どこの馬の骨ともしれん男に穢(けが)されてしもうたんか……」

			　カリンは木張りの床に突っ伏した。

			　

			　その後、俺がクラウディアのご主人様になった経緯と、布を買いに来た経緯を説明した。

			　過程で色々とあったけど……クラウディアが今は幸せだと繰り返し説明し、そのたびにカリンのＨＰが削られていき……やがて死んだ魚のような目で納得してくれた。

			　なんか……うちの愛するクラウディアが、穢されて……とか、ひたすら呟いていたから、納得したというよりは、壊れたといった方が正しいかもしれないけど。

			「そんな訳で、あたしの実家を救うために、ご主人様に生地を売って欲しいの。協力してくれないかな？」

			「クラウディアが。うちがもらうはずやったクラウディアの純潔が」

			「……ちょっと、カリン、聞いてる？」

			「クラウディアが、うちのクラウディアが男に穢されて。あんなことやこんなことまで……そんな、そんな……想像するだけで胸が苦しくて……なんや、なんやっ、興奮してきたわ！」

			　ヤンデレな上に変態じゃないですか、やだー。

			「ええっと……カリン？」

			「――はっ!?　う、うちは別に、寝取られになんて興味ないよ!?」

			「そんなこと言ってないでしょ。生地を売って欲しいって言ってるの」

			「あ、あぁ。生地ね。生地……対価……ひらめいた！」

			　なんか、嫌な予感しかしない。

			　いや、他に選択肢がないからどうしようもないんだけど。

			「えっと……にーさん？」

			「ユズキだ」

			「えっと、そしたらユズキにーさん、うちのことはカリンで良いよ。……で、貴族が着る服に使うような生地が欲しいってことなんやね」

			「そうだけど……可能か？」

			「もちろんや！　奥の倉庫に、色々な生地があるから、好きなのを選ぶとえぇよ」

			　

			　という訳で倉庫に案内してもらった。急に親切なのが非常に気になったのだけど……倉庫を見た瞬間、そんな不安はすぐに忘れてしまった。

			　驚くような種類の生地が、いくつも揃えられていたからだ。

			「これは……凄いな」

			　お世辞でもなければ、技術力の違う異世界であることを考慮した発言でもない。そこに揃えられているのは、前世の世界と比べても遜色のない生地の数々だった。

			「カリンの店には、嫌がらせはないのか？」

			「うん？　あぁ……そういえば、ウェルズの洋服店に生地を売るなとか言われたし、最近は交易で手に入る生地もずいぶんと減ってたな。けど、それがどうかしたん？」

			「いや、やけに生地の種類が充実してるなって思って」

			「それは、圧力や交易とは無縁やからね」

			「……ん？」

			「ここにある生地は、うちが作らせた物ばっかりなんや」

			「――カリンは、自分で生地の織り方やあらたな素材を研究してるんですよ」

			　クラウディアが横から教えてくれる。

			　個人で研究……それが事実なら凄い――というか、凄すぎる。

			　様々な生地が揃っていて……中にはベルベットまで存在した。これってたしか……地球だと中世ヨーロッパの後期にようやく発明された生地のはずだ。

			　中世の前期を彷彿とさせるこの世界ではオーパーツな気がする。魔法のある世界だからか、もしくはカリンが天才だからか、あるいは……

			「クラウディアは、カリンのことをよく知ってるみたいだけど、幼馴染みなんだよな？」

			「ええ。物心ついた頃からずっと一緒でしたけど……どうしてそんなことを聞くんですか？」

			「いや、仲が良いからちょっと気になっただけだ」

			　なんて、本当はカリンが俺と同じ転生者かもなんて思ったのだ。けど、物心ついた頃から一緒ならそれはなさそう、かな。

			　なんにしても、この手の生地があるのはありがたい。俺がイメージしていたより、ずっと素敵なゴスロリが作れそうだ。

			「ここにある生地は量産できるのか？」

			「生地によるけど、今のままじゃ量産は厳しいかな」

			「そっか……」

			　貴族向けの最高級品と考えれば、量はそんなに必要ない。というか、ローズに認められたら、量産するための資金提供とかもあるはずだ。

			　全ては、ローズのためにドレスを作ってから、だな。

			「ちなみに、この辺の生地はいくらくらいだ？」

			　カリンのオリジナルであれば、その価値は途方もない。場合によっては、ローズにデザインを見せ、先に代金をもらうなんて手順も考えたんだけど――

			「これらは全部趣味で作ったものやからね。クラウディアのためなら、ただでも良いよ」

			　カリンはとんでもないことを言い放った。

			「いやいや、ここにある生地は全部、カリンが作ったオリジナルなんだろ？　なら、途方もない希少価値がついたっておかしくないはずだぞ」

			「え、そうなん？」

			「うん。売る相手を間違えなければ、だけどな」

			　相手を選ばなきゃ、買い叩かれる。いや、買い叩かれる程度ならまだ良いけど、下手をしたら技術を奪われるなんて可能性も十分にある。

			「つまり、にーさんやったら、適正の価格で買ってくれるちゅうことなん？」

			「そうしたいところなんだけどなぁ……」

			　希少価値を考えると、値段がとんでもないことになる。

			　俺の手持ち――ウェルズさんにお金を渡した今残っているのは、金貨五枚弱。ボディやらなんやらを揃えることを考えると……適正の金額は払えそうにない。

			「作った服を売った後でなら払えるはずだけど……後払いってわけにはいかないよな？」

			「うぅん。そうやね。もともとただのつもりやったし。一つ、うちのお願いを聞いてくれるならかまわへんよ？」

			「……そのお願いって？」

			「頼みちゅうのは他でもあらへん。一度で良いから――」

			　カリンが俺に耳打ちをする。その内容に、俺はそんなの無理だ――と天を仰いだ。

			　……あぁいや、よく考えたら、クラウディアにはさっき発現したスキルがあったな。

			「……ご主人様？　カリンになにを言われたんですか？」

			「いや、たいしたことじゃないよ。別に……それくらいなら、良い、かなぁ」

			　よく考えたら今更だし――なんてことを考えつつ、カリンに了承したと伝えた。

			「……マジで？」

			「なんだよ、そっちが言い出したんだろ？」

			「いやまぁ……そうなんやけど。ほんまに良いん？」

			「うんうん。そういう訳だから、しばらく布を選ぶ時間をくれないか？」

			「布？　あ、あぁ、そういうこと。分かった、それじゃゆっくり選んでや。うちは向こうで作業をしてるから、終わったら呼びに来てや」

			　俺の意図を察したカリンが、そそくさと立ち去っていった。

			「……ご主人様？」

			　状況を飲み込めないクラウディアが小首をかしげる。俺はそんなクラウディアの頭にぽんと手を置き、なんでもないよと言った。

			　そして――無言で、女神メディアの祝福をアクティブにして、能力の向上――そして、精神高揚を俺とクラウディアにつける。

			「さっそくだけど、クラウディアのステータスウィンドウを見せてくれないか？」

			「ふえっ!?　きゅ、急になにを言い出すんですか!?　こんなところでステ――っ」

			　ステータスウィンドウと言いそうになったクラウディアの口を手のひらで塞ぐ。クラウディアは目を白黒させ、どうしたんですと訴えかけてきた。

			「いや……ほら、あんまり大きい声を出したら、カリンに聞こえるかもしれないだろ？　ステータスウィンドウを弄(いじ)れるのは、一応秘密だしな」

			　耳元で囁くと、クラウディアの身体がびくりと跳ねた。

			「わ、分かりました。でも、どうして急にステータスを？」

			「それは……えっと、そう。服を作るのはかなりの手間が掛かるからな。クラウディアにも手伝ってもらおうかと思って」

			「針子ならお店で雇ってる人が何人かいますよ？」

			「そうなんだけど……俺はクラウディアにも手伝って欲しいんだ」

			「そういうことなら、後で良くないですか？」

			「いや、クラウディアがどのくらい出来るかで、服のデザインを変えるから」

			　もちろん、出任せなのだけど、俺は半ば強引にステータスウィンドウを開かせた。

			「ありがと、それじゃ……ちょっと色々と確認するな。えっと……裁縫がＣか。少し低いかもしれないけど、これならサポートくらいは出来るかなぁ」

			　……なんて、それらしいことを口にしながら、クラウディアのステータスをゆっくり、ゆっくり、焦らすように操作をしていく。

			「ぁん……ふぅ、んくっ。ご主人様、なんだか……あっ、いつもより優しい……んっ」

			　俺が触っているのは、クラウディアが開いたステータスウィンドウ。

			　だけど、ステータスウィンドウはその人の存在そのものを表している。俺に触られると、クラウディアは自分の内側を触られているような錯(さつ)覚(かく)に陥るらしい。

			　という訳で、俺に執(しつ)拗(よう)にステータスウィンドウを弄(いじ)られているクラウディアは、徐々に切なげな声を漏らし始めた。

			「はぁ……ぁ。ご、ご主人様ぁ、まだっ、ですか？　んぁっ」

			「こっちのスキルとかも確認しておきたいから、もう少し我慢してくれ。それと、あんまり大きい声を出すと、カリンに聞かれるかもしれないぞ？」

			「そ、そんなっ。カリンに聞かれたら、あたし、恥ずかしくてっ、ひぁんっ」

			　カリンに聞かれるかもと言った瞬間、クラウディアの反応が艶を増した。

			　……予想どおりだ。クラウディアのステータスには、恥ずかしがり屋：Ｆ、羞(しゆう)恥(ち)心が時に快楽に変わるみたいな能力が発現してたからな。

			　なんてことを考えながら、俺は素知らぬ顔でステータスの操作を続ける。

			「ほら、声が大きいぞ？」

			「それはっ、分かって、んっ、ますけどぉ。これ、ご主人様にされてるときのことを思い出しちゃって、あたし、あたしっ。～～～っ」

			　クラウディアが身体を震わせ、倒れそうになる。

			　ステータスウィンドウから手を離した俺は、身体を半分回転させて、クラウディアの身体を正面から抱きしめた――ところで、思わず咳き込みそうになった。

			　クラウディアの後ろ。わりと近い物陰から、カリンがこちらを盗み見していたからだ。

			　……いや、実のところ、カリンが盗み見しているのは予想どおりだ。

			　さっきカリンにお願いされたのは『うちの愛するクラウディアが、にーさんに穢されるところを見学したい』という、予想どおりといえば予想どおりのお願いだったからな。

			　それで考えた結果が、エッチしてるように見せかけて、実はクラウディアのステータスウィンドウを操作しているだけ――という計画だったんだけど……

			　まさか、こんな近くで覗かれてるとは思わなかった。

			　なんか、はぁはぁ言ってるし、もぞもぞと動いているし、俺の演技には気付いてはいないようだけど……と思っていたら、クラウディアが俺の腕にしがみついてきた。

			「クラウディア、どうかした……」

			　その先は口にすることが出来なかった。

			　――否、口にする必要がなかった。

			　軽く開いた唇からは荒い息が漏れ、濡れた瞳で俺を見上げている。クラウディアは一目でそうだと分かるほどに欲情していた。

			「ご主人様ぁ……あたし、もぅ我慢できません」

			「い、いいいや、ここはほら、幼馴染みの家の倉庫だぞ？」

			　さすがに、クラウディアの幼馴染みの女の子に盗み見されている状況ではいたせないので、それっぽい理由をつけて諭す。

			「それは……ちょっと恥ずかしいですけど。……でも、カリンは、呼びに来るまで待ってるって言ってたから、大丈夫ですよぉ」

			　それはクラウディアを油断させるための嘘だから！　実際はすぐ後ろにいるから！　そう訴えようとした口は、クラウディアの唇によって塞がれてしまった。

			「んんっ、クラウディア？」

			「……ふふっ、ご主人様が悪いんですよ？　こんな場所で、あたしのステータスウィンドウを弄(いじ)り回したりするから。だ か ら、責任……とって、くださいね？」

			　俺を上目遣いで見ながら、唇をちろりと舐める。そんなクラウディアを前に我慢できるはずもなく――俺はクラウディアの胸を鷲づかみにした。

			　……いや、その、違うんだ。

			　別にその、カリンに見られながらエッチするのもありかもって思ったとか、あとで見られていたことを知ったクラウディアの反応が楽しみだと思ったとか、そんな理由ではない。

			　ただ、明らかに発情しているクラウディアを見ていたら我慢できなくなっただけ……って、あれ？　なんか、言い訳が言い訳になってないような。

			「ご主人様ぁ……あたしもう我慢できません」

			　胸を鷲づかみにした手が止まっていたので、焦らしプレイと勘違いされたらしい。クラウディアがズボンの上から俺の股間を撫で上げてきた。

			「――っ。クラウディア、それは……」

			「ふふっ、ご主人様の、こんなに……あたしで、興奮してくれたんですね。今すぐ責任を取って、あたしが楽にしてあげますね」

			　クラウディアは俺の前に膝を突いて、濡れた瞳で俺を見上げる。そんなクラウディアのエッチな姿を見せられて我慢できるはずがない。

			　俺はクラウディアの行動を肯定するように、その頭を優しく撫でつけた。

			　それで俺の意志は伝わったのだろう。クラウディアは嬉しそうに微笑むと、両手を使ってボタンを外し、俺の息子を取り出した。

			「ふふっ、それじゃ……精一杯ご奉仕しますから、上手く出来たらあとでご褒美くださいね」

			　クラウディアは愛おしそうに俺のペニスの先にキスをして、チロチロとその先端付近を舐め始める。やがて亀頭に舌を巻き付けるように、舐め始め――

			「……あむ。んぷっ」

			　そのまま俺の大きくなり始めたペニスを、口の中に飲み込んでいった。

			「ちゅる。じゅるる。ぐぷっ。じゅるっ、じゅ、じゅるる、ぐぷっ……」

			　クラウディアは顔を前後させながら、舌と頬を使ってペニス全体を扱き上げていく。

			　激しすぎず、物足りなくもない。ほどよい快感が息子を刺激する。

			　クラウディアはこの短期間で、驚くほどおしゃぶりが上手になった。さすがは性技がＣランク。その辺の娼婦に負けないほどの技術を持っているだけある。

			　だけど、今日の俺が興奮しているのは、それだけが理由じゃない。俺の向き合っていたクラウディアがしゃがみ込んだことで、俺の視界が開けた。

			　そのクラウディアの向こう側、こちらを凝視しているカリンの姿が目に入っているのだ。

			　幼馴染みにして、大好きなクラウディアが俺の息子を咥えているからだろう。カリンは凄く悔しそうな表情をしている。にもかかわらず、俺達の行動を止めようとはしない。

			　それどころか、悔しげな表情を浮かべる顔を上気させ、クラウディアのおしゃぶりを背後から食い入るように見つめている。

			　自分で寝取られがどうのと言っていたが、完全に目覚めてしまったようだ。

			　そして、俺は俺で、クラウディアの幼馴染みであり、黒髪に黒い瞳と日本人の容姿をしている女の子に、クラウディアにフェラをさせているところを見せ付けている。

			　その現実に興奮していた。

			「はぁん、ご主人ひゃまのが、あたしのおくひのなかで、ろんろん大きひくなっへぇ……れろぉ。じゅるる……んっ、ご主人ひゃまぁ、きもひ、いいれひゅか？」

			　息子を頬張ったまま、上目遣いに俺の顔を見上げてくる。

			　あぁもう、これは我慢できない！

			「クラウディア、もっと舌を使ってサオ全体を舐めながら、強く吸い上げてくれ」

			「ん……ちゅ、じゅるるるっ。こうでひゅか？」

			「ああ、そうだ。次は手と口を使って、ひねりを加えるようにしゃぶってくれ」

			「じゅぷ。れろ、じゅっるる、くぷっ」

			　クラウディアが健(けな)気(げ)にも、命令どおりに俺の息子を舐め上げていく。つい最近まで処女だったとは思えないほどの妖(よう)艶(えん)さ。

			　幼馴染みとはいえ、カリンはクラウディアのこんな一面を知らなかったのだろう。顔を真っ赤にしながらも、フェラをするクラウディアの背中を食い入るように見つめている。

			　だから俺は、そんなカリンに聞かせるように、次はカリを舐め上げてくれとか、喉の奥まで飲み込んで吸い上げてくれとか、クラウディアにエッチな要求を続ける。

			　そのたびに、カリンは息を荒げ、ついにはその右手が自分の胸をまさぐり始めた。

			　右手が自らの胸をなでさすり、その指先がぽっちがありそうな辺りを弄(いじ)っている。そうして時折甘い息を漏らしながら、やがて――その左手が、スカートの中に差し込まれた。

			　良くは見えないけど……ほぼ間違いなく、自分の秘部を慰めているのだろう。

			　これは……エロい。俺よりたぶん年下の女の子。しかも、俺に好意を寄せているとかではなく、クラウディアの幼馴染みってだけの女の子が、俺の前でオナニーを始めた。

			　非現実的な光景に、俺の息子は更に硬さを増した。

			「んっ、じゅぷ……ちゅる。はぁ……ご主人様の、すっごく大きくなって。もしかして……イキそうなんですか？」

			「いや、まだまだ大丈夫だ。続けて……。あ、そうだ、クラウディア」

			　痴態を見せてくれたカリンに、ちょっとしたサービスすることにする。

			　もちろん、あわよくば、もっと興奮したカリンが……なんて打算もあるんだけど、それはともかく。クラウディアの頭を掴んでおしゃぶりを止め、俺を見上げるように誘導する。

			「……ちゅ、ちゅる……れろぉ。んっ。なんですか、ご主人様。ちゅ……んっ」

			　俺のおちんちんを口から引き抜いたクラウディアが、名残惜しそうに先っぽを舐め上げ、濡れた瞳で俺を見上げた。

			　その欲情した瞳には、次はどんなエッチな命令をするのかと、期待の色が宿っていた。

			「どうだ、クラウディア。俺のおちんちんは好きか？」

			「……はい、大好きです」

			　少し恥ずかしがりながらも、素直に答える。

			　だけど――

			「それじゃダメだ。もっとエッチに答えてくれ」

			「……ぁぅ。ご主人様のイジワルぅ……」

			　イジワルなんて言いながら、その顔は明らかに悦んでいる。

			「えっと……その、あたしは、ご主人様のお、ぉちんちんが……」

			「もっと大きな声で言ってくれ」

			「あ、あたしは、ご主人様の硬くて太い、おちんちんが大好きです！」

			　クラウディアがわりと大きな声で宣言して、その声の大きさに真っ赤になる。そして、倉庫の外に響いていないかと不安になったのだろう。

			　クルリと振り返り――そうになったので、慌ててその頭を支えた。

			　あ、危なかった。今クラウディアが振り返ったら、クラウディアのエッチな発言に興奮して、自慰をしているカリンと目が合うところだった。

			　……いや、幼馴染みに見られていると知って慌てふためくクラウディアも見たいけど、それはもっとエッチに乱れさせてからのお楽しみだ。

			　という訳で、更にエッチな質問を続ける。

			「クラウディアはどうして俺のおちんちんが好きなんだ？」

			「それは……その、あたしの、お、おまんこを……その、かき回して、一杯……いーっぱい、頭が真っ白になっちゃうくらい、気持ちよくしてくれるから、です。～～～っ」

			　出会ってからの短期間で物凄く大胆になったクラウディアだけど、恥ずかしがり屋なのは変わっていない。物凄く大胆なのに、自分の行動に恥ずかしがるクラウディアが凄くエッチだ。

			「俺のおちんちんで、自分のおまんこをかき回されるのが好きなんだ？　なら、早くフェラを終わらせて、入れて欲しいんじゃないか？」

			「えっと……それは……」

			　クラウディアは頬を赤く染めた。けれど、その後に続いた言葉は、俺の予想とは違った。

			「おまんこも、あとでたくさん可愛がって欲しいですけど、最初は、お口に出して頂くまで、ご奉仕させて欲しいです」

			「……そうなのか？」

			　フェラは俺を悦ばせるための手段で、クラウディア自身が悦ぶとは思っていなかったので、わりと素で聞き返してしまった。

			　だけど、クラウディアはそんな俺の疑問に答えるように、俺のいきり立ったペニスの先端にキスを繰り返す。

			「ふふっ、ご主人様のおちんちんでお口の中を一杯にされると、ご主人様に支配されてるんだって実感できて、すっごく幸せな気持ちになれるんです。だから、少しくらい乱暴でもかまいません。あたしのお口で気持ちよくなってください」

			「クラウディア……エッチすぎだ」

			　カリンへのサービスのつもりだったのだけど、俺の方が興奮してしまった。

			　ペニスの先端にキスしているクラウディアの頭を掴み、そのままペニスを喉の奥まで飲み込ませた。そして、クラウディアの希望通り、可愛らしい口の中を蹂(じゆう)躙(りん)していく。

			「うぐっ。あっ、じゅ、ぐぷっ、じゅ、じゅる……んぐっ、じゅぷ、じゅるる。んぷっ。んあっ！　あん、ごしゅひんひゃまのが、あたひのなかいっひゃいに……んっ、じゅぷる」

			　大人しそうな顔つきのクラウディアが、ペニスで強引に口の中を征服されても嫌そうな顔一つせず、それどころか愛おしそうに喉深くに受け入れていく。更には喉の奥でペニスの先端を扱き上げ、頬でサオの部分を擦りながら、舌先でカリを舐め上げていく。

			　純情そうな顔なのに、ものすごくエッチだ。

			　思わず生(なま)唾(つば)を飲み込んだ俺は、悔しそうな顔で俺を睨みつけるカリンの視線に気がついた。

			　凄く悔しげで、だけど明らかに欲情してる。片膝をついてしゃがむカリンは、スカートをたくし上げ、下着の中に片手を潜り込ませていた。

			　それが正面にいる俺からは丸見えだと分かっているはずなのだけど……それを判断できないほど、興奮しているのか。はたまた、俺に見られることで、クラウディアと同じ立場を味わおうとしているのか。俺の視線を受け止めながら、下着の下で手を淫らにうごめかせている。

			　俺は、カリンにもエッチなことをしているような錯(さつ)覚(かく)を抱いた。

			「んぶっ。ごひゅひんさまのが、じゅるる、くちゅ。んっ、んっ、ひゅうに、ちゅぷ。おおきくぅ……じゅる」

			　カリンに気付かないクラウディアが、嬉しそうに俺のペニスを咥えている。

			　もし、大きくしたのが、カリンの視線によるものだと知ったら。もしくは、幼馴染みのカリンに、自分の淫らな姿を見られていると知ったら。

			　クラウディアがどうなるのか。それを想像して限界まで上り詰める。

			「クラウディア、出すぞっ！」

			「んっ、だひて、だひて、くらひゃい――っ」

			　俺はクラウディアの頭を掴んで、ペニスを思いっきり突き込んだ。その瞬間、クラウディアの喉奥めがけて、思いっきり射精する。

			　俺がビクビクと腰を震わせて精を解き放つたびに、クラウディアがコクコクと喉の奥でペニスをしごいて、精液を飲み下していく。ものすごくえっちぃ光景……なんだけど、ペニスを引き抜くと、クラウディアが寂しそうな表情を浮かべた。

			「……どうしたんだ？」

			「酷いです、喉の奥に出すなんて」

			「あぁ……ごめん、もしかして苦しかったか？」

			「いえ、それは凄く嬉しかったんですけど、直接喉の奥に精液が流れて行っちゃったので、せっかくの精液を、ちゃんと味わえなかったので……んっ、ちゅう、くちゅ」

			「――ぐぉっ」

			　言葉通り、精液を味わいたかったのだろう。俺のペニスの先端に吸い付き、尿道に残っている精液を吸い出し始めた。

			　いったばかりのペニスの先端を吸い上げられ、強すぎる刺激から逃げようとする。けれどクラウディアは、もっと精液が欲しいですとばかりに吸い付いてくる。

			「あぁもうっ！　クラウディアはエッチすぎだ！」

			　俺はクラウディアを立たせて、そのまま布が並べてある棚へと押しつけた。そうして短いスカートの下に手を突っ込んで、下着を横にずらした。

			　既に下着はびしょびしょに濡れていて、ずらした下着の隙間から、蜜がとろぉ……っと、こぼれ落ちてくる。俺はその蜜をペニスに絡めて、おまんこの中に突き込んだ。
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			「――はぅん、いきなっ、りぃ、ぁん、入って、来たぁあぁんっ」

			　ぐちゅっ！　と、イヤらしい音が響くと同時、クラウディアが淫らな声を上げた。たまらなくなった俺はとろとろおまんこの中を、ずちゅ、ぐちゅっと、ペニスでかき回す。

			「あぁんっ。ぁう、んっ、あ、あぁっん、おくに、奥に来てるぅ。はぁっ、んぁっ！」

			「おいおい、そんなに大きな声を上げたらっ。向こうで作業をしている、カリンにっ、聞かれるかも。しれないぞ――っ」

			　声が大きいと口にしながら、もっと淫らに喘げとばかりにおまんこの奥を突き上げる。

			「――うくっ。……ふぅ、ぁうっ。……ご、ご主人様の、イジワルぅ。そんなに気持ちよくされたら、声っ、抑えられないですぅ……ぁんっ」

			「そんなこと言って。本当はエッチに乱れる自分の姿を、カリンに見ててもらいたいって思ってるんだろ？」

			「……やぁん。そんな、そんなこと、はぁん、あり、ません。ぁうっ！　あた、あたしは、あぁん、あ、ぁっ。大人しい、んっ、女の子だってぇ、思われて、ひぅ、からぁ……んんっ」

			　大人しい女の子だと思われているから、実はこんなに淫らだと知られたくないと言いたいのだろう。けれど、俺が言葉責めをするたびに、クラウディアのとろけきったおまんこがキュンキュンと締め付けてくる。見られるかもしれないという状況に興奮しているのは明らかだ。

			　それに――

			「そんなこと言って、自分から腰を振ってるじゃないか。純情そうな顔をして、エッチすぎだろ！　本当は見られたいって思ってるんだろ!?」

			「やぁん、ちが、あぁっ、違うんですぅっ――あんっ」

			「……なにが違うんだ、言ってみろよ」

			　俺は一度動きを止めて、更にはクラウディアの腰を掴んで動けないように固定する。

			「……あう。どうして止めちゃうんですか。こんなっ。もう少しで、頭が真っ白になるくらい、凄く気持ちよくなれそうなのにぃ。動いて、動いてください、ご主人様ぁ……」

			　切なげに腰を揺すろうとする。そんなクラウディアをがっちりと押さえつけ、ゆっくり、本当にゆっくりと、後ろからおまんこの奥までペニスを押し進めていった。

			「はぁ……入ってっ、きたぁ……やぁぁぁあ」

			　奥を突く寸前、ちゅるりと入り口付近まで抜いてしまう。

			「どうして、どうしてですかぁ。もっとついてください、ついてくださいよぉ、おまんこ、今にもイキそうなのに焦らされて、切ない、切ないんですぅ！」

			「なら、認めたらどうだ？　カリンに見られたいって」

			「～～～っ、ご主人様のイジワル。見られても良いなんて、思ってないですぅ」

			「でも、もっとエッチして欲しいんだろ？　バレるかもしれないのに」

			「あぁん、だってそれは、ご主人様のが気持ち良いから。スゴく、凄く気持ちよくて、おまんこがトロトロにとろけちゃって、我慢できないんです！　カリンに見られるのは恥ずかしいけど、それでも、ご主人様におまんこかき回して欲しいんです！」

			「～～～っ、可愛すぎかっ！」

			　まさに、押しに弱いと、恥ずかしがり屋のスキルを体現している。焦らしプレイで自分も我慢の限界に達していた俺は、思いっきりクラウディアの膣奥を突き上げた。

			「んんんん～～～っ」

			　クラウディアがその身を震わせ、俺のペニスを激しく締め上げる。だけど、俺はそんな膣を強引にかき分けるように、ペニスで激しくかき回した。

			「んぁっ、あ、あくっ、い、ま、軽くイっちゃったから、そんなに激しくしたら、うくっ、またすぐに、いっちゃ、いくううううっ」

			　痙(けい)攣(れん)して、崩れ落ちそうになる。そんなクラウディアを陳列棚に押しつけ、激しくその奥を突き上げていく。

			「あっ、あぁんっ、あうぅ、うくぅ。そんなっ、イっちゃってるのにっ。なかをかき回されたら、また――んぁっ。ぁぅ。気持ち良い、気持ち良いよぅ。あぁんっ。うあっ、そんな、胸まで一緒に、なんてぇ……ひゃっ、あんっ」

			　リズムカルに甘い声を上げる。そんなクラウディアのおまんこを突き上げながら、両手の指先で豊かな胸の先端にあるぽっちを弄(いじ)り、手のひらでその胸自体を揉みしだく。

			　俺の手や腰の動きで甘く切なく喘ぐ。クラウディアのエッチな身体をむさぼっていた。だけど次の瞬間、俺はびくりと身を震わせた。

			　何者かが背後から、俺の腰に抱きついてきたからだ。

			　――なんて、何者かは決まっている。すぐ後ろで愛する幼馴染みが、他の男に調教されている様を見せ付けられ、自分を慰めていたはずのカリン。

			　そのカリンが、俺の腰に抱きついているのだ。

			　いったいなにを――と、声に出す訳にはいかない。

			　だけど、その言葉を口にする必要はなかった。俺の尻に胸を押しつけていたカリンが、もっとクラウディアを責め立てろとばかりに、俺の腰を揺すってきたからだ。

			　そして――

			「あっ、やぁんっ、そんな、おまんこを突きながら、胸とクリトリス同時になんてぇ」

			　クラウディアのあえぎ声を聞いて状況を理解した。

			　おいおいおいおいっ！　俺の両手はいま、クラウディアの両胸にあるんだぞ。それなのに、クラウディアのクリトリスまで弄(いじ)ってるとか、どう考えてもおかしいだろ！

			　このままじゃマジでバレる――なんて思ったけど、クラウディアを後ろから突いている俺に、クラウディアの幼馴染みが抱きついている状況。

			　そして、クラウディアはそれに気付いておらず、カリンはクラウディアのクリトリスを弄(いじ)っていて――つまりは、クラウディアのおまんこを突いている俺のペニスにも触れている。

			　そんな状況で興奮しないはずがない。もはや止まれない！　俺は無我夢中で、胸を揉みしだきながら、クラウディアのおまんこを突き上げた。

			「んあっ、あぁっ、凄い、凄いよぅ。んっ。んくっ。んぁあ。あっ、ああっ、ああっ、あぁん、んっ。やぁん。凄い、凄いのが来る。いくぅ、いっちゃう。いっちゃうよおおおおっ」

			　びくびくと身を震わせ、出してとばかりに膣が俺のペニスを扱き上げてくる。そんないじらしいクラウディアの膣奥に、俺は思いっきり精を解き放った。

			「あぁ……熱いのが、あたしのなかにぃ……はぅ。しあわせ、です。はぁ……あん」

			　ビクビクと膣を痙(けい)攣(れん)させながら、もっと、もっと全部出してとばかりに俺の射精を促(うなが)してくる。その心地よさに幸せを感じながら、息子をゆるりと出し入れしていたのだが――

			「あん……また、大きくなって……それに、両胸と一緒に、クリトリスまで責めるなんて……え？　あ、れ……両胸と、クリトリス……あれ!?」

			　おかしいことに気付いたクラウディアが、ガバッとこちらを振り返った。後ろから突いているときは、さり気なく押さえつけていたのだけど……完全に油断していた。

			　そして――

			「え、えぇ、それは、まさか……？」

			　俺を見て――正確には、俺の尻辺りから伸びている第三の手を見て目を見開いた。その直後、カリンがひょこっと顔を出す。

			「うちに見られたら恥ずかしいんやて？　でも、バッチリ見てしもうたわ」

			「そんなっ、嘘、でしょ……いったい、いつから!?」

			「それはもちろん、うちに純情やと思われていると思い込んでいたむっつりクラウディアが、にーさんのおちんちん、美味しそうにしゃぶる前からやけど？」

			「最初からじゃないいいいいいいいいいいいっ」

			　クラウディアの悲鳴が倉庫に響き渡った。

			　なお、最初は怒っていたクラウディアだが、なんだかんだといって興奮したんだろう。

			　その日を境に、ウェルズ洋服店の作業場や、街の路地裏などなど。色々なところで、クラウディアからエッチなおねだりをされるようになった。

		

	
		
			３－３　ローズの採寸

			　

			　数日経ったある日。俺は単独でブラッド家にやって来た。

			「ユズキお兄さん、久しぶりだよぉ～」

			「久しぶりって、まだ一週間くらいしか経ってないだろ？」

			「それでも、寂しかったんだよ。……ところで、クラウディアさんは？」

			「あぁ、クラウディアは……色々あって実家で留守番してる」

			　先日、エッチなことをしすぎて足腰が立たなくなったので部屋で大人しくしている――とは、口が裂けても言えないので、俺は全力で誤魔化した。

			　バレたら絶対、猫なで声でおねだりされるに決まってるからな。

			「ふぅん？　それで、ユズキお兄さんは、私に会いに来てくれたの？」

			「いや、実はクラウディアの実家のことで、少し相談があってな」

			「……むぅ。そこは嘘でも、ローズに逢いたかったんだって言うところでしょ？」

			　唇を尖らせるローズが、年相応に可愛い。

			「はは、ごめんごめん。用事出来たのは事実だけど、逢いたくないなんて思ってないよ」

			「ホント――って、それ、逢いたいとも言ってないよね？」

			「バレたか」

			「もぅ、ユズキお兄さんっ！」

			「はは、冗談だって」

			　ぷんすか怒るローズの頭を撫でつける。

			　前世でヤンデレに殺された俺は、病的なまでにヤンデレを嫌っていた。それはもう、ヤンデレだというだけで、避けるくらいには嫌っていた。

			　そんな俺が、ヤンデレのローズに逢うのを嫌とは思わなかった。俺にとっては、わりと凄いことだったんだけど……ローズは気付かなかったみたいだ。

			　でも……まあ良いだろう。

			　俺がヤンデレを苦手としていることには変わりなし、ローズも手綱を握っておかないと暴走しかねないヤンデレだというのも変わらない。

			　少しずつ慣れていこう。

			　

			　――という訳で、ローズの部屋。俺はベッドの上に押し倒されていた。

			　いや、なにが〝という訳〟なのか分からないと思うけど、俺にもよく分からない。

			「……採寸をしたいと言ったはずだが、なんで俺は押し倒されてるんだ？」

			「え？　私の身体を隅から隅まで測りたいって、エッチな意味だよね？」

			「いや、違うから。ローズの服を作りたいんだ」

			「……ふえ？　私の服？」

			　興味を引かれたのだろう。

			　俺を組み伏せていたローズは上半身を起こし、膝の上にちょこんと座り直した。

			「俺が服飾の仕事をしたいって言ってたの、覚えてるか？」

			「もちろん、私がユズキお兄さんの言ったことを忘れるはずないじゃない」

			「それは頼もしいような、恐いような……ま、まあいいや。実は、クラウディアの実家の洋服店を立て直すために、協力することにしたんだよ」

			「ユズキお兄さんが？」

			　ローズはちょこんと可愛らしく小首をかしげる。

			「ウェルズさんの店は、どうやら色々な妨害を受けてるみたいでな。レニス洋服店の安売りに対抗できないのが現実で……このままじゃ潰れるのは時間の問題なんだ」

			「それは分かるけど……それで、ユズキお兄さんが介入してなんとかなるの？　私はてっきり、ブラッド家に資金援助をして欲しいって言いに来たんだと思ってたんだけど」

			　俺は苦笑いを浮かべる。

			　ローズはさっき、『私に会いに来てくれたの？』なんて言ってたけど、本当はそうでないことを予測していた。

			　つまりは、さっきの『嘘でも逢いに来たと言って欲しい』っていうのが、嘘で騙(だま)して欲しかったという意味ではなく、言葉どおりの意味だと気付いたからだ。

			　嘘でもかまわないなんて、ローズは可愛いなぁと目の前にある身体を抱きしめる。柔らかい感触と心地のよい温もり。更には甘い匂いが鼻腔をくすぐった。

			「……ユズキお兄さん、するの？」

			　すぐにそっちに話が行くと迂(う)闊(かつ)に愛情表現できないじゃないかと、無言でその身を離す。そうして、会話の軌道修正をおこなった。

			「資金援助は考えなかったって言ったら嘘になるけどな。でも、ローズは情だけじゃ、首を縦に振ってくれないんじゃないかなって思って」

			「そう、だね……ユズキお兄さんのお願いなら、私に出来る範囲のことはなんだってしてあげるけど……ブラッド家からの資金援助となると、私が決められることじゃないからね」

			「やっぱりそうだよなぁ」

			「うん。勝ち目があるのなら、お母さんを説得くらいはしてあげられるけど……」

			　なにか策はあるの？　と、ローズが俺を見る。

			「状況を覆す策ならある。そこで、ローズの服を作りたいんだ。ローズが愛用している服のお店。貴族御用達となれば、高価な服の販売で盛り返すことが出来ると思って」

			　俺の言葉に、けれどローズは難しそうな顔をした。

			「……なにか、問題があるか？」

			「えっと……あのね？　私は、ユズキお兄さんが作ってくれた服なら、たとえどんな服でも喜んで着るよ？　でも、よほどの出来じゃなければ、えっと……」

			　ローズがなにを言いたいのか理解して、俺は「それなら大丈夫だ」と笑った。

			「……大丈夫ってユズキお兄さん、服飾は初めて、なんだよね？」

			「その辺、ちょっと説明が難しいんだけど、初めてってわけじゃないよ。という訳で、ローズに作る服は、もうデザイン済みなんだ」

			　俺は前置きを一つ、アイテムボックスからゴスロリのイラストを取り出した。

			「……え？　嘘、絵が上手だね。それにこのデザイン……凄く、すっごく可愛いよ!?」

			　ローズが万年筆で書かれた線画のデザインに目を白黒させる。

			「ふわぁ……ユズキお兄さんが強いのは知ってたけど、服飾も才能があるんだね――って、うわっ！　ユ、ユズキお兄さん？」

			　おっと、ローズがあまりにも嬉しいことを言ってくれるから、思わず抱きしめてしまった。さっきも思ったけど、腕の中にすっぽり収まって、すごく抱き心地がいい。

			　……いや、抱き心地というのは、抱きしめたときの心地という意味で、隠喩的な意味での抱き心地ではない。……そっちも最高だけども。

			　思い出したらムラムラしてきた。

			「……ユズキお兄さん？」

			「ごめんごめん。認められて嬉しかったからつい。まだまだ勉強中だけど、ローズが気に入ってくれたのなら嬉しいな」

			「それは、これだけのデザインを見せられて気に入らないはずないよ。ただ……こんなに、ふんわりしたデザインの服、本当に作ることが出来るの？」

			「あぁ、それは問題ないよ」

			　ローズはふんわりしたデザインと言ったけど、ゴスロリとしては至ってシンプルなデザイン。型紙もそこまで複雑にはならないと予想している。

			　認識の違いは、服飾の技術の差によるところが大きいのだろう。

			「それじゃ……本当にこのイラストの服を、私に作ってくれるの？」

			「うん。ただ……申し訳ないけどプレゼントは出来ない。生地がかなり稀少だから、どうしても買い取ってもらう形になるんだけど……」

			　それでも大丈夫かと、目で尋ねると、ローズはもちろんだよと頷いてくれた。

			「言ったでしょ、私はユズキお兄さんのことが大好きだって。そのユズキお兄さんが、私のために作ってくれた服なら、どんな出来でも買わせてもらうよ」

			「ありがたいけど……そこは服の出来を見て、ぜひ買いたいと思って欲しいところだな」

			「ふふっ。それは……ユズキお兄さんの頑張り次第だよ？」

			　挑戦的な瞳で見られてしまった。

			　服飾を目指すものとして、この挑戦を受けないわけにはいかないな。

			「分かった。俺が作ったとか関係なしに、ローズが着たいと思うような服を作ってみせるよ」

			「うん。楽しみにしてる。それで、この服を作るのに、どれくらいの期間が必要なの？」

			「えっと……そうだな」

			　量産品ではなく、一から作るゴシック系のドレス。

			　ミシンなんてものはないから、縫うだけでも一ヶ月以上は掛かるし……それに、型紙の製作に、まずはボディを作るところから。そう考えると……

			「そうだなぁ……二、三ヶ月は欲しいかな」

			「二、三ヶ月かぁ。二ヶ月半で完成させることは出来そう？」

			「頑張ればなんとかなると思うけど……なにかあるのか？」

			「うん。その頃に、ブラッド家が主催の社交界がこの島でおこなわれるの。そのときまでにドレスを作ってくれたら、私が来て大々的に宣伝してあげるよ」

			「それは願ってもないことだけど……良いのか？」

			「良いも悪いも、完成度が高い服を作れるお店なら、支援をするのは当然だよ。好評なら、ウェルズ洋服店に支援をするように、お母さんに頼んであげる！」

			　お兄さんのためなら頑張るよ――と、微笑むローズが可愛すぎる。

			　最近、ローズがヤンデレじゃなくて、少しだけ行動が過激な普通の女の子に見えてきた。ちょっと、毒されてきてるんだろうか？

			　なんて、今はそんなことを考えてる場合じゃないな。

			「話を戻すけど、服を作るためには、ローズの精巧な胴体の模型が必要なんだ。だから、隅々まで採寸させて欲しいんだ」

			「えっと……ユズキお兄さんに採寸されるのはかまわないというか、むしろご褒美だけど、模型を作るってどういうこと？」

			「普通に服を作る場合は平面裁断だと思うんだけど、俺は立体裁断で作るつもりなんだ。そして、そのためにローズの胴体の模型がいるってこと」

			「……立体裁断？」

			　ローズが興味を示したので、立体裁断について軽く注釈をした。

			「ふぇえ。そんな方法、私も聞いたことないよ？」

			「そうだろうなぁ」

			　この世界の服飾は、平面裁断のみ。

			　立体裁断が普及するのは、本当ならもっと先の話だろう。

			「そんな手段を知ってるなんて……ユズキお兄さんって、何者なの？」

			「それは……」

			　異世界からの転生者。

			　教えても良いとは思うんだけど……わりととんでもない秘密だからな。ローズの態度が変わるかもしれないと恐くて、秘密を打ち明けるか否か、少し躊躇ってしまった。

			　その直後、ローズが俺の唇にちょんとキスをする。

			「……ローズ？」

			「そんな顔しないで。ユズキお兄さんが言いたくなければ、無理に言う必要はないんだよ。私は、ユズキお兄さんが教えても良いって思ってくれるまで、ずっと待ってるから」

			「ありがと。気持ちの整理がついたら、色々と教えるよ。だから、それまでもう少しだけ待っててくれな」

			　ローズは少しだけ驚いたような表情を浮かべ――それから嬉しそうに微笑んだ。

			「うん。それじゃ待ってる。――と、い う こと、でぇ……まずは私の身体を隅から隅まで、採寸……だね」

			　俺はローズに、ドン――と、押し倒された。

			「……ローズ？　採寸をするんじゃないのか？」

			「うん、そのつもりだよ」

			　ローズはそう言いつつも、俺のズボンに手を掛けた。

			「……おい？　採寸じゃないのか」

			「採寸だよ？」

			「だったら、なんで俺のズボンを脱がしてるんだ？」

			「だから、採寸だからだよ？」

			「意味が分かりません――って、パンツまで脱がすな！」

			　呆気にとられているうちに、俺は下半身を裸にされてしまった。

			「それじゃ、採寸の準備をするね」

			「だから、どこが採寸――くっ」

			　俺は思わずうめき声を上げる。ローズが、まだ大きくなっていない俺のペニスを、その小さな口に咥え、舌と唇を使って扱き始めたからだ。

			「レロ、くちゅ……じゅる。ちゅぷっ、ちろちろ。ちゅる……ふふっ、ユズキお兄さんのおちんちん、もう大きくなってきたよ」

			　超絶舌技で俺のペニスを一瞬で臨戦態勢まで持って行ったローズは微笑みを一つ。一度口からペニスを引き抜くと、ペニスを指でつつきながら微笑んだ。

			　少し気が強そうな、ゴシックドレスに身を包んだ幼い見た目の女の子。そのローズが、俺のペニスをごくごく自然にしごいている。なんという……インモラルな光景。

			　……いや、インモラルな光景――じゃなくて。

			「採寸をするんじゃなかったのか？」

			「だからぁ……隅から隅まで採寸って言ったじゃない。まずは、ユズキお兄さんのおちんちんで、私のお口の中を、隅から隅まで採寸、し て ね。あ～ん……ちゅ、る……ちゅ」

			「服飾に、そんな場所の採寸は……～～～っ」

			　ゆっくり、もの凄くゆっくり、ローズが俺のおちんちんを飲み込んでいく。

			　あまりにもゆっくりで、思いっきりじれったくて、さっきローズの舌技を味わったばかりの俺は、もっと刺激を与えて欲しいという想いに囚われる。

			　だけど、ローズはそんな俺の思いに反して、ゆっくり、ゆっくり、口の中を探らせるように、ゆっくりと、俺の息子で口の中の形を探らせるように動く。

			「くぁ……ローズ。ふぅ……ふううううぅ」

			　また、このパターンかっ……っ。最初の時は偶然だったけど、ローズに焦らされた俺が獣と化したのが気に入ったのかなんなのか、やたらと焦らしプレイが多い気がする。

			　俺はじれったさを誤魔化すように、上半身を起こして、俺のペニスを咥えているローズの胸もとに手を差し入れる。そうしてドレスの下につけられている下着をずらし、幼い見た目に似合わぬ豊かな胸を揉みしだいた。

			　柔らかくて、揉み心地のある胸の感触が心地よい。

			　左右同時に揉みしだき、今度は左右で強弱をつける。そして、片方だけきゅううっと絞って、反対の胸は乳首だけを責め立てる。

			　感じやすいローズは、すぐに俺のペニスを咥えたまま、甘い声を漏らし始めた。

			　――だけど、興奮した俺が手の動きを早めても、ローズのフェラはゆっくりのまま。ローズが甘い声を漏らすたびに、震動がペニスに響くけど、それが余計にじれったい。

			「ローズ、じれったい」

			「……ちゅる……る……んっ。……ん～？　ユズキお兄さんは、私の身体を……採寸、したいんじゃ、なかったの？」

			　俺を上目遣いで見上げるローズは、小悪魔のような表情を浮かべていた。散々焦らされた俺が、採寸よりもえっちをしたいと言うって確信してるんだろう。

			　だから――

			「そう、だな……」

			　俺はローズの下から抜け出し、ベッドの上に膝立ちになった。

			「……ユズキお兄さん？」

			「先に採寸をしてしまおう」

			「え、本当に？　こんなに硬くして、先に採寸しちゃうの？」

			　ローズが、俺のペニスに手を伸ばそうとする。だから俺はそんなローズの手を掴んで、クルリと反対を向かせた。

			「ああ、だからまずは――」

			　ローズを犬のような格好にさせた後、まずはローズのドレスの裾をまくり上げる。その下には可愛らしい下着――ではなく、濡れそぼったむき出しのおまんこ。
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			　例によって下着を着けていないらしい。

			　俺は好都合と片腕を掴んで引き上げ、突き出されたお尻のあいだ、濡れそぼったローズの秘部に、散々焦らされていきり立ったペニスを押し当て――

			「濡れ濡れおまんこの中を採寸だ！」

			　ぐちゅうううっ！　と、ローズの最奥にまで思いっきり打ち付けた。

			「はぁ――はぁん、ぃっきにきたぁぁぁぁっ！」

			　ローズが背中を反らして甲高い声を上げる。

			　そんなローズに、俺は強く腰を打ち付けた。ローズの小さなおまんこの奥、子宮口にペニスを押し当て、ぎゅううっと、なんども押すように刺激していく。

			「あっ、あんっ、んくっ、おくっまでぇ、あぁん、お兄さんが、入ってぇ、あぁぁぁ……そんなっ、奥っ、かき混ぜちゃ……ぁんっ」

			　更には押しつけたままで腰を回転させ、膣(ちつ)口を支点にペニスをかき回し、子宮口の周りにあるスポットを刺激していく。

			　普通なら長い月日を掛けて開発していく性感帯。だけど、どんなことでもあっという間に経験値を得て成長していくローズは、気持ちよさそうに喘いでいる。

			　クラウディアですら、奥よりも入り口付近やＧスポットの方が感じるというのに、年下のローズは、完全に膣の奥で感じることを覚えてしまっている。

			「このっ、エッチさんめっ！」

			　膣奥に押しつけたまま、奥をぐいぐい突き上げていくと、ローズが淫らな声を上げる。

			　この動き、俺自身にはあまり強い刺激はこないのだけど、俺の動きに合わせて喘ぐローズは可愛い……って、違う。目的を見失ってどうする。俺の本来の目的は、俺を焦らしてくるローズに、焦らし返しておしおきすることだ。

			　なんか、もっと真面目な目的があったような気がするけど、それはともかく。俺はリズム良く濡れそぼった中をかき混ぜ、ローズの声が切羽詰まってくるのを見計らい――

			　腰の動きを止めた。

			「……はぁ、はぁ。……んぁ、ユズキ、お兄さん……？」

			　イク寸前ではしごを外されたからだろう。ローズのおまんこがひくつき、俺のペニスを刺激する。その動きは、もっと突いてとおねだりしているかのようだ。

			　だけど俺は、ゆっくり、ゆっくりペニスを引き抜き、入り口付近をやはりゆっくりとかき混ぜる。そうして今度は、更にゆっくりと奥に突き刺していく。

			「はぁぁぁぁ……んっ、ぁう。んっ、……ふうううっ」

			　俺がフェラで焦らされたときと同じくらいじれったさを感じているはずだ。自分ももっと動きたいという感情に駆られるけれど、もっとローズを虐めたいという意志が上回る。

			　俺はゆっくり、更にゆっくりと、切なそうに震えるローズのおまんこの形を調べるように、いきり立つペニスでかき回していく。

			　柔らかくて、けれどねっとりと絡みついてくる。Ｇスポットには、ペニスでも分かるほどのざらつきがあり、ちょうど俺のペニスを飲み込みきったところで子宮口が出迎えてくれる。

			　俺のために作られたような――いや、俺の形を覚えてしまったのだろう。俺のペニス専用のような心地よさ。奥に入れているだけでもたまらなくなる。

			　だが、ローズをイかして俺が精を放つのは、もっと焦らしてから――と、そう考えていた瞬間、ペニスに凄まじい快感が襲いかかってきた。

			「――うくっ!?」

			　歯を食いしばって快感に耐える。

			　一体なにがと結合部を見下ろすが、ローズは腰を動かしていない。そもそも、俺が後ろから導入して、その腰を押さえ込んでいるのだ。ローズに動けるはずはない。だけど、まるで濃厚なフェラチオのような快感が、ペニスに襲いかかってくる。

			　これは、まさか――っ、

			「んっ……んっ。えへへ、気持ち良い、んぁっ……でしょ……ぁん」

			　俺のペニスを咥え込んだまま、肩越しに振り返ったローズが淫(いん)靡(び)に微笑む。その言葉の意味は、膣の動きが意図的なものだということ。

			　そんな俺の結論を肯定するかのように、ローズの膣が俺のペニスを強くしごいた。

			「くっ。こんな……どうやってっ」

			「んぁっ。……んっ。えへっ、はぁ……ぁん、ユズキお兄さんに、んっ。気持ちよくなって、はぁ……欲しく、てぇ……練習、したんだよぉ」

			　俺のために、こんなエッチな技術を。そう考えるとたまらなくなる。

			　だけど、焦らす。焦らして、ローズに、エッチなおねだりをさせる。それまでは――と、俺は必死に腰が動きそうになるのを我慢した。

			　だけど――

			「だから、ね……ユズキお兄さん。私もっと頑張るからっ……はぁ、ふぅ……ふぅ」

			　縋(すが)るような瞳を俺に向けると、ローズは固定されている腰を必死に揺らし始めた。

			「おね、がいっ。もう、欲しくて、はぁ……。ふぅふぅ。ユズキお兄さんに気持ちよくなってもらえるように、エッチなことたくさん覚えるから。だから、お願い――動いて！」

			　ローズが焦らしプレイをしていたのは、俺に抱いて欲しかったから。

			　俺よりも早くからずっと、ローズは焦らされていた。俺に入れて欲しくて、エッチなことをして欲しくて仕方がなかった。

			　それに気付いた瞬間、ローズのおまんこを思いっきり突き上げた。

			「ぁ――んっ。きっったああぁあぁっ」

			　気持ちよさそうな声。可愛いローズをもっと泣かせたくて、激しく、浅いところから奥まで、ローズの中全体をむさぼるように蹂(じゆう)躙(りん)する。

			　スカートで隠れた秘部から、ずちゅ、にゅぷっ。と、嫌らしい音が響き、その音に共鳴するかのように、ローズが甘い声を上げる。

			「ぁあっ、あぁ、私の、んくっ。ふあぁあ……おまんこ、お兄さんのが、出たりぃ……ぁん。入ったりぃ～～～っ。んっんぁ、あっ、あぁっんぁ、凄い。これぇ、凄いよぅ！」

			　打てば響くがごとく、俺の腰の動きに合わせて甘く泣き叫ぶ。そんなローズの脇の下から手を差し入れて身を起こさせて、俺はベッドの上に座る。

			　つまりは、背面からのお膝抱っこ。俺の露出した下半身はローズのゴシックドレスで隠れ、俺とローズが繋がっているのも見えなくなった。

			　パッと見ただけなら、仲の良い兄妹か恋人がじゃれているような状況。だけど、そのスカートの下では、ローズの発情した秘部がペニスを咥え込んでいる。

			　俺はスカートの下に手を潜り込ませ、そのクリトリスに手を添えて、ローズの下半身を持ち上げるように揺らす。

			「ひうっ。はあぁ……あんっ、あぁ！　そんな、激しくしちゃっ、あんっ」

			「なんだ、ダメなのか？」

			　止めて欲しいのかと耳元で囁けば、ローズは髪を振り乱しながら首を横に振った。そうして、自らも腰を揺らし始める。

			「良い子だっ」

			　俺は胸もとから手を突っ込んで豊かな胸を鷲づかみにし、もう片方の手でクリトリスを押さえて、ローズの身体を大きく揺すった。

			「はっ、はうっ、んぁ、あっ、あぁん。気持ち、いい！　三カ所、同時にされるの、あああああっ。んぁっ、はぁ……凄く、あ、あんっ。すごく、あぁん、はぁ」

			　ゴシックドレスの分厚い生地の下から、ものすごく淫らの音が響いている。ローズの下にいる俺の太ももは、既につたい落ちてきたローズの蜜でベタベタだ。

			　俺も凄く気持ちが良い。だけど、もう一つ、上のレベルでローズを感じさせたい。そう思って視線を巡らせた俺は、ベッドサイドに大きな姿見があることに気がついた。

			　俺は身体の向きをそちらに向け、スカートの裾をまくり上げてローズに咥えさせた。

			「んんっ？　んっ、んんっ」

			　スカートを咥えたローズは、なにを言われずとも、それを落とすまいと健(けな)気(げ)な姿を見せる。そんなローズの耳元で、前を見てご覧と囁いた。

			　そこには、大きな姿見。映るのは、まくり上げられた自分のスカートを咥え、曝け出されたおまんこで俺の限界までいきり立ったペニスを咥え込んでいるローズの姿。

			「んんんっ」

			　自分の淫らな姿を見て恥ずかしかったのだろう。ローズが身をよじる――が、そのスカートは決して落とさなかった。

			「良い子だ。落としたら、止めちゃうからな？」

			　耳元で囁き、意地悪く膣奥をかき回す。

			「んっ。んんっんっ。んんっ、～～～っ」

			　ローズは喘げなくなった代わりに、その身をビクビクと震わせる。そんなローズを責め上げていると、鏡に映るローズの顔がどんどん蕩けていった。

			　もはや、エッチなことしか考えられない。そんなエッチな表情で、それでもスカートの裾を咥え続けている。そんなローズが可愛くて、俺は激しく責め立てていった。

			　くぐもった声で喘ぐローズと、淫(いん)靡(び)な水音。下半身には、常にしびれるような快感が走っている。俺は我慢の限界に達していた。

			「よしっ、良いぞ、イクからな。ローズっ、受け取れ！」

			「んっ。んんんんっ！」

			　くださいとばかりに、ローズも腰を振る。それで耐えきれなくなった俺は、ずんっ、と、子宮口を思いっきり突き上げ、子宮に届けとばかりに精を解き放った。

			「んっ、んんっ、～～～～っ」

			　びくん、びくんっ。と、ローズが身を震わせ、俺のペニスから精液を搾り取っていく。そんなローズのおまんこに導かれ、俺はこれでもかと精を解き放った。

			　ローズとて、確実にイっている。いや、それ以前、何度も気をやっていたはずだ。なのに、それでも、ローズはスカートの裾を落としていなかった。

			「……頑張ったな、ローズ、もう落としても良いよ」

			　優しく頭を撫でて、耳元で囁く。けれど、ローズはふるふると首を横に振った。そうして肩越しに振り返ったローズは、物欲しそうな瞳をしていた。

			「もしかして……もう一回して欲しいのか？」

			　こくり――と、おまんこを痙(けい)攣(れん)させながら、それでも俺を求めるローズ。まだローズの中に入っていたペニスが、一気に硬さを取り戻した。

			「よし、もう一回採寸だっ！」

			　ずんと突き上げ――その後、互いが動けなくなるまでエッチな採寸をした。

		

	
		
			３－４　クラウディアの覚悟

			　

			　――その後、ウェルズ洋服店に戻った俺は、ローズのボディが届いたときに備えて、練習をしたり、デザインを煮詰めたりと、準備を整えて待機していた。

			　そうして数週間が経ったある日。作業部屋にこもっていた俺のもとにローズが訪ねてきた。

			「ローズ、久しぶりだな」

			「うん。数週間ぶりだね。今はなにをしていたの？」

			「服以外の小物を作ってたんだ。それと、靴の装飾も、だな」

			「へぇ……なんか、凄く綺麗な布だね。手触りも良いし……これはどうしたの？」

			「あぁ、クラウディアの幼馴染みが作ったそうだ。物凄い才能の持ち主だから、良かったらローズが支援してやってくれ」

			「……うん、たしかにすごく綺麗な生地だね。あとで紹介してくれるかな？」

			「もちろん、大丈夫だと思う。それで、肝心のボディは完成したのか？」

			　最初は、ウェルズさんのツテでボディを作る予定だったんだけどな。

			　ローズが、あまり自分の詳細な体型を他の人に教えて欲しくないと言ったので、ブラッド家お抱えの人に頼んで作ってもらうことになったのだ。

			　なお、ウェルズさんのツテの方には、今後のことを考えてクラウディアのボディを作ってもらっている。

			「ボディは完成してるけど、ここに運んでもらっても良いかな？」

			「あぁうん。この作業場は俺が使わせてもらってるから大丈夫だ」

			「それじゃ、リリア。この部屋に運んで」

			　ローズがそう言うと、リリアさんが布にくるまれたボディを運び込んできた。

			「ありがとう。私はこのままユズキお兄さんと話があるから、しばらくは下がってて良いよ」

			「かしこまりました」

			　リリアが一礼して退席していく。それを見届けたローズが、ボディをくるんでいる布を取り払った。そこにはローズそっくりのボディが……

			「いや、なんか胸が大きいぞ？」

			　俺は思わず突っ込みを入れた。

			　ローズの胸はたしかに大きい。だけど、このボディはそれよりも確実に大きい。

			「さすがユズキお兄さん、一目見ただけで分かるんだね」

			「え、いや、それは……まぁ？」

			　このあいだ、散々採寸したし……って、さすがに口には出さないけど。

			「取りあえず、胸のカップが本物より大きいと、胸元がスカスカになるぞ？　詰め物をするつもりならかまわないけど……」

			　ローズはスタイルが良いし、無理にカップを大きくする必要はないんじゃないかなぁ。

			「えっと、詰め物をするつもりはないよ。それに、これで問題ないくらいのサイズだから」

			「え、どういうことだ？」

			「ここ数週間で、急に胸が成長してるんだよね。だから、社交界の頃には、これくらいのサイズになってると思うの」

			「な、なるほど。なんで成長したのかは……聞かないでおこう」

			「ユズキお兄さんに、たぁ～くさん」

			「――聞かないってばっ！」

			　というか、たくさんってことはないはずだ。そういう行為中の俺は、拘束されていたときの方が多かったんだから。

			「とにかく、作るドレスはこのボディにあわせれば良いんだな？」

			「うんうん。それで大丈夫だよ」

			「分かった。それで俺はさっそく立体裁断を始めるけど、ローズはどうするつもりだ？」

			「私は二、三日滞在して、一度お屋敷に戻るつもりだよ。だから、今日はドレスを作るところ、横で見てても良いかな？　もちろん、お邪魔じゃなかったら、だけど」

			「別にかまわないよ。……っと、それじゃちょっとクラウディアを呼んでくる」

			　

			　という訳で、隣の部屋で別の用事をしていたクラウディアを連れてきた。

			「ご主人様、これからドレスを作るんですか？」

			「うん。その型紙を作るための立体裁断だな。将来的にはクラウディアに担当してもらいたいから、よく見て覚えてくれ」

			「分かりました。それじゃ、頑張って学ばせていただきますねっ」

			　クラウディアもやる気十分みたいだし、さっそく立体裁断を開始しよう。

			「それじゃクラウディア、そこにある安物の生地を取ってくれ」

			「……ローズ様のドレスなのに、安物の生地を使用するんですか？」

			「これは、型紙を作るための下地だからな。布は安物で問題ないんだ」

			　平面製図は長さを計算しながら、必要なパーツを型紙に書き込んでいく。

			　対して立体裁断はボディに布をそわせてパーツを作り、型紙に書き写していく。

			　このあたりが、主な手順の違いだ。

			「まずは背中に布を当ててピンで留めて……ウエストを絞るのに摘まんで縫い消す(ダーツを取る)。でもって、要らない部分の生地を切り取れば……背中のラインが形になっただろ？」

			　振り返って二人を見る。

			「へぇ……立体裁断って、こんな風に作っていくんだね」

			「ご主人様、これは凄く画期的ですよ！　こんなに簡単にパーツが作れるなんて」

			　感心するローズの横で、クラウディアが興奮している。

			「簡単……ってことはないぞ。むしろ――」

			　立体裁断の方が難しい――と、出かかった言葉を俺は飲み込んだ。計算式も確立しておらず、メジャーの類いの精度も低い。そんな世界においては、計算で型紙を引く平面製図より、感性で作ることの出来る立体裁断の方が簡単かもと思ったからだ。

			　というか、平面製図を感性だけで引くくらいなら、立体裁断の方が圧倒的に簡単だろう。

			　日本では、立体裁断はなかなか受け入れられなかったって話だけど、この世界なら立体裁断が受け入れられるのは案外早いかもしれないな。

			「むしろ……なんですか？」

			「いや、なんでもない。それじゃ、どんどん作っていくぞ」

			　背中の曲線を表現するために摘まんで縫い消し(ダーツを取って)、ゴスロリの定番であるコルセット風に、ウエスト部分をリボンで絞れるようにする。

			　それらをマチ針で留めて原稿には、次は前面。胸のラインが綺麗に出るように……っと。

			「ふわぁ～」

			　不意に後ろにいるローズから、感嘆の声が聞こえて振り返った。

			「あ、ごめんなさい。なんだが見せてもらったイラストよりもひらひらしてて、凄いなぁって思って。完成が凄く楽しみだよ！」

			「気に入ってくれたのなら良かった」

			　ローズはゴスロリっぽいドレスを着てたから、気に入ってくれると思ってた。けど、実際にローズから肯定的な意見を聞けてホッとした。

			「……ご主人様って、本当に凄かったんですね」

			「本当にってところが気になるけど、ありがとう」

			　順調に二人の中で、俺の株が上がってるようでなによりだ。

			　なんて、デザインは既存のゴスロリにアレンジを加えた程度だから、ちょっと勉強したら、クラウディアでもすぐ出来るようになる程度のレベルなんだけどな。

			「問題は……縫製だな。俺はたぶん、みんなが知らないような縫い方も知ってるけど、そんなに綺麗に縫うことは出来ないんだ」

			　ミシンを使えれば話は別だけど……そんな物がこの世界にあるはずはないしな。

			「縫製ならサーシャが裁縫Ｂなので、教えればすぐに出来るようになると思います」

			「なる、ほど？」

			　ランクで言われても、どれくらい上手なのかピンとこないなと首を傾げる。

			「あぁ、えっと……うちで一番上手な針子なんです。他の針子でもＤランク――売り物になる程度の腕はありますが、貴族様の服を作れるほどじゃないので」

			「なるほど」

			　つまりは、Ｂランクあれば、ローズが着ているドレスくらいは縫えるってことか。

			　それだけの技術があるのなら、新しい技術の吸収も早いだろう。今から教えれば、すぐに俺よりも綺麗に縫えるようになるはずだ。

			　それに、サーシャさんといえば、クラウディアを死ぬほど愛しているヤンデレ。クラウディアのためなら、文字通り死ぬほど頑張ってくれるだろう。

			　安心して、俺の作った型紙を任せられる。

			　目処が立ったと一安心したところで、立体裁断を再開。しばらく作業を進めていると、お店の方から「話が違う！」と、ウェルズさんの怒鳴り声が聞こえてきた。

			　俺がどうしたんだろうと扉の方を見ると、視界の隅でクラウディアが視線を逸らした。

			「……クラウディア？」

			「えっと。その……たぶん、借金取りが来たんだと思います」

			「あぁ……」

			　すっごい理解した。

			『借金を返してもらいに来たぞ』

			『期限はまだ先だったはずだ！』

			『その日まで待つとは言ってないんだよ！』

			『話が違う！』

			　こんな感じだな、たぶん。

			「ちょっと様子を見てくるから、二人はここにいてくれ」

			　一応、生活費や諸々の費用を考えて、金貨数枚を残してあった。なので、今日のところはこれでお引き取りを――って言うくらいなら、なんとかなるかもしれない。

			　

			「なにやら騒がしいですが、どうかしたんですか？」

			　店に顔を出すと、ウェルズさんがなにやら姉御っぽい女性に詰め寄られていた。そして、更に女性の後ろには、屈強そうな男が二人。完全にその筋の人間っぽい。

			「ユ、ユズキくん。実は……借金取りが、急にお金を返せと言ってきてね」

			「おいおい、あたいが悪いみたいに言わないで欲しいね。借りたお金を返すのは当然だろ」

			「だが、あと半年は待ってくれる約束だっただろう！」

			「悪いね。予定が変わったんだよ」

			「それは横暴だ！　それに利子だって最初に聞いていたのと違うじゃないか！」

			「だーかーらー、人聞きの悪いことを言わないで欲しいね。ちゃんと、契約書の隅に書いてあるだろ。ほら、ここに、書いてあるだろ？」

			　そうして姉御風の借金取りが示したのは、羊皮紙の隅っこ。たしかになにか書いてあるけど、字がつぶれててまともに読めないレベルだ。

			「ちなみに、借金はどのくらいなんですか？」

			　俺はウェルズさんに問いかける。

			「彼らに借りたのは、金貨二十枚です！」

			「――そこに利子が掛かって、いまは金貨百枚だね」

			「一年で、五倍なんてありえないだろ！」

			　……完全に悪徳業者だな。日本なら警察に訴えたらなんとかなりそうだけど、この世界の場合は……どうなんだろうか？

			　そんな俺の疑問が届いたのかどうか、ローズが姿を現した。

			「この島では、そんな法外な利子は認めていませんわよ？」

			　おぉ。さすが――かは分からないけど、ブラッド家はその辺ちゃんとしてるんだな。

			「嬢ちゃん、分かってないようだね。利子は他でもない、このあたいが決めているんだ。それなのに、どこの誰が認めないって言うんだい？」

			「……利子の上限を設定したのは、この島の領主だったと思いますけど。貴方は領主の一族だとでも言うつもりですか？」

			「違うね。あたいは領主の一族じゃないよ。けど、嬢ちゃんはそもそも間違ってるよ。この島を支配してるのは領主じゃない。このシンシア様だよ！」

			　高らかに宣言する、自称この島の支配者シンシア様。

			　俺は思わず祈りを捧げた。

			「ふふっ、私の前でこの島の支配者を名乗るなんて、面白いことをおっしゃいますのね」

			「あぁん？　なにを笑ってるんだい！」

			「これが笑わずにいられましょうか。とても滑稽ですわよ？」

			　この島の支配者であるブラッド家を前に、支配者を名乗ってるわけだからなぁ。そして、その事実を明かさずに馬鹿にするあたりが……さすがローズ、鬼(き)畜(ちく)である。

			「ちっ、処女臭い小娘のくせに、さっきから生意気なんだよ！」

			「あら、私は処女じゃありませんわよ？　先日もユズキお兄さんに抱いて頂きましたし」

			「はんっ。ちょっと抱いてもらった程度で、女になったつもりかい？　これだからお嬢様は」

			「おあいにく様。先日は夜から朝まで、ずっと可愛がって頂きましたわ」

			　……………………なぜ、そういう話に持っていくんだ。

			　扉の陰から覗き見しているクラウディアが、「聞いてませんよご主人様」とか呟いてるじゃないか。どうしてくれるんだよ。

			「よ、夜から朝までだって？」

			「ええ。そうですわ。貴方は……そのように可愛がって頂いたこと、ございませんの？」

			「そ、それは……」

			　そして、この自称島の支配者様は、なぜにそこで動揺しているのか。

			「ふ、ふん。あれだろ？　あんたが下手だから、時間が長いだけなんだろ？　あたいは、色々な男を知って、性技のランクがＣあるんだよ！　一緒にしないで欲しいね！」

			　あぁ……と俺は天を仰いだ。直後、ローズが勝ち誇った顔で言い放つ。

			「残念ですわね、私はＡランクありますわよ？」

			「なっ、なんだって!?」

			「ですから、性技はＡランクだから、貴方より上ですわ。あぁ……でも、私が身を任せたのは、ユズキお兄さんだけ。人数では、ビッチで尻軽な貴方には敵いませんわね」

			「くっ……こんな、小娘に、負ける、なんて……」

			　シンシアは負けを悟ったのか、店の床に座り込んでしまった。

			　……って、予想外すぎるわ。

			　俺はてっきり『ブラッド家の長女たる私の前で、島の支配者を名乗るなんて、貴方は愚かですわね！』『な、なんだってーっ!?』みたいな展開になるものだと思ってた。

			　なにがどうなったら、こんな意味不明な争いで決着がつくんだよ。

			「それにしても、ブラッド家の長女たる私の前で、島の支配者を名乗るなんて、貴方は愚かですわね。うちに喧嘩を売っているのですか？」

			　……あ、ここでとどめを刺しにいくんだ。さすがローズ、容赦のない追い打ちである。

			「ブラッド家だって!?　は、ハッタリだ！　領主の娘がこんなところにいるはずがない！」

			「あ、姉御。そういえば、店の近くに停まってた馬車、ブラッド家の紋章だった！」

			　ずっと黙っていた、シンシアの取り巻きの男が焦った様子で言い放った。瞬間、シンシアの顔も青ざめていく。

			「ばっ、馬鹿野郎！　なんでそれを早く言わないんだい!?」

			「いや、だって、普段は見ないから、分からなかったんだよ！」

			「――くっ。……ほ、本当かい？　本当にあんたが……領主の娘、なのかい？」

			「名乗るのが遅くなりましたわね。私はローズ・ブラッド。ブラッド伯爵家の長女ですわ。初めまして、この島の支配者様？」

			　ローズは優雅にカーテシーをして見せた。――って、その仕草は本来、目上の人にする挨拶だったはずだけど……そうか、嫌味か。

			　仕草による嫌味が通じたかは分からないけど、この島の支配者様という嫌味はしっかりと通じたのだろう。シンシアは青ざめた顔で冷や汗を流している。

			「……そ、その、島の支配者っていうのは、その……色々な意味があるだろう？　あたいが言ったのは、その……そう。この島の金貸しの支配者という意味なんだよ！」

			「あら、そうでしたの？　さっきは、領主と比べていたような気がしますが」

			「そ、そそそれは……」

			「それは？」

			「き、聞き間違いだよ！　この島を統治するのは間違いなく領主様だからね！」

			「……そうですか」

			　あれこれ追い詰める手段を考えていたんだろう。シンシアの完全敗北宣言を受けて、ローズは手応えがありませんわねとばかりに、つまらなさそうな態度を取っている。

			　最近思ったけど、ローズはわりとドＳだと思う。さっさと降参したシンシアは正解だな。

			「それで、さっきの暴利はどうなっているんですかしら？」

			「そ、それも間違いだよ！　一年で三割。だから金貨二十六枚だよ！」

			　それでも十分高い――けど、ローズはそれに対してなにも言わなかった。どうやらこの島において、三割は法律の範囲内のようだ。

			　しかし……金貨二十六枚か。このあいだ渡した金貨十五枚は別の借金返済に使ったみたいだし、俺の残っている手持ちじゃ利子すら払えない。

			「という訳で、ウェルズの旦那。今すぐに全額返済してもらおうかい」

			「そ、そんなことを言われても、今すぐには無理なんだ！」

			「それは、そっちの都合だろう。返せないって言うなら、この店の管理をよこしな！」

			「そんな無茶な！」

			　ウェルズさんが悲鳴を上げる。俺はそのやりとりを尻目にしつつ、ローズに視線を向けたのだけど……申し訳なさそうに首を横に振られてしまった。

			　以前も言っていたけど、ローズは領主の娘であって、領主ではない。この状況ではどうにも出来ないと言うことなんだろう。

			　……しかたない。ここは俺がなんとか頑張ってみよう。

			「なあ、もう少しだけ、返済を待って貰うわけにはいかないのか？」

			「……さっきからなんなんだい、あんたは？」

			「俺はここの従業員だよ」

			　ローズのことがあったから警戒していたんだろう。俺がそう答えた瞬間、シンシアはあからさまに安心するようなそぶりを見せた。

			　ここで、なにか格好いいことを言えたら面白いんだけどな。

			　……実はこの世界の創造神、メディアねぇのお気に入りなんだぜ！　とか。……うん。頭のおかしいやつだと思われそうだから自重しよう。

			「従業員なら、口出しは止めてもらいたいね」

			「そうはいかない。この店が潰れたら困るからな」

			「だとしても、借金を返さないそっちが悪いんだから諦(あきら)めな」

			「でも、返済予定はもっと先だったんだろ？」

			「それは、散々延ばしに延ばした後の返済予定だよ。本当なら、もっと前に返してもらっていたはずなんだよ」

			「……そう、なんですか？」

			　思わずウェルズさんを見ると、気まずそうに視線を逸らされてしまった。

			　……いやまぁ、借金まみれなのは知ってたから、予想してしかるべきだったかもだけど。

			「そういう訳だから、今すぐに借金を返すか、この店の権利をよこすか、どっちか選びな！」

			「ぐぬぬ……」

			　形勢が思いっきり不利になった。なにか、なにかこの状況を覆す手段はないか？

			　例えば……ローズ経由で、メアリーさんに泣きつくとか……は、不可能じゃないかもしれないけど、今すぐには無理だ。

			「あぁ、そうだ。もう一つあるよ」

			「……なんだ？」

			　嫌な予感がしないと言えば嘘になるけど、他に方法がないのも事実。俺は思わず聞き返してしまったのだけど……すぐに後悔することになる。

			「その嬢ちゃんを担保とするのなら、もう少し借金の返済を待ってやっても良いよ」

			　そう言ったシンシアが視線を向けているのは――クラウディア。

			「それは……どういう意味だ？」

			「決まっているだろう。借金を返せなければ、その嬢ちゃんを奴(ど)隷(れい)として売ってもらうと言ってるのさ。かなりの器量よしだからね。担保としては十分だろ」

			「この――っ」

			　ふざけるなと怒鳴ることは出来なかった。話を聞いていたクラウディアが、無言で俺の前に立ったからだ。

			「……今の話は本当ですか？」

			「今の話というと、なんのことだい？」

			「あたしが担保になれば、本当に借金返済を待ってくれるのかって聞いているんです」

			「――クラウディア、ちょっと待て！」

			　俺は思わず二人の会話を遮る。

			　もし、借金を返せなくなれば、クラウディアが奴(ど)隷(れい)として売られてしまうと言うこと。

			　俺の奴(ど)隷(れい)だから、クラウディアにそれを選ぶ権利がない――なんて無粋なことは言わない。けど、それを抜きにしたって、クラウディアを担保になんて出来るはずない。

			「なにを考えてるんだ」

			　肩を掴んで、クラウディアをこちらに振り向かせる。

			「……ごめんなさい。この身の全てはご主人様のものだから、あたしにそんなことを決める権利がないのは分かっています。だけど……」

			「だけどじゃない。とにかく、馬鹿なことを考えるのは止めろ。俺はどんな理由があっても、クラウディアを借金の担保にするつもりなんてないぞ」

			「ご主人様、お願いだから聞いてください」

			　クラウディアはそう言って縋(すが)り付いてくる。

			　その必死な態度に、俺の拒絶する意志が弱くなってしまった。

			「……そんなに、ウェルズ洋服店や家族を守りたいのか？」

			　クラウディアは一度、それを理由に、自分を奴(ど)隷(れい)として売り払っている。また同じことをしようとしていても不思議ではないと思った。

			　だけど……それに対して、クラウディアは曖(あい)昧(まい)な表情を浮かべた。

			「その気持ちがないと言えば嘘になります。でも、今はそれが一番の理由じゃありません」

			「……だったら、なにが一番だって言うんだ？」

			「ご主人様と一緒に洋服を作るっていう夢です」

			　抱いたのは、言いようのない感情だった。

			　俺はたぶん、俺とずっと一緒にいると誓ったクラウディアが、家族のために自分の身を賭けようとしていることに苛立っていたんだろう。

			　俺と夢を叶えるためだと言われて、嬉しいと思ってしまった。

			　いや、自分の身を賭けようとしていること自体は腹立たしいのだけども。

			「ご主人様は……あの服を完成させて、ウェルズ洋服店を立て直してくれるんですよね？」

			「それは、まあ……そのつもりだけど」

			「あたしも、ご主人様のデザインなら、きっと実現できると思うんです。だからお願いです。あたしに、ご主人様の格好いいところを見せてください」

			「むぐ……」

			　それはつまり、クラウディアを賭けて、格好よくウェルズ洋服店を立て直して、クラウディア自身も救って欲しいという意味。

			「……分かってるのか？　世の中に絶対なんてことはありえないんだぞ？」

			「あたしはご主人様のことを信じています」

			　まっすぐに俺を見る。その瞳に宿るのは、俺に対する信頼のみで、不安の色は少しも滲んでいない。心から、俺を信じてくれているのだろう。

			　……あぁもう。クラウディアがここまで信じてくれてるのに、俺が自分を信じないなんて、出来る訳ないだろ――とはやっぱり言えない。

			　俺はそこまで、自分の力を信じている訳じゃないから。

			　だけど――

			「分かったよ、分かった。俺が、必ず洋服を完成させてウェルズ洋服店を立て直してみせる。だから、クラウディア。そのためのチャンスを作ってくれ」

			　俺はクラウディアの思いに答えた。

			　だけど――賭けるのはクラウディアじゃない。もしものときは、どんな手を使ってでもクラウディアを助けるつもりだ。

			「お任せください、ご主人様！」

			　俺の内心を知らないクラウディアは力強く頷き、シンシアへと向き直った。

			「聞いての通りです。あたしの身体を担保に、借金の返済を待ってください」

			「……ふん。まあ良いけどね。もしもの時は……分かっているんだろうね？」

			「もちろんです。ですが、それはありえません」

			「なにか勝算があるって言うのかい？」

			「あたしのご主人様は、最高のご主人様ですから」

			「……良いだろう。それじゃ、契約書を作成するよ」

			　

			　――その後、クラウディアを担保として、借金返済の延長の交渉をおこなった。

			　そうして、新しく作る服で結果を出せば、確実にブラッド家から資金援助を引き出せるだけの期間にまで、返済時期を延長することに成功した。

			　なお、その契約にはローズが立ち会ったことを付け加えておく。それはつまり、良くも悪くも、この契約は反(ほ)故(ご)にすることが出来ないと言うことだ。

			　という訳で、時間を作ることは出来たけど、後に引くことも出来なくなった。

			　契約を終えた俺は、さっそく作業場に戻ろうと――

			「ご しゅ じ ん 様？」

			　――戻ろうとしたところで、クラウディアに捕まった。

			「な、なんでしょうか？」

			「ご主人様、前に言いましたよね？　ローズ様にしたことは、あたしにもしてくれるって」

			　なんのことだと思ったのは一瞬。ローズがシンシアに対して、先日も朝までとか言ったことを指しているのだと気付く。

			「た、たしかに言ったけど……」

			「言 い ま し た よね？」

			「言いましたけど、俺は今からドレスを……」

			「……ご主人様？」

			「えっと……その。はい」

			　――この後、ローズが乱入した。

		

	
		
			３－５　情報漏洩

			　

			　立体裁断を始めてから数週間、俺の快楽耐性がＢになった。

			　……いや、違う。違わないけど、違う。俺が言いたかったのは、立体裁断による、おおよその形が完成したということだ。

			　という訳で、作業場にローズとクラウディアを呼んでお披露目をした。

			「ふあぁぁぁっ、イラストを見たときも驚いたけど、こうして形になったのを見るとあらためて凄いね。このドレス、凄くすっごく可愛いよ！」

			「気に入ってくれたか？」

			「うんうんっ。このドレスが完成して、私が着れるようになるのが楽しみだよ！」

			「あたしも、素晴らしい完成度だと思います。この立体的な部分とかが特に。イラストを見せて頂いたときは完成形が想像できなかったんですけど、こんな風になるんですね」

			　満面の笑みではしゃぐローズの隣、クラウディアは服飾に携わる者としての目線で感心してくれているようだ。

			　もちろん、クラウディアやウェルズ夫妻には、ときどき確認してもらっていたけど、形になった服を見せて、こういう感想をもらえるとちょっと安心する。

			　技術面もそうだけど、元の世界風のデザインが実際に受け入れられるか不安だったからな。

			「ところでご主人様、こっちのエッチな服はなんですか？」

			「……あぁそれは、クラウディアに作ってるんだ」

			　クラウディアが視線を向けたのは、ウェルズさんのツテで製作してもらったクラウディアのボディ。ローズのドレスを作る傍ら、息抜きがてらに立体裁断で作ったドレスが着せられている。

			　なお、胸の谷間の上下二カ所に、三角形の切れ目が入っている。

			「……この服を、あたしが着るんですか？　胸の谷間が、上も下も丸見えなんですけど」

			「大丈夫だよ。クラウディアは胸が大きいから」

			　胸が小さい子が着ると、隙間から色々と見えてしまって大変――という意味である。

			「ご主人様のエッチ」

			「まったくもって否定はしないけど……着てくれるんだろ？」

			「……あたしに、この服を着てご奉仕しろって言うんですね、ご主人様のエッチ」

			　無言で視線を逸らした――先で、ふくれっ面のローズと視線が合った。

			「……ローズ？　どうかしたのか？」

			「クラウディアさんばっかりズルいよ」

			「え、なにが？」

			　今回はローズのドレスがメインで作った。クラウディアに羨ましがられるのならまだしも、ローズに羨ましがられる要素なんてないはずだ。

			「私の服も、ユズキお兄さんを悩殺できるようなデザインにして欲しい！」

			　悩殺って……いやまぁ、否定はしないけども。

			「でも、ローズのドレスは可愛いデザインだからなぁ。スカートでも短くするか？」

			「じゃあそれでお願い」

			「えらくあっさり……良いのか？」

			「ユズキお兄さんがそう言うってことは、ユズキお兄さんの好みだってことでしょ？」

			「……おっしゃるとおりで」

			　ゴシックドレス。それも、貴族が社交界で着るドレスなので、露出は控えめにしてたけど、俺の好きなゴスロリはミニスカート＆ガーダーベルトだ。

			　ということで、スカートはアシンメトリーで片横を短く改造することにした。

			　それはともかく、型紙の完成まであと少し。サーシャさんに縫ってもらえば完成だな。

			「あ、そうそう。ご主人様、実は紹介したい人がいるんですが」

			「……その人、ヤンデレじゃない？」

			「まずそこから確認するんですね。いえ、気持ちは分かりますけど。ヤンデレではないです。というか、紹介したいのは妹です」

			「……妹？」

			「ええ。いつもは家の方にいるんですが、ご主人様のことを話したら会ってみたいってだだをこねちゃって。お店に来てるんですが、連れてきても良いですか？」

			「そういうことなら、かまわないけど――」

			「――やっぱりお兄ちゃんだ～っ！」

			　いきなり、青い髪の幼女が飛び掛かってきた。

			　

			　――まさかヤンデレの襲撃か!?

			　

			　焦った俺が反射的に身をひるがえすと、目標を見失った少女はびったーんと、板張りの床にダイブした。……痛そうだ。

			「リ、リスティス、大丈夫!?」

			「ふえぇぇ……お兄ちゃん、どうして避けるの～っ!?」

			　クラウディアに抱き起こされた女の子は、鼻の頭が赤くなっている。

			「いや、だってヤンデレの襲撃かもしれないし……って、あれ？　キミはあのときの」

			「うんっ、そうだよ！　また会ったね、お兄ちゃん！」

			　以前、落とした財布を届けてあげたボクっ子ちゃんである。

			　つまり、ヤンデレではない。

			「久しぶり。そして、クラウディアの妹だったんだな」

			「うんうん、実はそうだったんだよーっ！」

			「そっかそっか。よしよし」

			　ぱたぱたと尻尾(しつぽ)を振りそうな感じの、ボクっ子ちゃんの頭を撫でる。

			　するとボクっ子ちゃんはますます嬉しそうにするので、更に撫でる。それによって、ボクっ子ちゃんが、本当に嬉しそうにするので更に――

			「ちょっとちょっと、ご主人様？」

			「ストップだよ、ユズキお兄さん」

			　撫でようとしたところで、右腕をクラウディアに、左腕をローズに拘束されて、部屋の隅まで引きずっていかれた。

			「……二人ともどうしたんだ？」

			「どうしたはこっちのセリフだよ、ユズキお兄さん」

			「そうです。いつの間に、妹と仲良くなったんですか？」

			「あぁ……ほら、家の前でクラウディアを待ってるときに、財布を落とした女の子を追いかけて行ったって話しただろ？　それが、あの子だったんだよ」

			　俺がそう言うと、二人は俺の拘束を解いて顔をつきあわす。

			「……クラウディアさん、今の話は本当ですか？」

			「はい、たしかにご主人様はそんなことをおっしゃっていました。ただ……」

			「ただ？」

			「そのときに、幼女もありだな……と」

			「危険だね」

			「はい、危険です」

			　なんか、いわれなき冤罪が打ち立てられている気がする。

			　俺が言ったのは、ヤンデレじゃない純粋無(む)垢(く)な幼女を、素直で可愛い女の子に育てるのもありだなとか、そういう意味で言っただけで……まぁ、十分アウトな気はするけど。

			　俺は不老不死だから、そのうち釣り合うはずである。

			「取りあえず、誤解だから俺を変な目で見るのは禁止だ」

			　俺は二人にそれとなく釘を刺し、ボクっ子ちゃんのもとへ戻った。

			「それで、俺に会いたがってたって聞いたけど？」

			「うん。話を聞いて、あのときのお兄さんかなって思ったから。財布のことをあらためてお礼を言いたかったんだよぉ」

			「そかそか。わざわざありがとうな。えっと……」

			「ボクはリスティスっていうんだよ」

			「リスティスちゃんだな。俺はユズキだよ」

			「それじゃユズキお兄ちゃんで良い？」

			「もちろん、好きに呼んでくれて大丈夫だぞ」

			「わーい、ありがとうね！」

			　可愛い――というか、可愛らしい。前に話したときはもう少し大人しい感じだったけど、なにか心境の変化でもあったのだろうか？　なんて思っていたら、リスティスちゃんは俺を見上げて手招き、しゃがんで欲しいというジェスチャーをした。

			「どうかしたのか？」

			「うん。あのね……クラウディアお姉ちゃんのこと、助けてくれてありがとうね。これはボクからのお礼だよ」

			　耳の側で囁かれ、チュッとホッペにキスをされた。なかなかにおませさんである。
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			　なお、背後からクラウディアとローズの殺気だった視線を感じるけど、あの二人は心が穢れすぎだと思う。いくらなんでも、ここまで年下の女の子に嫉妬とかないと思うぞ。

			　というか、お姉ちゃんのことでお礼を言いに来るなんて、なかなか良い子じゃないか。なんて思っていると、ウェルズさんが作業部屋に飛び込んできた。

			「大変だ、ユズキくん！」

			「急にどうしたんですか？」

			「サーシャが、うちの筆頭の針子が辞めてしまったんだ！」

			「ええええええっ!?」

			　

			　

			　――いきなりの緊急事態。このタイミングで針子を失うのは致命的すぎるということで、リビングで会議をおこなうことになった。

			　メンバーはウェルズさんと、クラウディアと俺の三人である。ローズには、リスティスちゃんのお守りをしてもらっているのでこの場所にはいない。

			「……それで、針子が辞めてしまったというのは？　タイミングが悪すぎると思うんですが」

			「ああ、その通りだ。恐らくは偶然じゃない。辞める理由は聞き出せなかったんだが……恐らくは、レニス洋服店に引き抜かれたんだと思う」

			「そうですか……」

			「このようなことになってしまって申し訳ない」

			　ウェルズさんが頭を下げる。それに対して、俺は仕方のないことだと口を開こうとしたのだけど――そんな俺の横で、クラウディアがへなへなと座り込んでしまった。

			「……クラウディア？」

			「あたしの、あたしのせいです」

			「……どういうことだ？」

			「このあいだ、サーシャがあたしに言ったんです。『貴方を借金の担保にするような人は、貴方の相手にふさわしくありません。ですから、私がなんとかします』って。あのときは、あたしが否定して話が終わったから、誤解は解けたと思っていたんですけど……」

			「サーシャさんの中では終わってなかった。そして、クラウディアを俺から引き剥がすために、レニス洋服店についたってことか？」

			「……恐らくはそうだと思います」

			　なるほどねぇ……

			　察するに、レニス洋服店となんらかの取引をかわしたのだろう。

			　例えば、自分がウェルズ洋服店を潰す手伝いをするから、借金のかたに売られるはずのクラウディアを救って欲しい、とか。

			　……相手がそれを守るかどうかは分からないけど、な。

			　ただ、なんとなく察した。サーシャさんはいかにもヤンデレだったので、クラウディアを救うために暴走したのだろう。

			「……ご主人様、申し訳、申し訳ありません」

			「おいおい、急にどうしたんだ」

			　クラウディアが、俺の足下で土下座を始めたのだ。

			「サーシャは、ご主人様の描いたデザインを見ていますし、裁縫の技術も学んでいました。それに、作った服を社交界で披露して、貴族に売り込む計画も知っています」

			「……あぁ、そういえば知られているな」

			「そして、それは全部、サーシャに針子を任せたら良いって、あたしが進言したからです。本当に、お詫びのしようもありませんっ」

			　再び頭を下げ、床の上に額をこすりつける。

			　だから俺はそんなクラウディアの前に膝をつき、その頭を上げさせた。

			「クラウディアが謝ることなんてなにもないぞ」

			　慰めでもなんでもなく、クラウディアに責任はない。

			　クラウディアを借金の担保にしたのは事実だし、サーシャさんが暴走したのだって、俺のスキルの影響を受けていないとは言い切れないからな。

			「でも、あたしのせいで、ご主人様の夢が……っ」

			「落ち着けって。勝手に人の夢が潰えたみたいに言うな。まだ終わったわけじゃないぞ」

			「でも、でもぉ……」

			「大丈夫だって。……そうだな。立体裁断のノウハウが漏れてたら少し面倒だけど、その辺はどうなんですか？」

			　俺はウェルズさんに視線を向ける。

			「それについては問題ありません。ユズキくんの作業場には入らないように言い付けてありましたし、普段は鍵をかけていました。サーシャは立体裁断のことを知らないはずです」

			「そう、ですか……それなら問題ありませんね」

			　サーシャさんの手によって、俺が作っているのとそっくりなデザイン――もしくは、それに匹敵するドレスを作られたら、社交界でのインパクトが激減する。

			　でも、立体裁断が知られていないのなら問題ない。

			　前世の世界なら、平面製図でも作れる人間はいくらでもいるけど、この世界の技術はずっと遅れている。立体裁断なくして、俺の描いたデザインは再現できないはずだ。

			「将来的にはコピーされるのが早まるかもしれないけど、最初のお披露目に影響はないな。むしろ問題は、針子がいなくなったことだ。ウェルズさんにはあてがありますか？」

			「……いえ、残念ですが、サーシャの腕に匹敵するような針子はいません。大急ぎで探してはみますが……１、２ランクは下がる可能性が高いと思います」

			「そうですか……」

			　困ったなぁ。簡単な服であれば、多少の腕の差はごまかせるけど……俺のデザインしたドレスは繊細なデザインであるがゆえに、縫製の技術が要求される。

			　どうしても技術力の高い人が必要だけど……いないときのことも考えるべきか？　いまからドレスを縫えるほど、スキルアップが出来る訳でも…………あったな、そういえば。

			「針子はクラウディアにやってもらおう」

			「あ、あたしですか!?　あたしも自分で着る服を縫うくらいなら出来ますけど、複雑なドレスを縫えるほどの技術なんて、ありませんよ!?」

			「分かってる。たしかに今のクラウディアじゃ技術が足りないけど……足りないなら、ランクを上げれば良いんだよ」

			「……上げるって言っても、そんな簡単に……あ、もしかして？」

			「ああ、そういうことだ」

			「ご主人様と朝から晩までエッチなことをしまくれば良いんですね！」

			「ちょっ、違いますよ!?」

			　たしかに、総合評価が高い俺とあれこれすると、各種ステータスが上昇する。けどそれは、なにが上がるかは確定していない。残念ながら、エッチで特定の能力を上げるのは難しい。

			　というか、ウェルズさんの前でそういうことを言うのは止めて欲しい。

			「俺が考えてるのは、特訓の方だよ」

			「……特訓？　でも、今から特訓しても……あぁ、もしかして」

			　クラウディアが俺の耳に唇を寄せ、ダンジョンに潜るんですねと確認してきた。

			「そういうことだ」

			　俺は称号の効果で、ステータスウィンドウを操作して、ＳＰを使って好きなスキルを習得することが出来て、親しい相手のステータスウィンドウを操作することも出来る。つまり、ダンジョンに潜って敵を狩りまくれば、クラウディアの服飾技術をあげられるということだ。

		

	
		
			４－１　純潔の糸

			　

			　俺がステータスウィンドウを弄(いじ)れるのは秘密なので、ウェルズさんにはクラウディアと秘密の特訓をすると説明。俺達はバンドールのギルドへとやって来た。

			　ちなみに、ローズも同行している。

			　ローズには俺の能力を説明してないけど……クラウディアを救うために一日でリザレクションを覚えたり、船ではステータスウィンドウを弄(いじ)り倒したりしたから、なんとなく感づいているのだろう。特に問いただしてくることもなく、ダンジョン攻略を手伝うと申し出てくれたのだ。

			　そんな訳で、俺達はダンジョンへと足を踏み入れた。

			「さてと。まずは……さっさと潜ろうか」

			　俺だけなら、祭壇から六層まで飛ぶことが出来るんだけど……クラウディアやローズは、ボス撃破称号を一つも持っていない。

			　という訳で、入り口で買った地図を頼りに、一層から順番に攻略していくことにした。

			　

			　そうして潜ったダンジョン。最初こそ、おっかなびっくりなローズの面倒を見ていたのだけど、ローズの魔法が強すぎて、俺はすぐにやることがなくなった。

			　特に、今回の目的はクラウディアの成長だからな。

			　クラウディアが支援魔法をかけて、俺とローズが敵を倒していく作戦だったんだけど、俺とローズが戦闘に参加するとＳＰが三分割されてしまう。

			　なので、俺は控えに回って、ローズが敵を倒すのに任せることにした。したんだけど……いくらなんでも、ローズが強すぎる。

			　どうやら、風の魔法だけでも複数使えるようで、状況に合わせた魔法を使い分け、現れる敵を片っ端からズタズタに切り裂いてしまうのだ。

			　そして今も――

			「――テンペスト」

			　五層のボス部屋の前。ローズは今までとは違う魔法名を呟くと、魔法陣を展開しながらボス部屋へと足を踏み入れた。

			　ローズの姿を確認したボスガルムが雄(お)叫(たけ)びを上げて、取り巻きガルムを召還。現れた四体のガルムと、ボスガルムが一丸となってローズに襲いかかるが――

			「……無駄だよ」

			　ローズがテンペストを発動させる。ボスガルムを中心に嵐が吹き荒れ、範囲内にいた敵全てをズタズタに切り裂いてしまった。まさに瞬殺である。

			「ローズ様、凄いです！」

			「ありがとう、クラウディアさんの支援魔法のおかげだよ」

			　……俺、クラウディアを助けるために、こいつと死闘を繰り広げたんだけどなぁ。なんて遠い目をしながら、クラウディアとハイタッチをしているローズを見る。

			　しかし、今の魔法は一体……と、ステータスウィンドウを開いてヘルプで検索。テンペストの詳細に視線を向ける。

			　

			【テンペスト】　６００ＳＰ

			　嵐を巻き起こし、範囲内の存在を風の刃で切り刻む。

			　基本威力：４８０　　魔法陣構築時間：18秒　　射程：20メートル　　範囲：10メートル

			　Ｅ：＋５％　　Ｄ：＋10％　　Ｃ：15％　　Ｂ：20％　　Ａ：25％

			　ＡＡ：35％　　ＡＡＡ：45％　　Ｓ：60％　　ＳＳ：75％　　ＳＳＳ：１００％

			　Ｅで動きながらでも詠唱が可能＆射程が10メートル増加。Ａでダメージによるキャンセルが起こりにくくなる＆魔法陣構築時間短縮。

			　Ｓで範囲が10メートル増加。ＳＳＳで射程と範囲が５メートル増加。

			　

			　基本ＳＰ６００……恐らくは上級に位置づけされているんだろう。ＳＰ１００で覚えられる魔法に対して威力が段違いである。

			「なあ……ローズ、そのテンペスト、ランクはいくつなんだ？」

			「テンペストはＡランクだよ」

			「マジか……」

			　基礎ＳＰ６００のＡランク。それだけで総合評価が１２，６００あがる。

			　出会った頃に確認した総合評価は２６，８００だったけど……と鑑定で確認すると、４６，５００に上昇していた。ダンジョンに籠もっていたわけでもないのに成長しすぎである。

			　これ、あれだよな。俺とエッチをしまくった結果、成長したってことだよな。

			　でも、クラウディアはそこまでは成長してないんだけどなぁ。ローズの成長が早いのか、それとも受けか攻めかの違いで、能力の上昇に違いがあるのか？

			「ユズキお兄さん、ユズキお兄さん！」

			　ローズに腕を引っ張られる。

			「どうしたんだ？」

			「あれを見て！　魔石じゃないなにかがドロップしてるよ！」

			「むむ。レアアイテムか？」

			　言われてみれば、ボスガルムの死体が光の粒子となって消えたあとに、魔石と一緒になにやらヒモのようなものが落ちていた。

			　俺は近づいて、それを拾い上げる。

			「あれ？　これ、ヒモかと思ったけど糸を束ねたものか」

			「……糸？　普通の糸なのかな？」

			「うぅん、どうだろ？　ドロップアイテムはあまり役に立たない物が多いみたいだけど……これは、なんか良さそうな感じだぞ？」

			　鑑定を使ってみると、Ａランクと表示された。鑑定のランクが低いので、それ以外はなにも分からないけど……ランク的に考えて正真正銘(めい)のレアドロップだろう。

			「レアドロップなのかな？　それじゃ……どうしよう？」

			「効果は分からないから、ギルドで鑑定してもらってから、二人でどうするか決めると良いんじゃないかな？」

			「ギルドで鑑定してもらうのは良いけど、どうして二人なの？」

			「どうしてもなにも。俺は見てただけで、なにもしてないからな」

			　実際、ステータスを確認しても、ＳＰは増えていない。それどころか、このダンジョンに潜ってから、ほとんど増えていない。俺がいかに戦っていないかが丸わかりだ。

			「そんなことないよぉ。ユズキお兄さんがいざというときに備えて待機してくれてるから、私は安心して戦えるんだよ？」

			「そうですよ。なにもしてないなんて言わないでください。ご主人様が背後から敵が来ないかとか気を配ってくださってるから、私も安心して支援魔法を使えるんです」

			　ローズとクラウディアが口々に言う。

			「二人とも……ありがとう」

			　俺を役立たずと判断したシステムとは大違いだ。二人にそんな風に言われて、不覚にもちょっと感動してしまう。

			『――いえ、あの。システム的にＳＰが分配されないだけで、柚希くんが役に立ってないなんて、判定してるわけじゃないですわよ？』

			　と思ったら、ログウィンドウにメディアねぇの言い訳が。

			『言い訳じゃないですわよ！　柚希くんが頑張ってるのは、私が一番よく知ってます！』

			　はいはい。メディアねぇもありがとうな。

			　苦笑いしながらメディアねぇにお礼の気持ちを伝えて、二人に視線を戻す。

			「取りあえず、レアドロップらしき糸は、鑑定してもらってから、話し合ってどうするか決めるってことで良いかな？」

			　俺の問いかけに、二人はコクコクと頷く。

			「じゃあ、糸は俺が預かっておくな」

			　アイテムボックスにしまいつつ、ウィンドウに表示されている時間を確認する。

			　現在は午後六時を回ったあたり。そろそろヤンデレタイムが迫っているし、一度戻った方が良いだろう――という訳で、俺達は六層にある祭壇から帰還した。

			　

			　

			「おかえり、ユズキくん。それに、ローズ様とクラウディアさんも」

			「ただいま、シルフィーさん。さっそくだけど、魔石の査定をしてくれるか？」

			　アイテムボックスから取り出した魔石をカウンターに並べていく。

			「これはまた結構な数ね。ローズ様もクラウディアさんも非戦闘員だと思ったのだけど、もしかして二人とも結構な使い手なのかしら？」

			　シルフィーさんは、魔石の仕分けをしながらぽつりとそんなことを言った。

			「どうしてそう思うんだ？」

			「いくらユズキくんでも、足手まといを二人も連れていては、これだけの数の魔石を手に入れるほど狩りは出来ないと思ったからよ。私の予想、間違っているかしら？」

			「ん～予想はあってるけど、根本的なところで間違ってるな」

			　俺はイタズラっぽく言い放つ。その意味が分からなかったのだろう。シルフィーさんはコテンと首を傾げた。

			「それは……二人は強いけど、狩りはしていないということ？」

			「いや、逆だよ。俺はもしものために控えてただけ。クラウディアが支援魔法でローズを支援して、ローズが魔法で無双してたんだ」

			　ちなみに、途中でクラウディアのサンクチュアリを使って、安全で質の高い休憩をしたりはしたけど、ローズはその前後で実に百回以上の魔法を使っている。

			　どんなスキル構成をしたら、そんな魔法の連発が可能なのか……あとで確認してみよう。

			「そんなにお強いなら、ローズ様達も冒険者ギルドに登録しておけばいかがですか？　登録料はかかりますけど、加入しておいた方がなにかとお得ですよ？」

			　シルフィーさんが二人に向かって問いかける。

			「ん～ユズキお兄さんと行動を共にするなら、加入しておいた方が良いかな？」

			「あ、そうですね。それじゃあたしも登録したいです」

			　二人とも乗り気みたいだな。クラウディアなんて、出会った頃はダンジョンに同行するのも躊躇っていたのに……今日はなんだか楽しそうだった。

			　衰弱の呪いが解けたから、リザレクションがあるから安心しているのか。

			　なんにしても、登録するのなら早い方が良い――という訳で、シルフィーさんに査定をしてもらっているあいだに、二人には他の受付嬢に登録をしてもらうことにしたようだ。

			　二人揃って、隣の受付へ移動する。

			　ちなみに、ヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳを持つ俺は、シルフィーさん以外の受付には近寄ることすら禁止されてるけど、二人はそういう制約がない。

			　なので、他の受付に行くことは問題ないのだけど……二人は俺のツレと認識されているので、重度のヤンデレだと思われているのだろう。

			　他の冒険者からは思いっきり距離をとられている。

			　あの二人が可愛い外見だけじゃなくて、優しくてエッチな女の子であることを知っているのは俺だけ。わりと優越な気分だ。

			「ユズキくん、なんだか楽しそうね」

			「え、そうですか？」

			「ええ。出会った頃は追い詰められてるような感じがしたけど、今はなんだか毎日が楽しくて仕方がないといった風に見えるわよ」

			「……まぁ、やりたいことをやってるから、ですかね」

			　前世では諦(あきら)めた服飾の仕事をするという夢。

			「やりたいことをやってる、ね」

			　なぜか、シルフィーさんの声が冷たくなった。そして、その視線が、隣のカウンターで冒険者登録をしているローズとクラウディアに向けられた。

			「もちろん、若いのだから、するな――とは言わないけど、ね」

			「ち、違いますよ!?　やってるって言うのは、子供の頃の夢だった仕事をやってるという意味で、シルフィーさんの想像してるような意味じゃないです！」

			「でも、ユズキくんは冒険者なんだから、仕事に差し障るまでしちゃダメよ。あんまり酷いようだと……お姉さんが管理するからね？」

			　さらっと管理するとか言われたんだけど。一体なにを管理されるんですかねぇ。

			「取りあえず、濡れ衣だと主張します」

			「はいはい、そういうことにしておいてあげるわ」

			　……誤解だって言ってるのに、信用ないなぁ。

			「――っと、魔石の査定が終わったわよ。これで全部かしら？」

			「魔石は全部です」

			「……魔石は全部？」

			「ええ、実はレアドロップらしき物が。この糸なんですが……確認してもらえますか？」

			「この糸は……珍しい物を拾ったのね。これは純潔の糸よ」

			「純潔の糸？　使い道は分かりますか？」

			「この糸は、布に魔法陣を刺繍すると、その布が魔導具になるの」

			「えっ！　それは物凄く貴重なアイテムなのでは？」

			　もしかして一気にお金持ちに？　なんて淡い期待を抱いたんだけど、シルフィーさんの提示した金額は、金貨一枚だった。

			「思ったほど高くないですね」

			「あら、糸だけで金貨一枚。十分に高額よ？」

			　そうか。最近金銭感覚があれだけど、考えてみたら数ヶ月は遊んで暮らせる金額だしな。

			「ちなみに、魔法陣って言うのは、魔法を使うときに展開するあれですよね？　どんな魔法陣でも良いんですか？」

			「いいえ。専用の魔法陣が存在するの。そして、純潔の糸は……加護の魔法陣ね。ダメージを少し軽減する効果があるわ」

			　そういうことなら売らないで、ローズやクラウディアの服に使ってみようかな。

			　回復魔法や復活の魔法があるとはいえ、二人同時には救えないという欠点もあるし、そもそも二人に怪我をさせたくないからちょうど良い。

			「ちなみに、作り方は？」

			「教えるのはかまわないけど……紋様魔術のスキルがなければ作れないわよ？」

			「それはつまり、スキルがあれば作れるってことですよね。なら、教えてもらえますか？」

			　面白そうだし、自分で可能なら習得しようと思って尋ねる。

			「ユズキくんって……なにか隠してるわよね？　リザレクションもどうやってか習得したみたいだし。……無理には聞かないけど」

			　俺が顔をこわばらせたのに気付いたんだろう。シルフィーさんは少しだけ寂しげに微笑んだ。

			　……うぅむ。

			　シルフィーさんは、受付のお姉さんとして俺をサポートすることに命をかけるタイプのヤンデレみたいだからなぁ。俺に信用されてないって誤解して暴走するかもしれない。

			　それに、シルフィーさんはローズと同じように、一般的なヤンデレと比べるとまともだ。特に、受付のお姉さんとしては頼りになる。

			　今後を考えて、打ち明けておいても良いだろう。

			「分かりました。次に会ったときに教えます」

			「……良いの？」

			「シルフィーさんが受付として信用できる人なのは分かってますから。それに、俺の秘密を知ってた方が、俺に的確なアドバイスをしてくれるでしょ？」

			　ちなみに、この場で教えないのは、まだローズに教えていないからだ。なんとなくだけど、ローズを後回しにすると、バッドエンドになりそうな予感がしたのだ。

			「ユズキくん、私を信用してくれてありがとうね」

			「お礼は必要ないですよ。俺が信用に至ったのは、シルフィーさんの普段の行動から判断した結果ですから」

			「ふふ、ありがと。お礼に、純潔の糸の使い方を教えてあげるわ。と言っても、紋様魔術のスキルを習得していれば、自然と分かるはずよ」

			「……なるほど」

			　一般的にスキルを覚える方法は二つある。

			　一つは、覚えたいスキルの技術をひたすら磨く方法。例えば、剣術のスキルを覚えたければ、ひたすらに剣を振るえば良い。

			　そしてもう一つは、とにかく経験をすることで、スキルを覚える方法。大きな経験を得たときに、行動とは関係のないスキルを得ることがある。

			　前者の方法でスキルを覚えたとき、最初からある程度の知識があるのは当然だ。けど、後者の方法でスキルを覚えたときでも、最初から最低限のスキルの使い方を理解している。

			　紋様魔術の手順も、スキル習得時に覚える内容に分類されるのだろう。

			「純潔の糸の使い方はたしか……刺繍する前に、糸を処女の血に浸す必要があったわね」

			「……処女の血、ですか？」

			「ええ。でも、ユズキくんなら問題ないわよね」

			　シルフィーさんが視線を向けたのは、冒険者登録中の二人。俺を慕ってくれている美少女で、俺が血を分けて欲しいとお願いすれば、喜んで血を流してくれるだろう。

			　……ただし、二人とも既に純潔を失っている。

			　俺は無言で視線を逸らした。

			「……ユズキくん、さっき、誤解だって、言った、わよね？」

			「いや、その……さっきのは本当に仕事の話だったんです、よ？」

			「ふぅん……」

			　あぁ！　シルフィーさんの視線が冷たい!?

			「ええっと……その、シルフィーさんは処女だったり、します？」

			　物凄くセクハラだけど、ここまでくれば今更だろう――ということで尋ねてみた。すると、シルフィーさんは、少しだけ頬を赤らめた。

			「それは、私の処女を散らしたいという意味かしら？」

			「いえ、血が欲しいだけなんですけど」

			「つまり、処女を散らしたときの血が欲しいと？」

			「……いえ、血が欲しいだけなので処女はいりません」

			　……というか、処女を散らしたときの血は、処女の血に含まれるんだろうか？

			　散らした瞬間の血だから、処女の血になるはずだけど……なんか違う理由で、処女というか、乙女の血とはとても言えない気がする。

			　というか、いくら他にあてがないとはいえ、シルフィーさんに頼んだのは間違いだったな。

			　仕方がない。ローズに頼んで、誰かの血をもらってきてもらおう――と考えながら、純潔の糸をアイテムボックスにしまおうとしたら、その手を掴まれてしまった。

			「……シルフィーさん？」

			「いま、他の人に頼ろうとしたでしょ？」

			「え、いや、そ、そんなことはないですよ？」

			　言いようのない圧力を感じて冷や汗をだらり。まさかと思って時計を確認すると……現在の時刻は19：00。ヤンデレタイムに突入していた。

			「ダメよ。ユズキくんの専属は私なんだから。他の人に頼るなんて許さないわ。ということで、この純潔の糸に必要な処女の血は私が提供しますっ」

			　言うが早いか、シルフィーさんはカウンターの下からナイフを取り出し、ざくりと自分の腕を切ってしまった。

			「――って、ちょっと、シルフィーさん、切りすぎ、切りすぎだから！　腕を出してください、すぐに魔法で治療しますから！」

			　だらだらとあふれ出る血にドン引きである。

			「大丈夫だから、先に純潔の糸を貸してください」

			「いや、それより治療を」

			「それを渡してくれないと、腕を切った意味がないじゃないですか」

			「あぁ、分かった、分かりました」

			　問答してる方が時間の無駄だと、俺は急いで純潔の糸を差し出す。それを受け取ったシルフィーさんは、その糸に血を垂らしていった。

			　なんか……糸が血に濡れるというか、血が糸に吸い込まれていくな。

			「……これくらいですね」

			「っと、ありがとうございます。それじゃ止血するから、腕を出してください」

			　俺は差し出される腕を掴んでヒーリングを使用。シルフィーさんの腕を治療した。そうして傷跡が消えるのを見て、俺はホッと息を吐いた。

			「ふぅ……まったく、無茶しないでください」

			「ふふっ、これくらいは受付嬢として当然よ」

			　満面の笑みを浮かべて、手のひらを頬に押し当てる。その手が血に濡れていたから、シルフィーさんの顔には血化粧が施されてしまっている。
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			　俺はため息をつく。

			「どう考えても受付嬢の仕事ではないと思いますよ」

			　というか、いきなり腕を切り裂いたシルフィーさんを見て、周囲の人がドン引きしている。

			　平然としているのは、ローズやクラウディアくらいである。というか、あの二人は二人で、もう少しこう……なんらかの反応をするべきだと思う。

			「普通の受付の仕事じゃなかったとしても、私はユズキくんの専属だもの。これくらいのことは当然よ。今後もユズキくんの要望に応えられるように、ずっと処女でいるから安心してね」

			「……なんか、シルフィーさんの処女を散らしておいた方が良い気がしてきました」

			　俺が想像していたのは、指の先をちょっとだけ切って……くらいの感覚だったのだ。あんなざっくり切るとか知ってたら頼まなかった。

			「あら、ユズキくんがもらってくれるなら、いつでも捧げるわよ？」

			「……冗談です。でも、シルフィーさんが傷つくのとか見たくないので、もうさっきみたいなマネはしないでくださいね？」

			　念押しをすると、シルフィーさんは意外そうに、エルフ耳をピクンと跳ねさせた。

			「ユズキくん、ヤンデレの私を心配してくれるの？」

			「それは心配しますよ。シルフィーさんは俺の専属受付嬢なんですから。だから、俺のせいで傷ついたりしたら、悲しみます」

			「……ユズキくん。ありがとう、これからは気をつけるわね！」

			　エルフだから俺より年上のはずなんだけど……そうとは思えないほどに可愛らしい微笑み。

			　それで良いのかと色々と突っ込みたいんだけど……本人が幸せそうだから良いや。なんて思った俺は、クラウディアとローズがジト目でこっちを見ていることに気付かない。

			　――そんな訳で、宿に戻るなり、クラウディアとローズに押し倒された。

		

	
		
			４－２　スキルを習得しよう

			　

			　バンドールの街に滞在しているあいだ、拠点としている宿屋の部屋。三人部屋にある大きなベッドの上で、俺はクラウディアとローズの二人に組み敷かれていた。

			「……なぁ、なんで俺は押し倒されてるんだ？」

			「それは、ユズキお兄さんが聞き捨てのならないことを言ってたからだよ？」

			「……なんか言ったっけ？」

			　ギルドから帰る道すがらには既に様子がおかしかったから、シルフィーさんと話していたことが原因だと思うんだけど、咎(とが)められるような記憶がない。

			「ご主人様、言ったじゃないですか。シルフィーさんの処女を散らした方が良いかもって」

			　クラウディアが拗(す)ねるような口調で言い放った。

			「あ、あぁ……あれか」

			「あれかじゃありません。あたしとローズ様で毎日お世話してるのに、浮気とかしたら……」

			「……したら？」

			「節操のないご主人様のおちんちん、切り落としますよ？」

			「それだけは止めてください、お願いしますっ。なんでもしますからっ！」

			　恥も外聞もなく懇(こん)願(がん)した。恐怖耐性やら精神力補正が高いけど、それだけは無理。想像するだけで無理だからぁ！

			　だいたい、だ。クラウディアはヤンデレじゃない――はずなんだけど、どう考えても大人しい女の子ではない。そしてローズに関しては問答無用にヤンデレだ。

			　加えて、この世界では、手足やらなんやらを切り落としたとしても、あとから再生することの出来る魔法が存在している。なので、ちょっとしたおしおきくらいの感覚で、手足や第三の足を切り落とすということは十分にありえる。

			「と、取りあえず誤解だから」

			　俺は誤解を解くために、純潔の糸を使えるようにするために処女の血が必要で、シルフィーさんがいきなり手首を切ったことを説明する。

			「なるほど。シルフィーさんがいきなり腕を切ったのって、そういう理由だったんですね」

			「……そういう理由だったんですねって、知らないのにあの光景を見て平然としてたのか？」

			　まわりの人は、シルフィーさんがいきなり腕を切ったからドン引きしてたのに。

			「なにを言うんですか、ご主人様。シルフィーさんはヤンデレなんですから、なんらかの切っ掛けで腕を切るくらい、普通にあるに決まってるじゃないですか」

			「……いやまぁ、そうだけども」

			　最近思うんだけど、俺よりもクラウディアやローズの方が精神力が高い気がする。

			　もっとも、精神力のランクはあくまで補正が掛かるだけ。基礎となる精神力は数値化されていないから、俺より二人の方が高くてもおかしくはないんだけどな。

			「なんにしても、誤解が解けたのなら放してくれないか？」

			「あたしとしては、このままご主人様にご奉仕しても良いんですけど」

			「いやいや、俺達がこの街になにをしに来たか忘れたのか？」

			「少なくとも、シルフィーさんとの浮気を許すためじゃありませんけど」

			「浮気はしないから」

			　二人とはなし崩し的にいたしてしまった訳だけど、俺はあくまで平和で穏やかな生活を望んでいる。他の女の子に見境なく手を出して、修羅場だらけな人生を送るつもりはない。

			　そもそも、ウェルズ洋服店の立て直しを失敗したら、クラウディアを助けるためにどんな犠牲を支払うことになるか分かったものじゃない。

			　最悪は、俺がローズに身売りをするなんて選択もあり得ると考えれば、快楽にうつつを抜かしている場合じゃない。

			　という訳で、俺はクラウディアを説得する。

			「さっきのダンジョンで魔物を倒したから、ＳＰが増えてるはずだ。服飾のスキルとか習得出来ないか確認するのが先だろ？」

			「つまり、ステータスを弄(いじ)って虐めてから、息も絶え絶えになったあたしと本番に及ぼうと言うんですね。ご主人様のエッチ！」

			「……取りあえずステータスを見せてくれ」

			　言及は避けて、ステータスの閲覧を求める。クラウディアがベッドの上に座ってステータスウィンドウを開き、ローズも俺の上から退いてくれた。

			　拘束を解かれた俺は起き上がり、クラウディアとステータスウィンドウのあいだに身体を割り込ませ、ウィンドウに表示されている数値に目を向ける。

			「ＳＰが９７６あるな。取りあえず、裁縫のランクをＣからＢに上げて良いか？」

			「はい。それでご主人様のお役に立てるのなら、ぜひ習得させてください」

			「ん、分かった。それじゃ、ランクをＢに上げるな」

			　俺は断りを入れて、クラウディアのステータスウィンドウを操作してスキルを習得する。

			「ぁ……ん。また、この感覚ぅ。ひゃぁぁ……んっ。ご主人様、あたしの中にご主人様が、入って、あぁ……入ってきます。……ぁぅ」

			　クラウディアが俺の背中に豊かな胸を押しつけ、甘ったるい声を漏らす。

			「ほい、これで裁縫ランクがＢになったぞ」

			「…………え？　もう、習得しちゃったんですか？」

			「うん。今回はなにを習得するか決まってたからな」

			「ええっと……その、もう少し確認作業をしたりとかは？」

			「今のところ特には」

			「じゃ、じゃあ、裁縫ランクをＡに上げるとか！」

			「Ａにするには６００ＳＰ必要で、残り４７６しかないから無理だな」

			「そんなぁ……」

			　切なげな声。人のことをエッチとか言うけど、クラウディアの方がよっぽどエッチになっている気がする。気がするもなにも、快楽に弱いを習得している時点で、それは明らかなんだけど。

			「……えっと、二人ともなんの話をしているの？」

			　横で大人しく話を聞いていたローズが、不思議そうに尋ねてきた。金髪のサイドツインを揺らして小首をかしげる姿が可愛いぞ。

			「ローズにはまだ話してなかったな。俺は自分や親しい人間のステータスウィンドウを操作して、ＳＰを消費してスキルを習得することが出来るんだ」

			「……へぇ。その能力で、リザレクションを習得したんだ？」

			「正解。なんとなくは……予想してたか？」

			　あまり意外そうにしてないなと思って尋ねると、ローズはふふっと微笑んだ。

			「それはね。狙ってリザレクションを覚えるなんて普通は不可能だし。それに以前、私のステータスウィンドウを触ったこともあったよね？」

			「あぁ……あのときは、えっと。ごめん？」

			　船でローズから逃げようとして、公衆の面前でステータスウィンドウを弄(いじ)り倒した。あのときのことをまだ謝っていなかったなと、今更ながらに謝罪した。

			「良いよ、許してあげる。というか、ユズキお兄さんがしたいのなら、いつでも、どんなところでも、私に好きなことを、して……良いんだよ？」

			「お、おぅ」

			　俺が望んでいたのは、普通の女の子とのスローライフ。だったんだけど……最近は、今の生活も悪くないと、ちょっとだけ思うようになってきた。

			　……流されてるなぁ、俺。

			「ところで、そのステータスウィンドウを操作して、好きなスキルを習得……って、私が覚えたいスキルも覚えることが出来るの？」

			「俺が見て、ローズの代わりに習得することは出来るぞ」

			「だったら、お願いして良いかな？」

			「それはかまわないけど……ちょっと待ってな」

			　俺は裁縫の腕を試してもらおうと振り返ると、クラウディアは太ももをすりあわせながらもじもじとしていた。

			「うぅ……こんな中途半端なままで放置だなんて、ご主人様のいじわるぅ……」

			「うん。一人で悶えてるところ悪いんだが、ちょっと良いか？」

			「ふえ？　なんですか？　もしかして、その気になってくれたんですか？」

			「いや、裁縫ランクＢの腕前を確認したいから、ちょっとなにか縫ってみてくれないか？」

			「……ええっと。……はい、分かりました」

			　クラウディアは「ご主人様は鬼(き)畜(ちく)ですぅ」とか、失礼なことを言いながら、俺から裁縫道具一式を受け取り、ベッドサイドにあるテーブルに移動した。

			「ええっと、お待たせ、ローズ」

			「……ユズキお兄さんって、普段は優しいのに、時々鬼(き)畜(ちく)だよね」

			「否定はしないけど。優先順位は重要だと思うぞ？」

			　俺だってなにも思わないわけじゃないけど、クラウディアやウェルズ洋服店を救うためには、クラウディアの裁縫の腕が必須なのだ。ここで欲望に負けるわけにはいかない。

			「私としては、スキルを習得してもらうのに興味があるから良いんだけどね。ということで、さっそくお願いしたいんだけど……どうしたら良いの？」

			「まずはステータスウィンドウを見せてくれ」

			「ん。それじゃ……ステータスオープン」

			　ローズが宣言すると、その目の前にステータスウィンドウが表示された。

			　操作をするために、ローズとステータスウィンドウのあいだに身体を割り込ませ――ようとしたら、ローズが俺の膝の上に座って背中を預けてきた。

			「……ローズ？」

			「この状態でも操作できるよね？」

			「まあ、問題はないけど……」

			　後ろから抱きしめているような状況。俺がステータスウィンドウを弄(いじ)って、ローズが腕の中で甘い声を漏らすとか、絶対に我慢できる気がしないんですけど。

			　……ま、まあ良いや。取りあえずステータスを見せてもらおう。

			　

			【名前】：ローズ【総合評価】：８４，２００

			【通常スキル】

			　筋力：Ｆ　　　耐久力：Ｅ　　　敏(びん)捷(しよう)度：Ｃ　　　器用度：Ａ

			　魔力：ＡＡ　　精神力：Ａ　　　幸運：Ｂ

			【耐性スキル】

			　呪い耐性：Ｄ　　　毒耐性：Ｃ　　　気絶耐性：Ｄ　　　睡眠耐性：Ｃ

			【戦闘スキル】なし

			【魔法スキル】

			　攻撃魔法マスタリー：Ｂ　　　回復魔法マスタリー：Ｃ　　　エア・シュート：ＡＡ

			　エア・スラッシュ：Ａ　　　テンペスト：Ａ　　　ヒーリング：Ｃ

			　リジェネーション：Ｄ　　　キュア・ポイズン：Ｃ　　　デスペル：Ｃ

			　スリープ：Ｂ

			【技能スキル】

			　礼儀作法：Ｂ　　　領地経営：Ｅ　　　性技：Ａ　　　嗅覚：ＡＡ

			【先天性スキル】

			　攻撃魔法の才能　　回復魔法の才能　　応用の才能

			【特殊スキル】

			　魔法威力増加：Ｃ　　　魔法範囲増加：Ｅ　　　高速詠唱：Ｂ

			　魔力自然回復増加：Ａ

			【レアスキル】

			　契約の魔眼：Ｂ

			【バッドステータス】

			　ヤンデレ：Ａ

			【称号】

			　伯爵令嬢

			　ユズキの性奴(ど)隷(れい)

			【ＳＰ】残り１，８２８ＳＰ

			　

			　……やだ、この子恐い。

			　総合力だけなら、俺の方が高いけど……能力的になんの利点もない『ヤンデレに死ぬほど愛される』などで底上げされていることを考えると完全に負けている。

			　というか……なにこの、とんでもない魔法の数々は。どうりで、平気で魔法を連発したり、ボスガルムを一撃で沈めたりしたはずだ。魔法適性高すぎだろ。

			　前見たときは、ここまでとんでもない能力じゃなかったぞ。

			　……ということは、ここ最近に成長したってことだよな。原因は……夜のあれこれ以外思い浮かばないんだけど。いくらなんでも成長しすぎじゃないですかね。

			「ユズキお兄さん、ユズキお兄さん、スキル習得出来そう？」

			「あぁ……えっと、１，８２８ＳＰあるから、習得だけなら大抵のスキルは覚えられると思う。必要条件のあるスキルや、リザレクションみたいな消費ＳＰの大きいのは無理だけどな」

			「そっか。じゃあ、格闘技と柔術。それに紋様魔術を習得したいんだけど」

			「……一応聞いておくけど、格闘技と柔術はなにに使うつもりなんだ？」

			　もしかしなくても、俺を押し倒すために使うつもりじゃないよな？　と、ジト目で見る。

			「ほら、このあいだ、後ろから羽交い締めにされてなにも出来なかったでしょ？　あんな風に、お兄さんの足手まといになりたくないから、対応出来るスキルを手に入れようと思って」

			「あ、あぁ……そういう意味か」

			　誤解だったかと、ホッと一息つく。だけど、そんな態度を不審に思ったのだろう。ローズはどうしたのと俺の方を振り返った。

			「……もしかしてユズキお兄さん」

			「いや、誤解だから」

			「まだなにも言ってないよぉ」

			「うぐ」

			「やっぱり。私がユズキお兄さんを押し倒すために、覚えようとしてると思ったでしょ？」

			　唇をとがらせ、瞳を三角にして俺を見る。

			「いやその……ごめん」

			「謝らなくて良いよ。それも理由の一つだから」

			「だと思ったよっ！」

			　謝って損した。

			　でも……後者だけなら習得を拒否するところだけど、不測の事態に備えるというのも事実だろう。だから押し倒されるのが分かってても、断れるわけ……ないよなぁ。

			「分かったよ。それじゃ、格闘技と柔術は習得することにしよう」

			　といっても、今は習得しない。というか、ステータスを触らない。

			　俺がローズのステータスウィンドウに触れると、ローズに快楽が伴う。その状況で話し合いなんて出来るとは思えない。なにを習得するかは、先に決めるつもりだ。

			　……いや、先に決めておいて、あとでゆっくり、ステータスウィンドウを弄(いじ)り倒して楽しもうとか思ってるわけではなく。

			「……ユズキお兄さん。私に押し倒されるって分かってるのに、格闘技や柔術を習得させてくれるなんて……実は、私に押し倒されるのが好きなのかな？」

			「そんな訳ないだろう」

			　きっぱりと断言する。その視線が明後日の方を向いていたのは……まあ、ご愛敬である。

			「それで、紋様魔術はどうして習得したいんだ？」

			　またなにか企んでいるのかと、疑惑の視線を向ける。だけどローズは、そんな肩越しに俺を見上げると、真剣な眼差しを向けてきた。

			「紋様魔術を習得したいのは、ユズキお兄さんと一緒にいたいから、だよ」

			「……どういう意味だ？　今だって、こうして一緒にいるだろ？」

			　最初の頃の俺は、ヤンデレであるローズからずっと逃げ続けていた。

			　でも色々あって、今の俺はローズと一緒にいることを受け入れている。一緒にいたいから、なんて今更なこと、言われると思ってなかった。

			「ユズキお兄さんが、私を受け入れてくれてるのは知ってるよ。でも……それは一緒にいることだけ、だよね。クラウディアさんみたいに、一緒に歩こうとはしてくれてないでしょ？」

			「……服飾のことを言ってるのか？」

			　俺が前世では諦(あきら)めた服飾の道へ進むという夢。それを叶えるために、クラウディアと一緒に、ローズのドレスを作ろうと歩み始めた。

			　それがローズにとっては羨ましい……ってことかな？

			「私もクラウディアさんと一緒が良いの」

			「ローズも服飾がしたいってことか？」

			「うん、そうだよ――って言いたいけど、私は服を作るのにはあんまり興味がないんだよね。だから、そんなユズキお兄さんの側にいたいって理由で始めるのは違うかなって」

			「……なるほど」

			　それは分からないでもない。

			　誰かと一緒にいたいから、なにかを頑張る。それ自体は素晴らしいことだと思う。けど、一緒にいるために、やりたくもないことをやるのは違う。

			　頑張った結果、嫌いなことを好きになる。なんてこともあるから一概には言えないけどな。

			　ローズが一緒にいたいと言ってくれるのは嬉しいけど、その手段として、やりたくもない服飾を手伝う。なんてことはして欲しくない。

			　そんなことをしてもらうくらいなら、完成した服をプレゼントして喜んでもらう方が良い。

			「言いたいことは分かったけど、それでどうして紋様魔術なんだ？」

			「純粋に魔術に興味があるのが一つ。そしてもう一つは……ユズキお兄さんは、紋様魔術を洋服に取り入れようとしているでしょ？　それだったら、私もお手伝いできるかなぁって」

			「ローズが、俺の代わりに紋様魔術を覚えてくれるってこと？」

			「ダメ、かな？　クラウディアさんのこともあるし、私も手伝いたいと思ってるんだけど」

			　少し照れくさそうに付け加える。

			　なんとなく、だけど、それがローズの本音のような気がした。

			「それじゃ、紋様魔術はローズに任せるよ」

			「……良いの？」

			「良いもなにも、ローズから言い出したんだろ？」

			「そうだけど……ね。私が服飾のお手伝いをするってことは、ユズキお兄さん的に、私と服飾を切り離せなくなるってことでしょ？　そういうの、嫌かな……って」

			　俺に背中を預けていたローズは、下を向いて不安そうに呟く。俺は「ばかだなぁ」と、腕の中にある小さな身体をぎゅっと抱きしめた。

			「……ユズキお兄さん？」

			「俺は、ヤンデレが嫌いだ。でもそれは、ヤンデレはみんな、自分勝手なんだって思い込んでいたからだ。だけど……ローズはそうじゃなかった」

			　暴走はするし、自分勝手ではなくても、決して奥ゆかしい性格とかではない。目的を達成するためなら手段を選ばない。そういう部分に困らないって言えば嘘になる。

			　だけど――

			「俺はローズのことが嫌いじゃない。ずっと一緒にいたいと思ってるよ」

			「……ユズキお兄さん。嘘じゃ、ないよね？」

			　肩越しに俺を見上げていたローズが、大きく目を見開いた。そして俺がこくりと頷くと、両手の指を口元に覆って、嬉しそうに頬を赤く染める。

			　そんなローズをぎゅっと抱きしめたい衝動に駆られるが、俺は視線を外し、テーブルの前に座っているクラウディアに視線を向けた。

			　裁縫をしていたはずだけど、その手はすっかり止まってしまっている。ピクリとも動かないところを見ると、こちらのやりとりに聞き耳を立てているのだろう。

			「もちろん、クラウディアも一緒にな。絶対、借金のかたに渡したりなんてしないから、心配しなくて大丈夫だぞ」

			　俺がそう続けると、クラウディアはバッと俺を見て――「ご主人様ぁ……」と、幸せそうに表情をとろけさせた。

			　……ちょろい。

			　いやまぁ……ここで対応を誤ると、一気に暴走クラウディアにクラスチェンジするから、ちょろいというのは少し違うかもしれない。

			　取り扱いを間違えなければ大丈夫だけど、間違えたら大変なことになる、みたいな。

			「とにかく、ローズのスキルを習得するな」

			　基礎ポイントは、柔術と格闘技が１００で、紋様魔術が５００。ローズの残りＳＰが１，８２８。基本的にスキルはＥランクから本番だから……

			「柔術と格闘技はＦで、紋様魔術がＥで良いか？」

			「うん、柔術と格闘技は、スキルを習得出来たら、あとは実戦でランクを上げていくからそれで大丈夫だよ。お願いするね」

			「分かった。それじゃ……」

			　ローズを後ろから抱きしめるような体勢で手を伸ばし、ステータスウィンドウに触れる。

			「んぁ……、この感じ、あのときと同じ、だぁ……」

			　腕の中でローズがピクリと身を震わせる。それを出来るだけ意識しないようにしながら、まずは……柔術を習得、と。

			「ゃぁ……凄い。あのときは訳も分からずに頭が真っ白になっちゃったけど、これ、ユズキお兄さんにしてもらってるのと、似てるけど、ちょっとだけ違って……ぁん」

			　続いて、格闘技の項目を開いてＦランクを習得。

			「ひぅ。なんか、凄いよぅ。身体の中に、熱いのが流れ込んでくるの。ユズキお兄さんに、おちんちんで奥を突かれながら中出しされてるみたいで、あぁん、これ、凄いよぅ……」

			「……いや、あの……スキルを習得しにくいから、実況するの止めてくれませんかね？」

			　思わず苦言を口にする。いや、俺だって堪能したいよ？　でも、今はローズが膝の上に座っているのだ。変な気持ちになったら、すぐにバレちゃうじゃないか。

			「私は、ただ感じてることを、口にしてるだけだよ。ステータスウィンドウを触られる感覚なんて、凄く不思議だから、ね」

			「……とにかく紋様魔術を習得するな」

			　俺は変な気持ちになる前に――既になっているという突っ込みはなしで、紋様魔術を習得。更にＥランクへとランクアップさせる。

			「んっ、んぁっ。……ふぅ、ふぅ。これ、ホントに凄いよぅ。ぁう……んっ」

			「はい、習得終わったぞ」

			「……え？」

			「だから、スキルの習得が終わったって。ほら、どいたどいた」

			　きょとんとして振り返る。そんなローズの脇の下に手を差し入れて持ち上げ、膝の上から撤去する。ローズが物凄く切なそうな表情を浮かべた。

			「……ユズキお兄さぁん。もっと、ステータスウィンドウを触ってよぉ」

			「もうスキルは習得しただろ」

			「そうだけど……」

			　ローズはそこで一度言葉を切ると、俺の耳に唇を触れさせた。

			「……ねぇ、ステータスウィンドウを触りながら、私のこと可愛がってみない？　きっと私、凄く、すっごく乱れちゃうと思うよ？」

			「～～～っ」

			　耳の側で囁かれて、俺はぞくりと身を震わせた。だから、その内容にぞくりとしたわけではない。ないったらない。

			　いやでも、両方一度にと言うのは、想像するだけでも凄いことになりそうな……ひっ!?

			　俺はぞくりとして身を震わせた。クラウディアが、無言で俺達を見つめていたからだ。

			「いや、誤解だからな？　俺はちゃんと、服飾に全力を注ごうとしてるからな」

			「――ご主人様！」

			「は、はい、なんでしょう？」

			「あたしにも、ステータスウィンドウを弄(いじ)りながらして欲しいです！」

			「――そっち!?」

			　突っ込まずにはいられない。

			　いや、性的な意味ではなく、クラウディアの発言に対してだ。

			　なにしろ、次の社交界で着るローズの服を作って、それをみんなに評価してもらわなければ借金を返せなくなって、クラウディアが奴(ど)隷(れい)として売られてしまうのだ。

			　だから、そんなことを言ってる場合ではないと思うのだ。本気でないと思うのだ。だというのに、クラウディアは俺の側までにじり寄ってきた。

			「……ご主人様ぁ。さっき、ステータスウィンドウを弄(いじ)られて、しかもローズ様の甘い声を聞かされて、もう我慢できないんです」

			「私もステータスウィンドウと同時に責められるのを想像したら……だから」

			　

			「「……二人纏(まと)めて、可愛がってください。えっちな、ご しゅ じ ん さ ま」」

			　

			　ウェルズ洋服店を護るため、そしてクラウディアを護るためには、服飾を頑張らなくてはいけなくて、他のことにうつつをぬかしている場合ではない。

			　けれど、俺だって本当を言えば、我慢しているのだ。決してしたくないわけではない。

			　そして――総合評価が１００，０００を超える俺と、ローズやクラウディアがエッチなどをすると、多少なりともステータスが上昇する。

			　つまり、エッチは決して、〝他のこと〟ではないということ。

			　そう考えたら、もう止まれなかった。俺はベッドの上で膝立ちになり、クラウディアをごろんとベッドの上に寝転ばせて、スカートの中に手を差し入れて下着を取り去った。

			「あん……ご主人様ぁ」

			「そのまま、胸の辺りにステータスウィンドウを表示するんだ」

			「……ぁう、両方、なんですね」

			　擬似的な性行為であるステータスウィンドウの責めと、実際の性行為を同時におこなう。そんな宣言をされたにもかかわらず、クラウディアは期待するように微笑んだ。

			　誰がここまで調教したんだ――って、俺なんだけど、エッチすぎである。

			　ただ、ステータスウィンドウを開いたクラウディアに襲いかかったりはせず、俺は次にローズを抱き上げ、クラウディアと抱き合うような形で寝転ばせた。

			　なお、ローズはスカートの下に……下着は穿いてないようだ。

			「ローズもステータスウィンドウを開いて、二人のウィンドウが重なるようにしてくれ」

			「……ご主人様？」

			「……ユズキお兄さん？」

			　二人が抱き合ったまま、不安そうな声を漏らす。

			「二人纏(まと)めて可愛がって欲しいんだろ？」

			　俺がそう言った瞬間、二人は揃って嬉しそうに顔を赤らめた。

			　ちなみに、クラウディアの上にはローズが、そしてローズは俺に背を向けているので顔は見えないのだが……メディアねぇにもらった機能、ライブ映像を自分のウィンドウに表示して、二人の表情が見えるようにしている。

			　それを確認しつつ、まずは――と、ローズの背中を両手の指で撫で回す。

			「はぅ……ふくっ。くすぐった……んぁ。はぁ……」

			　時折くすぐりつつも、ローズが感じそうな部分を愛撫していく。

			　くすぐりと、軽くタッチされる快感。それが交互に繰り返されることでごっちゃになってきたのだろう。ローズは時折身を震わせながらも、甘い声を漏らし始めた。

			　片手でそれを続けつつ、もう片方の手で自分のズボンを下ろす。そうして取り出したペニスは、既にこの上なく天を向いていた。

			　ローズの背中に愛撫を続けながら、既に濡れそぼったローズの割れ目にペニスをこすりつけて、その蜜を馴染ませていく。

			「あぁ……ユズキ、お兄さぁん……」

			　ローズが甘い快感に頬を染めながら、もうすぐペニスで自分の秘部をかき回してもらえると期待に満ちた表情を浮かべる。そして――

			「あぁ……ご主人様……」

			　ローズの表情や反応から、自分がお預けを食らっていると理解しているのだろう。クラウディアがものすごく物欲しそうな表情を浮かべている。

			　だから――

			　俺はローズの背中を愛撫しつつ、狙いを定めて――割れ目の奥にズブリとペニスを沈めた。

			「ひゃあああああんっ!?」

			　甘い悲鳴を上げたのは――クラウディア。俺がローズの蜜を絡ませたペニスを差し入れたのは、クラウディアの濡れそぼった膣だった。

			　驚きと快感をごっちゃに蕩けたクラウディアとは対照的に、最初に入れてもらえると思っていたローズは、どん底に突き落とされたような表情を浮かべている。

			「ユズキお兄さん、どう、して……」

			「別にローズからなんて言ってないだろ？　後でしてやるから、ちょっと我慢だ」

			「そん、なぁ……」

			　泣きそうな顔で、物欲しそうにお尻を揺する。そんなローズが可愛いからこそ、俺はもう一人の可愛い女の子、クラウディアの腰を掴んでその膣をかき回し始めた。

			「はぅん、あっ、あんっ、ご主人、さまぁっあん。そんな、ひぅ、思いっきり。かき回しちゃ、ひゃぁんっ。んっあっ、あっ！」

			　甘い声を上げて悶えるクラウディアと、切なそうに腰を揺らすローズ。

			　クラウディアの膣をグチュグチュとかき回しながら、ローズのひくつく秘裂に中指を添え、ちゅぷっと沈み込ませる。その瞬間、ローズのおまんこは、まるで意志を持っているのかのように、俺の指に吸い付いてきた。ローズのおまんこの気持ちよさを思いだした俺は、クラウディアの中からペニスを引き抜いて、ローズの中へと沈める。

			「はぁ……ん。ユズキお兄さんのが、入って、来たぁ。んっ、んんっ。はぁ……ん、すぐに、気持ちよくして、あげるね」

			　まるで膣が意志を持って動いているかのように、俺の息子を扱き上げてくる。その壮絶な快感に精を解き放ちそうになって歯を食いしばった。

			「あぁ……ご主人様、どうして、途中でぬいちゃうんですかぁ。あたし、もっと、して欲しいのに。ふえぇ……」

			　今度は、クラウディアの切なそうな顔がステータスウィンドウに表示される。

			「はっ、んぅっ。くぅ……ダメ、だよ。クラウディアさん、入れてもらうだけじゃ……んんっ。はぁ……なくて、ちゃんと、気持ちよくして、あげないと――ねっ」

			　ローズは膣をうごめかせながら、淫らに腰を振る。

			　ローズとクラウディア。どっちの膣も気持ちが良いのだけれど、テクニックという面ではローズの方が圧倒的に上みたいだ。

			　ちなみに、さすがにその感想を口にするようなことはしなかったのだけど、クラウディアには心当たりがあったのだろう。きゅっと唇を噛んだ。

			「ごめんなさい。あたし、ご主人様に気持ちよくしてもらうことしか考えてませんでした」

			「いや、俺はシチュエーションとか楽しんでるし、謝るようなことじゃないぞ？」

			「いいえ。ご主人様のエッチな奴(ど)隷(れい)として、そんなのはダメです。今度はちゃんと気持ちよくしますから、どうかあたしにもう一度入れてください」

			　……それはもう一回入れて欲しいだけじゃないのか？　なんて思ったのだけれど、健(けな)気(げ)なクラウディアが可愛かったので、ローズの中からペニスを引き抜き、二人の蜜でドロドロになったそれを、クラウディアの膣へとゆっくりと沈めていった。

			　気持ちよさそうに顔をゆがめるクラウディア。ローズは少し切なそうだったけれど、気持ちよさそうなクラウディアを見守るような表情を浮かべた。

			　見た目はクラウディアの方が大人だけど、こういう方面ではローズの方が大人みたいだ。

			「――うぉっ」

			　俺は思わずうめき声を漏らす。クラウディアの膣が、うねうねとうごめき始めたからだ。

			　さすがに、ローズほどの動きではない。けれど、一生懸命動かしている感じがして、それはそれで興奮する――と、無意識に腰を動かしてしまった。

			「はぁ……んっ、ご主人様のが、あたしのなか、を、コスってぇ……んぁっ。くぅ、まけ、ません……んっ、ふぁ。はぁっ。んぅ」

			　あえぎ声をかみ殺しながら、クラウディアが必死に膣をうごめかせる。健(けな)気(げ)でエッチなクラウディアに興奮し、膣のなかでペニスが蕩けそうになる。

			　だけど、クラウディアに主導権を奪われてなるものか――と、俺は次なる一手。ローズとクラウディアの胸もとに手を差し入れて――二人のステータスウィンドウを撫で回した。

			「「ひゃあああああぁっ!?」」

			　クラウディアと、そしてローズもまた甘い声を上げて背筋を反らす。俺は一気にクラウディアの膣を突きながら、両手で二人のステータスウィンドウと、胸を一緒くたに撫で回す。

			「んくっ、はぁん、あっ、ひゃうっ。そんっ、な。おまんこ、かき混ぜながら、胸と、あんぅ。ステータス、ぁく。一緒、なんてぇ。あっ――んぁっ」

			「はっ、んっ。あっ、胸と、ステータスウィンドウ、一緒なの、はう、きもち、良いよ。このまま、このまま、うぁ、私、にも、あぅ。入れて、入れてよぉっ」

			　クラウディアと、ローズがそれぞれ異なる反応を見せる。変わらないのは、二人ともが快感に飲まれていて、俺に主導権を明け渡していること。

			　クラウディアの中から一度ペニスを引き抜き、今度はローズのおまんこに突き入れた。

			「ああんっ。やっと、私、にぃ。――あっ、あう、んぁっ。ひぅ。ユズキお兄さんの、おっきくて、あぁ、かたいのがぁ、んっ、んんっ。……あぁんっ」

			　リズムよくピストンを繰り返しながら、適度に腰を捻って中をかき混ぜる。じゅぷ、ぐちゅ、じゅぶ――と、卑(ひ)猥(わい)な音が部屋に響き渡る。

			「やぁん、ご主人様。もっと、あたしのおまんこも突いてくださ――んあっ。はぁん、入ってきた……あぁ、そんなぁ……」

			　俺は二人のステータスウィンドウと胸を弄(いじ)り回しながら、再びクラウディアのおまんこにペニスを沈め、そのままかき回すと見せかけて、すぐに引き抜く。

			　切なそうなクラウディアの顔をウィンドウ越しに確認しながら、再びローズに行くと見せかけ……泣きそうな顔をするクラウディアのなかに思いっきり突き入れた。

			「――ひゃああああんっ。はぁん、あうっ、んく、あんっ。んぁ。そ、そんな、ぁん、急に激しく、突くなんてぇ、あっ、あんっ。あっ、気持ち良い、気持ち……そんなあぁぁぁぁぁ」

			　クラウディアが快感に溺れた瞬間、再びローズのおまんこへと移動する。

			　実のところ、メディアねぇがサービスでくれた、エッチ用の機能は全て健在。ライブ映像の他に、二人の心の声もちゃんと表示されている。

			　だから今の俺は、二人の願望に応えることも、こうやって焦らすことも思いのままだ。

			「あんっ、はぁ、あぁ、あぁっ。ユズキお兄さんの、おちんちんが、私のおまんこに、入ったり、出たり、あぁっ、ステータスウィンドウも一緒にぃ……はぁんっ。んっ……あぁ」

			「……うぅ、あぁん、ステータスウィンドウだけじゃ、もう、もう我慢が……ああっ、また、入って来たぁ。ご主人様の、硬いおちんちん、あたしの中に、はぁん。……あぁっ、抜かないで、もっと突いて――んぁ。あっ、んぁっ、うくっ」

			　次はローズ、そしてまたクラウディアに入れると見せかけてローズ。そこからフェイントを掛けてクラウディアと、二人のおまんこを交互に突き上げていく。

			　じゅぷ、ぐぷ、ぐちゅ。と、突き入れるたびに蜜をかき混ぜる音が響く。二人の重なり合うおまんこのあいだは、行き来するたびにあふれた蜜でドロドロだ。

			　試しに、二人のおまんこのあいだに突き入れてみると、二人同時に嬌声が上がる。どうやら、クリトリスを刺激したようだ。

			　そしてドロドロになった二人の素股は、二人の膣とはまた違った気持ちよさがある。

			「二人とも、自分のステータスを、二人のおまんこに掛かるように表示できないか？」

			　俺は思わずそんな提案を口にした。

			　ステータスは、指定の相手に対して、見やすいように表示することが出来る。であれば、そういったことも可能だと思ったのだけれど……どうやら当たりだった。

			　二人は少し戸惑った後、自分と相手のおまんこを隠すように、ステータスウィンドウを表示して見せた。そしてそれはつまり――

			「あっ、やぁ、これ、ふあぁ、すご、いっ。ご主人様のおちんちんが、あたしの、中にぃ」

			「はっ、あっ、んぁっ。ひぅ。私の中にも、ご主人様のおちんちんが、入って、はぁんっ」

			　俺が腰を振ると、二人が同時に甘い声を漏らす。俺が突いているのは、二人の割れ目が合わさるあいだ。けれど、そこに二人のステータスウィンドウが表示されているので、俺はペニスで二人のステータスウィンドウを突いていることになる。

			　つまり二人は今、俺のペニスによってステータスウィンドウ、自分の本質を犯されている。

			　更に――クラウディアの濡れそぼった割れ目に息子を突き入れる。

			「ひゃあああっ!?　あぁあっ。あっ、あぁぁん、ぁあっ、んぁ！　あぁっ、そ、そんなぁ！　おまんこと、んぁっ。ステータスウィンドウ、両方にっ、あぁん、ご主人様がっ！」

			　ステータスウィンドウとおまんこ、同時に俺の息子で貫かれたクラウディアが、口を半開きにして嬌声を上げる。

			　しかも、その状態でも、ローズもステータスウィンドウを犯されている状態。俺は気兼ねなく、クラウディアのおまんこを突き上げていった。

			　加えて、空いている手で、二人のクリトリスを弄(いじ)る。そしてそれは、二人のステータスウィンドウを手でも弄(いじ)るという意味でもある。

			　心を指とペニスで犯され、それと同時にクリトリスも弄(いじ)られて、更にはおまんこをペニスでかき回されるクラウディアは、あっという間に上り詰めていく。

			「あっ、ああっ、んぁ！　ぁん、くぅ、ふぁ、あっ、あぁ、はぁ！　凄い、凄いよぅ。こんなの、あぁん！　すぐに、イっちゃ……あっ、あぁ、ああああああっ！」

			　全身をびくんびくんと跳ねさせながら、壮絶に膣の中も痙(けい)攣(れん)させる。ペニスを凄い勢いでしごかれ、一気に射精感が強まるが――俺は歯を食いしばってそれに耐えた。

			　そしてすぐに、ローズのおまんこへと突き入れた。

			「――あぁ！　すっ、ごい！　心とおまんこを、同時にユズキお兄さんに、うぁっ、んっ。むちゃくちゃに、あぁん！　されてぇ――あぁっ。あぁっんぁっ、はぁんっ。凄い、同時、凄いよぅ。ああっ、あんっ。はぁ」

			「あっ、イったばっかり、あぅっ、なのにっ、ステータスウィンドウ、そんなに突くなんて。あっ、ああっ。まっ、また、イっちゃ――」

			「あっ、あっ、あっ、ああっ、わ、私も、ユズキお兄さんので、イっちゃ――」

			　

			「「いっ、くぅううぅあああぁぁぁあぁっ――っ！」」

			　

			　二人が同時に痙(けい)攣(れん)する。俺はローズの子宮口めがけて思いっきり精を吐き出し――途中で、まだ痙(けい)攣(れん)しているクラウディアの膣奥へと突き入れた。

			　そうして、残りの精液はクラウディアの子宮口にぶっかける。

			　我慢しすぎたせいか、それとも気持ちよすぎたからか、恐らくはその両方。射精の勢いがなかなか止まらなかったので、俺は更にローズの膣へとペニスを収めなおした。

			　腰が砕けそうな快感――だけど、ローズのエッチなおまんこは、もっと射精して欲しいとばかりに、ペニスを扱き上げてくる。

			「……ローズ、エッチすぎだろ」

			「だってぇ……ユズキお兄さんが、一緒にいてくれるって言うからぁ。あのときから、子宮がきゅんきゅんして、ユズキお兄さんのが欲しくて、だから、ねぇ、ユズキお兄さぁん……」

			　俺と一緒にいられることが嬉しくて、もっとエッチがしたいとローズが誘ってくる。そんな状況で、俺のペニスが萎えるはずもなく――俺はローズの膣をペニスでかき回し始めた。

			「えへへ、ユズキお兄さんのが、また、来たぁ……ぁん。あっ、んぁ、ぁくっ」

			　ローズが、徐々に甘い声を漏らしていく――が、それよりも激しい反応があった。二回連続でイカされたクラウディアである。

			　いまは俺のペニスでステータスウィンドウを突かれているだけなのだが……いや、だけと言っても、膣を突かれるのと同程度の快感があるみたいだけども。

			　という訳で――

			「や、やぁんっ。そんな、そんなぁっ。連続でだなんて。あぁん！　あぅああっ。ダメ、ダメダメっ。んくぁ！　あっ、んんっ。あっ。ま、また、いっちゃ、いっくうううっ」

			　クラウディアが続けて三度目の絶頂を迎えたのだが……

			「ユズキお兄さぁん。あっ、気持ち良いよ。同時なの、もっと、もっとしてぇ！」

			　ローズはまだまだ余裕そうである。

			　という訳で、クラウディアが続けて絶頂するのもお構いなしに腰を振り、二人のクリトリスとステータスウィンドウを弄(いじ)っていく。

			「あっ、凄い、凄いよぅ。はぁんっ、ユズキお兄さんの、すごっ、あっ、気持ち良い、ユズキお兄さんの、おちんちんも、指も、あぁんっ、全部、気持ち良いよ！　ぁんっ！」

			「はっ、あくっ、うあぁ、もう、あたひ、らめ、らめれひゅ、あくっ、もう、いきたくないのに、ひぅ、あぁう。あっ、ダメ、ひぅぅ、んっ、んんんんんっ」

			　クラウディアが息も絶え絶えにその身を痙(けい)攣(れん)させる。

			　ステータスウィンドウを閉じたら大丈夫だぞ？　なんて、ちらっと思ったりしたのだけど、もちろん、イきまくるクラウディアが可愛いのでそんな指摘はしない。

			　俺はクラウディアのステータスウィンドウ越しに、ローズの膣を思いっきり蹂(じゆう)躙(りん)していく。

			「あっ、んぁ！　わ、私も、ぁう。んっ、きもち、いいっ。またいきそう。……はぁっ。んっ。お兄さんも、あっ、一緒にぃ、あっ、んっいっ、くううううっ」

			　ローズが膣を痙(けい)攣(れん)させ、もはや別の生き物のようにペニスを扱き上げてくる。さっきイったばっかりだけど、射精感は十分すぎるほど溜まっている。

			　俺はその快感に抗わず、思いっきり精を解き放った。

			「ぁぁぁあぁ……お兄さんの、熱いのが……私の、なかにぃ……」

			　ぴくぴくと痙(けい)攣(れん)するローズのおまんこが、射精を促(うなが)すようにペニスを扱き上げてくる。それは凄まじく気持ちがよくて、このまま眠ってしまいたい気持ちもあったのだけれど――

			「まだまだ、もう一回だ！」

			「ひゃああああっ」

			　もっと乱れるローズを見たくて、俺は再び腰を振り始めた。

			　――ちなみに、その時点でクラウディアは潮を吹いて気絶していたようなのだけど……それに俺達が気付いたのは、五度目のセックスを終えた後だった。

		

	
		
			４－３　ダンジョンで秘密の特訓

			　

			　翌朝。俺は宿のベッドで目を覚ました。

			　寝ぼけ眼で横を見ると、可愛らしい寝息を立てているローズの姿がある。だけど、反対側にはクラウディアの姿がない。

			　どこに……と、視線を巡らせると、クラウディアは窓辺にある席に座っていた。

			　窓辺から差し込む朝日を浴びて、青みを帯びた銀髪がキラキラと輝いている。そんなクラウディアの姿を見て、綺麗だなぁと思った。

			「……あれ？　ご主人様、おはようございます」

			「おはよう、クラウディア。朝からなにをやってるんだ？」

			「裁縫を試していました。色々と縫ってみたんですけど……見て頂いてもよろしいですか？」

			「もちろん。ちょっとだけ待ってくれな」

			　寝起きだからと、俺は急いで顔を洗ったりと身だしなみを整える。そうして服を着替えて、クラウディアの座る向かいの椅子に腰を下ろした。

			　そうして、クラウディアが縫い合わせた布を手に取ってみる。

			「……丁寧に縫ってあるな」

			「ありがとうございます。……でも、正直におっしゃってください」

			　俺のニュアンスに気付いたのか、それとも自分で気がついていたのか。クラウディアはじぃっと俺の顔を見つめている。

			「……そうだな。凄く丁寧だと思うけど、前に見せてもらったサーシャさんの縫い目と比べると、負けてると思う」

			「……やっぱり、そうですか」

			「ランクは、同じＢだったはずだよな？」

			「ええ。でも……もしかしたら、サーシャは服飾の才能を持っていたのかもしれません。もしくは……」

			「――偶然でスキルを覚えた場合と、長い修練においてスキルを覚えた場合だと、後者の方が能力が高いって聞いたことがあるよ」

			　クラウディアのセリフに被せたのはローズ。見れば、ベッドで眠っていたローズが、その上半身を起こしていた。

			　シーツで胸を隠しているけど……すごく扇情的な格好である。

			　というか、昨日はあのまま眠ってしまったので、先に起きていたクラウディアはともかく、ローズは……いや、考えるのは止めよう。さすがに朝からは不味い。

			　今はそれよりも、だ。

			「俺の能力でスキルランクを上げると、本来の能力よりも永続的に弱くなるってことなのか？」

			　もしそうだったら、ＳＰでランクを上げない方が良いのかもしれないと心配する。けど、そんな俺に対して、ローズはその心配はないはずだよと答えた。

			「スキルはあくまで補正だけで、根本的な能力はステータスに表示されないって知ってる？」

			「あぁ……そういえば、メディアねぇが言ってたな」

			　能力値なんかがその代表で、基礎的な数値は隠しステータスとして表示されず、スキルランクは補正値だ。みたいなことを言っていた。

			　つまり……そうか。そうすると、クラウディアの裁縫の技術がサーシャさんより劣っているのは、メディアねぇの作ったシステムにバグがある訳じゃないんだな。

			『――わたくしの作ったシステムにバグなんてありませんわよ。あるのは、柚希くんを困らせようと思って作った罠だけです』

			　……それはそれで、どうなんだ。なんて、心の中でメディアねぇとじゃれていると、ローズが不思議そうに首を傾げていた。

			　そういえば、ステータスを弄(いじ)れることは説明したけど、その理由は話してなかったな。

			「メディアねぇって言うのは、女神メディアのこと。実は俺、メディアねぇに別の世界から連れてこられたんだ」

			「……ええっと？」

			「論より証拠だ」

			　クラウディアのときと同じように、ステータスウィンドウを表示する。

			　その最後に並ぶ称号の数々。『女神メディアに見初められた』『女神メディアの寵愛を受けた』『異世界からの旅人』『ヤンデレに死ぬほど愛された』を見て、ローズは目を見開く。

			「ユズキお兄さん、この称号……」

			「ああ。俺には前世の記憶があるし、女神メディアとも面識が……」

			「女神メディアの寵愛を受けたって、私がユズキお兄さんの初めてじゃなかったってこと!?」

			「気にするのそっち!?」

			　予想外すぎる――いや、冷静に考えると、納得だけども。

			　ここで、前世の死に際に、陽菜乃に陵(りよう)辱(じよく)されたのが初めて――なんて言ったら、それこそ色々と大変なことになるので、「もちろん、ローズが初めてだよ」と答えておいた。

			「……ホント？」

			「ああ、ホントだ」

			　メディアねぇには口でしてもらっただけだし、陽菜乃に陵(りよう)辱(じよく)されたのは前世での話。この世界に生まれ落ちてからは初めてなので嘘は言ってない。

			　というか、この話は、クラウディアが拗(す)ねそうだから続けたくない。なので、とにかく、そういうことなんだと押し通した。

			　ローズとしても、初めてが自分なのかどうなのかが重要だったようで、それなら良いよと納得してしまった。さすがヤンデレ、こだわりポイントが普通とずれている。

			　それはともかく――だ。

			「今のままじゃ、ローズのドレスを作るにはちょっときついな。出来なくはないと思うけど、みんなに凄いと思ってもらうには、もう少し綺麗な縫製にしたい」

			「どうしても無理そうなら、私がお母さんに頼んで、針子をどこかから借りてこようか？」

			「……いや、それは出来れば避けたいな。あくまで、ウェルズ洋服店が作った服としてアピールしたいから、他のところから針子を借りるのは最終手段だ」

			　とはいえ、ローズが出席する予定の社交界まで二ヶ月を切っている。借金の都合もあるし、別の機会に延期ということは出来ない。

			　つまりは、それまでにドレスを完成させる必要があって……縫製に掛かる時間を考えると、もう時間がないと言うことだ。最悪は、外部の人間の力を借りる必要があるかもしれない。

			　もちろん、クラウディアに余計なプレッシャーを掛けたくないから言わないけどな。

			「修練が足りないというのなら、ドレスを作るまで必死に練習します」

			「ありがとう。でも、出来ればランクをもう一つか二つ上げよう。その方が圧倒的に早いと思う。修練をするのは、その後で良いだろう」

			　特にスキルは軒並み、Ａランクに上げたときにボーナスがある。裁縫もその例に漏れず、技術が向上するボーナスがあるので、そこまで上げる価値はあるだろう。

			「それじゃ、ランクをもう一つか二つ上げるまで、ダンジョンに潜る感じですか？」

			「うん。そうだな。今日もダンジョンに潜ろう」

			「――あ、私は今日からしばらく別行動をさせてもらうね」

			　クラウディアと予定を決めていると、ローズがそう言った。昨日は冒険者の登録もしたし、今後も一緒にダンジョンに潜るものだと思い込んでいたから少し意外だ。

			「ブラッド家に戻るつもりか？」

			「うん。紋様魔術がＳＰだけで習得してランクを上げたから、隠しステータス的には最低ランクだと思うんだよね。だから、手順をしっかり確認しようと思って」

			「あぁ、なるほど。じゃあ……純潔の糸も渡しておこうか？」

			「ありがとう。練習用のはこっちで手に入れるつもりだけど、本格的な練習をするときに、ちょっと使わせてもらうね」

			　

			　――そんな訳で、ローズは別行動。俺とクラウディアは冒険者ギルドへとやって来た。

			　いつもは、『おいっ、あいつが来たぞ！』みたいな感じで、波が引くようにみんな遠ざかっていくんだけど、今日はそういった反応がない。

			　慣れたと言うよりは、バタバタしていて俺に気付いていないといった感じだ。

			「あっ、ユズキくん、いらっしゃい」

			　……若干一名、そんな状況でもすぐに気付いた人がいる。

			　自称俺の専属受付嬢であるシルフィーさんである。彼女は他の冒険者の対応をしていたのに、まるで予定調和であったかのようにこっちを見た。

			　……今更だな。ローズも、俺の匂いがどうとか言ってたし、シルフィーさんもなんらかのステータスウィンドには表示されない、特殊な技能を持ち合わせているんだろう。

			　それよりも、シルフィーさんが他の冒険者の対応をしているのが意外だ。

			　初めて会ったとき、ネームプレートに『私はヤンデレではありません』なんて書いてたくらいだし、ヤンデレ化したシルフィーさんは、他の冒険者の対応をしないと思い込んでいた。

			　けど、どうやら違ったみたいだ。

			　なんてことを考えながら眺めていると、シルフィーさんは対応中の冒険者に一言断りを入れて、他の受付嬢と交代、俺とクラウディアを迎えてくれた。

			「……良かったのか？」

			「もちろん、私はユズキくんの専属だもの」

			「だったら良いんだけど……というか、他の人の応対もしてるんだな」

			「私も最初は、ユズキくんがいないときは事務の仕事をするつもりだったんだけどね。なんだか以前と変わらず、私に受付を頼みたいって人が多くて」

			「そうなんだ？　やっぱり人気があるんだな」

			「……うぅん、そういうのとはちょっと違うみたいよ」

			「違うというと？」

			　どういうことと首を傾げると、シルフィーさんは自分の胸もとを指し示した。そこにはネームプレートがあり、『私はヤンデレですが、既に相手がいます』と書いてあった。

			「私がユズキくんに対してヤンデレ化しているから、他の人にとっては安全だという認識が広まってるみたいなのよ。それで、こうなったって訳」

			「……なるほど」

			　ヤンデレといえば、想い人やその周囲を取り巻く異性に異常なまでの執着を向ける。前世の感覚でいえば避けられそうだけど……この世界はヤンデレであふれている。

			　つまり、いつ自分に対してヤンデレ化するか分からない女の子よりも、既に他人に対してヤンデレ化している女の子の方が安全だということ。

			　……人(ひと)身(み)御(ご)供(くう)という単語が浮かんだ。

			「それで、実はマスターの代理で、ユズキくんに許可をもらいたい案件があるんだけど」

			　シルフィーさんは辺りを見回した後、カウンターから身を乗り出して顔を近づけてきた。そして、それに対して、クラウディアがさり気なくあいだに……入らなくて良いからな？

			　俺は無言でクラウディアの服を引っ張って横に控えさせる。

			　以前は弱気だったのに……最近はなんだか頼もしいというか、焼き餅焼きというか……可愛いから良いんだけどさ。なんてことを考えながら、シルフィーさんに視線を向ける。

			「俺に許可が欲しい案件って言うのは？」

			「ユノさんとグレイさんの処遇についてよ。本来なら、犯罪奴(ど)隷(れい)として鉱山送りが普通なんだけど……ユズキくんは寛大な処置を望んだわよね？」

			「なんだかんだと言って俺のスキルが原因だからな」

			　ヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳの、潜在的なヤンデレを引き出す効果は10％だけど、そこに称号が加わって合計37％にまで引き上げられている。そして、好意を抱いている相手の場合は同じだけ加算され、ヤンデレタイムに至っては、合計94％にまで引き上げられる。

			　これは補正値だから、94％の確率でヤンデレ化するという意味ではなく、相手の潜在的なヤンデレ属性の数値に補正が掛かるだけ。

			　結局のところは、相手次第ではあるんだけど……やっぱり責任は感じてしまう。という訳で、ユノやグレイさんに対して寛大な処置をと、ギルドにお願いしてあったのだ。

			「二人の処遇が決まったのか？」

			「ええ。まずはグレイさんだけど、奴(ど)隷(れい)契約を使ってユズキくんを始めとした他人に迷惑をかけないように縛り、ダンジョン入り口の見張りに復職させようと思ってるの」

			「ふむふむ」

			「そして、ユノさん達は……同じように奴(ど)隷(れい)契約で縛り、ギルドの諜報部に所属させて、働いてもらう予定よ。もちろん、ユズキくんの許可がもらえれば、だけどね」

			「グレイさんに関してはなんの問題もないよ」

			　グレイさんの裏切りで追い詰められたし、俺は一度死んでしまった。けど、俺はこうして生き返ったし、グレイさんの案内のおかげでクラウディアは生き返ることが出来た。

			　裏切り自体は許せることではないけど、差し引きでは感謝している。

			「グレイさんに関しては……ということは、ユノさんの処遇には不満があるのかしら？」

			「不満というか、不安がある。本当に危険はないのか？」

			　クラウディアを殺した、グレイさんとは比べられないほどヤバイ相手だ。

			　もちろん、俺のスキルが原因の一端であることは分かっているけど、またクラウディアに危害を及ぼされるような事態は絶対に避けたい。

			「心配はいらないわ。そのあたりに関しては、奴(ど)隷(れい)の契約でがんじがらめにするから」

			「……契約でがんじがらめにしたら、あまり役に立たないって聞いたけど？」

			「それも大丈夫。彼女のやる気自体は阻害しないようにするから。具体的に言うと、頑張ってお仕事をすれば、ユズキくんに見直してもらえるかもしれないわよ？　と」

			「それはつまり、彼女の気持ちを利用するということか？」

			　俺への危害は契約で防ぎ、そのヤンデレな想いを利用して働かせる。……ヤンデレな想いって言い方をすると、なんか利用しても良い気がするな。

			「あくまで提案だから、ユズキくんの気が進まないのなら廃案にするわ。その場合は従来どおりの、過酷な環境に送るけど……どっちが良い？」

			「……俺のまわりに迷惑が掛からないのならどっちでも良いよ。一応、本人の意思を尊重してやって欲しい」

			「分かった。それじゃ、そのように処理するわね」

			　なんだかんだと言って、彼らの処遇が気になっていたみたいだ。シルフィーさんの言葉を聞いて、俺はホッと息を吐いた。

			　それで気が抜けたんだろう。今度は、周囲のざわめきが気になり始めた。

			「話は変わるけど、なにかあったのか？　なんか、騒がしいけど」

			「ええ。ケイオス伯爵の手勢が、この島に上陸したという噂よ」

			　予想外の返答に、思わず目を見開く。

			「それは、ケイオス伯爵が、この島に攻めてきたってことか？」

			「え？　あぁ、うぅん。そうじゃない……はずよ。はずなんだけど、理由が分からないから、絶対にないとは否定できない。だから、みんな慌ててるの。……例の件もあるしね」

			　シルフィーさんが声を潜めて付け加える。

			　例の件というのは、この島にちょっかいをかけている連中の黒幕が、ケイオス伯爵かもしれないという話のことだ。

			　証拠がなく、まだ公表していない情報だから言葉を濁したんだろう。

			「なにか理由をつけて追い返したりは出来ないのか？」

			「……問題でも起こしてくれれば別だけど、理由もなく拒否することは出来ないわね」

			「なるほど……」

			　目的不明で、追い返すことも出来ないとなると、なかなかに面倒だな。もしかして、ローズが別行動を取ったのも、これが関係してるのかな。

			　少し気になるけど……今はクラウディアの裁縫ランクを上げるのが先だ。ドレスの製作期間を考えれば、もうほとんど時間がないからな。

			　ということで、ケイオス伯爵の件は頭の片隅へ追いやり、俺とクラウディアはダンジョンに潜って、ＳＰを稼ぐことにした。

			　

			　ちなみに、それから数日で、クラウディアの裁縫ランクはＢからＡＡまで上昇した。

			　その過程で支援魔法各種が上昇。

			　更には、性技がＣからＢに上昇したり、快楽に弱いがＥからＤに上昇したり、恥ずかしがり屋がＦからＥに上昇したのは……ご愛敬である。

			　……い、いやほら、効率よくＳＰを稼ぐには、戦いの合間にステータスを確認したり、支援系のスキルランクを上昇させたりする必要があるだろ？

			　だから、そのときに……という訳だ。

			　ちなみに、性技のランクが上がったのは、ダンジョンで致したとき。つまり、膣を動かせるようになった時点では、性技のランクが上がっていなかった。

			　という訳で、ランク以外に隠しステータスのようなものがあるのは確定し、裁縫のランクが同じでも、技術が同じとは限らないと確認できた。

		

	
		
			４－４　ギルドのヤンデレな受付嬢

			　

			　クラウディアの裁縫ランクがＡＡになり、ようやくサーシャさんの縫い目よりも綺麗だと言えるレベルになった。

			　これでローズのドレスが作れると、俺達は喜んでウェルズ洋服店へと戻ったのだけど――

			「――リスティスが攫われたってどういうこと!?」

			　ウェルズさんに向かってクラウディアが声を荒げる。俺達が留守にしていたあいだに、リスティスちゃんが誘拐されたと聞かされたからだ。

			「一昨日から行方が分からなくて探していたんですが、今朝こんな手紙が届きまして」

			　ウェルズさんがそう言って羊皮紙を差し出してくる。クラウディアがそれを受け取り、俺にも見えるようにしてくれる。

			　そこには次のような内容が書かれていた。

			　

			　お前の娘は預かった。

			　無事に返して欲しければ、ドレスを作るのは諦(あきら)めろ。

			　

			「……レニス洋服店の妨害ってことか」

			「――許せません！　すぐにレニス洋服店に殴り込みましょう！」

			「待て待てっ」

			「待ってなんていられません！　今すぐ、乗り込みます！」

			「だから、落ち着けって」

			　放っておいたらそのまま飛び出していきそうなクラウディアの腰を捕まえる。

			　ただ、無理に引き留めるとフェミニストが発動しかねないので、ウェルズさんからは見えないように手を滑らせて、クラウディアのお尻を撫でつけた。

			「ひゅうっ!?」

			　びくんと身を跳ねさせる。驚いたクラウディアが、俺の顔を見上げた。

			「ご、ごごっご主人様!?」

			　お父さんの前なのに、なにを考えているんですか！　的な目で見られるけどスルー。「少し落ち着け」と、頭を撫でつけた。

			「焦る気持ちは分かるけど、レニス洋服店がリスティスちゃんを攫った証拠はないだろ？　だから、闇雲に乗り込むのは止めておけ」

			「証拠はありませんけど、どう考えても怪しいじゃないですかっ」

			「それは俺も同意するよ。でも、レニス洋服店にリスティスちゃんが監禁されてるとも限らないだろ？　騒ぎを起こして、リスティスちゃんがいなかったらこっちが犯罪者だぞ？」

			「それはそうですけど、このままリスティスを取り戻せなかったら……」

			　妹を心配してか、クラウディアは身を震わせる。

			「大丈夫だ。リスティスちゃんは、俺がなんとか助け出す。だから、安心しろ」

			　人質がすぐにどうこうされるとは思わないけど、妹が心配な気持ちはよく分かる。

			　それに、このまま助けられなかったら、脅しに屈してクラウディアと洋服店を失うか、脅しに抗ってリスティスちゃんを失うか、どちらかを選ばなくちゃいけない。

			　俺の夢を応援してくれていて、家族に対して並々ならぬ愛情を持つクラウディアが、今どんな心境なのかは想像するまでもない。

			　だから俺はもう一度、その耳元に大丈夫だとささやきかけた。

			「約束する。リスティスちゃんは、俺が必ず助け出してみせる」

			「ご主人様……ありがとうございます」

			　クラウディアは少し落ち着いた様子で頷き、それからきゅっと唇を結ぶ。

			「あたしも一緒に行きますね」

			「ダメだ。クラウディアはウェルズ洋服店に留守番だ」

			「ど、どうしてですか!?」

			「忘れたのか？　クラウディアはローズのドレスを作る針子なんだぞ？　既にスケジュールが押してるのに、リスティスちゃんを探しに行ったら間に合わなくなるだろ」

			　夢の実現が延期するだけなら、いくらでもリスティスちゃんを優先するつもりだ。

			　でも、ドレスが出来なければ、失うのはウェルズ洋服店だけじゃない。クラウディアは……全力で護るつもりだけど、そのときは俺がクラウディアの側にいられなくなる。

			　クラウディアは、絶対に責任を感じるだろう。そんな事態には出来ない。

			「ご主人様は一人で行くつもりですか？　フェミニストのバッドステータスがあるのに？」

			「分かってる。そっちについては、なんとかするあてがあるから心配するな」

			　ちなみに、そのあてがどんなものかは口にしない。言ったが最後、クラウディアに反対されるのは分かりきっているからな。

			「そういう訳だから、クラウディアはローズの服を完成させる方を優先してくれ。それと、ウェルズさんにもお願いがあります」

			「お願いなんて言わないでください。うちの店と娘のためにしていただいているんですから、俺に出来ることがあるのなら、なんでもさせて頂きます」

			「ありがとうございます。お願いというのは型紙です。立体裁断で作ったドレスがあるので、クラウディアが本番用の布でドレスが作れるように、型紙を作ってください」

			　ドレスに使う布はかなり貴重なものだったので、立体裁断は安い布を使っている。ドレスを作るには、その布から型紙を作って、もう一度ドレスを作る必要がある。

			　本来は俺がおこなうつもりだったけど、リスティスちゃんを助けにいくので余裕はない。なので、ウェルズさんに頼もうというわけだ。

			　ウェルズさんは以前、クラウディアの着ていた服をばらして型紙を作りたいと言っていたくらいだし、布から型紙を作るのは問題ないはずだ。

			「型紙……分かりました。すぐに型紙を作って、クラウディアが作れるようにいたします」

			「よろしくお願いします。細かい部分なんかは、俺が戻ってきてからで大丈夫なので、とにかく、基礎となる部分から始めておいてください」

			　俺はそう言って、今度はクラウディアへと向き直った。

			「そういうわけだから、作業を進めておいてくれ。それと……ギルドやローズに報告して、応援をよこしてもらうようにするけど、家からは出ないようにしてくれよ？」

			　リスティスちゃんを攫った連中が見張っている可能性は高い。もし俺達が諦(あきら)めてないと分かれば、クラウディア達も狙われる可能性がある。

			　リスティスちゃんを助けて戻ってきたら、今度はクラウディアが――なんて、目も当てられない結果は、絶対に避けなきゃいけない。

			「分かりました、家に籠もって作業をします。……ご主人様、妹のことをお願いします」

			「あぁ、任せておけ。クラウディアの妹は、俺が絶対に助け出してやる！」

			　

			　

			　そんなわけで、単独クラウディアの実家を後にした俺は、馬車でバンドールへと移動。その足でギルドへと顔を出し、受付にいるシルフィーさんを訪ねた。

			「シルフィーさん、こんにちは」

			「あら、ユズキくん。今日は一人なのね」

			「ええ、クラウディアやローズとは訳あって別行動なんです」

			「訳あって……？」

			「色々あったんですけど、それを説明する前に、ローズにこれを届けてもらえますか？」

			　ギルドへの依頼として、事情をしたためたローズへの手紙を託す。

			「たしかに預かったわ。それで、事情っていうのは？」

			「ええ、実は――」

			　俺は声を潜め、ウェルズ洋服店を立て直す計画の途中、それを邪魔するようにリスティスちゃんが誘拐されたことを打ち明けた。

			「誘拐、って、それはもしかして？」

			「ええ。例の事件と無関係じゃないと思います」

			「……なるほど。情報を提供してくれてありがとうね。ウェルズ洋服店には護衛を派遣し、誘拐については、すぐにこちらで調査を開始するわ」

			「気持ちはありがたいですが、誘拐の件については大々的に調べられたら困るんです」

			　リスティスちゃんは早い話が人質。要求は社交界の一件だけだけど、ギルドぐるみで探しているなんて知られたら、あらたな脅しを掛けられるかもしれない。

			「分かったわ。それじゃリスティスさんの一件は内密に調査を進めて、証拠を掴んだらギルドのメンバーで強襲を掛けて奪還という形を取るわね」

			「助かります。それで、依頼料のことなんですけど……」

			「依頼料なら心配いらないわ。この一件は既に、ブラッド家から依頼されていることだから」

			「あぁ……そうなんですね」

			　今は手持ちが少なく、依頼料も借金で、なんてことも考えていたので、ホッと一息をつく。

			「それじゃ、もう一つ頼みがあるんですが」

			「なにかしら？　処女の血でも破瓜の血でも、いつでもあげるわよ」

			「どっちも要りません。俺もリスティスちゃんの行方を独自に調べようと思っているので、臨時に組んでくれる仲間が欲しいんです」

			「……あぁ、フェミニストのスキルね」

			　教えた記憶はないんだけど、なぜか知られていた。けど……シルフィーさんだしな。バレていても驚くにはあたいしない。

			「そういう訳なので、女性と戦闘をしてくれる仲間が必要なんです」

			「事情は分かるけど、ユズキくんと組みたがる人は……」

			「分かってます」

			　俺と組みたがるのはヤンデレくらいだと、グレイブさんにも言われた。だからこそ、俺は冒険者と組むのを諦(あきら)めて、クラウディアという奴(ど)隷(れい)を買い取った。

			　だけど――

			「ヤンデレなら、俺と組む相手はいるかもしれないってことですよね？」

			「……正気なの？」

			　……ヤンデレに正気を疑われるとか。

			「もちろん正気です。と言っても、ヤンデレなら誰でも良いって訳じゃないです。このあいだ俺がここに来たとき、シルフィーさんが言ってましたよね。ユノを諜報部に入れるって」

			　既にヤンデレ化しているユノを、奴(ど)隷(れい)契約で縛って働かせると言っていた。つまり、ユノであれば、俺の相方を務められるということ。

			　もちろん、俺への好意を利用するというのは罪悪感がある。けど、クラウディアやリスティスちゃんのためなら、罪の意識くらいは甘んじて受けよう。

			「ユノさんね……」

			「なにか問題があるんですか？」

			「使い物になるかどうかテストを実施中で、今は出かけているのよ」

			「……いつ帰って来ます？」

			「分からないけど、すぐではないのはたしかね」

			「そう、ですか……」

			　参ったなぁ。ローズを待っている時間があるかは微妙だし……

			「ねぇ、良かったら私が手伝ってあげようか？」

			「……え？　シルフィーさんが？」

			　意外に思って目をぱちくりとさせる。それに対して、シルフィーさんは目を細めた。

			「……ユズキくん、私が何者か忘れてない？」

			「え、ギルドのヤンデレな受付嬢……ですよね？」

			「そうじゃなくて。エルフ族ってことよ」

			「それは覚えてますけど……？」

			　普段あんまり意識したことはないけど、シルフィーさんの耳はとんがっている。

			「……それがどうかしたんですか？」

			　意味が分からなくて首を傾げると、シルフィーさんはあら？　という顔をした。

			「ユズキくんはもしかして、エルフがどういう生き物か知らないの？」

			「えっと……耳が長くて……長寿、ですよね？」

			「なんだ、知ってるじゃない。それとも、私が生まれたばかりのエルフだと思ってる？　私はこう見えても、百二十年くらい生きているのよ？」

			「へぇ……そうなんですね」

			　外見は俺と対して変わらないし、精神年齢だって年寄りじみているとは思わない。長く生きてるんだなとは思ったけど、それ以外に驚くことはない。

			「その反応は分かってないみたいね。エルフは幼少期は比較的早く成長して、あとは今くらいの姿で何百年と生きることになるのよ？」

			「それはまぁ……不思議ではないですよね」

			　無防備な子供の姿で長くいるメリットはないし、年老いた状態もしかりだ。

			「ん～ここまで言って、どうして分からないのかしら。私は百年近く働いているのよ？」

			「だからそれが……ん？　えっと……それはもしかして、物凄くベテランな受付嬢ということでしょうか？」

			「そういうこと。それに、百年間ずっと受付嬢をしていたわけじゃないわ。冒険者をしていた時期だって、何十年もあるのよ？」

			「まさか――」

			　俺はある種の誤解をしていることに気がついた。俺の中にあるエルフといえば、人間の一生を数十倍に引き延ばしたような種族。

			　つまり、中年のエルフと、中年の人間は、同程度の能力だと思っていた。

			　だけど、もしもエルフの老化が緩やかであるにもかかわらず、人間と同じくらいの速度で能力的に成長するのだとすれば……

			　俺は持っている鑑定スキルを使って、シルフィーさんのステータスを表示――

			　

			　――鑑定が弾かれました。

			　

			　鑑定が弾かれたって……防御系のスキルを所持しているってことか？

			　そんなスキルがあるなんて聞いてないぞ。なんて、暢(のん)気(き)に考えていると、カウンターから身を乗り出したシルフィーさんに、ちょんと額を小突かれてしまった。

			「こ～ら、女の子のステータスを、許可なく見しようとしたらダメよ？」

			「……え？」

			「鑑定のスキルで、私のステータスを見ようとしたでしょ？」

			「なっ、分かるんですか!?」

			　鑑定を弾かれるのも予想外だったけど、気付かれるなんて想像もしていなかった。

			「上位の称号を持っていないと解放されないスキルがあるのよ。そ れ よ り、女の子のステータスを勝手に見ちゃダメでしょ？」

			　女の子の――と言われて、俺は非常に申し訳ない気分になった。

			　いや、先に否定しておくけど、百二十歳のシルフィーさんが女の子？　なんて、失礼な疑問を抱いたわけじゃない。シルフィーさんは間違いなく綺麗な……お姉さんだな。

			　やっぱり、女の子というとちょっと苦しい気が……いやなんでもない。

			　取りあえず、俺が思ったのは、ステータスという部分だ。ステータスはその人の本質を表していて、他の人に触れられると快感が伴う。

			　そんな大事なステータスウィンドウ。つまり、女の子の大事な部分を勝手に見ちゃダメと言われていると脳内変換されて、申し訳ない気持ちになったのである。

			　まあ……あれだ。クラウディアと別行動して、既に数日経っているからな。

			　……いや、なんでもない。

			「すみません、シルフィーさん」

			「素直でよろしい。ユズキくんになら、私の大切な部分を、いつでも見せてあげるからね。今度からは、ちゃんと許可を取るのよ？」

			「えっと……はい」

			　頷きつつも、シルフィーさんのステータスを見せてもらうことはないだろうなと思った。

			　うっかり見せてくれとか言った日には、そのままＶＩＰルームとかに連れ込まれて、そのまま色々なところを見せられたりしそうな気がするからだ。

			　……いや、興味がないと言えば嘘になるけど、クラウディアやローズにばれたときが恐い。

			「取りあえず、シルフィーさんが協力してくれるってことで良いんですか？」

			「ええ、私はユズキくんの専属受付嬢だもの。私が寿命で亡くなるまでずっとユズキくんのサポートを全力で続けるわよ」

			「は、はは……頼もしいです」

			　……バレてる。これは絶対、俺が不老不死だってこともバレてる。

			　じゃなきゃ、寿命が人間の何十倍もあるシルフィーさんが、自分の寿命が尽きるまで俺をサポートするなんて言うはずがない。

			　これってもしかして、俺の異世界云々とか、女神云々とかの称号もバレてるんじゃないか？

			　……ま、まあ良いや。

			　もしそうだとしても今更だ。今までなんの問題も発生してないんだし、これからもシルフィーさんは俺の専属受付嬢ってことで、深く考えるのは止めよう。

			「それで、ユズキくんは仲間を得て、どうするつもりだったの？」

			「えっと……残念ながらリスティスちゃんがどこにいるか、まったく手がかりがない状態なので、ギルドで情報を集めてみる予定だったんです」

			「それだったら、一つ耳寄りな情報があるわよ」

			「耳寄りな情報？　それって、手がかりってことですよね？」

			「ええ、そういうことになるわね」

			「ぜひ教えてください」

			「かまわないけど、一つだけ条件があるわ」

			「手持ちである分でなんとか出来るのなら出しますが……」

			　少し戸惑いつつそんな風に言うと、シルフィーさんはなぜか不機嫌そうに目を細めた。

			「お金じゃないわ。私はユズキくんの専属受付嬢で、今は仲間なのよ？　それなのに、いつまで敬語で話すつもり？」

			「もしかして、普通にしゃべれって言ってますか？」

			「ええ。それくらいなら、かまわないでしょ？」

			「まぁ……そうですね。いや、そうだな。それじゃシルフィー、これからよろしくな」

		

	
		
			４－５　ヤンデレだから

			　

			　そんなこんなで、シルフィーとともに、リスティスちゃんの捜索を開始することになり、やって来たのは港町。その一角にある、倉庫が乱立している区画だった。

			「……ここにリスティスちゃんが捕らえられているのか？」

			　物陰に身を隠し、シルフィーに案内された建物を監視しながら問いかける。

			「あくまで可能性の話よ。他にもいくつか候補があって、そっちは他のメンバーに調べさせているから、ここがアタリとは限らないわ」

			「……そうか」

			　出来れば自分の手でリスティスちゃんを救いたいけど、最悪はリスティスちゃんが見つからないこと。候補地のどこかにいてくれればと願う。

			「……ただまぁ、ここはレニス洋服店の倉庫の一つで、ケイオス伯爵の人間が出入りしているところを目撃されているの。だから、アタリである可能性は、決して低くはないわ」

			　俺の不安を感じ取ったのだろう。シルフィーがフォローを入れてくれる。

			　ともあれ、今の俺じゃギルド以上の情報は集められないし、話を聞いた限りここが怪しいのも事実。まずはこの倉庫を探ることにする。

			　

			　そうして、目的の倉庫がある斜め向かいの建物を陣取って張り込むこと丸一日。

			　リスティスちゃんが連れ込まれたという証拠は見つからず、こうなったら忍び込むかと考えていると、一台の馬車が倉庫の前で止まった。

			　その様子をうかがいながら、横で仮眠を取っているシルフィーを揺り起こす。

			「うぅん……どうしたんですか？　またエッチなことをして欲しくなったの？」

			「またってなんだ、人聞きの悪いことを言うな。見ろ、倉庫の前に馬車が停まっている」

			「――馬車、ですか？」

			　寝ぼけ眼から一転、バッと飛び起きたシルフィーが俺の隣に陣取って、木枠で作られた窓の隙間から見える倉庫の様子をうかがう。

			「あの馬車は……怪しいわね」

			「そうか？　普通の馬車に見えるけど」

			「いいえ。一見普通に見えるけど、車輪や窓枠なんかが強化されている。あれはたぶん、身分を偽った人間が乗るための馬車よ」

			「……ふむ」

			　俺には判別が出来ない――というか、そもそもここからじゃ、そんな細かいところまで分からないのだけど……シルフィーはそれ系のスキルを持っているのか、見えているようだ。

			　俺達は部屋から出て、連中に見つからないように倉庫へと近づいた。

			「リスティスちゃんの姿は……見えないな」

			「……そうね。馬車にそれらしき女の子は乗ってないわ。というか、馬車は御者しかいないわ。誰かを迎えに来たのかもしれないわね――っと、出てきた」

			　ひそひそ話を続けていると、倉庫から柄の悪い男達が姿を現した。そんな男の一人に、猿ぐつわをされて両手を縛られている女の子が引きずられている。

			　よほど恐い目に遭ったのだろう。その顔は憔悴している……けど、間違いない。

			「見つけた、リスティスだ！」

			「――待って」

			　とっさに飛び出そうとしたところをシルフィーに引き留められた。

			「敵の数も分からないのにどうするつもり？　せめてこの街のギルドに応援を求めましょう」

			「俺もそうしたいけど、そんな時間はない。馬車で走り去られたら今度こそ救えなくなる」

			　馬車から倉庫に連れ込まれる方であれば、応援を待つという選択もあった。でも、実際には逆。この期を逃せば見失ってしまう。

			　こちらに馬があれば、馬車を追跡してという手段を取ることも出来るけど、俺達は馬の類いを用意していない。リスティスちゃんを救うには今しかない。

			「それは……たしかにその通りだけど……いえ、そうね。その通りだわ」

			　シルフィーはなにやら遠くの方に視線を巡らせ、おもむろに意見をひるがえした。その理由は分からなかったけど、言及している時間はない。

			「それじゃ、俺が突っ込むからサポートを頼む」

			「ええ、任されたわ。私はユズキくんの専属受付嬢だからね」

			　どう考えても受付嬢の仕事じゃないと思うけどスルー。

			　

			　――サンダーバースト。

			　

			　無詠唱で魔法陣が見えないように、範囲魔法の展開を開始。展開が終わる少し前に物陰から飛び出し、リスティスちゃんを拘束している男のもとへと駆け寄った。

			「なんだお前はっ！」

			「ん――っ！　んんんんっ！」

			　俺に気付いた男が二人、リスティスちゃんを隠すようにこちらに立ち塞がる。

			　俺は思いっきり距離をつめ――

			「その子を返してもらうぞ！」

			　俺は展開の終わったサンダーバーストを起動する。

			　自分を中心に、敵だけを巻き込む、雷系の範囲魔法が発動。周囲に電撃を撒き散らし、男二人とリスティスちゃんを拘束している男の意識を一瞬で奪い去った。

			　一瞬だけ、ローズ達が対象に入って魔法を使えなかったときの悪夢がよぎったけど、無事に発動できてなによりだ。

			「リスティスちゃん、大丈夫か！」

			　リスティスちゃんのもとに駆け寄って猿ぐつわを外し、アイテムボックスから短剣を取り出し、手を拘束するヒモを切断した。

			「ユズキお兄ちゃん！」

			　よほど恐かったのだろう。俺に抱きついてくる。

			　そんなリスティスちゃんを慰めてあげたいのはやまやまだけど、ここは敵地のまっただ中で、周囲にはまだ敵が残っている。

			　俺はリスティスちゃんを小脇に抱えて離脱しようとしたのだけど、少しだけ遅かった。騒ぎを聞きつけた連中が十数名、倉庫からわらわらと姿を現したのだ。

			「どうした、なにがあった！」

			「襲撃だ！　範囲魔法を使ってくるぞ、固まらないようにして、飛び道具で応戦しろ！　娘を巻き込んでもかまわん！」

			　――ちょ、マジかよ!?

			　敵の思いっきりの良さは予想外だ。弓をつがえたり、魔法を詠唱する敵を見て、とっさにリスティスちゃんを庇(かば)うように抱きしめる。

			「――いまだ、撃て！」

			　放たれた敵の攻撃は――一つとして俺達に届かなかった。一体なにがと顔を上げた視界に映ったのは、俺を庇(かば)うようにたたずむシルフィーの後ろ姿。

			「シルフィー!?」

			「ユズキくん、大丈夫？」

			　肩越しに振り返り、俺の心配をする。

			「俺より、シルフィーは大丈夫なのか!?」

			「魔法で全て弾いたから大丈夫よ」

			「……魔法？　あぁ、これか」

			　言われて気付く。俺達を取り巻くように、光の膜が覆っていた。

			「それより……敵のまっただ中に飛び出すなら、敵の攻撃を防ぐ手段くらい考えておかないとダメじゃない」

			「うくっ。ごめん」

			　反射的に謝ると、シルフィーはクスクスと笑い、右手を差し出してきた。

			「……なんだ？」

			「リスティスちゃんは私が守ってあげるから、ユズキくんは敵をなんとかして」

			「――了解」

			　リスティスちゃんをシルフィーに預け、俺はアイテムボックスから長剣を取り出した。

			　そして――女神メディアの祝福を起動。いまだ遠距離攻撃を全て防がれた動揺から立ち直れていない敵の一人に斬り掛かった。

			「なっ！」

			「――遅いっ！」

			　とっさに剣で受けようとする。そんな男の脇腹を剣の腹で殴りつけて無力化。崩れ落ちる敵の脇を駆け抜け、近くの男もたたき伏せる。

			「調子に乗りやがって！　撃てっ、撃て！」

			　隊長らしき男の命令に、残った敵が魔法や弓を準備する――が、今度は予想済みだ。

			　俺は命令を下した隊長らしき男に駆け寄り、その身体を盾にして弓の攻撃を回避。そのまま横を駆け抜けて弓兵に接近し、弓の弦を切り飛ばす。

			　そうしてわずか十数秒で敵の大半を無力化した。

			「――つ、強いっ」

			　まだ残っていた、隊長とおぼしき男がうめき声を上げる。

			　以前の俺なら、こんな風に対処は出来なかったけど……クラウディアのＳＰ稼ぎに付き合って、ダンジョンで結構な数の敵を倒したからな。

			　戦闘にも少しは慣れたし、スキルランクもそれなりに上昇しているのだ。

			「さて、黒幕を教えてもらおうか」

			「……くっ。誰が教える――っ!?」

			　男が悪態をついて俺から視線を外した一瞬で距離をつめ、その喉元に剣を突きつける。

			「嫌なら、かよわい女の子を攫って怯えさせた罪、ここで清算してもらう」

			「くっ、こ、この……俺達が誰に仕えているのか分かっているのか？」

			「知らないから聞いてるんだろ？」

			　だから教えてくれと迫る。そんなとき、倉庫の方が騒がしくなった。そうして、ゾロゾロと追加で十数人の武装した男達が姿を現す。

			　そして――

			「これはなんの騒ぎだ！」

			　金髪碧(へき)眼(がん)。やたら煌びやかな服に身を包んだ青年が姿を現した。そして、隊長に剣を突きつけている俺を見て、表情を険しくした。

			「貴様、俺の部下になにをやっている？」

			「アレス様！」

			　俺に剣を突きつけられていた隊長が、逃げるようにアレスと呼んだ男のもとへ駆け寄った。

			「アレス様っ、こいつらが突然襲撃してきたんです！」

			「ほう。俺の部下を襲撃するとは、覚悟は出来ているんだろうな？」

			「それはこっちのセリフだ。こいつらが部下ってことは、あんたがリスティスちゃんを攫った黒幕だってことだな？」

			「……なに？」

			「俺は何者かに攫われた女の子を救いに来たんだ。そして、ここにいる連中が、彼女を拘束していた。その連中を部下だと呼んだ。つまり、お前が黒幕だってことだろ？」

			　どこの誰かは知らないけど、証拠はあがっているんだと睨みつける――が、金髪の青年は、俺に対して嘲笑を浮かべた。

			「なにを勘違いしているか知らんが、俺は賊に攫われた娘を保護していただけだ。それを犯人のように言われるとは心外だな」

			「なに……？」

			　事実なのか――と、リスティスちゃんに視線を向ける。

			「違うよ！　この人、僕を捕まえた人達と仲良くしゃべってたもん！」

			「……彼女はこう言っているが？」

			　俺は再び青年に視線を戻す。

			「ふっ、幼い子供だから、勘違いしているのだろう」

			「そんな言い訳を俺が信じると？」

			「誤解しているようだな。ケイオス伯爵家の長男である俺が、彼女を保護したと言っているのだ。兵士にでも報告すれば、捕まるのはお前の方だぞ」

			　ケイオス伯爵？

			　……そうか、こいつが、この島で暗躍している連中の黒幕。

			　ローズが手を焼いていたみたいだけど、こんな現場を押さえられたらお終いだろう――と、俺は思ったのだけど、シルフィーに袖を引かれた。

			「ユズキくん、まずいわ」

			「まずいって、なにが？　この人数のことならなんとかなると思うけど」

			「ダメよ。伯爵家の人間がこの場にいる以上、手を出せばこちらが犯罪者よ」

			「なにを言ってるんだ？　実際に、リスティスちゃんが誘拐されていたんだぞ？」

			「平民である私達の訴えなんて、貴族相手には通用しないもの」

			「……マジか」

			　驚きながらも、あり得る話だと思った。

			　国や時代によっては、貴族と平民のあいだには圧倒的な隔たりがある。平民の訴えが、貴族の権力に握りつぶされるなんて珍しい話じゃない。

			「ふむ。そっちのエルフは、多少は物事を分かっているようだな。自分達の置かれている状況が分かったのなら、その娘を返してもらおうか？」

			「――なっ!?　なにを言ってるんだ。俺達は、彼女を助けに来たって言ってるだろ！」

			「それは、お前達が勝手に言っているだけだ。こっちは、その娘を助け出し、家に送り届けると言っているのだ。それを邪魔するというのなら、罪人として扱うぞ」

			「この――っ」

			　アレスのあまりと言えばあまりな言い分に、俺は拳をぎゅっと握りしめる。そんな俺の袖を、再びシルフィーが引っ張った。

			「ダメよ。手を出したら絶対にダメ。たとえローズ様でもかばえなくなるわ」

			「それは……でも、だったらどうしろって言うんだ。リスティスちゃんを差し出すなんて絶対に却下だぞ？」

			　彼が無事に送り届けてくれる保証なんてどこにもない。

			　理由をつけて、社交界が終わるまで返してくれない――程度ならまだしも、途中で何者かに攫われた。なんて言い逃れをされる可能性だってある。

			「そうね……だから、方法は二つよ。一つは……彼らを皆殺しにすることね。そうすれば、証拠はなにも残らないから」

			「……え、いや、さすがにそれは避けたいんだけど」

			「でも、専属受付嬢として、ユズキくんを犯罪者にするわけにはいかないわ。それを防ぐためには、多少の犠牲は仕方ないと思うのよね」

			「いやいやいや、多少じゃないからな？」

			　シルフィーがヤンデレなのをあらためて実感した。

		

	
		
			４－６　ヤンデレ対決

			　

			　貴族を前に、平民の証言などなんの証拠にもなり得ない。そんな現実を突きつけられた状況でシルフィーが提案したのは……この場にいる目撃者すべてを皆殺しにすることだった。

			　正直、ドン引きである。

			　そして、俺がドン引きする程度には、シルフィーは本気で言ってる雰囲気である。うっかり了承した瞬間、即座に実行されそうだ。

			　という訳で、俺は全力で拒否した。

			「これが一番、簡単なんだけど……仕方ないわね」

			「仕方なくないから。もう一つの方法を聞かせてくれ」

			「相手と同じだけの権力者に助けてもらうこと、ね。――おめでとう、ユズキくん。貴方の保険が間に合ったみたいよ」

			　シルフィーが右腕を天に振り上げる。その瞬間、周囲の路地からゾロゾロと、兵士の格好をした者達が流れ込んできた。

			　その数、およそ三十人くらい。倉庫の入り口を包囲していく。

			「な、なんだ、お前達は！」

			　自分達の倍ほどの人数に包囲されて、アレスの部下が動揺する。だけど、そんな中でケイオス伯爵の長男であるアレスだけは笑っていた。

			「お前達は何者だ！　俺がケイオス伯爵の長男だと知っての狼藉か！　返答によっては、ケイオス伯爵、ひいては国に対する謀反だと受け取るぞ！」

			　アレスが高圧的に宣言をする――が、包囲する兵士達に動揺はない。

			　そして――

			「それはこっちのセリフですよ。アレスさん」

			　兵士達のあいだから、ゴシックドレスを身に纏(まと)うお嬢様が姿を現した。

			　金と青のオッドアイ。金髪ツインテールの彼女は、言わずと知れた島の支配者の娘。ブラッド伯爵家の長女、ローズである。

			　助けを求めたけど、間に合うかは微妙だと思っていた。そもそも、ローズが俺のために兵を動かしてくれるかも微妙だったんだけど……どうやら上手くいったらしい。

			「おぉ、ローズじゃないか！　あいかわらず愛らしい！　俺に会いに来たのか？」

			　いきなりアレスの相好が崩れた。そういや、面識があるというか、お見合いを申し込まれていたようなことを言っていたな。

			「貴方に会いに来たわけじゃありませんわ。私はここに人さらい集団がいると聞いて、兵士を連れて来たんですわ」

			「なんだ、そのことか。さっきそこの二人には説明したが、俺はその娘を保護しただけだ」

			「あら？　そうでしたの。それは感謝いたしますわ」

			　アレスの言い分に、ローズは感謝の言葉を口にした。

			　まさか……アレスの言い分を信じるなんて言わないだろうな。リスティスの顔は知らなくても、俺が探してた女の子であることくらいは分かってるはずだけど……

			「分かってくれたようで嬉しいよ、ローズ。良かったらこのあと、食事でもどうだ？」

			「いえ、残念ですけど、私は倉庫を拠点にしている犯罪集団を捕まえるので忙しいですから遠慮いたしますわ。ということで――倉庫にいる犯罪者達を残らず引っ捕らえなさい！」

			　ローズが高らかに宣言。包囲していた兵士の半数ほどが倉庫の中へと突入していった。その姿を、アレスが呆然と見送る。

			「お、おいおいおい！　なにをしているんだ！　俺の話を聞いてなかったのか!?」

			「あら、聞いていましたわよ？　ですが、この倉庫が犯罪者集団に使われているのは確認済みですわ。私の手の者に調べさせて、証拠も揃っています」

			「なっ、なぁっ!?」

			　絶句するアレスに対して、ローズはクスクスと笑う。

			「そういう訳ですから、倉庫の中にいる人間は全て捕らえます」

			「そ、それは、俺の部下も捕まえるということか!?」

			「あぁ、それはご安心ください。アレスさんが無関係だということは分かっていますから、ここにいる貴方の部下は、もちろん捕まえたりいたしませんわ」

			　ローズはそこで一度言葉を切ると、微笑みを浮かべ、「ですが――」と続けた。

			「倉庫の中にいるのは、私が追っていた人さらい集団の一味。まさか、その中に、貴方の部下がいたりは……しませんわよね？」

			「くっ、この……っ」

			　アレスは悔しげに拳を震わせている。平民相手ならともかく、対等な立場であるローズが相手では、ごり押しは出来ないということだろう。

			　ここで、アレスが激高して襲いかかってきたりしてくれたら楽なんだけどな――なんて思ったんだけど、アレスが不機嫌だったのは一瞬。すぐに満面の笑みを浮かべた。

			「ふっふふ、してやられたな。さすがはローズ。やはりお前は俺の妻となるにふさわしい！」

			「あら、それはお断りしたはずですけど？」

			「ふっ。そういう素直じゃないところも可愛いと思うが、もう少し素直になった方が良い。お前はいずれ俺の妻となり、その純潔を捧げるのだからな」

			「あら、それは絶対に無理ですわ」

			「……絶対に無理だと？　それは、俺の妻になるのが無理だと言っているのか？」

			　アレスが眉をひそめる。

			「貴方と結婚なんてありえませんが、それ以前の問題ですわね。私の純潔を捧げるなんて、物理的に不可能だと言っているんです」

			　あ、嫌な予感がする。そう思って、止めようとローズに向かって手を伸ばしたのだが……逆効果だった。突き出した腕をローズに掴まれたからだ。

			「私の純潔は既に、この方に捧げましたから」

			　ローズの――ブラッド伯爵家のご令嬢の言葉に、アレスがぎょっと目を見開き、他の連中は俺とローズを交互に見るという仕草を繰り返した。

			「な、なななっ。なにをふざけたことを言っているんだ!?」

			「あら、ふざけてなどいませんわ。私の純潔は、事実としてこの方に捧げましたもの」

			「ほ。本気で言っているのか？　将来俺の妻になるはずのお前が、どこの馬の骨ともしれぬ男に股を開いたというのか!?」

			「馬の骨ではありませんが……処女を捧げたのは事実ですね。それと、何度も言っていますが、私は最初から、貴方の妻になるつもりなんてありませんから」

			「こっ、このっ！　ふざけるな！　一度とはいえ、他の男に股を開くなど許されん！」

			「しつこいですね。それに、誤解してるようですが、一度ではありませんわ」

			　いや、あの、それは言う必要のないことですよね？　なんて思うんだけど、もはや俺が口を挟める雰囲気ではなかった。

			「一度ではない、だと？」

			「ええ。私の身体すべてを使って、毎晩、朝までご奉仕しています。彼の望むことなら、どんなことでも、いたしますわ。だ か ら、今だって下着を着けていませんわよ？」

			　ローズがカーテシーをするようにスカートの裾を少しだけつまみ上げた。その幼い外見に似合わぬ妖(よう)艶(えん)な仕草に、話を聞いていた兵士達がうっと前屈みになった。

			　だが、人ごとではないアレスはショックからか、その場にくずおれた。

			「バカ、な。ローズが既に他の男に染められていた、だと。……なら、俺は今まで、一体、なんのために……っ」

			　アレスは拳を握りしめてわなわなと震え……不意に俺を睨みつけた。

			「お前、か。お前が俺のローズを穢したのか!?」

			　言いがかりである。穢されたのはむしろ俺の方……いや、どっちもどっちだけど。少なくとも、襲われたのは俺の方である。

			　たとえ途中から快感に流され、受け入れてしまうどころか、逆にこちらからノリノリでローズの身体をむさぼったとしても、だ。

			　だけど――俺に抱きついているローズが「合わせて」と呟いた。

			　どうやら、アレスを怒らせる作戦のようだ。

			　という訳で、俺はアレスに見せ付けるように、嘲笑的な笑みを浮かべる。

			「残念だったな。ローズの初めては俺がもらった。それどころか、何度も何度もこの身体をむさぼり、俺好みのエッチな女の子に調教してやったぜ！」

			　俺に寄り添うローズの背中から腕を回してドレスの胸もとに差し入れ、その豊かなおっぱいの感触を、手のひら全体で楽しむ。

			「……ぁ、ん」

			　……うん、たしかに採寸をしたときよりも大きくなっているな。

			　そんなことを考えながら、豊かな胸を揉みしだいていると、ローズが幸せそうな表情で頬を赤く染め、アレスは怒りに顔を真っ赤に染めた。

			「き、さまっ！　俺が自分の色に染め上げるつもりだったのに！　それを、それを貴様が好き勝手したというのかっ！　こ、殺す！　殺してやる！　今すぐ八つ裂きにしてやる！」

			　むぉ……なんか、一気にヤバイ感じになった。……そういえば、ローズとの婚約が成立しなかったのは、アレスがヤンデレを発症させたとかいってたな。

			　俺のヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳは、周囲の人間のヤンデレ属性を強化する効果があるし、怒り狂っているのはそれが原因かもしれない。

			『――ええっと……柚希くん。スキルの効果やヤンデレがなかったとしても、怒り狂うに十分だと思いますわよ、さっきのセリフと行動は』

			　ログウィンドウにメディアねぇの突っ込みが入った。

			　俺も若干そんな気はしているが、やってしまったからには引き返せない。もっと挑発して、こちらに手を出させよう。

			　なんて思っていると、ローズの思惑どおり、アレスが腰に提げていた剣に手を――

			「いけませんっ、アレス様。そのようなマネをしたら、ローズ様の思惑どおりですぞ！」

			　アレスの命令に被せるように、老年の男がアレスを諫める。

			「ローズの思惑どおり……そう、か。ははっ、そういうことか！」

			　突然、アレスが高笑いを始めた。

			　どういうことだと、俺とローズは顔を見合わせる。

			「ローズ、俺を怒らせて手を出させるために、そのような虚言を弄したのだな！」

			「え？　まあ……怒らせようとしたのは事実だけど、言ったことは事実ですよ？」

			「ふっ、もはやそのような手は通用しないぞ！」

			　どうやら、アレスの中ではそういうことになったらしい。

			　伯爵令嬢であるローズが、公衆の面前でドレスの中に手を差し入れられるのを許すばかりか、胸を揉みしだかれて悦んでいる時点で、普通ならありえないと思うんだけどな。

			　とはいえ、認めたくない気持ちは分かる。俺も、いまだに普通の女の子とのスローライフな夢を捨てきれないでいるからな。

			「今回は俺の負けだ。潔く引き下がるとしよう。だが――そこのお前！」

			「……俺か？」

			　アレスがビシッと指を差してきたので、俺は渋々と聞き返す。

			「そうだ、お前。名前はなんと言う！」

			「ユズキだけど……？」

			「そうか……ローズの服を作ろうとしているというのはお前か。ならばちょうど良い。良いか、よく聞け。お前の作る服などが、貴族に認められるはずがない！」

			「――んなっ!?」

			「恥をかく前に辞退するんだな！」

			「誰が辞退なんてするか！」

			「はっ、忠告はしたからな。……帰るぞ！」

			　言いたいことだけを言い放ち、アレスは周囲にいた部下を連れて立ち去っていった。

			「……ローズ」

			「なぁに、ユズキお兄さん」

			「このまま、ウェルズ洋服店に来れるか？」

			「えっと、捕まえた連中を突き出したり、事後処理があるから……数日後なら大丈夫かな。というかユズキお兄さん、もしかして……怒ってる？」

			「ああ、わりと」

			　俺のオリジナル――と言うには、模倣の域を出ないデザインだけど、逆に言えばそのデザインは、元いた世界で好きだったデザインに改良を加えたものだ。

			　その服が、認められるはずがない――なんて言われては、引き下がれない。絶対に、みんなに認められるようなドレスを完成させて、あいつの度肝を抜いてやる！

			「――ユズキお兄ちゃん！」

			　不意に、シルフィーに保護されていたリスティスちゃんが飛びついてくる。俺はその小さな身体を慌てて抱き留めた。

			「大丈夫か？　酷いこととかされてないか？」

			「……うん。凄く恐かったけど、ずっと拘束されてただけだったよ」

			「そっか……」

			　リスティスちゃんの心境を考えると良かったとは言えないけど、最悪の事態になってなくて本当に良かった。

			「リスティスちゃん、恐い思いをさせてごめんな？」

			「うぅん。助けに来てくれてありがとう」

			　ぎゅっとしがみついてくる。そんなリスティスちゃんの背中を優しく撫でつけた。

			「ユズキくん」

			「シルフィー、今回は手伝ってくれてありがとう。このお礼は必ずするよ」

			「なら、ローズ様に毎晩、朝までしてるという濃厚なプレイを私にもお願い」

			「ちょっ!?　それは……」

			「――ダメですよ」

			　ローズが俺の空いている方の腕にしがみついて、シルフィーを牽(けん)制(せい)する。

			「ローズ様、私も仲間に入れてくださいませんか？」

			「お断りします」

			「今回の一件、私もそれなりに貢献したと思うんですが」

			　俺に協力的だったのって、そういう思惑があったのかよ、油断も隙もないな。

			「成果を上げてくれたことには感謝します。あとでギルドを通じてお礼をするので、期待しておいてくださいね」

			「……そういう報酬より、ユズキくんに押し倒されたいんですけど」

			「ダメですよ。ユズキお兄さんは、私とクラウディアさんのご主人様なんだから。他の女の子とエッチなことはさせません」

			　……俺がご主人様だと言いつつ、なんでローズやクラウディアが俺のあれこれを管理してるんだろうな。色々とおかしいと思うんだけど。

			　いや、別に浮気をしたいとか、そういうことを言うつもりはないんだけどさ。

			　シルフィーもローズと交渉してるし、普通は俺と交渉するところだと思うんだけど……なんか、その辺りが実際の力関係を表してる気がする。

			　ともあれ、取りつく島もないローズに対して、シルフィーは考えるそぶりを見せた。

			「……ローズ様、私はエルフですよ？」

			「だからなんだって言うのかしら？」

			「エルフ族だけが覚えることの出来る、夜伽に使えるような魔法も私は知っていますよ？」

			「……詳しく聞かせてくれるかしら」

			　ローズがシルフィーの腕を掴んで背を向け、なにやらひそひそと話し始めた。

			　そして――

			「それじゃ、そういうことで」

			「ええ、そういうことで」

			　いやいや、どういうことなのさ!?

			　せめて結果だけでも教えてくれよ！　と思ったんだけど、聞いたら泥沼にはまるような気がしたので、聞こえないフリをした。

			　いや、期待とかしてないからな？　そりゃ俺だって、エルフ族しか使えない魔法には興味があるけど、それはエルフ特有の魔法があると言うことに対してだ。

			　……ホントだからな？

			「それで、ユズキお兄さんはどうして欲しいの？」

			　いきなりローズに問われて焦る。

			「そ、それは、興味あるけど、いくらなんでもいきなりは……」

			「……え？　私にウェルズ洋服店に来てほしいとか言ってなかった？」

			「……………………あ、あぁ！　そ、そうだった。そうだった。引き渡しとかが終わってからで良いから、ドレスの試着をして意見を聞かせて欲しいんだ」

			「それは良いけど……前に見せてもらった時点で、凄く出来が良かったよ？」

			「ありがと。でも、前の布とは質感とかが違うから、多少印象が変わると思うんだ。だから、もう一度確認してくれ」

			「そういうことなら、彼らの引き渡しが終わったらウェルズ洋服店に向かうね」

			「よろしく頼むよ」

			「うん。……と～こ～ろ～で～、さっきの興味があるって……」

			「さ、さぁっ、リスティスちゃんを救い出したし、ドレスを作りに戻ろうかな！　アレスの野郎、俺のデザインを馬鹿にしたことを後悔させてやる！」

			　俺は高らかに宣言をする。

			　ローズやシルフィーがニヤニヤと見ている気がするのは……気のせいだと思いたい。

		

	
		
			４－７　ヤンデレによる予定調和

			　

			　それから一ヶ月ほどが経過。

			　ブラッド家のお屋敷でおこなわれる社交界。ブラッド家と付き合いのある貴族が集まるパーティー会場に、なぜか俺も参加させられていた。

			「……むう、なぜこうなった」

			　ローズのドレスが好評だった後のことを考えて、俺はタキシードや燕尾服。それにいくつかのドレスのデザインを書いておいた。それを見たローズが、俺をパーティーに参加させようと企み、ウェルズ洋服店に製作を依頼していたそうなのだ。

			　もちろん、出席しないという選択肢もあったのだけど……実際に完成した服を見せた方が宣伝になるでしょ？　とローズに言われてしまっては断ることも出来ない。

			　という訳で――

			「うぅ……ご主人様ぁ。こんなエッチなドレスを着て、貴族の集まる社交界に出席しろなんて、ご主人様は鬼(き)畜(ちく)ですぅ」

			　パーティー会場の片隅、クラウディアが恨めしそうな顔で俺を見ている。俺がローズに言われたのと同じセリフを使って、クラウディアを巻き込んだからだ。

			　ちなみに、クラウディアが身に着けているのは、胸の谷間が上も下も開いている肩出しのイブニングドレスで、スカート部分はアシンメトリー。

			　肩に腕を回せば胸元に手を差し入れられるし、横に並べばスカートの短い部分からフトモモを撫で回せる。それどころか、いつでもどこでも、すぐにあれこれ始めることが出来る。
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			　とても実用的なドレスである。

			　……いや、ほら、個人的に楽しむために製作してたドレスだからさ。

			　とはいえ、この世界の感覚では娼婦とか言われてしまいそうだったので、メッシュのボレロを羽織らせている。

			　大きな編み目の下に大胆なドレスが見えているので、逆にエロいという噂もあるけど……まあ、クラウディアは恥ずかしいのも好きだから問題ない。

			「ご主人様、なんだか失礼なことを考えていませんか？　私がこの服を着ているのは、ご主人様が喜んでくれるから、ですからね？」

			「む、俺の心の中を読むとはやるな」

			「……そんなエッチな顔で、あたしの身体をじろじろ見ていたら分かりますよぅ」

			　俺は無言で明後日の方を見て、両手で頬の筋肉をもみほぐした。

			　そうしてしばらく二人で世間話をしていると、会場がざわめいた。なにごとかと見れば、会場にある階段の上に一組のカップルが姿を現していた。

			　男の方はアレス。そしてアレスにエスコートされている女性には見覚えがないけど、その女性が身に纏(まと)うドレスには見覚えがある。

			「……どうやら、俺のデザインをアレンジしたみたいだな」

			　俺のデザインは、小悪魔可愛いローズのためにデザインした衣装だけど、それはどこか妖(よう)艶(えん)な女性に似合うようにアレンジされていた。

			　この世界の他のドレスと比べると、ずいぶんと精錬されたデザインだ。

			　クラウディアを偏愛しているがゆえに、敵側に寝返ったサーシャさん。平面裁断であそこまで再現するなんて、どうやら俺が思っていた以上にパタンナーとしての才能があったようだ。

			　その証拠に、あちこちからドレスを評価する声が上がっている。

			「――どうですか、私が仕上げたドレスは」

			　不意に背後から声が掛かる。振り返ると、使用人の格好をしたサーシャがいた。

			「……サーシャ、どうしてここに」

			「お嬢様、お久しぶりで……な、なんですか、そのエッチなドレスはっ」

			「～～～っ、はっきり言わないで」

			　クラウディアが恥ずかしそうに身をよじる。その姿が可愛かったので、眼福だ～とか思っていると、サーシャさんに睨まれた。

			　どうやら、俺が作ったドレスだとバレたみたいだ。

			「……最低ですね」

			「そのそしりは甘んじて受けよう」

			「なにが、甘んじて受けよう、ですか。嫌がるお嬢様に、無理矢理そんなエッチな服を……」

			「――サ、サーシャ！　それより、どうして貴方がここにいるの？」

			　慌てたクラウディアが割って入ってきた。そんなに慌てなくても、クラウディアがまんざらじゃない――なんて、暴露したりしないぞ？

			　あぁでも、ばらした方が、クラウディアは喜んだりするのだろうか……いたたっ。サーシャさんから見えない角度で脇腹を抓られたので、大人しくしておく。

			「私がここにいるのは、レニス洋服店の代表として、ドレスの説明を求められたときに答える役として、アレス様に連れてこられたからです」

			「そう……本当に寝返ったのね」

			「申し開きはいたしません。でも、その男から、お嬢様をお救いするためです」

			「……だから、あたしは別に、無理に従わされているとか……いえ、えっと」

			「嘘はつかなくて良いです。お嬢様が、作業部屋で無理矢理に抱かれていたのを見ました」

			　うぐっ。まさか作業部屋でのえっちを目撃していた人がいたとは。というか、もしかしてサーシャさんが寝返ったのって、それを見たのが切っ掛け？

			「あ、あれは違うのよ？」

			「なにが違うんですか。お嬢様は嫌がっていたではありませんか」

			「え、いや、その、だからね？」

			　クラウディアは思いっきり口ごもっている。

			　それはまぁ……そうだろう。嫌がっているのはフリで、本当は誰かに見られるかもしれないような状況での行為に目覚めちゃった――とか、言えるはずないもんなぁ。

			　クラウディアが『助けてくださいご主人様』みたいな視線を向けてくるけど……さすがに、クラウディアの性癖を隠したままではなんとか出来る気がしない。

			　はてさてどうしたものか――と思っていると、会場がさっきの何倍もざわめいた。

			「え、なに、このざわめきは……嘘っ」

			　サーシャさんが周囲を見回し、階上に現れたローズを見て息を呑む。そして、試着でなんども見ているはずの俺も息を呑んだ。

			　金と碧のオッドアイ。金髪ツインテールの美しい少女が身に纏(まと)うのは、黒と白を基調とした、レースをふんだんに使ったゴシックドレス。

			　そして裾の部分には、ローズが自ら刺繍した紋様魔術が刻まれている。

			　そんなゴシックドレスを身に纏(まと)うローズは、誰が見てもこの会場の主役というにふさわしい可憐な姿をしていた。

			「……嘘、あのドレスは……なんなの？」

			　サーシャさんは驚きの声をこぼし――次の瞬間、俺の腕をむんずと掴む。

			「お、おい？」

			「ちょっと、こっちに来てください」

			　俺を引っ張って歩き出す。それに驚くが、フェミニストの効果で振り払えない俺は、クラウディアに視線で助けを求めて同行してもらう。

			　

			　結局、俺は会場の外へと連れ出されてしまい、廊下の壁際に追い詰められた。

			「……こんなところに連れてきて、どういうつもりだ？」

			「会場で騒ぐと目立つと思ったので。……で、あのドレスはどういうことなんですか？」

			「どういうこと……って？」

			　質問の意図が分からなくて、俺は首を傾げる。

			「貴方の描いたデザインは素晴らしかったですけど、それはあくまで空想の産物。再現できるような代物じゃなかったはずです」

			「でも、再現されてるだろ？」

			「だから、どういうことだって聞いているんです。あんな立体的なラインのドレス、私は見たことも聞いたこともありません！」

			　詰め寄ってくるサーシャさんに対して、どう答えたものかと考える。立体裁断云々は、敵対しているサーシャさんに教えることはできないからだ。

			「驚いた？　あれは、ご主人様が型紙にしたドレスよ」

			　クラウディアが助け船を出してくれる。

			「それは……本当なんですか？」

			「そうよ。あんな風に素敵なドレスになったのは、ご主人様のおかげよ。もちろん、方法は秘密だけど……サーシャなら、どれだけご主人様が素晴らしいか分かるでしょ？」

			「……たしかに、デザインを見事に再現していますね」

			「ええ。だから、あたしは嫌々、ご主人様に従ってるわけじゃないの。たしかにご主人様はエッチで、あたしはそれにいつも困らせられているけど、服飾の腕に惚(ほ)れ込んでいるのよ」

			　……この子、さらっと作業部屋でのあれこれを俺のせいにしたぞ。二回に一回くらいは、クラウディアの誘い受けから始まっているというのに、酷い話である。

			　隠したい気持ちは分からないでもないから、今は突っ込まないでおくけど、後で突っ込んでお仕置きだな。（意味深）

			　なんて思っていたら、廊下の向こうから見覚えのある男、アレスが鬼の形相でやって来た。

			「サーシャ、あれはどういうことだ！」

			「あれとは、なんのことでしょうか？」

			「とぼけるな！　お前の作ったドレスの話だ！　明らかに、ローズが着ているドレスの方が優れているではないか！」

			「申し訳ありません、どうやら、私の力不足だったようです」

			「嘘をつけ！　最初から、こうなるように仕組んだのだろう！」

			「いいえ、私は全力であのドレスを作りました」

			「このっ、よくもヌケヌケと！　この俺をこけにして、許されると思っているのか！」

			　激昂したアレスが、サーシャさんに詰め寄る。このまま成り行きに任せるのはまずい。そう思った俺は、二人のあいだに割って入った。

			「なんだ……っ、お前はあのときの！　そうかっ、やはりグルだったのだな！」

			「いや、ここに居合わせたのはただの偶然ですが」

			「そんな戯言を誰が信じる！」

			　戯言もなにも、サーシャさんが俺の計画を漏らさなければ、俺はなんの苦労もなく今と同じ結果を得ていた。わざわざ、サーシャさんを送り込む必要なんてどこにもないのだけど……

			　人の話を聞かないのは、ヤンデレだからなのかどうか。

			「……信じる信じないは勝手ですが、騒ぎを起こして困るのは、そちらではないですか？」

			　ここは貴族が集まる社交界の場で、主催者はブラッド家。いくら人気のない廊下だからと言って、あまり騒いでいたら誰かが来るとも限らない。

			　それでも良いんですか？　と、言外に問いかける。

			「くっ、この……っ。良いだろう。この場は引いてやる。しかし、サーシャ！　貴様には後で必ず責任を取ってもらうから、覚悟しておけよ！」

			「……責任であれば、今すぐ取ります。力及ばず、申し訳ありません」

			　アレスの怒声に対し、サーシャさんはどこからともなくナイフを取り出した。

			　……って、ナイフ？

			　ナイフでなにをするつもりだ……って、なんかこの感覚、前にもどこかで――って、かっ切った!?　自分の喉をナイフでずばっと、いったあああああっ!?

			　真っ赤な鮮血を撒き散らしながら、サーシャさんは絨(じゆう)毯(たん)の上に倒れ伏した。首からの大量出血、間違いなく即死である。

			　あまりの出来事に、誰もが言葉を失った。

			　ブラッド家でおこなわれた社交パーティーを血で穢してしまった。周囲に目撃者はおらず、まだ騒ぎにはなっていないけれど、誰かが気づけば間違いなく騒ぎになってしまうだろう。

			　その状況で、真っ先に行動を起こしたのはアレスだった。

			「お、俺は関係ないぞ。そいつが勝手に自害しただけだからな！　というか、そいつなんぞ知らん！　俺はもう行くから、後はお前達がなんとかしろ！」

			　早口にまくし立て、足早に去って行く。

			　……というか、逃げた。

			　そんなアレスの背中を見送り……俺はクラウディアに視線を向けた。

			「……サーシャさんは、あれのことを知ってたのか？」

			「一応話しましたけど……やっぱり、そうなんでしょうか？」

			「……さすがにそれ以外は考えられないだろ。いや、たとえ知ってたとしても、ぶっ飛びすぎと言わざるをえないけど……とにかく、なんとかしよう」

			　俺は駆けつけてきたリリアさん――どうやら、アレスが走り去っていくのを見て、気になって見に来てくれたらしい――に事情を説明して、近くの部屋にサーシャさんを運び込んだ。

			　そして――

			「……リザレクション」

			　俺は蘇生の魔法を行使した。サーシャさんが、ゆっくりと目を開く。

			「ここは……そう、ですか。貴方は、本当に復活の魔法が使えたんですね」

			「……いや、本当に……って、根拠もないのに死んだのかよ」

			　クールタイム等の確認をされなかった時点でもしやとは思っていたけど、本当に行き当たりばったりで死んだのだと知って戦慄する。

			「お嬢様にご迷惑をかけないのが一番。自分の安全は二の次ですから。もちろん、そのまま復活させてもらえない可能性も考えていましたよ。そういう意味では感謝しています」

			「な、なるほど……」

			　さすがヤンデレ、思いっきりが良すぎる。

			「事情は分かったけど……これからどうするつもりなんだ？」

			「……どういう意味ですか？　こんなことになった以上、レニス洋服店には戻れませんし、許されるのなら、村に戻ってのんびり暮らそうかと思っていますけど」

			「許すから、ウェルズ洋服店に戻らないか？」

			　俺がそんなことを言うのは意外だったのだろう。サーシャさんは驚きに目を丸くした。

			「本気で言っているんですか？　私はウェルズ洋服店を裏切ったんですよ？」

			「でもそれは、クラウディアのため、なんだろ？」

			「そうですけど……貴方と敵対しました」

			「そんなことはどうでも良いんだ。俺はサーシャさんの作ったドレス、凄いと思ったよ」

			　ＳＰを使ってスキルランクを上げたクラウディアや、異世界の知識がある俺の作ったドレスの完成度が高いのは当たり前。

			　だけどサーシャさんは、俺のデザインを見ただけで、あそこまでのドレスを作った。パタンナーとしての才能は、間違いなく俺達より上だろう。

			　そしてなにより、サーシャさんはクラウディアに対してヤンデレ化している。

			　つまり、俺に対してヤンデレ化する可能性は非常に低いということ。ここまで俺にとって安全な――じゃなかった、優秀な人材は他にいない。

			　もちろん、クラウディアが嫌ならダメだけど……と問いかけるように視線を向ける。

			「……ご主人様、また浮気するつもりですか？」

			「いやいや、違うから」

			「ホントですか？　嘘をついたら噛み切りますよ？」

			「嘘じゃないので、物騒なことを言うのは止めてください」

			　わりと本気そうで恐い。あと、そのうちホントに噛み切られそうな気がする。いちいち死ななくても再生できるように、リジェネーションを習得するべきかもしれない。

			「クラウディアだって分かるだろ？　サーシャさんの腕はたしかだぞ？」

			「そうですけど……ご主人様のパタンナーはあたしなのに」

			　少し拗(す)ねたような口調。どうやら、そっちの方でも嫉妬していたらしい。俺は仕方ないなぁと、クラウディアの頭を撫でつけた。

			「ウェルズ洋服店が認められたら、これからどんどん仕事が増える。色んな人の服を作るのに、クラウディアだけじゃ手が回らないだろ？」

			「なら、ご主人様のデザインを起こすときは、あたしにも型紙を作らせてくださいますか？」

			「もちろん。俺の専属はあくまでクラウディアだ」

			「……分かりました。なら、サーシャを雇っても良いです」

			　少し不満そうだったけど、最終的には頷いてくれた。そんなクラウディアはちょっと嫉妬深いけど、根は素直で可愛い女の子だと思う。

			「そういうことだから、どうかな？　もちろん、他の店員にも許してもらう必要があるし、すぐに元通りとはいかないかもしれないけど、戻るつもりがあるのなら協力はするぞ？」

			　俺はサーシャさんに向かって問いかけた。

			「……ありがとうございます。恥を忍んで、もう一度ウェルズ洋服店で働かせて頂きたいと思います。よろしくお願いいたします」

			　そう言って頭を下げる。そんなサーシャさんを、俺とクラウディアは迎え入れた。

			　

			　

			　その後、サーシャさんはリリアさんに保護してもらった。生き返っているところをアレスの関係者に見られたら大問題だからな。

			　という訳で、俺とクラウディアが会場に戻ると、きょろきょろしているローズと出くわした。

			「あー、いたいた。ユズキお兄さん、こんなところにいたんだね」

			「よお、ローズ。どうかしたのか？」

			「どうかしたのか、じゃないよぉ」

			　ローズは微笑んで、さり気なく可愛らしいポーズを取る。

			「……どう、かな？」

			「もちろん、良く似合ってるよ。……うん、凄く可愛い」

			「えへへ、ありがとぅ、ユズキお兄さん！」

			　ローズが俺の腕に抱きついてくる。

			　――そして、クラウディアが俺の反対の脇腹を抓ってくる。

			「……痛いんだけど」

			「むうぅ。あたし、似合ってるとか、可愛いとか言われてないんですけど？」

			「クラウディアも、そのエッチなドレスがよく似合ってるよ。凄くエッチだ」

			「むううううううっ」

			「いたたたっ」

			　思いっきり抓られてしまった。事実を言っただけなのに、どうしろというのか。

			「冗談はともかく、ローズはこんなところにいて良いのか？」

			「うぅん、全然良くないよ。だから、ユズキお兄さん達を呼びに来たんだよ」

			「……どういうことだ？」

			「もぅ、分かってるでしょ？　このドレスをどこで作ったのか教えて欲しいって、問い合わせがたくさんで大変なんだから。説明、してあげてよね」

			　思わずクラウディアと顔を見合わせる。

			「……良かったな、クラウディア」

			「ご主人様のおかげです」

			「そんなことはないよ」

			　俺の技術は、地球基準で言えば素人に毛が生えた程度だ。クラウディアが丹精込めて縫い上げてくれなければ、今ほどの完成度には至らなかった。

			「ありがとう、クラウディア。俺が夢の一歩を踏み出せたのはクラウディアのおかげだよ」

			「……ご主人様。あたしこそ、ありがとうございます。実家のために尽力してくださって、本当に感謝しています」

			「――ユズキお兄さん？　みんなが説明を待ってるんだってば」

			「おっと、そうだった」

			　俺とクラウディアは、ローズに案内されてみんなが待っている場所へと移動する。

			　色々とあったけど、貴族の娘達がウェルズ洋服店で様々なドレスを注文してくれれば、借金なんてすぐに返すことが出来るはずだ。

			　それどころか、ブラッド伯爵家の支援を受けて、ウェルズ洋服店は大きく飛躍する。俺の、服飾の仕事につくという夢が叶う。

			　幸せな気分で、貴族の娘達が待つ席に移動し――

			「決めました。うちの領地にお店を作らせますから、あたくしのもとに来なさい！」

			「いいえ、わたくしのお屋敷で働くと良いですわ！」

			「ふざけないでください。この服飾職人はわたくしが監禁――もとい、囲いますわ！」

			　――ヤンデレ化したお嬢様方に取り合いをされていた。

			　……どうしてこうなった。どうしてこうなった。

			　いや、ヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳを持っている時点で、冷静に考えればこうなることは分かりきっていた気もするけど。

			「ちょっと、ユズキお兄さんは私のご主人様だって言ってますでしょ？　勝手に持って帰ろうとしないでください！」

			　そしてローズよ。護ろうとしてくれるのは嬉しいけど、それだと結婚相手的な意味に誤解されそうだけど、大丈夫なのか？

			　いや、ご主人様の本当の意味がバレる方が断然ヤバイのだけど。なんて思っているあいだにも、お嬢様方の争いは激化していっている。

			「ちょっと、ちょっとで良いですから、わたくしにも監禁させてください！」

			「それなら、あたくしに！　ちゃんとドレスも作らせますから！」

			「もうっ、ダメだって言ってますでしょ！　いいかげんにしてください！」

			　ローズがお嬢様方から俺を引き剥がし、クラウディアに視線を向ける。

			「クラウディアさん。みなさんにドレスの説明を。そして必要であればオーダーを取っておいてください」

			「えっと……それはかまいませんけど、ローズ様は？」

			「私はユズキお兄さんを避難させます」

			「わ、分かりました」

			　――という訳で、俺はローズに連れられて、パーティー会場の外まで避難させられた。

			　……はあ。これじゃ、服飾の仕事をしても、表舞台に立てそうもないなぁ。

			　もちろん、ずっと裏方で貫くことも出来るけど……出来れば、デザイナーとして、自分の名を後世に残したい。

			　そのためにはまず、ヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳをなんとかしなきゃダメかなぁ。なんて思いながら、俺は深々とため息をついた。

		

	
		
			エピローグ

			　

			　ローズのために作ったドレスが社交界で評価されたことで、ウェルズ洋服店はブラッド家の支援を得ることになり、借金も返済することが出来た。

			　これで、クラウディアが他人の奴(ど)隷(れい)になる心配はない。クラウディアはこれからもずっと俺のエッチな奴(ど)隷(れい)である。

			　……いや、俺がそう望んだ訳ではなく、クラウディアが望んだのだ。

			　そんな訳で……と繋げて良いのかはかなり謎だけれど、ウェルズ洋服店とクラウディアを救った俺は、夫妻に物凄く感謝された。

			　お礼にクラウディアと一緒に、ウェルズ洋服店も貰って欲しいと言われたけれど、お店の方は辞退して、いつかクラウディアに跡を継がせるようにと言っておいた。

			　クラウディアは俺の奴(ど)隷(れい)で、結果的には似たようなものかも知れないけれど、俺はウェルズ洋服店を乗っ取るために手を出した訳じゃない。その気持ちを伝えたかったのだ。

			　そんな訳で、俺はウェルズ洋服店の一社員として働くことになった。

			　また、サーシャも再雇用されている。やはり他の店員からの風当たりは強いようだけど、彼女がひたむきに頑張れば、いつかは許してもらえるだろう。

			　もしそれが難しければ、俺が協力するつもりだ。

			　

			　――数日経ったある日の夜。

			　俺は自分に貸し与えられた作業部屋で黙々と、花をかたどった髪飾りを作っていた。

			　カリンがレース生地まで作っていたのだけど……さすがにシンプルなデザインしかない。その分、装飾に工夫を凝らして髪飾りを作っていく。

			　とはいえ、俺の裁縫技術はそこまで高くない。根性でカバーと言いたいところだけど、気合いだけで補えるほど服飾の道は甘くない。

			　だから――と、俺は女神メディアの祝福をアクティブにした。

			　根性では補えなくとも、スキル補正で技術は補えるのである。

			　

			「ユズキお兄ちゃん、ユズキお兄ちゃんってば」

			　黙々と作業を進めていると、不意に身体を揺すられて我に返る。気がつけば、俺の目の前に、リスティスちゃんがいた。

			　作りかけの髪飾りを脇にどけて視線を向ける。

			「どうしてここに？」

			「どうしてここにじゃないよ。なんども呼んでるのに返事がないから心配したんだよ？」

			「あぁ、ごめんごめん。ちょっと作業に集中してたみたいだ」

			「もぅ……そういうところ、お父さんとおんなじだね」

			「ウェルズさんも、作業に没頭することがあるのか？」

			「いっつもだよ。夕食だって、全然こないから、ボクが呼びに行ったりしてたの」

			「へぇ……」

			　やっぱり、ウェルズさんも服飾が好きなんだな。

			　クラウディアを借金のかたに売り飛ばしたりした親だから――って、最初は色々と思うところもあったんだけど、今は少しだけ理解できる気がする。

			「ありがとうね、ユズキお兄ちゃん」

			「ん、急になんの話だ？」

			「もちろん、ボクを助け出してくれたことだよ」

			「それなら、もうお礼を聞いたはずだけど」

			「うん。でも、まだなにもお礼をしてなかったから」

			「気にしなくて良いぞ。リスティスちゃんが攫われたのは、俺が原因みたいなものだしな」

			　俺がウェルズ洋服店の立て直しを計画したから、レニス洋服店が邪魔をしようとした。その結果、リスティスちゃんが攫われた訳だからな。

			「お礼なら、お姉ちゃんや両親に言うと良い。凄く心配してたからな」

			「みんなにはお礼を言ったよ。そうしたら、ユズキお兄ちゃんのおかげだって聞いたの。うちのお店を立て直すために頑張ってくれたんだよね？」

			「……俺の夢でもあるからな」

			　服飾の道に進むのが夢だったから、こうして頑張っている。

			　ウェルズ洋服店にこだわる必要がないのは事実だけど、クラウディアの実家だし、既にこの島の各地にお店を持っている。

			　善意というよりは、損得勘定の方が大きいと思うのだ。

			「それでも……凄く感謝だよ。だから――」

			　気がつけば、トンと肩を押されて押し倒されていた……って、はい？

			「……リスティスちゃん？」

			「ボク、ユズキお兄ちゃんにお礼を出来るものが、なにもないの」

			「そんなの、気持ちだけで大丈夫だぞ？」

			「うぅん。それじゃ、ボクの気が済まないの。だから……ボクの身体を好きにして良いよ」

			「……はぁっ!?　いやいやいや、そんなことしなくて良いから！」

			　状況を理解して、慌ててリスティスちゃんをはねのけようとする――が、フェミニストの効果で、リスティスちゃんを退けることが出来ない。

			　というか、なに、どういうこと？　まさか、ヤンデレ化したのか？

			　今まで大丈夫だったのにどうして――と、無意識にログウィンドウに視線を向けた俺は、女神メディアの祝福の効果が残っていることに気付く。

			　つまり、いまはヤンデレタイムで、俺はヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳの持ち主でもあり、攫われていたリスティスちゃんを救い出して好感度は上がっている。

			　更に言えば、称号や女神メディアの祝福の効果でもあれこれ上がっている。条件としてはこの上なく危ない要素が揃っている。

			「と、取りあえず、落ち着こう。落ち着いて俺の上から退こう」

			「ダメだよ。そうしたら、ユズキお兄ちゃん逃げちゃうでしょ？」

			「に、逃げないって。というか、逃げるつもりだったら、とっくに押しのけてるだろ」

			「そんなこと言っても無駄だよ。ユズキお兄ちゃんがフェミニストのスキル持ちだって、ボクも知ってるんだからね？」

			「な、なぜそのことをっ!?」

			　いや、なぜもなにも、クラウディアが教えたんだろうけど……奴(ど)隷(れい)契約は解除されているとはいえ、俺の不利益になることを人に教えるようなことはしないと思ってたのに！

			「あのね。ユズキお兄ちゃんはフェミニストのスキルを持ってて、目を離したらヤンデレに襲われるから、リスティスも気をつけてあげてねって」

			　にゅあぁ……クラウディアさん。俺の秘密を教えた事情は理解したけど、完全に人選ミスですよ。その相手に、今まさに襲われていますよ！

			「と、取りあえず落ち着け。リスティスちゃんはまだ子供だろ？」

			「子供じゃないよ。もう、結婚だってする予定だったんだから」

			「いやいやいや、それはそれでヤバイから」

			　借金を肩代わりしてもらうのを条件に、レニス洋服店の息子と結婚する予定だった。

			　愛のある結婚ではないし、既にご破算になる予定の政略結婚ではあるのだけど……現時点では人妻になる予定のある幼女を寝取るとか、背徳的すぎてヤバイ。

			　そう慌てふためく俺に対して、リスティスちゃんはぽつりと呟いた。

			「でもユズキお兄ちゃん、ヤバイエッチが好きなんでしょ？」

			　え、なにどういうこと？

			「このあいだ、クラウディアお姉ちゃんと言ってたよね。『こんなところじゃ誰かに見られちゃいます』『そのヤバイのが興奮するんだろ？』って」

			「………………そ、それは、一体どこで？」

			「お店の裏にある路地で、クラウディアお姉ちゃんとエッチしてたときの話だよ？」

			「ぎにゃあああああああああっ」

			　みーらーれーてーたーっ!?

			　い、いや、カリンが見ているのを承知で及んだりもしたし、サーシャさんにも見られていたけどさ。まさか幼女のリスティスちゃん――クラウディアの妹に見られてたなんて！

			「それに、その後、ローズ様ともこっそりしてたよね。『クラウディアに見られたらヤバイからダメだって』『そう言いつつ、ユズキお兄さんの、すっごく興奮してるよ』って」

			「うああああああっ!?」

			　それはヤバイ、わりとマジでヤバイ。クラウディアは焼き餅焼きだから、こっそりしてたとかバレたらマジでヤバイ！

			「ということで、ボクの身体を好きにしちゃって良いよ？」

			「だーかーらーっ、女の子がそういうことを言わない！」

			「だって、その方が背徳的でしょ？」

			「それはそうかもしれないけど――っていうか、なんでそういう知識があるんだよ!?」

			　リスティスちゃんはまだ幼い。いくらこの世界では結婚できる年齢だとしても、そんな偏った知識があるのはおかしいと思うのだ。

			「カリンお姉ちゃんから聞いたの。カリンお姉ちゃんのお店の倉庫でもしてたんだよね？　そっちのお店でもしてるはずだから、見てみると良いって色々と教えてもらったんだよ？」

			「あーいーつーかーっ！」

			　いや、実際にいたしていた俺達が悪いと言われればそれまでだけど、いたいけな少女になんてことを教えるんですかね。

			　……いや、そんなことよりも、まずはこの状況をなんとかしないと。

			　誰かに助けを……いや、ダメだ。ウェルズ夫妻が来たら目も当てられないし、クラウディアに見られたら、今度こそ切り落とされるかもしれない。

			　ここは自力でなんとかしなければ！

			「えっと……ほら、俺にはクラウディアがいるから」

			「大丈夫、お姉ちゃんには内緒にしておいてあげるから」

			「うぉい。俺が言いたいのはそういうことではなく、浮気がダメだって言ってるんだ」

			「え？　でも、ローズ様ともしてたよね？」

			「そ、それは、その……」

			　むぐぐ。困った。なんと言い訳をするべきか。

			「ボク、二人が大丈夫なら、三人だって大丈夫だと思うなぁ」

			「そういう妥協をすると、そのままずるずる行っちゃうからダメだ！」

			「もぅ、ユズキお兄ちゃんは、素直にボクのお礼を受け取れば良いんだよ！」

			「そんなお礼の押しつけは望んでない！」

			「ボクがお礼をしたいんだって！」

			　言うが早いか、リスティスちゃんは上着を脱ぎ捨ててしまった。上半身はキャミソールっぽい下着のみで、下はスカートという姿で俺に馬乗りになっている。

			　状況が悪化してる。こうなる前に、誰かに助けを求めるべきだった――と思うけど後の祭り。こんな状況を誰かに見られたら、絶対に誤解される。

			　もしクラウディアに見られたら……き、切り落とすのだけは止めて！　俺はまだ再生の魔法が使えないからっ！　死んで生き返るまで生えてこないから！

			　……がくがく。こ、こうなったら手段は選んでいられない。

			「リ、リスティスちゃん、俺にステータスウィンドウを見せてくれないか？」

			「え、ボクのステータスウィンドウ？」

			　ローズのときと同じ方法で逃げる算段である。

			　色んな意味でヤバイとは思うけど、この状況を誰かに見られるとか、実際にリスティスちゃんといたしてしまうよりはマシだと思うのだ。

			「頼む、リスティスちゃんのステータスウィンドウを俺に見せてくれ」

			「えっと、じゃあ……ステータス、オープン」

			　リスティスちゃんが、俺に馬乗りになったままステータスウィンドウを開いた。馬乗りになられている俺の正面に、リスティスちゃんの胸の前で、こちら向きに表示される。

			　ということで、俺に馬乗りになっているリスティスちゃんの胸の前に両手を伸ばした。

			「――ひゃんっ!?　な、なに!?　なんか、ゾクってしたよ？」

			「ステータスウィンドウを触っただけだぞ？」

			「え、なにそれ、どういうこと？　っていうか、なんかっ、ひうっ。くすぐったいような……ゃん、ゾクゾクって、ぁあん。なんか、へん。ボク、なんか変だよぅ」

			　ステータスウィンドウ――つまりは、自分の本質を撫で回される感覚に戸惑っているのだろう。リスティスちゃんは、その感覚に戸惑うように俺の上で身をくねらせる。

			　リスティスちゃんを追い詰めるべく、俺は更にステータスウィンドウを弄(いじ)り倒していく。

			「ひゃっん、んぁっ、ひぅ……んくっ。な、なんか。んぁっ！　んんっ。はぁ……んくっ。はぁ、ひゃ……んぁ、はぁ……んっ」

			　徐々に甘い声が混じり始め、ぷるぷると震え始める。

			　そしてほどなく、未知の感覚に耐えきれなくなったリスティスちゃんは、甲高い声と共に背筋を伸ばし、一層身を震わせると――くたりと倒れ込んできた。

			　俺はそんなリスティスちゃんの両脇を掴んで支えた。

			　よし。これで、リスティスちゃんをどかすことが出来る。

			　そう思って、リスティスちゃんを横に転がそうとした俺は――リスティスちゃんが倒れ込んで開けた視界の向こう側、こちらを無表情で見つめるクラウディアと――

			　その父親の姿を目にして凍り付いた。

			「……ク、クラウディア、どうしてここに？」

			「どうしてもなにも、妹の甲高い悲鳴が聞こえたから飛んできたんですが」

			「そ、そうなんだ」

			　そういえば、ステータスウィンドウを弄(いじ)られる感覚に、リスティスちゃんはかなり、甘い声を上げてた気がする。

			「それで、ご主人様は、一体、なにを、して、いたんですか？」

			「なにって……」

			　逃げるためにステータスウィンドウを弄(いじ)っていたと、説明しようとした俺ははたと気付く。

			　リスティスちゃんは上半身がキャミソールで、下はスカートで俺に馬乗り。

			　そして、俺はそんなリスティスちゃんが倒れないように、突き出した手で両脇を支えている。つまりは、両胸を揉んでいるようにも見える構図。

			　どう見ても、これ絶対入ってるよね。とか言われそうな状況。それどころか、俺の手の感じからノリノリだよね。いや、乗られてるのは俺だけど、見たいな。

			「えへへ、お兄ちゃん、ボク、気持ちよかったよぅ」

			「……へぇ」

			　リスティスちゃんの無意識っぽい呟きに、クラウディアの声が一段と低くなった。

			「い、いや、誤解するなよ」

			「誤解なんてしていません。浮気、ですよね？　あたしの妹と、浮気、したんですよね？」

			「いや、違うって！」

			「……へぇ。なら、本気だって言うんですか？　それなら、節操のないご主人様の分身を切り落とすしかないですね」

			「だああああっ、待った！　ちょっと俺の話を聞いてくれ」

			「――ユズキくん」

			　クラウディアに事情を説明しようとする。だけど、そんな俺のセリフを遮って、ウェルズさんが少しこわばった表情で口を開いた。

			「これは、一体どういうことですかな？　クラウディアのことは、奴(ど)隷(れい)になったという事情も理解していますから、外やアトリエでの行為も黙認していましたが……」

			「――ぶはっ!?」

			　ま、まさか、ウェルズさんにまで見られてた!?

			「まだ幼いリスティスにまで手を出すとは」

			「いや、その……」

			「……いや、分かってます。リスティスが、ユズキくんに迫ったのでしょう。それは分かっています。だから、ユズキくんが姉妹共々受け入れてくれるつもりなのならなにも言いません」

			　いやぁ……そこは色々言うべきじゃないかなぁ。なんて思うのだけど、言われて困るのは俺だから、もちろん無言を貫く。

			「だが、もしユズキくんが、リスティスを一夜限りのつもりで弄(もてあそ)んだというのなら、俺はユズキくんを許すことが出来ません」

			「えっと、いや、その……」

			　誤解だって言いたいのだけど、行為に及んでいないとしても、ステータスウィンドウを弄(いじ)り倒したのは事実。加えて、女神メディアの祝福の効果により、クラウディアはもちろん、ウェルズさんにも精神高揚の効果が発動している可能性は非常に高い。

			　――つまり、逃げるためだったなんて言えば、ウェルズさんに殺される。だけど、本気だったなんて言えば、クラウディアに切り落とされる。

			　なのに、リスティスちゃんに組み敷かれていて、この場から逃げることも出来ない。

			「ご主人様、説明、してください」

			「ユズキくん、説明、してください」

			「ええっと、ええっと……ふぁ、ファイア・ボルト」

			　――俺は爆発した。

		

	
		
			書き下ろし番外編　リスティスの○○なお姉ちゃん

			　

			「あたし、身売りすることにしたから」

			　クラウディアが静かに告げた。

			　街の景色を一望できる丘の上。夕日に照らされて赤く染まる街並みを背景に、リスティスは大好きな姉を見上げた。

			　その幼い身体が小刻みに震えているのは、さっきの言葉を聞いてしまったからだ。

			「クラウディアお姉ちゃん、身売りって……どういうこと？」

			「身売りって言うのは、奴(ど)隷(れい)商に自分の自由を売って、代わりにお金を得ることだよ」

			「そうじゃ、そうじゃなくて、どうして身売りなんてっ！　ボク、聞いてないよ！」

			　さっきまで夢について語っていた。一緒にウェルズ洋服店を盛り立てて、この島に名前を轟かせるんだって、幸せな未来を語っていた。

			　それなのに、どうして――と、姉に詰めよったリスティスはすぐに後悔した。

			　夕焼けに照らされた姉が、今までみたことがないような悲しい顔をしていたからだ。

			「……ごめんね」

			「謝って欲しいんじゃないよぅ……」

			　姉に抱きつき、ポロポロと泣いてしまう。

			　ホントを言うと、リスティスはお店の経営状態が危ないことを知っていた。だけど、お父さんやお姉ちゃんがいればきっと大丈夫――と、そう思っていたのだ。

			「どうして、どうしてなの？　お姉ちゃん、みんなで一緒にお店を大きくしようって、さっき言ったばっかりじゃないっ！」

			「だから、だよ」

			　リスティスの瞳からこぼれた涙を、クラウディアの指が優しく拭った。

			「あたしは、お店を護るために身売りをするの。だから、リスティスはその後を、あたしが護ったお店を盛り立てて」

			「それは……でも、そんなことしたら、お姉ちゃんはどうなるの？」

			「あたしは大丈夫だよ」

			「大丈夫って……どうしてそんなことが言えるの？」

			「あたしはヤンデレ化耐性が高ランクだから、高額で買い取ってもらえそうなの。だから、酷いところには売られない。酷いところには売られないよ」

			　クラウディアが淡々と告げる。リスティスが冷静なら、もしくはもう少し大人だったら、クラウディアの優しい嘘に気付いたかも知れない。

			　だけど気付かなくて、「そっか……」と、少しだけ安(あん)堵(ど)した。

			「だから、ね。リスティスはお父さんやお母さんと一緒にお店を護って。そうすれば、あたし達が一緒にお店を護ることになるでしょ？」

			「そんなの……」

			　一緒に護ることにはならない――と、喉元まで込み上げた言葉は飲み込んだ。それ以外には道がないんだって、本能的に察してしまったからだ。

			「……分かった。ボク、たくさん頑張って、お店を護るよ」

			　リスティスはなにも知らない子供だった。けれど、それはさっきまでの話。いまこの瞬間、姉の想いに応えようと、リスティスは大人になった。

			　

			　

			　それからのリスティスは必死にウェルズ洋服店のお手伝いをした。けれど、月日は流れ――ウェルズ洋服店は再び経営難に陥っていた。

			　理由はいくつもある――というか、ありすぎるほどにあった。

			　まずは父に掛けられた呪いのこと。デザイナーでもあるウェルズのスキルランクが低下したのは、洋服店にとって大きな打撃だった。

			　更には卸業者にそっぽを向かれたり、ライバル店が台頭したり、借金の返済を予定より早く迫られたりと、あらゆる不幸が重なったのだ。

			　その結果、クラウディアが稼ぎ出したお金はあっという間に消えてしまった。

			　そんなさなかに舞い込んだのが、ライバル店の一つからの提案。娘を嫁によこすのなら、資金援助をしてくれるという話だった。

			　実のところ、ウェルズ夫妻は反対した。

			　いまは資金援助という形でも、将来的に経営権を奪われる可能性が高くて延命措置にしかならない。そんなことのために、大切な娘を差し出すことは出来ない――と。

			　だけど、リスティスは納得しなかった。

			　差し伸べられた手を掴まなければ、ウェルズ洋服店はすぐにでも潰れてしまう。そうしたら、姉との約束を果たせなくなってしまう。

			　たとえ延命措置だとしても、猶予があるうちにあらたな道が見えてくるかも知れない。リスティスは姉との約束を果たすために、結婚を受け入れることにした。

			　自分の無力さに泣いてしまいそうだった。けれど、いまは出来ることを精一杯するしかないと、必死の思いで過ごしていたある日。

			　リスティスは洗練されたデザインの服を着るお兄さんと出会った。そのお兄さんはリスティスの纏(まと)まりのない想いの塊を受け止めた後、この街を護ると言ってくれた。

			　あまりに唐突で、根拠もなにもない言葉だったけれど、自分が街を出た後のことを憂えていたリスティスは、その言葉にほんの少しだけ救われた。

			　そうして、久しぶりに幸せな気持ちになって街を探索。

			　夕暮れ前に帰宅すると――

			　

			「あ、おかえり、リスティス。久しぶりだね～」

			　エッチなお姉さんがリスティスを出迎えた。

			　うわぁ……なんだろう、このお姉さんの服。胸元がすっごく開いてて谷間が見えてるし、スカートもすっごく短い。長い靴下を穿いてるけど、太ももが丸見えだよ。

			　物凄くエッチだけど……でも、デザインは凄い。ブラウスのフリフリは綺麗に波打ってるし、スカートもふんわりしてる。

			　このお洋服を作った人は凄くエッチだけど、物凄く天才だよ！

			「あの……リスティス？」

			「エッチなお姉さん、その服はどこで手に入れたの!?」

			「エッチなお姉さん!?」

			　なにやら、エッチなお姉さんが衝撃を受けている。続いて、「こ、これは違うのよ。ご主人様の趣味で、あたしは別に、好きで着てる訳じゃ……」と言い訳を始めた。

			　前で揃えた腕をもじもじさせるたびに、挟まれた胸がむにゅむにゅと形を変える。その大きな胸にデジャブを覚えて、視線を胸より上に向けた。

			　そこには、真っ赤な顔で恥ずかしがっている、大切な、大切な姉の顔。

			「――お姉ちゃんがエッチだった!?」

			「あうぅ……」

			　真っ赤になって俯く。その顔は間違いない。もう二度と会えないかも知れないと思っていた大切な姉だった。

			「クラウディアお姉ちゃん！」

			　ひっしと抱きつく。

			「わわっ、リスティス？」

			「お姉ちゃんお姉ちゃんお姉ちゃん！」

			　姉がそこにいるのを確認するためにぎゅうううううっとしがみついて頬ずりをする。すべすべの布越しに伝わる感触は間違いなくノーブラだった。

			　間違いない。大切な姉が、エッチなお姉さんになって帰ってきた。

			「――って言うか、このすべすべの生地はなに!?」

			「最初に聞くのがそれなの!?」

			「だって、肌の感触が分かるくらいすべすべだよ？　それにデザインもエッチだけど洗練されてるし、これだけの服を作ることが出来れば、ウェルズ洋服店だってきっと立て直せるよ！」

			　姉に向かって捲し立てた。

			　驚いた顔をしていたクラウディアが、ふっと微笑みを浮かべる。

			「リスティス……ちゃんと、お店を護ろうとしてくれていたのね」

			「それは、だって、お姉ちゃんとの約束だったし……」

			「そっか、ありがとう。たくさん辛い思いをさせてごめんね。もう大丈夫だから」

			「……大丈夫って、どういうこと？」

			　リスティスは小首をかしげる。

			　身売りをしたはずの姉が、こうして帰ってきた。本来であればありえないことだけど、もしかしたら……と今更ながらに考える。

			「あのね、あたしのご主人様が服飾に精通しているの」

			「もしかして、そのエッチな服も？」

			「これは違うみたい。だけど、同じような服はデザインできるし、型紙も引けるって。それに、このスカートは、ご主人様が改造したんだよ」

			「スカート？」

			　少し離れてちゃんと見ると、スカートは一部をたくし上げて絞ってあるだけだった。にもかかわらず、リスティスが初めて見るようなふんわりとした仕上がりになっている。

			「……凄い。こんなことが出来るんだ」

			　リスティスは感嘆のため息を吐く。

			「凄いでしょ？　恥ずかしがるあたしにこんなエッチな服を着せる困ったご主人様だけど、その服飾の腕は本物だよ。そんなご主人様が、ウェルズ洋服店に協力をしてくれるって」

			「……協力って、どんなこと？」

			「資金援助と、技術提供。だから、リスティスも嫌な結婚なんてしなくて大丈夫だよ」

			「……え？」

			　思ってもいなかった言葉に、リスティスは目を見開く。

			「言ったでしょ、ご主人様がなんとかしてくれるって。だから、あたしもここで働けるし、リスティスは結婚なんてしなくて平気。また、一緒に頑張れるんだよ」

			「……本当？」

			「本当だよ。また、一緒に頑張ろうね」

			　微笑む姉の顔は、別れる前に見た悲しげな微笑みとはまるで違っていた。本当に幸せそうな、見ているだけで安心できる微笑みで……リスティスは、今度こそ大丈夫なんだって安(あん)堵(ど)した。

			「ふえぇ……お姉ちゃん、お姉ちゃん」

			　張り詰めていたものが弾けて、リスティスは泣きじゃくった。色々と大変だったけれど、リスティスは姉との約束を果たしたのだ。

			　そうして、リスティスは決意を新たにする。そして、今後は姉の背中を追いかけて、ウェルズ洋服店を盛り立てていこうと決意したのだが――

			　

			　――後日。

			「あぁん、ご主人様のが、入って……っ。気持ち、良いよぅ……っ」

			　倉庫で乱れる姉を見て、その背中を追いかけるのを止めようかと、わりと本気で悩んだ。
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